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凡  例 

一、 本篇は 翁に 發 表した 祌代 篇の繽 稿で あるから、 前篇に 於て 論究した 事項 及 語 釋は之 を再述 

せ. f  、 參 照卷數 及！ 0; 數を註 記す るに 止めた。 但し 簡約の ため 卷數は 肉太 字塑を m ひて 表示す 

る ことにした。 — 例、 (五— 二三 六 頁 )。 .1. 從 つて 單に (第一 卷 一四 八 员) の 如く 註記して 

あるの は、 本篇 中の 其卷の 參照 US; 數な る こと を 意味す る 。 

二、 紀 記に 關 して は從 來註釋 又は 研究の 世に 公表せられ たもの も少く はない が、 出来る限り 之 

に 觸れぬ やうに したの は、 決して 先學を 無視した ので はなく、 論議の 冗漫に 流れる こと を 虞 

れた爲 である。 さりながら 殆ど 通說と 認められて 居る 誤 釋に對 して は、 世の 惑 を 解く ため 敢 

て 辯駁を 加へ た。 

三、 遍く 外國の 言語、 傳說、 習俗 等に 參 ii を 求める こと は 著者の 淺學の 企て 及ばざる 所で あるの 

みならす、 ^！^稱的關係の明瞭でなぃものを列擧することは危險の專ぉでぁるから、 已むを 得 ざ 

る 場合 に は 之 を 我が E 隣 民族 に 局限す る ことにした。 

凡例  五 


叫、 rn 木紀及 古事記 を併稱 する 場合に は 略して 紀 記と いふの が 普通で あるが、 私 は國史 たる 日 

术 記を靈 視す るから、 紀 記と 略書す る ことにした。 

五 • ，文中の 敬語 は、 萬 葉 集題詞 等の 例に 倣 ひ、 皇祖、 天皇、 皇后、 皇太子に 限り、 諸祌、 諸王以 

下に 對 して は 之 を 用 ひぬ こと を 原則と した、 あらゆる 祌祇及 貴人に 一 々敬語 を附 ける の は、 

も 煩 はしい ことで あるの みならす、 祌叉は 族で あっても 尊敬に 做せざる ものが あり、 且 卜- 

-  4^,,- こ 在って は-き 號 だけで は ゆ 分の 高下 を判斷 する ことの 出来ぬ 場合が 多く、  ハ 限界 を It 乂め 

る ことが 至 難で あるから である。 

古事記の 文 を 引用す るに 當 つても、 宣 長の 訓に捉 はれす、 右の 原則に 準じて、 成るべく 簡潔 

た讀 下し をつ けた。 

六、 先 攀及同 擧の名 を 擧げる 場合に も 亦、 一 切 敬語、 敬稱 をお いた。 古人 は 勿論、 现存 でも^ 

上の 人物で あり、 社會の 誇で ある 舉 者に 對 して は、 敬語 敬 稱を用 ひない のが 作法で あると 私 

は 信す るからで ある。 

七、 沖 名、 人名、 地名 は、 紀^ 其 他の 古典の 用字に 备. - 多少の 相違が あり、 同一 書に 於ても 必し 


もお に 一 おして 居らぬ から、 引 川 文に あって は 原書に 從ひ、 其 他 は 通 W 宇 を あて、 或は カグ 

ツチ (迦 れ、 土、 柯 遇 突 智)、 ス サノヲ (須佐 之 男、 素戔 鳴)、 ワース 和邇、 和环) の 如く、 片 假名 を以ー 

て^ 示す る ことにした。  ^ 

：、 左記の 書名に は 脚註の やうた 略字 を 川 ひる ことがある。 


古事記 〔記〕 

古語 拾遺 〔拾〕 

延喜式 〔式〕 

同書 所 引 私記 〔私記〕 

日本書紀 通釋 〔通 釋〕 

書 紀集解 〔集 解〕 


日本 紀 又は 日. 本書 紀 〔紀〕 

先代 葡事 本紀 〔舊 事紀〕 又は 〔舊〕 

諸國 風土記 〔風〕 

釋 日本 紀 〔釋 紀〕 

日本書紀 通證 〔通 證〕 

古事記 傳 〔記 傳〕 

日本書紀 傳 〔紀 傳〕 

几、 卷 末に 參 iii として 古事記 及 他の 所要 原文 を揭 げた。 前篇に 於て は 本日 紀の文 を も全揭 した 

が、 ％ 武紀 以下 は 分量が 過多で、 徒に 紙數が $2 むる のみなら す、 岩波 文^本の 如き 便利な 流 

—  a  S   —    ' ： に 七  .t. 


凡 例  八 

布 本が t こ， 出た 今日で は、 餘り 必要 も あるまい と 思 ふから 之 を 省略し、 其 代りに 本文 中に 於 

て 出来るだけ 原文 を 其 ま- - 引用す る ことにした 

一 〇、 附錄 として 毎卷 索引 を 添付す る。 


^ 鶴 篇卷之 四 

日代宫 

序 說 

紀記 の不 一 致 11 熊 襲と 東夷 11 壽考と 在位 华數 11 裏面に？ む史實 .—— 內治 

Si 向 之 日 代 {?n 御宇 大足 彥忍代 別 (謚景 行) 天皇 は、 記の 分注に よれば、 御身 長 一 

丈 ニ寸、 御 脛 長 四 尺 一 寸 也と あり (前卷 末 原文 參 照)、 丈 尺寸の 制が 未だ 備 はらな か 

つた 時代の こレ- であるから、 後人の 記入と m 心 はれる が、 堂々 たる 偉 腐で あらせら 

れ 仁と いふ 傅 說が存 した こと は 疑な く、 御子 日本 武尊を も 紀には 身長 一 丈、 力 能 

紀 記の 不一致  一 


杠レ 鼎と 叙して 居る ので ある。 されば 特記 せられて は e ら ぬが， 勇武の 御 象で あ 

つたと 拜 察せられ、 其 御世の 事 蹐 として 傳 へられて 居る の は、 殆ど 全部 征戰 に關 

する ものである。 御 祖父 崇神 天皇の 經 略せられ た 版 11 は、 守成の 明君なる 御父垂 

仁 天皇の 治世に 全く 馴 伏し、 打續く 太平に よって 兵備が 更に 充赏 したから、 歴代 

の皇 鎮に遵 ひ、 大 八洲 統一 の 遂行 を 企てられ たの は當然 のこと で、 前 朝に 於て 未 

だ 着手せられ なかった 四國 九州 方面の 平定、 並に 物情 尙钩々 たる 坂 ま 地方の 餘撫 

に カを識 くされた の は、 寧ろ 豫定 計畫 であった ので ある.^ 然るに 之に 關 する 紀記 

の所說 は、 左の 點に 於て 一 致を缺 いて 居る。 

(一) 紀に 詳述 せられた 天皇の 熊 襲親征 について は、 記 は 全然 觸れて ない。 

(一一) 倭 建 命の 出 雲建誅 戮に關 する 一 條は 記に は 省 除せられ て 居る。 11 其が 記 

の 誤 俾と思 はれる こと は前卷 (第二 〇 三 頁) に 論じ た 通 り で あ る 。 

(-: 一) 記に 傻建 命の 感 11^ として 擧 げた 三 首の 歌 は、 紀には 之 を 一首に まとめ、 ！： 京 


ク 一一 シヌビ ウタ 

行 天皇の 御製と し、 思 邦 歌と 呼稱 して 居る。 

3 御 治世の 末年 東國 に親征 めら せられた 事 廣が紀 に揭载 せられて e るが 記 

に.. に 之に 言及して E らぬ。 

« 田； 1： 鱧が 勅命 を 奉じて 誦習し、 紀の 編纂 委員の 一 人なる 太 朝臣 安 萬 侶に よつ 

て撰錄 せられた 古事記の 存在が 無視せられ に 害 はない から、 尠くとも 其 所 說が不 

當 で あ る と 認定 せら れ 、一 一 も の と す ベ き つ 」 、 紀の 編者 をして 此 やう バ 態度 を 執らし 

めた の は、 新 材料の 發 見に 因る とせねば ならぬ C 此は 神武 紀 にも 例の ある ことで 

あるが、 今次の 资料は 主として 持統 天皇の 五 年に 徵位 せられた 諸氏の 纂記及 元 明 

朝 の 令 により 諸！： r ら進達 した 風土記 つ . も つた やうで ある。 現に 殘存す る 古風 

土 一お ひ ^ 五 1： 分に 過 ぎ や、 和 銅 勘進と 認めら れ る の は 常 陸 及播 磨の 二 記の み つ . 、 出 

ム 風土， おは 天平 五 年 勘 造と いふ 奧鄭 がめ り、 其 他 は 延長 三年の 大政 官符 によって 

搏 撰した もの、 やうで るるが、 i>; 後 風土記の 如き は紀の 所說と 合致す る 點が少 く 

紀 記の 不一致  三 


はない から、 之 を 偶 合 又は 紀に 準據 した 記述と 速斷 する こと は出來 や、 多少の 加 

筆脫漏 はあった としても、 所謂 國 底本に 基いた もの V やうで ある (^六 五 以下)。 さ 

りながら 風土記に のせた 地方 傳說 中には、 明に 誤傳 又は 虚構と 認められる もの も 

あり、 必 しも 盡く 信す るに 足らす、 諸氏の 纂記 又は 家傳の 如き は、 昔 も 今 も 誇張 

の 多い ものであるから、 若し 紀の典 據が此 等の 記錄 のみに あると するならば、 縱 

ひい かに 巧に 取 繕 はれて 居ても 再 批判に かけやば なるまい。 例へば 天皇の 束 方 巡 

狩の 如き は、 之が 動機に 疑が あるの みなら や、 第 七 章に 詳論す る やうに、 其 事 

も 亦 史實と は 信ぜられぬ 點が ある。 之に 反して 西 國親征 は、 諸 皇子の 生母に 日向 

髮 長大 田 根、 襲 武嬡、 日向 御 刀 媛の やうな 其 地方の 女性が ある 所 を 見る と、 縱ひ年 

月次 は 信用す ベから すと しても、 史實と 認めねば ならぬ。 

此 朝に 於て 征討せられ たの は異 俗の 民で、 東方の もの は 蝦夷 又は 柬 夷と 稱 へら 


れ、 九州の 土 豪 は 土 蜘蛛 及 熊 襲の 名 を 以て 包括 せられて 居る。 第二 卷 (第二 二 Qn) 

以下に 述べた やうに、 常 陸 以北の 住民の 大部分が ヒナ (夷) 卽ちェ ミン (蝦夷) であ 

つたこと は 疑がない から、 紀に 東夷と 記した のは必 しも 漢意 ではなく、 柬國の 夷 

族の 謂で あらう が、 當 時の 九州 土着民 は ツチ クモ 又は ク マ ソ のみに 限らす、 ァ マ 

(海人) 及 ヒ ( 火 ) 卽ち夷 族 の 方が 優勢 で あ つたと 思 はれる のに、 之に 言及して ら 

ぬの は奇 とすべき である。 前篇 第六卷 及本篇 第一 卷 以降、 就中 第二 卷第六 章に 於 

て 論究した 所に よると、 當 時に 於け る 九州の 種族 分布 は、 大略 次の やうであった 

と 推測せられ る。 

北岸。 豐前 及筑前 海岸の 平野に はムナ カタ (ス ") 系の 木 族が 占據 した (六— 二 

六 ： so 

.Js^:;4。 豐後 日向の 海濱は 天孫 氏及ァ マ 族の 占 住 地で (六— 二 叫〇 、二 六 〇页)、 ^ 

地はク マ ソが 優勢であった もの 、やうで ある。 

熊 襲と 東夷  五 


南岸。 菌隅 二！： は 大部分 ァ マ 系の 、ノ ャ ト (おん) 及 ヮダッ ミ 住) 氏族が 占め 

仁が、 北境， はク マ ソ の根據 地で、 互に 勢力 を爭 うて 居た (六— 二 五八- n 以下)。 

w 岸。 筑前商 部から 肥 後 の 北部に 至る まで は 所謂 倭人！： で 、 ヒ (肥)，、 が 雑 ni5 

し 、 球 磨 郡 方面 は 勿論 そ の 名 の 種族が ：^；^結 し て K . 一」 の で あ る が (ぬ 一 ー卷六 ^)> 

山地に 於て ク マ ソが 優勢であった こと はあり る。 

されば K 密 なる 意味に 於て は 之 を 一 括して ク マ ソと稱 へる こと は出來 ぬので あ 

るが、 後世 種族 的區 別が 曖昧：.： なった 後に 於て、 異^と いふと：！： 義を 以て 漫然 こ 

の 稱呼を 用 ひた こと は 有り得べきで、 殊に 地方 傳說 は、 早く ャ マト 民族 化した K 

衆 間の みに 殘 つたので あるから、 討伐 を 蒙 つたの は 自分 達の 祖先 で あると 言 ひ » 

へた t せ はなく、 總て クマ ソ 乃至 ツチ クモの 事と し、；」 の は 人情の 然 らしむ る 所で、 

都ん 士が 之に 從 うて 九州 前 住民 を 一 列に、 ク マ ソと稱 へたの は 怪しむ に 足らぬ. 攀で 

あ る 。 景行 天 皇 の 遠征 は 前 卷序說 に 於 て考證 し た 神 天皇の 崩御の 年 か ら起箅 す 


ると、 三十 年以內 のこと で、 女王 國が尙 未だ 大を なすに 至らなかった 時代で ある 

から、 ，：IS 軍 は 其 地方 進行 中 何等の 抵抗 を も 受け ひかった ので あるが、 仲哀 朝に 反 

亂し たも 0 は 明に 倭人で あるに も拘 はら や、 尙 常に 熊 襲と 稱 へられた の は 右の 事 

情に^：！^くものでぁる。 

天皇の f S 考 は 記 に は壹』 m 參拾漆 歳と あり、 景行紀 によると 先帝の 三十 七 年に、 

御 年 二十 一 を 以て 儲位に 立た された と あるから (分注)、 其 年 紀に從 へば 卽 位の 年に 

は 齊算旣 に-八十せ 三で、 在位 六十 年と あるが 故に 百 四十 三歲を 以て 崩御 せられた 

ものと せねば ならぬ のに、 ：！： じ紀の 末尾の 記事に は 時 年 一 百六歲 とあって 前後 矛 

^ し 一-, 」 W る。 い づ れ にして も 御 長命 つ 】 あつ.； 一とせられ たので あらう が 、 其 は 前 卷 

(お 六 nh 下) に 論じた やうに、 ^神垂 仁 天皇の 導考を 過大に 見 積った 結果、 眞赏の 

御 年 を あげる レー、 御 父 天皇よりも 先き に登遐 せられた ことになる ゲ， ら、 已むを 得 

ま； S 考と 在位 年數  七 


や 引 仲ば したので あらう。 さりながら 其 は不當 の作爲 であるので、 上記の 外に も 

多くの 不合 ii; が ある。 卽ち  * 

(一) 播 磨の 稻 日大郎 姬娉娶 は、 後述の やうに 御卽位 前後の ことで あらねば なら 

ぬが、 紀 の年紀 によれば 其 時 は 旣に御 年 八十 有餘の 高齡に 達せられて 居た こ 

とに なり、 其まで 獨 身で 居られ； i とは考 へられぬ。 

(一一) 治世 第一 一十 七 年に 熊 襲 討伐に 派遣 せられた 日本 武尊は 當時御 年 十六と ある 

から 〔紀〕 、 十二 年 (クマ ソ親征 の 年) 降誕で あらねば ならぬ。 然るに 雙 生と 稱 

せられる 兄 皇子 大碓命 は、 治世 第 四 年に 美濃國 造の 女と 通じた と あるから、 

旣に 成人であった とせねば ならす、 少く とも 三十 年の くひ 違が ある。 

(10 八 坂入嫒 命を娶 された の は 四 年の ことで あるのに、 其 長 皇子 稚足彥 (成 務) 

天皇 は、 四十 六 年に 御歲 二十 四 年 を 以て 立太子せられ たと あるから、 二十 三 

年の 降誕と せねば ならす、 約 二十 年間 無產 で、 其 後 引つ  き 七 男 六 女 を 生ま 


れたと は 常識で は考 へられぬ ことで ある。 

S 他の 一 妃訶具 漏 比 賣は倭 建 命の 玄孫と あるが 〔記〕、 假に此 皇子 を 父 天皇 二 

十歲の 年の 御子と し、 各 世代 を 二十 年 宛と しても、 カグ "姬が 婚期に 達した 

ころ は、 高祖 天皇 は 約 百 二十歳の 高齡 であらね ばなら ぬから、 此 やうな 異常 

な婚 嫁が 實 現した とは考 へられぬ。 

右の 如く 考察す ると、 寳壽に 誤傳の ある こと は 勿論、 紀の 在位 年數の 如き は 少し 

も 信用す る こと：^ 出來 ぬ。 從 つて 年 紀 推定の 根據 として は 日本 武 尊が 天皇に 先つ 

て 薨去せられ たとい ふ 事 實を擧 げる外 はなく、 此 皇子が 父 天皇 踐祚 後の 降誕で、 

御 年 十六に して 九州に 出征せられ、 三十 歲を 以て 薨去せられ たこと は ほ >-事 貰と 

推定 せらる から K 第 叫 章 及第 六 章 # 照)、 其 後に 於て 崩御 せられた 天. 21- は少 くと も 

四. r 餘ハキ 在位せられ たものと せねば な ら や 、 寶壽 も 亦 歴代 天皇の 平均 壽考 を 降ら 

なか つ た も の と 推定 せられる の で あ る 。 

考と 在位 年  九 


熊 襲 及 蝦夷 征討 は 後述の 如く 詳細に 叙述 せられて 居る が、 其 外に も問發 平定の 

爲に、 重臣 武將を 派出し、 必要に 應 じて 丘 ハカ を 用 ひられた ことがあった とせねば 

ならぬ。 殊に W 國親征 中に 畿內 または 近 國に騒 亂が發 生す る やうな ことがあって 

は 一 大事で あるから、 後顧の 患 を 除く 手段が 十分に 講ぜられ たこと はいふまで も 

ない。 三年の 紀に 

春 二月 庚宙； 朔、 卜，. 幸 一， 于紀伊 國ー將 .fen 祀群神 紙 一而 不， 古、 乃 単 菊 止 之、 逍 一一 屋 

主 忍男武 雄心 命 一 云 武猪心 1 令い 祭、 爱屋主 忍男武 雄心 命詣 之、 居ニ于 備柏 Is- 

而 祭，, 祀祌祇 (仍住 九 年、 則娶 二 紀直 遠祖 苋道彥 之 女 影 嫁-生 二 武內宿 繭- 

と あるが、  奉幣使と して 下向した ものが 複奏 もせす、 其 ま、 九 年 も滯留 し、 地方 

豪族 の 女を娶 つ て 子 を 生ま せ た と い ふ が 如き は、 怠慢の 甚し いもので あ る から、 

群 神 祭祀 はロ實 で、 眞の 使命 は 恐らく 地方 鎮定に あつたの であらう。 天皇が 親征 


せられる m 心 召であった が、 事情が 之 を 許さぬ ので、 御名 代と して 從 祖父に あたる 

此中： M 人 を 派出 せ られ たこと は 有り 得 ベ き で あ る " 前 卷序說 (ml  一 no に述 ベ た や う 

に ii 化 朝 末 に 於て は 朝 威の 及 ぶ 所 は紀之 川筋 だ け で あつたので、 荒 川の 女 君 及大 

； g.M: 纏い 女を娶 して 地方 豪族 懐柔に 努められ (第三 卷ー ー〇页 以下)、 垂 仁^に は長皇 

^五い 玻敷人 命 を 两紀 ( 茅" S: ) に 駐在せ しめて 南方 G 抑と せ られた の つ - ある が 、 

兩朝 問に 今の 海草 郡 以南の 沿岸 及. W 地經 略に 着手 せられた 形跡 もない から、 近！； 

巾 最も 不安定な 地方であった と 思 はれる。 文 獻の徵 すべき も G はない が、 今の.^ 

m 、： n お、 W 牟婁 郡の 海岸に は 阿波 土 佐 方面と 同じく 海人 族が 占 住して E たもの V 

やうで、 .2: 地に は ヒ ナ (夷) 族が 割據 した こと は ヒ タ 力 (日 高) 又は ィ ヒ タカ (鈑 高) 

とい ふ 地名が 之を證 明す る (さ ー卷 ニニ 三 n)。  地 は 第一 卷 (八 五、 九 に 述 ベ た 

やうに クマ 族が 優勢で、 一括して 熊 野と 呼ばれた。 武 雄心 命が 滞在した 阿 備柏原 

ノ： 紀^ 風土；^ によれば、 今の 海草 郡 安 村 大字 松原に あたり、 柏 IS とい ふ 

裏： gll^ む史實  一 一 


小字 を存 するとい ふこと で あるから 〔通 釋〕、 神武 紀の名 草 村と 同地で (第 一 卷九五 

n) 、木 K (國 造) の 本 貰なる が 故に、 此地 を根據 として 東方 及 南方の 經 略に 從 事し 

たので、 九 年の 長 日月 を 要し、 其 間に 直 家の 女を娶 つて 子 を 生ませた こと は 極め 

て.；^ り 得べき 筋道で ある。 此 貴人の 出自は 明示 せられて 居らぬ が、 武 內宿禰 を， 彥 

太 忍 信 命の 孫と する 姓氏 錄の 所說 (阿 祇奈 君、 坂 本臣) に從 へば 孝 元 天皇の 御 孫に あ 

たり、 景行 天皇よ. 0 も 二世 代の 先行 者で あるが、 其 父 査太忍 信 は 末子で あるか 

ら、 當時 は尙壯 年であった ので あらう。 

紀伊 行幸 を 取 やめられた 天皇が、 美 濃に 下向 あらせられ、 其 地の 貴女 八 坂 入 嫁 

及 弟 媞を婢 せられた こと は 第 一 章に 說述 する が、 其 も單に IS 娶の爲 の 行幸で はな 

く、 木曾川 筋の 土 豪 を a; 魔す る 必要が あつたから では あるまい か。 播 磨の 印南 別 

纏 (稻 日大 郎姬) を 跳へ に 臨幸せられ たとい ふ同國 風土記の 說も 亦、 必 しも 虚傳で 

はなく、 同 一 事 IE の 下に、 當時 印南 地方 を領 した 吉備 津， 彥 系の 一 名 族の 力 を かり 


て 、 土 豪 を懷柔 する のが 主 目的で あつたと 了解す ベ き で ある。 

北 道 方面の 備に は妃水 齒郞嫒 〔紀〕 の 兄なる 三 尾 氏 (刊本 三の 字脫) 磐 城 別が 之に 

任じた ので あらう。 此 兄妹 は 天皇の 異母 兄弟 石衝 別命の 子で、 磐 城 (石 城) 別 は 羽 

咋國 造に 任ぜられ たと あるから 〔奮〕、 能 登 方面まで 進出した ものと せねば ならぬ 

G がニ卷 一 九 二 100。 此 王女 迎 姆の爲 に 天皇が 近 江國三 尾に 行幸せられ たか 否や は不 

明で あるが、 晩年に 同 國志賀 に 幸して 三ケ 年に 互， り 高 穴穗宮 に駐蹕 せられ、 此地 

で 崩御せられ たと ある 所を晃 ると、 此國に 特別 深い 緣故を 有せられ たものと m 心 は 

れる。 右の 外 近畿 及 山陽 地方に は 旣に皇 別 諸氏が 根抵を 固めて 居り、 其 部 衆は最 

も信賴 する に 足る ベ き 木 族 及 海人 族が 大部分 を 占めて 居た ので あるから、 天皇 は 

安んじて 遠征の 途に 就かれた ものと 拜 察せられ るので ある。 

表面に 現 はれて 居らぬ 重要事項 は、 此 遠征に 海路 を 選ばれた とい ふ 事と、 其途 

次に 於て 瓚岐 伊豫の 北岸 を鎭撫 せられた こと 、である。 紀には 十二 年 八月 十五 日 

宴 面 に 潜む 史實  一 三 


京師 發 漦、 翌 九月 五日 周 芳の娑 磨 着 御と あるの みで、 路 次に は 一言 も觸れ て， ら 

ぬが、 僅々 十九 日の 日數を 以て 大和から 周 防に 達する こと は、 當 時の 交通 狀 態に 

鑑み、 絕對に 不可能であった とせねば ならぬ のみなら や、 此 長い 道中に 何等の 事 

件 も 起らなかった とは考 へられぬ から、 其 史料 を缺 いたが 故に 之 をお き、 後世の 

公定 行旅 日程から 割り出し たものと 思 はれる。 11 主計 式に は 大和 周 防 問の 旅行 

0  0  0 

日程 は丄り 十九 H、 下り 十日と ある —— さ， りながら 上古に 在つ て は 陸行 は 水路よ 

り も遙に 困難と せられ (五— 一 一六 八 K)、 ことに 若干の 輜重を 伴 ふ 軍旅に 在って は、 

路 陸行 は 殆ど 不可能であった。 其 故に 仲哀 天皇の 西征の 場合と！^ じく、 海路 を 

取られた も Q とせねば ならぬ が、 當時は 可能なる 限り 陸岸に 近く 航行す る を 例と 

した， ら、 播磨灘 から 周 防灘に 出る にも @ら 南北 二 航路に 分れた。 神.： C 天皇の 束 

征には 安藝 及 吉備の 海岸 を經 由せられ たこと は 第 一 卷第 一 章に 述べた 通りで ある 

.ぉ 今次 は備 讚瀨戶 から 讚岐 伊豫の 北岸に 沿 ひ、 地方 住民 を 懐柔し つく 溫泉 郡に 


達し、 其 地の 頓宮に 或 期間 蹕 せられた もの、 やうで ある。 $:豫風土記にも溫^:水 

行幸 を傳 へて ほる が、 八 坂 入姬皇 后 御 同伴と あるの は 信じられぬ ことで、 此征旅 

に 1:^ 妃を I； ホ 同せられ た 形跡 はない。 天皇 は 其より 中島、 二 神 島、 屋代 岛 を m つて 

防の 海 SiH: に 渡られた。 其 は諸妃 中に 五十河 媛 及 阿倍 氏 木 事 之 女 高 田 媛と いふ 女性 

のめる ことによって も 推定せられ、 前者が 讚 岐！： 多 度 郡の 女. お、 後者が 伊豫！： 風 

早 郡の 土 豪の 女な る こと は 第 八 章 に 論す る 通り r 】 ある。 m 心 ふ に 吉備及 安藝 方面 は 

神 朝 四 迸將軍 派出 以來皇 化が 普及し、 住民が 心服し 一し 居た から、 後顧の 忠 なし 

とせられ たが、 四！： 北岸の 諸 豪族 は、 敢て 反抗的 態 ffi を 示さぬ としても、. 完全に 

朝廷の 下に 屬す るに 至 ら ハ ん， - つ U の つ- 」 、 聯絡 を遮斷 せ られ る危險 も.；^ り^る と 

して、 沿道の £艇 定を 先にせられ たので あらう。 從 つて 干の 歳：：：！： を 此方 面に 過 さ 

れ た^で あるが、 御 ^tes が 口碑に 俾 はらなかった こと を 遗诚と す ベ き で あ る 。 

裏面に 潜む 史實  一 五 


紀 記の 所 傳に從 へば、 此 天皇の 御代 は 征戰に 終始した かの やうに 見える が、 前 

一 一朝の 國 策を繼 承して、 內 政の 整備 就中 富 源開發 にも 努力 せられた こと は 勿論 

で、 記に は 次の 如き 形式 を 以て 之 を 表示して 居る。 

此の 御世に 田 部 を 定め、 又柬之 淡水 門 を 定め、 又 膳 之 大伴部 を 定め、 又 倭の 

屯 家 を 定めた まひき。 又 坂 手の 池 を 作り、 卽ち其 堤に 竹を植 ゑし め 給 ひき 

田 部 は 耕作に 從事 する 民 部の 意で あるが、 此は 皇室の 直 隸部を 意味す るから、 ミ 

タ ベと 稱 ふべき で、 名 稱は此 朝に 定められた としても、 其 實質は 勿論 以前から 存 

した もので あらねば ならぬ。 御田 部が 收穫 した 穀物 を 藏 する 倉 處をミ ャ ケと稱 

する こと は前卷 (第一 一六 五 no に 述べ た 通りで、 前 朝に 於ても 旣に來 目邑に 設置 せら 

れ たので あるが、 此 御代に 至り 大御縣 なる ャ マ ト (第一 卷ニ六 七 no にも 增 置せられ 

たので ある。 さりながら 獨り 大和 國內に は 限らす、 皇室の 直隸 地の ある 所に は、 

田 部と 屯 倉と を 必要と したので あるから、 紀には 五十 七 年の 條 下に 次の 如く 記述 


して 居る ので ある。 

秋 九月 造， 一 坂 手 池，： 卽竹薛 二 其 堤 上； 冬 十月 令, 諸 國典ニ 田 部 屯 倉- 

坂 手 池 は殘存 せぬ が、 今の 磯城 郡 川 東 村 大字 坂 手に 其 名 を 留めて 居る。 前 二 朝に 

3- 造せられ た 諸 池 (第三 卷ニ 五三 员 以下) と 同じく、 米 田 開墾の 爲 なること は 勿論で 

あるが、 此 處は溪 水を湛 へる やうな 地形で はない から、 或は 一 大湧^5^が存したの 

かも 知れぬ。 サカテ とい ふ 地名に よる も、 小高い 地點 であつ や 一と 想像せられ、 配 

水に 便な りと して 坡塘を 設けて 蓄 水した ものと 思 はれる。 其 堤に 竹を植 ゑし めた 

の は、 之 を S 革 固に する 爲で、 今 も 近 幾 地方の 河岸 等に 於て 屢々 目擊 する 所で ある 

が 、 此池を 以 て 嘴 矢と す ると いふ 口 碑が 存 したの で あら う 。 

記に 见 える 朿之 淡水 門 及 膳 之大伴 部の 制定 は、 田 部、 屯 倉、 池 塘とは 全然 性質 を 

異にし、 前者 は 航路 指定 を 意味し、 後者 は 部隊の 新設 をい ふので あるが、 其 名の 

み傳 はって 實質は 夙に 消滅した ので、 之に 附會 した 一 俾 說が發 生した こと は^ 七 


章 に^て 論述す る 通りで ある。 此 外に 日本 武尊 を紀 念す る爲に 定められ たと ある 

武部 〔紀〕 も、 其 王 男子の 一 柱 (舊 事紀 によれば 四 柱) を 其 君 長の 祖 とすと あり、 其 

後裔の 專有民 部で あるかの やうに 說 かれて 居る が、 出 雲 風土記に よれば 神 門 e 古 

i を 健部臣 とせら わたと あり、 近 江の 犬 上、 尾 張の 丹 羽の 建 部の 外に も、 美 濃、 美 

作、 備前、 備中、 肥 後、 能 登 等に 建 部 (武 部、 竹 部) とい ふ 地名が ある 所を见 ると、 之 

をロ實 として 朝廷 直隸 の衞戍 部隊 を 諸！； に 配置せられ たので あらう。 


第一章 娉娶及 皇胤 

諸 后妃 11 稻日 大郞姬 -—— 弟 姬と八 坂入姬 11 美濃國 造の 二 女 11 皇子 女 

n 京 行 天皇の 后妃と して 紀 記に 其 名の あ V つ はれて 居る の は、 左記の 女性で ある。 

I 紀記寄 法を異 に す る も の は 連擧す る 。 

播磨稻 日 大郞姬 一 云稻日 稚郞姬 〔紀〕 ——- 伊那 毘能 大郞女 〔記〕 11 印南 別鎮 〔播 風〕 

伊那 毘能 若郞女 〔記〕 

八 坂 入 緩 〔紀〕 11 八 坂 之 入日 賣命 八 尺 入日 子 命 之 女 〔記〕 

^嫁 八 坂 入彥皇 子 之 女 〔紀〕 

水 树郞嫒 一一： 尾 氏 11; 城 刖之妹 〔紀〕 

五十河 媛 〔紀〕 

諸 后^  一九 


第一章 娉娶及 皇胤  二 〇 

高 田 緩 阿部 氏 木 事 之 女 〔紀〕 

日向 髮 長大 田 根 〔紀〕 

襲武娱 〔紀〕 

御刀嫒 〔紀〕 11 日向 之 美波迦 斯毘賣 〔記〕 

訶具 漏比賣 倭 建 命 之 玄孫 〔記〕 

訶具 漏比賣 とい ふ 妃が實 在 者であった としても、 之 を 倭 建 命の 玄孫と したの は 誤 

傳で、 之 を 除いて は 悉く 政略結婚で あつたと 思 はれる こと は 序說に 略述した 通り 

であるが、 殊に 稻日大 郞姬及 八 坂入彥 皇子の 二 女娉娶 について は、 以下に 記載す 

る やうな 傳說が ある。 五十河 嫁 以下 御 刀嫒は 西國親 征の路 次に 召された 地方 豪族 

の 女で あるから、 便 {1 上 次章 及第 八 章に 揭げ、 こ、 に は 先 づ爾餘 の 后妃， について 

說述 する。 


ィ ナビ の大 イラ ッメは 記に よれば 吉備臣 等 之 祖若建 吉備津 日子 之 女と あるが、 

若建士 c 備渾 日子 (稚 武彥) は孝靈 天皇の 御子で、 景行 天皇よりも 五代 前の 人で ある 

から、 縱 ひ其晚 年の 生誕と しても、 此 天皇の 后妃と して 適齢の 女子が あつたと は 

考 へ.. つれす、 稚武 彥が播 磨の 稻日 (印南) に 占居した 形跡 もない から、 こ 、に 女と 

あ る の は 女 孫卽ち 後裔の 女子と いふ ほどの 意で、 恐らく は 55: ル神 朝に 武將 とし て 活 

蹯 した 士  II 備津彥 (第三 卷^ 六、^ 七 章)、 若く は 其 子の 一人が、 印南 在住の 豪族 (出 S 

系と 推定せられ る) の 女を娶 り、 之に 生. ませた 子で あらう。 11 此吉 備津彥 が屢々 

稚武彥 と 混同せられ たこと は 第二 卷 (一六 六 no に 述べた 通りで ある 11 播 磨 風土 

記に は 印南 別孃 とし、 成務 朝に 國^ 制定の ため 播 磨に 派遣せられ た 丸部臣 等の 始 

祖比古 汝〉？ とい ふ ものが、 吉備比 古 兄妹の 迎接を 受け、 吉備比 賣を娶 つて 生ませ 

た 子で、 端正 當 時に 秀でた から、 景行 天皇に 娶 された とい ふ 一 說を あげて 居る け 

れ ども、 諒闇の 後 をう けて 卽位 せられた 成務 天皇の 御代に 生まれた 女性が、 前 朝 

稻 U 大郎姬  ニー 
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に 奉仕した とい ふの は甚 しい 時代錯誤で 論す るに 足らぬ。 恐らく は 他に 同名の 貴 

女が あつたので 混同した ので あらう が、 別 纏が 告備 氏族の 女であった ことの 旁證 

t^9 るに 足 る。 

別嬉は 勿論 フケ Q イラ ッメ の假 字で、 フケ を名號 としたの は、 叨徵 はないけれ 

ども 其 家門が 印い M 之 別と 稱した からで あらう。 されば 氏族 內に 於て は わざわざ フ 

ケ (別) と 呼ぶ こと を 必要と せす、 美 稱大を 冠して 大 イラ ッメと いうた ので、 火 和 

傳說は 之に 從ひ、 別稱 のヮケ (別) を ワカ (稚) の 意と 誤解して、 紀には 大郞姬 一 云 

稚郞姬 とし、 記 は 上祸の やうに 大郞 女と 若郞 女との 二 柱に わけて、 各所 生の 皇子 

を あ げて 居る ので あるが、 大と稚 とを對 立して 用 ひる 場合に は 長幼の il 別 稱 と な 

り、 一人に して 兩者を 兼ねる こと は 有り得す、 又播磨 風土記に よる も、 別 孃に妹 

があった と 推定す る こと は 困難で あるから、 兩者 い づ れも 誤傳と せねば ならぬ。 

.紀 に は 二 年 春 三月 丙- JH; 朔 戊辰 立 一一 播磨稻 曰大郞 姬ー爲 一一 皇后 一と ある. のみで、 娉娶 


の 經緯に は 言及して 居らぬ が、 播磨 風土記に は 次の 如き 記事が ある。 

大帶 日子 命 跳，， 印南 別孃， 之 時、 御 佩刀 之べ 5^劍 之 上結爾 八^ 勾、 下結爾 麻布 

チ  ァ トラへ ニイ. テ マス 

都鏡繁 .賀 毛 郡 山 直 等 始祖 总 長命 一 名 伊志 治爲ン 媒而、 跳 下行 之 時、 到 二 攝津國 高 

« 之濟- 請-； 欲 ぼ ニ此 河-度 子 紀伊國 人 小 玉 申 曰、 我爲ニ 天皇 贄人- 否、 爾時勅 曰、 

き公雖 レ然猶 度 、度 子 對曰、 遂欲. ，度 者、 宜レ賜 一一 度 賃ハ於 レ是卽 取.. 爲 一一 道行 m 一之 葉 

ァ ギノヮ タリ 

綬上投 n 人 舟 巾； 則 g 光明 炳然 滿レ 舟、 度 子 得 ン賃 乃 度 之、 故 云 一一 朕 公 濟ハ遂 到-一 赤 石 

郡 カー M バぼ 井； 供 n 進 御 さ 故 曰ニ廝 御井： 爾時 印南 別孃聞 而驚畏 之、 卽遁 n 度 於い  1 

麻嶋， 於， 是 天皇 乃 到，, 賀古 松原， 而覚訪 之， 於， 是白犬 向， 海 長 吠、 天皇 問 

スズ ムラ  ョ クヅグ ツルカ モ 

云、： iK 誰 犬 乎、 須受武 良首對 曰、 是別孃 所.， 養 之 犬 也、 天皇 勅 云、 好 吿 哉、 故號 -- 

お 首； 乃 天皇 知ン 在，， 於 此少嶋 ；卽 欲， 度、 到 ，，；i:iE 律； 供 TI 進 御 食； 故號 二 阿 E 村つ 又 

捕 二 江 魚- 爲ニ 御坏物 ー故號 一一 御坏 江つ 又 乘レ舟 之處、 以ン 培作ン S 故號 一一 榭 m ハ遂度 相 

遇、 勅 云、 此嶋隱 二 愛妻 (仍號 二 南毗都 麻： 於 も： A 御舟 與ニ別 嬢 舟-同 編 合 而屆、 挾抄 

^：：！大っ郎姬  . 二三 
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伊志 治爾、 名 號，， 大中 伊志 治 「還 到 二 印南 六繼 村； -始 成， 1 密事： 故 曰，， 六繼 村ハ赖 云、 

此處浪 響 鳥 聲^譁 、南 遷ニ於 高宮； 故 曰 二 高宮村 i 時 造 二 酒 殿， 之處、 卽號 mK 星 

村つ 造ニ贄 殿， 之處、 卽號， ー赘田 村； 造 之 處卽號 二 館 村 ( 又遷 n 於 城お 田 村： 仍始 

成 レ婚也 

文中 註 釋を耍 する もの も少く はなく、 人名 地名 等に ついても 說が あるが、 共は聊 

か 旁 題に 1^ る 嫌が あり、 大意 は ほ V- 明瞭で あるから、 衍誤 亂脫を 訂正し、 旁訓を 

施す だけに 止めた。 11 小 著 「播磨 風土記 物語」 に 簡略に 說 明して ある 11 此 iS 說 

によれば 別孃は 都に 召 上げられ たので はなく、 大帶 日子 命が 御自身 來 せられた 

とい ふので、 文中 屬.- 天皇と いふ 字が 見える が、 其 は 後日の 號を迎 つて 川 ひた 

ものと も 了解せられ、 此 風土記に は 押 磐 皇子 を市邊 天皇 命と し、 稚郞子 を 宇治 天 

皇 とした 例 も あるから、 之を證 として 踐^ 後の 行幸な りと 斷定す る ， J と は 出 來 

ぬ。 紀には 其 立 后 を 二 年の 條 下に 祸げて 居る が、 必 しも 此 年の 娉娶を 意^す るの 


ではない から、 或は 卽位 前の ことであった かも 知れぬ。 風土記 は 所 生 皇子に 言及 

せす、 別孃は 此國に 於て 薨去せられ たものと して、 賀古郡 曰 岡に 葬られた と ある 

けれども、 其 御 墓に は It! と 襟との みを收 めた と傳 へて 居る 所 を ると、 成 娘後大 

和に 迎 へられた こと も 有り得べき である。 紀には 五十二 年 薨去と あり、 天皇に 先 

立 たれた とい ふ 風土記の 所說と 一 致す るが、 其 年紀は 信用が 出 ^ のみなら す、 

後記の 如く 八 坂 入 嫁の 立 后 をい はんが 爲に、 特に 揷 入せられ た 追記と 思 はれる の 

である。  . 

八 坂 入 « の 王女 弟嬡 の娉娶 についても、 右に 類した 逸話が 書 紀に俾 へられて 居 

る。 卽ち 

四 年 扉 二月 甲贫朔 甲子、 天皇 幸 二 美 濃 f 左右 奏言 之、 兹！： お 1 佳ん f 曰 二  >H ^嬡ハ 容姿 

?|正、べ1^ノ入，彥皇子之女也、 天皇 欲 n 得 爲,， 紀、 幸 二 弟嫁 之 家； 弟嫁 聞，， 乘輿雖 駕ハ 

稻日 大郞姬  二 五 
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ハ カリ  ククリ 

則隱ニ 竹林 ハ 於レ：：；：-天皇權^^令ニぉ嬡至， 而11;5ー1于泳^3； « 魚浮レ 池、 朝夕 臨 視而戲 

遊、 時笫嫁 欲い 見 二 其 鯉 魚 遊- 而密來 臨.^ 池、 天皇 則留 而通レ 之、 爱 ハル 媞以爲 、夫 S 

之 道、 古今 達 則 也、 然於レ 吾 而不レ 便、 則 請 一一 天皇 一 曰、 妾 性 不ぃ欲 一一 交接 之 道ぶ 「不レ 

勝ニ皇 命之咸 ハ暫納 n 帷幕 之 中 ハ然意 所い 不レ 快、 亦 形 姿 穢陋、 久 之不， 满レ陪 n 於掖 

庭， 唯 有， -妾姊 ハ名曰 n 八 坂 入嫒： 容姿 麗美、 志 亦 貞潔、 宜" 納ニ後 《お-、 天皇 聽之、 仍 

喚，， 八 坂 入 媛- 爲レ ffi 

此 一 節 は或處 女が 娉娶を 避けて 遁 匿した の を 巧に 誘 ひよ せて 成婚した とい ふ民譚 

を、 弟嫁に 託して 叙述した もの、 やうで、 遁 避の 理由 を 生 iJ 的缺陷 によると 說明 

したので あるが、 上記 別 嬢の 南 毗都麻 潜伏と 趣 を 同う する， ザら、 或は 上代の 結 » 

習俗の 一 形式であった ので は あるまい か。 琉 球の 東岸 久高嶋 に 於て は 今 も此. f::^ 

を存 し、 新婦 は 祝言の 席から 脫け 出して 叢林 中に 遁 避し、 發 見に 至る までの 時日 

の 長き を 以て 誇と するとい ふこと である 〔海 南 小 記〕。 其 は 太古の 奪掠 結婚 G 遺習 


レー 解 is- する こと も 出來 るが、 古 說 にあら はれた 妻 覚には 一 も 奪掠の 形跡が 存せ 

ぬから、 ャ マト 民族 以外の 風習の 名殘 とする か、 若く は〕 g 女の 羞&を 誇張す る爲 

に 生じた 一 様式と 見ねば なるまい。 

紀の 所傳の 如くば 弟嫒は 久しから やして 退 身した と あり、 記に も此 の 名が 见 

えぬ から、 或は 架空の 人物で、 天皇が 迎娉 せられた の は 本初から. へ 坂入嬡 であつ 

たので は あるまい か。 此 貴女の 御 父 八 坂 入査命 は、 前卷 (第一 一： 九 S に 述べた やう 

に、 5{ーーハ 神 天皇の 皇子で、 御 母 は 尾 張の 大海 媛で あるが、 大和に は 居住せ す、 美 濃 

の 八 坂と いふ 地に 入査 となられ たから、 其 女 を も 八 坂 入 緩 と 稱 し た ので あらう。 

此！： の 面部 地方 及 尾 張！： は 前 朝来 朝廷の 治下に 屬し、 要地に は 皇別を 配置せられ 

たので あるが、 山地 及 木曾谿 谷は尙 未だ 皇 化に 洛しな かつ 仁ので、 撫平 の爲 

に 巡 S: 中、 此ぉ 女を娶 された こと は 極めて 有り得べ く、 皇子 女 を 数多く 牛； まれた 

所 を：： ：儿 ると、 其 後 大和へ K!! し 寄せられた ものと はれる。 上記の 如く 紀には 五十 

弟 姬と八 坂入姬  二 七 
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二 年に 皇后に 箭 立せられ たと あるが、 第 一 卷序說 (第 一 四 ICK 下) に 述べ 仁 やうに、 

此 時代に は尙 未だ 皇后と いふ 特別の 位置 は 設けられて 居なかった。 然るに 紀は次 

代の 天皇の 御 生母 を 皇后と 尊書す る こと を 例と したから、 本來 ならば 此妃を 以て 

終始 之に 擬 すべきであった が、 仲哀 天皇の 御 祖母 に あたる 稻日大 郞姬を 無視す る 

ことが 出來 ぬので、 皇后に 自然の 交迭 があった かの やう 取 縫うた ので あらう。 

美 濃 行幸 中に 國造神 骨 (第一 ー卷 一 八 火 Is の 一 一女 をも娶 される 思 召であった が、 故 

あって 取 止められ たとい ふ 一 說が あり、 紀には 之 を 次の 如く 叙して E る。 

是月 天皇 聞-一美 濃 國造名 神 骨 之 女、 兄 名 兄 遠 子、 弟 名 弟 遠 子 並お 二！： 色； 則 遣，， 大 

碓命， 使， 察 n 其 婦女 之 容姿； 時大確 命、 便 密通 而 不二 復命 (由， 是恨 ニ大碓 命； 冬 十 

一 =：： 庚 娱朔、 乘輿自 二 美 濃， 還、 則更 都，， 於 纏 向， 是 謂，， 日 代 や 

此 一 節と 前段の 記事との 問に、 八 坂 入 嫁 以下の 后妃の 所 生 を 列 して 居る けれ 


ども、 n:,- 月と あるの は 間接に 上揭八 坂の 二王 女 娉娶を 承け たもの、 やうで、 其と 

同月と いふ？： であらう。 さりながら 大確命 は 後記の 如く 稻日大 郞姬の 所 生 皇子で 

あるから、 此時 すでに 成人して 居られた とは考 へら や、 11 紀 の年紀 によれば 景 

行 天皇 は 八十 三 歲で踐 せられた ことになるから、 其 十二 三年 以前に 稻日 大郞姬 

を： 娶 された と假定 すると、 此當 時旣に 成人の 皇子であった こと も 有り得べ きで あ 

るが、 序説に 述べた やうに 此年紀 は 信用が 出來 ぬのみ ならす、 小碓 (倭 建) 命と も 

餘， 0 に懸絕 する —— 誤傳 が存 した ものと せねば ならぬ が、 大雜 命と 美濃國 造の 女 

との 婚嫁 は、 左記の 如く 古事記に も 叙述せられ、 其 後裔の 氏 姓も傳 へられて 居る 

から 事實 であった とすべ きで、 恐らく は 後日の 事件 を 美 濃 行幸の 機緣 によって、 

紀の 編者が 此 年に 附會 したので あらう。 

に 天皇、 三 野！； 造 之祖、 神 大根 王の 女、 名 は 兄 比賣、 弟 比 責ニ孃 子、 其が 容姿 

麗 美と 聞 こし 看して、 其 御子 大碓命 を 遣 はして 喚 上た まふ。 故 その 遣 はさえ 

美 ff;!!: 造の 二 女  二 九 
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し 大碓命 勿 召 上而、 卽ち 己み づ から 其ニ孃 子に 婚 ひて、； 俎に 他" 女.^ をお ぎて、 

其孃 女と 詐り名 づけて 貢 上りき。 是に 天皇 其 を 他 女と 知ろ しめして、 e に g 

長 眼、 亦 娘 さやて 惱 ましめ たま ひき。 故 その 大確 命、 兄比責 を娶 して， 生みし 

子、 押 黑之兄 日子 王 此は三 野の 宇 泥 須和氣 の祖、 亦 弟 比 賣を娶 して 生みし 子、 押 

黑弟 H 子 王 此は牟 直 都 君 等が 祖 なり 

神 大根 は 神 骨と 同 一 王子 をい ひ、 開化 天皇の 卷には 三 野國之 本奥國 造の 祖とぁ 

り、 垂仁 天皇と 同 世代の 人で あるから、 其 二 女を娉 せられる 大御 心が あつたと い 

ふの は 怪しむ に 足らぬ ことで あるが、 視察の 爲 〔紀〕 若く は娉鱧 使と して 〔記〕 殊更 

に 皇子 大碓命 を 遣 はされ たと は 常識から は考 へられぬ ことで、 他に 其 やうな 例 も 

見えぬ から、 或は 父 天皇の 叙 慮に 悖り、 若く は 勅命 を II めて 此ニ女 を 娶られ たこ 

と を 語り 僻めた ので は あるまい か。 されば こそ さした る咎 もな く、 雨女の 所 生 は 

皇別 として 美 濃 國に榮 えたので あ る (第 八 章參照 )o 


兄 比 K 弟 比 責が姊 妹 一 一 貴女 を 意味す る こと は、 第三 卷 (四 二 Iq) にも 述 ベ た 通り 

で、 之 を 兄 遠 子 及 弟 遠 子と 稱 したと すれば、 遠 子 は トホッ コと訓 み、 母なる 女人 

が 美 濃 國本& 郡 遠市鄕 〔和〕 に 住した ので、 其 地名 を 負うた ので あらう。 又 天皇が 

此ニ女 を 召された とい ふの が眞實 でない とすれば、 他の 女ん を： 土 女と 詐稱 して； K 

上した と ある 記の 所傳は 後日の 附說 とせ やばなる まい。 此 一 節に 與 へた 記 傳の訓 

に は 同 意 しかね る 點が 少 く は な い が 、 之 が 論議 は 本書の 目的 で は な く、 且 漢字に 

よる も 文， 立 は 明白で あるから、 旁訓を 以て 之 を 示す に 止めた。 但し 經ニ長 眼, は愁 

視 して n:: 日 を 過す とい ふ 意 で あ ら う が 、 古 言 と は B は れ ぬ 0 

紀には 美 濃から 還 幸 後、 始めて 纏 向の 日 代宫に 都せられ たかの やうに 說 かれて 

居る けれども、 頗る 疑と すべきで、 纏 向 は 父 天皇の 皇居の 地で あるから (^三 卷ニ 

八- n)、 践祚 前の せ 3 殿 も此 處に存 し、 歴代の 例に ょり是 を 其 ま、 朝廷に あてられた 

ものと はれる。 日 代 は 雄 略 朝の 三重の * 女の 歌に 比 志 呂乃美 夜と ある 所 を 見る 

美濃國 造 の 二 女  三 一 
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と、 ヒシ。 と稱 へられた ので あらう が、 原語 は ヒシリ (日 知) で、 天津日嗣 を 知ら 

すと いふ こと を 意味し、 珠城 宮と區 別す る爲 の美稱 である。 葡都 趾耍覽 によれば 

纏 向村 大字 卷之內 に ヒ ジリ とい ふ舊 字が あると いふ ことで あるが (她驛 による)、 若 

し 其 地點が 奮趾 であると すれば、 日 代官から 名 を 負うた ので あらう。 — 大和 志 

に は 古蹟 在 二 穴 師村北 一とあって 一 致せぬ。 

右の 外 西征の 前後に 於て 娶 された と 思 はれる 紀鐵に は 上揭の 如く 水 齒郞女 〔紀〕 

と 1^ 具 漏比賣 〔記〕 とが あるが、 序說に 述べた 以上の 資料 は 見あたらす、 ミグ ハは 

端 齒卽ち 明眸 晚齒、 カグ コは髮 黑卽ち 綠髮委 佗た る ことによって 名 を 負、 はせ たと 

了解せられ るので ある。 

后妃に 關 する 上記の 傳 承が 一 致せぬ と 同様に、 皇子 女に ついても 紀記所 說を異 

にす る こと は 左に 表示す る 通りで ある。 —— 兩傳 一 致す る もの は紀の 用字 を 蹈襲 


櫛 角 別； 土 〔記〕。 母 伊那 S 比 能大， ほ 女 

大確良 子。 母稻： n 大郞姬 

小碓 尊。 母 同 

根子 命 〔記〕。 母 伊那 毘能 大郞女 

神 櫛 王 〔記〕。 母 同 11 紀には 後記の 如く 五十河 媛の 出と ある 

稚足， 彥 天皇。 母 八 坂 入 緩 

五百城 入彥 皇子。 母 同 

忍 之 別 皇子" 母 同 

稚 根子 皇子 〔紀 〕。 母 同 11 稻日 大郞姬 〔紀 一 云〕 

大酢別 皇子 〔 紀〕。 母 

.】5:^;斗皇女〔紀，」。 母 同 i 沼 代郞女 〔記〕。 母 一 妾 
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獰名城 皇女。 母 同 〔紀〕 11 一  妾 〔記〕 

五百城 入姬 皇女。 母 E 

翳依姬 皇女。 母 1^ 〔紀〕 -11 一 姿 〔記〕 

五十 狹城彥 皇子 〔紀〕 。 母 同 

吉 備兄彥 皇子。 母 同 〔紀〕 11 一  妾 〔記〕 

高 城入姬 皇女 〔紀 〕。 母 同 -— 高木 比賣命 〔記〕。 母 一 妾 

弟姬 皇女。 母 M 〔紀〕 —ー 一  妾 〔記〕 

五百野 皇女 〔紀〕 。 母 水 齒郞缓 

眞若王 〔記〕。 母 伊那 毘能 若郞女 

日子 人 之 大兄 王 〔記〕。 母 同 

大枝 王 〔記〕。 母 訶具漏 比賫 

若木 之 入日 子 王 〔記〕。 母 一 妾 


右の 外 两阔 親征 中に 娶 された ものと 推定せられ る 女性の 所 生と して は 左記 Q 皇子 

を あげ る。 

神 櫛皇 子 〔紀 〕。 母 五十 河 媛 11 記に は 上記の 如く 伊那 sii 能 大郞女 の 出と ある 

稻 北：： 入彦 皇子 〔紀 〕。 母 同 

武阈凝 別 皇子 〔紀： i。 母 阿倍 氏 木 事 之 女 高 S 緩 

日向 襲津彥 皇子 〔紀〕 。 母 日向 髮 長大 田 根 

^乳 別 皇子 〔紀〕 。 母 襲武媛 

1: 背 別 皇子 〔紀〕 。 母 同 

豐戶別 皇子。 母 同 〔紀〕 11 一  妾 〔記〕 

別 皇子。 母御 刀 (美 波 迦斯) 緩 

以上 は 皇子 女の 一部分に 過ぎす、 其 總數は 約 八十 柱と 稱 せられる。 之に 關 し紀記 

及« 舉紀は 次の 如く 說 いて 居 る 。 

皇子 女  三 五 
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〔紀〕 夫 天皇 之 男女、 前後 幷 八十 子、 然除 二日 本武 尊、 稚足彥 天皇、 五百城 入彥皇 

子， 之 外、 七十 餘子、 皆 封，, 國郡； 各 如，, 其國； 故 當，, 今時， 謂，， 諸國之 別， 者、 卽其別 

王 之 苗裔 焉 

〔記〕 凡 此大帶 日子 天皇 之 御子 等、 所 ッ錄廿 一 王、 不レ 人ン記 五十 九 王、 幷 八十 王 之 

中、 若帶 日子 命 與，, 倭 建 命； 亦 五百木 之 入日 子 命、 此三王 負 n 太子 之 名-、 自， 其 除 

七十 七 王者、 悉 別,^ 賜國 國之國 造、 亦 和 氣及稻 置、 縣主， 也、 

〔舊〕 夫 天皇 所い 生 男女 總 八十 一 皇子 之 中、 男 五十 五、 女 一 一十 六、 就 二 中 際- 留ニ六 

皇子， 男 五、 女 一 以外 皆 封，， 州縣， 矣 

舊事 本紀は 右に より 男 皇子 五十 五 柱の 名 を列擧 して 居る が、 其 中には 重出 又は 疑 

問の もの も あり、 母 氏 を 示して 居らぬ 爲に 考證の 道がない から、 西！： の 女性 を 母 

とする 八 皇子と 共に、 第 八 章に 於て 封地に よって 孜究 する こと \ し、 本章に は爾 

餘の 皇子 女の みに ついて 管 見 を 略述す る。 


櫛 別 王 〔記〕。 序列に 從 へば、. 大碓、 小碓 皇子の 御 兄で、 最 年長 皇子で あらね 

ばなら ぬのに、 何等 活躍の 形跡 もな く、 茨田 下 連の 祖 としての み 其 名が 殘っ 

て； ：5 る こと は 不可解で あるから、 或は 一 妾の 出で、 母 氏の 門地が 低い 爲に顯 

はれなかった ので は あるまい か。 別 王と あるから、 クンツ ヌは 地名 かと も mo 

はれる が 共 所在 を詳 にせぬ。 茨田 下 連 は 姓氏 錄 にも 見えす、 舊事紀 に は 茨田 

連と 改めて あるが、 他に 神 八 井耳 系に も 同姓が あるので (第二 卷 一四 六 页)、 之 

と區別 す る爲 に下ノ 連と 稱へ たの かも 知れぬ。 

大碓 皇子 (命)。 紀：」 よれば 一 日 同い 胞而雙 生、 天皇 異ヒ N 則誥 二 於 碓ハ故 因 號，， 共 

二王-曰 ニ大 確、 小碓 一也と あるが、 恐らく は附會 で、 兩 皇子 共に ウス を 以て 名 

とせられ たが 故に、 此 やうな 傳說を 生じた ので あらう。 上代の 堅 臼 は、 今 も 

僻. S の 地に 於て 見る やうに、 中央が くびれ て 小 鼓狀、 卽ち の 如き 形 を 

して 居た ので、 雙胎を 職 想した ので あらう が、 こ、 の 雜は借 字で、 ウス は大 
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き^ち 尺邱宅 をい ひ、 後世の 御曹子、 ムスコ (御栖 子の 轉訛) と！ 1： 意 を 以て、 

ゥ ス のミ コ ヒ び ま ゐら せ、 長幼 を區 別す る爲に 大小 を 冠した も G と m 心 はれ 

る。 されば こそ 記 は 雙眙說 を 取らなかった ので ある。 此 皇子に ついては 上述 

の やうな 逸話が » はり (第一 一八 n 〈以下)、 美 濃 國に其 後裔 を 留められ たと ある 外 

に、 一お によれば 守 君、 大田 君、 a 田 君の 視 とせられて る。 此三氏 も 亦 SI 尾 地 

方の 地名 を 負うた もの. k やうで あるが、 其 考證は 第 八 章に 譲る。 御^ 小碓命 

の爲に 引裂かれて 殺された とい ふ說 〔記〕 の 信す ベ からざる こと は 第 四 章に 論 

る f きりで. y める 0 

小 維 命)。 日本 武 尊の 御 事で あるが、 別に 一 章 を 設けて 說述 する。 

倭 根子 命 〔記〕。 後記の 稚倭 根子 皇子 を紀の 一 傳に稻 日 大郞姬 の 第三 子と した 

所を兑 ると、 稚と いふ 語の 有無の 相違 は あるが、 ；！： 一  皇子 を 二 樣に傳 へたの 

であらう.^ 御兄ャ マ ト武 尊に 對し、 御 弟 を稚ャ マ ト 根子と 稱へ、 略して ャ マ 


ト 根子と した こと は 有り得べ きで ある (第二 卷六 一 页參照 )o 

稚足. 彥 天皇 〔紀〕 11 若帶 日子 命 〔記〕。 成務 天皇の 御名で、 稚を 冠した の は 父 

天皇の 大足 彦と區 別す る爲 である。 御 兄 日本 武 尊の 夭折の 結果、 天津日嗣 を 

繼 承せられ たもの、 やうで、 御 幼時から 此尊號 を 有せられた 害 はない から、 

或は 次の 稚俊 根子 皇子 (又は 健 根子 命) が 其 前稱號 であった のか も 知れぬ。 若 

し然 り.？ すれば 其 皇子 を 稻日大 郞姬の 所 生と する 紀 の 一 傳反 記の 所說は 誤と 

すべ きで、 八 坂 入 媛の 御子で あらねば ならぬ。 

五 HT: 城 入， 彥 皇子 〔紀〕 11 五百木 之 入日 子 命 〔記〕。 ィ ホキ はィフ キ部ェ V (三 —二 

一 OS の 占 住に よって 名 を 負うた «邑 で、 仁 德紀に 伊勢の 盧杵 河と あ る の は 

來鑑の 家 城莊、 卽ち 今の 壹志郡 家 城 村 を 流れる 川 (雲 出 川 ct 流) をい ふ もの 

の やうで あるから、 此 地方の 舊稱は ィホキ であった と 思 はれる が，、 此 皇子 は 

. ^ゝ統 繼，^ つ 候補と して 皇室に 留められ、 11 記に 負 二 太子 之 名： 一 表現した の も 
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此意 味で ある ，11 御 妹 も 亦 五百城 入姬 皇女と いふと ある 所 を： ると、. 大和！： 

宇陀 郡 伊福 鄕 〔和〕 の入彥 (姬) となられ たか、 若く は 後日 尾 張 國海部 郡 伊； is 

〔和〕 卽ち 今の 七寶村 大字 伊福 地方に 分封せられ、 此稱號 を 以て 呼ばれる やう 

になった の を 遡って 用 ひたので あらう。 其 妃は尾 張の 建稻稀 命の 女 愿綱眞 若 

刀俾で 〔碧〕、 其 子 品 陀眞若 王 も 尾 張 連の 祖建 伊那 陀宿禰 の 女を娶 つて、 高木 

之 入日 責 以下 三女 (應神 天皇の 后妃) を 設けた と あるから 〔記〕、 此皇 子が 尾 張 

に 由緣を 有せられ たの は 疑の ない ことの やうで ある。. 

忍 之 別 皇子 〔紀〕 —— 押 別命 〔記〕。 オシと いふ 地の 別 王の 謂で あるが、 恐らく 

は 次の 太 酢 別と 同 一 皇子 を ニ樣に 言ひ傳 へたので あらう。 - 

稚俊 根子 皇子 〔紀〕 。 稚足彥 天皇の 御前 名で、 上揭倭 根子 命 も 其 一 異傳と m 心 は 

れる こと は、 各 其 項 下に 述べた 通りで ある。 

大酢別 皇子 〔紀 〕。 ォホ スは尾 張 阈中嶋 郡の 一 邑の舊 名で、 今 も 美 濃 國羽島 郡 


小教 村の 大字に 其 名 を 留めて 居る c モ トス (本 l"SD、 ゥ ネス (宇 泥須) の 如く、 

此 地方に はス (栖) を號 とする n 巴 落が 多 かつ. U もの、 やうで ある。 母 氏族の 緣 

により 別 王と して 此 地に 封 ぜられ たこと は 極めて 有 h 得べ きで- 上 揭忍之 別 

皇子 (押 別命) は 之 を訛傳 し.； " の で あらう。 

iS: 尉 斗 皇女 〔紀〕 11. 沼 代郞女 〔記〕。 ヌ (沼) が 大和 國 磯城 郡の 一 舊 地名と 推定 

せられる こと は 旣に屢 々述べ た 通りで (第三 卷 M 九 员)、 此 皇女 も 亦 次の i& 名 城 

皇女と 共に 之 を 名に 負 はれた ものと すべく、 ヌ ノ シは沼 之 下、 ヌ シ 。は 沼 尻 

の 意で、 同じ 地點 を指稱 する もの、 やうで あるから、 同一 皇女の 名 を ニ樣に 

W へ. U ものと 了解すべき である。 入姬 とせられて 居らぬ 所 を 見る と、 當然ヌ 

( F_〔o を名乘 る 資格 を 有せ ら れ た も のとせ ね ば なら ぬから、 八 坂 入 嫒の所 生と 

は考 へられす、 記に 一 妾の 出と あるの が 正傳 で、 恐らく は此 地の 名 族の 女 を 

娶 して、 此桌 女と. 次の 淳名城 皇女と を 設けられ たので あらう。 
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濘名城 皇女 〔紀〕 —— 沼 名木 郞女 〔記〕。 ヌナキ は孝昭 天皇の 濘名 城渾嬡 (^一 一 

卷八七 no  、崇神 皇女 淬名城 (沼 名木) 人姬命 Q ル三卷 Hon) の名號 にも W ひられ、 

沼 之 城の 意 であるか ら、 " の 淳 3： 斗 皇女 (沼 代郞 女) と 同腹と 忍 はれ る 。 

五 •rill 城入姬 皇女 〔紀〕 11 五 百 木 之 入 日賣命 〔記〕。 御 兄 五百城 人 と：！： じ 

く、 ィフ キ (伊福) とい ふ 地に 入籍せられ たものと m 心 はれる こと は 上述の 通り 

である。 

K 依姬 皇女 〔紀〕 11 香 余 理比賣 命 〔記〕。 カゴは 力.， 力の 轉 呼で、 叨耀を 意^す 

る美稱 であるから、 或 神の 依姬 となられ たにより ( 一 — 一 七 七 R) 此名を 負 はせ 

たものと 思 はれる。 八 坂 入 緩の 所 生と して は、 齋 女に なられた 所. e を說 明す 

る ことが 困難で あり、 其 本 貫なる 美 濃の 八 坂に 下， M し、 其 地の 社に 奉仕 せら 

れ たと も考 へられぬ から、 記の 所傳の 如く 一  妾の 出と すべきで あらう。 臆測 

に 過ぎぬ が、 或は 和 遍の大 忌 氏 ニ卷 一 五 四员) の 女 を 母と し、 春 日の 大 神の 


祭 に 任じ た の で は あ る ま い か 。 

1^4. 狹城 « 皇子 〔紀〕 11 五十 狹城 入彥命 〔奮〕。 記に は此 皇子の 名が 見えぬ が、 

ハ セ 

事 本 紀に三 河 長 谷 部 直祖と 分注せられ て 居る 所 を 見る と、 參： &， 海邯ハ <? 

1^ 鄕 〔和〕 に 占 住した サキ氏 (ィは 接頭語) の 人 であった かも 知れぬ。 .1 紀 

〔刊. ^〕 に は 人の 字 が な いが，、 釋紀 の 帝 皇 系 圖 に も 人 亲 と あ る すつ、 之 を脫 し.^ に 

ダ、 若く は豐城 入， 彥命 を豐城 命と も い ふが. 如く、 之 を 略した G- であらう 11 

サキは 大和に も ある 地名で (第三 卷ニ五 七 H0、 本來キ (木) 族の 一 氏名で ある。 

亩備兄 « 皇子 〔紀〕 .11 吉備之 兄 日子 王 〔記〕。 吉備の 一 地に 分封せられ たので 

あらう が、 其 任地 及緣 故を詳 にせぬ。 紀には 八 坂 入 嫒の所 生と あるが、 i 打し 

一 妾の 出と する 記の 所傳を 正しと すれば、 或は 生母 は吉備 氏であった かも 知 

れぬ。 

高 城入姬 皇女 〔紀〕 —— 高木 比賣命 〔記〕。 タカキ は 高 處の意 を 以て 普通名詞と 

子 女  四 三 
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しても 用 ひられる が、 此高城 は 顯宗紀 に 「大和 邊に 見が ほしもの は」 と 詠まれ 

た 忍 海の タカキで あらう。 紀に 入姬と あるに 從 へば、 八 坂 入 媛の 所 生で、 此 

邑 に附籍 せられた ものと すべく、 一  妾の 出と ある 記の 所傳を 正しと すれば、 

高木 氏の 女が 生んだ 皇女で、 母 氏に つかれた ものと 思 はれる。 

姬. 女 〔紀〕 11 第 比賣命 〔記〕。 序列の 如くば 右の 高 城 入 姬 (高木 比 K) の 妹 

皇女で あらう。 

五 百 野 皇女 〔紀〕 。 記に は此 皇女 を 擧げて 居らぬ が、 二十 年 の 紀 に よれば 遣， 一 

五百野 皇女 1 令 レ祭ニ 天照大神， と あり、 過信す る ことの 出來ぬ 書で ある けれど 

も、 倭姬世 記に も 五 百 野 皇女 久須姬 命が 潘姬 命の 任務 を繼 承せられ た と あ る 

から、 架空 人物と は 思 はれぬ。 但し 倭 姬命は 四十 年の 紀 によれば 其 Ssr6 で 在 

任せられた やうで あるが i 一  七 〇no、 紀の年 紀は第 一 卷序說 以降 屢、、 述べ た 

やうに、 後 B の 作 爲と認 むべき ものであるから、 事實が 前後して 記载 せられ 


たこと も 有， o 得る。 五百野 は 伊勢 國 安濃 郡の 御厨 所在地で (今 髙宮村 大字 五 

百 野)、 本初 此 皇女の 釆邑 であった が 故に 其 名 を 負 はれた ので あらう が、 f 

いふ 語の 添 へられて 居らぬ 所 を 見る と、 冠稱 的に 用 ひられた ものと すべ く、 

本名 號は世 記 の說の やうに 久須 (靈奇 ) 姬で あつたか も 知れ ぬ 。 

眞若王 〔記〕。 若君の 意で あるが、 其 生母と 稱 する 伊那 昆能 若郞 女の 實 在に 疑 

の ある こと は 上記の 通りで あるから (第一 一一 一 页)、 何が 故に 此呼稱 を 用 ひ たかを 

明に し 得ぬ。 舊事 本紀に 眞稚彥 命と あるの は此 皇子の 謂で あらう が、 後裔が 

示され て 居らぬ か ら考證 の 道が ない。 

日子 人 之 大兄 王 〔記〕。 同じく 伊那 毘能 若郞 女の 所 生と あるが、 若 郞女は 上記 

の 如く 架-:^ 人物 つ M める から、 此 名の 皇子 が實 在した ものと すれば 其 生母 は 別 

に存 したので あらう。 仲哀紀 によれば、 妃大 中姬は 天皇の 御 叔父 彥人 大兄の 

女と あり、 記に は 後揭の やうに 此妃の 父 を大江 王と して 居る 所 を 見る と、 次 

皇 子女  四 五 
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の 大枝 王と 同 一 皇子 を 一 一 樣に傳 へたので あるか も 知れぬ。 大枝 (江) は 借 字で 

大兄の 意なる ことい ふまで もな く、 日子 人は彥 と 崇められる 人、 卽ち 貴人の 

謂に 過ぎぬ から、 其 有無 は 問題で ない。 舊 事本紀 にあげた ひ) 長 S 人 大兄 水 城 

命 も 恐らく は 1^ 人で、 息 長 は 母 氏の 稱號、 水 城は瑞 子の 意 を 以て 添加した の 

であらう。 同 * に は 奄智白 幣造祖 と 分注して あるが、 姓氏 欽 によれば 茨 m 勝 

も此 皇子 (息 長彥人 大兄 磯城 命) の 後と あるから、 奄知 も 亦 神 名 帳に 河 內！： 高 

安 郡 恩 知：： 神社と ある 地 (今の 中 河 內郡南 高 安村 大字 恩 知) をい ひ、 — ァ ム チ、 

ォ ムチは 相 通す る 11 此方 面に 緣故 があった ものと 思 はれる。 

大枝 王 〔記〕。 母妃^ 具 漏 比 賣を倭 建 命の 玄孫と する ことの 妄誕 なる は 序說に 

述べ た 通りで あるが、 同 名の 女性 (恐らく は总長 氏) G 所 生に 大枝 (江) 王と も 

S 人 火 兄 皇子 (日子 人 之 大兄 王) とも 稱 する 皇子が あつたので あ ら う。 後段に 

は 其 後胤 を 次の 如く 序して 居 る 。 


大 江 王 一 I 大名 方 王  —香 坂 王 

庶妹 銀 王  一 I 大中津 比賣命 (仲哀 天 皇妃)  忍 熊 王 


舊事紀 にあげた 兄 S 命は此 皇子と 類 名で あるが、 其 は大碰 命の 兒押黑 之 兄 日 

子 王と、 豐國で 降誕せられ たと 思 はれる 一 皇子と を 一 つに 併せた ものである 

から、 全然 無關 係で ある (第 八章參 照)。 

サぉ木 之 入日 子 王 〔記〕。 ：！： じく 一  妾の 所 生と あるが、 垂仁 天皇に も 同名の 皇子 

が あるから (i, き 一 卷四九 K)、 或は 上記 五十 狹城 入彥 の訛傳 では あるまい か。 若 

し然 りと す れば八 K 入 媛の 子 で あ る 。 

上記の 如く 考察す ると、 二十 二 柱 中 五 柱 は 重複で、 所 出の 確實 なの は、 稻日犬 

郞姬の 二 柱 (火碓 皇子、 小碓 尊)、 八 坂 入 嬡の五 柱 (稚 足彥 天皇、 五百城 入彥、 五百城 

入姬、 尺 酢 又は 忍 之 別、 五十 狹城入 彥)、 水齒郞 嫁の 一 柱 (五百野. 皇女) のみで ある 

から、 他の 九 柱の 生母 は 逸 名 又は 疑問と せねば ならぬ が、 尙 一 二 推定 可能の もの 

皇子 女  四 七 
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が ある こと は 上述の 通りで ある。 之 を 要するに 紀 記所傳 以外に 尙 多くの 妃 嬪の存 

した こと は 疑な く、 皇女の 數も舊 事紀に 二十 六 柱と あるの が必 しも 精確で ない と 

しても、 上揭 以外に 名 を 逸した ものが 少 くはなかった 箬で、 右の 大江 (大枝) 王の 

配 銀 王を庶 妹と した ことが 誤傳 でない とすれば、 其 中の 一 柱と せねば なるまい。 
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前記 1. 先鋒 部隊の 行動 11 豐後 平定 11 梟 帥服誅 11 日向 方面 廓淸 

景行 朝の 来 伐 西征が 、 歷 朝の 皇謨を 遵奉す る 豫定計 書で あつ. にこと は、 序說に 

述べた 通りで あるが、 紀は 西征の 動機 を 熊 襲の 與亂 にあり とし、 記 は小碓 命の 粗 

暴 を懲す 目的 を 以て、 熊 曾 建 誅戮の 任務 を 課せられた かの やうに 說 いて 居る (第 四 

章參 Eso 加之征 戰に關 しても 兩書は 全然 所傳を 異にし、 之 を许說 する こと は 不可 

能で あるから、 本章 及 次章に 於て は 先づ紀 の所傳 のみ-」 ついて 論究 を 試みる。 同 

書に は 次の 如く 說き 記して 居る。 

十二 年 秋 七 n::: 、熊 襲 11:- 之 不二 朝貢つ 八月 乙 未朔己 酉、 幸 二筑紫 「九月 甲子 朔 戊辰、 

到，， 周芳娑 磨- 
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反と いひ 不 朝貢と い へば、 一 且歸 伏した ものが 離 背し、 或は 從來 入貢した ものが 

之 を 怠った かの やうに 聞え るが、 前 朝までに 九州に 手 を 入れられた 形跡 はなく、 

—— 肥 前 及 肥 後 風土記に 見える 崇神 朝の 記事の 信す るに 足らぬ こと は前卷 (第二 八 

五 頁 以ド) に 述べ た 通りで ある 11 周 防 及 長 門の 豪族 は 勿論、 九州 北岸の 住民 も、 

前 朝の 經略後 朝 威を畏 みて、 旣に 恭順の 意 を 表し、 或は 款を 通じて 居た ので あら 

うが、 內 地の 大部分 は 尙獨立 不羈の 狀態 にあった こと は 以下の 記事に よっても 明 

であるから、 此 等の 語句 は 文飾と 見なすべき である。 彼等が 伹馬出 雲の やうに 小 

國家を 形成し、 之 を 統轄す る 君 長 を 戴いて 居た とすれば、 先づ家 寶徵發 等の 形式 

を 以て 勸降使 を 差遣 せられた 箬 であるが、 後記の 如く 此 地方に は 個々 獨 立の 小 集 

圑 が割據 して 居た ので、 一 擧 にして 之 を 掃蕩す る 必要 ありと して 大纛を 進められ 

たので あらう。 

娑磨は 娑婆と も 書き 〔推 古紀： r 族 名及國 名の ス ハ (周芳 、周 防) から 轉 化した 稱ゅ 


で、 此 地方の 耍津 であった こと は 疑な く、 和名 抄の佐 波 (波音 馬) 郡 佐波鄉 にあた 

り、 今 も 防府町 (三 田 尻) 大字 東西 佐 波 令に 其 名 を 留めて 居る。 大和から 此 地に 達 

する に、 八月 乙 未 朔己酉 (十五 日.) より 九月 甲子 朔戊艮 (五日) まで、 十九 日 を 要し 

たに 過ぎなかった と あるの は 信じられす、 途中 15 岐及 伊豫に 逗留せられ 仁 形跡の 

ある こと は、 旣 に序說 にも 述べ、 且第八 章に 於て 補說 する 通りで あるが、 傳說に 

は 明示 せられて 居らぬ。 

部隊の 編制 及 兵力の 多寡に ついても 何等 傳 ふる 所 はなく、 紀 によれば 群 卿が 供 

奉した とあって、 二三の 名が あら はれ、 風土記 及國 造本 紀には 征服 後此 地方に 殘 

留 して 鋭撫に 任じた と m 心 はれる 若干の 人名が 擧 げられ て 居る。 此 等の 卿 將の寧 酽 

は 多く は 其 後裔に よって 傳 へられた ので あるから、 其 名 も亦晚 年の もの 若く は 追 

論 を 用 ひ、 必 しも 征戰當 時の 稱號 ではなかった やうで ある。 其に 中 ぼ 鎌 子が 一般 

に は 藤 原 鎌足と して 知られて 居る のと 趣 を 同う する もので、 口碑 は 勿論、 記錄に 
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あっても 最終の 名 號を用 ひるの が 普通で あるから、 例へば 陪從の 一 人 阔前臣 祖菟 

名手 は、 其 當時國 前 臣の祖 と名乘 つて 居なかった こと は 言 ふまで もな く、 クナテ 

とい ふ 名 も 亦クナ 主の 意で、 後日 豊後國 速 見 郡クナ (頸) とい ふ 地に 住した が 故に 

與 へられた ものと 推定せられ るので ある a め！ ー卷 一 七 0150 

抗 命の 諸 曾 長の 名に ついても 同様の 考察 を 必要と する。 當 時の 人が 呼稱 したの 

は 彼等が 用 ひた 公稱 で、 其 外に 幼名 乃至 本名が 存 したと しても、 世に 知られて 居 

た 害が な い か ら " 尊號若 く は敬號 であった こと は 言 ふ ま で も な い 。 然 る に 彼等 は 

皇軍に 反抗した 逆賊なる が 故に、 兄 磯城 彥を單 に 兄 磯城と 略稱 したと 同様に (第 一 

卷 一 八 一 一 10;)、 彥 (姬) 、命の 如き 敬稱を 省いた のみなら や、 クカシ に 猾の字 を 充當し 

、に 例に より (第 ー卷 一四 一 mo、 記錄に 際し 成る ベ く 感じの よくない 假字を 選んだ も 

の、 やうで ある。 其 故に 耳垂、 鼻垂、 麻剝、 打 緩の 如く 輕蔑を 催す もの、 若く は靑、 

白の 如く 犬馬 を 聯想せ しめる やうな ものが あるので あるが、 縱ひ 文化が 低級で あ 


つたと しても、 一 * 團 乃至 二 地方の 君 長が 好んで 不祥な 名 を 用 ひた 害がない か 

ら、 一 種の 筆誅と 見ざる を 得ぬ。 されば 吾人 は 漢字から 受ける 惡 印象 を 離れて 

語音に よって 推孜を 加へ ねばなら ぬが、 當 時の 九州 方言 は必 しも ャ マ ト 語の 轉訛 

で は なか つたから、 其 意義 を 明に し 得ぬ 場合 も あ る ので あ る C 

. 天皇 は 大纛 を裟 磨に 駐め もれ、 先 づ部將 三人 を 派遣して 豐 前方 面の 賊衆を 討伐 

せしめられた。 之に 關 する 紀の 記事 は 次の 通、 りで ある。 

時 天皇 南 望 之 詔 二 群 卿-曰、 於 二 南方- 烟氣多 起、 必賊將 い 在、 則留 之、 先遣 M 多臣祖 

武諸 木、 國前 臣祖菟 名手、 物 部 君祖夏 花-令.. 察-一 其狀 〔爱有 二 女ん (曰-一 神 夏 磯き 

其 徒衆甚 多、 一 國之魁 帥. ^、蹄 二 天皇 之 使者 至 ハ則拔 n 礫 津山賢 木- 以、 上 枝 挂こ八 

棍劍 (中 枝挂 二八 鏡 (下 枝挂 二八 尺瓊； 亦 素 幡樹ニ 于船舳 つ 黎向而 啓 之 曰、 願無レ 

下レ 兵、 我 之 屬類必 不レ有 二 違 者？ 今將 JSJi 矣、 唯 有 二 殘賊者 ( 一 曰 二 鼻 垂-妄 假-- 
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名號？ 山 谷 iJ4 ダ、 屯；.； ぎつ ぎ免狹 川上 三 曰 n 耳垂 i 賊貪林 女、 屢略 二人 民 i 居-於 御 

^^川上，、 三 曰 二 麻剝； 潜 聚ニ徒 黨-居 二 於 高 招 川上-、 四 曰 二 土 折 猪 折ハ隱 TT 住於綠 好 

川上； 獨恃 n 山川 之 險-以 多 掠 二人 民-、 是四人 也、 其 所 ン據並 要害 之 地、 故各領 --眷 

屬； 爲， 一 一 處之長 一也、 皆 曰レ不 レ從， 1 皇命ハ 願 急擊ン 之勿レ 失、 於 レ是武 諸 木 等、 先 誘 一， 

麻剝之 徒： 仍 賜ニ 赤 衣 揮 及 種種 奇物； 兼令レ S,, 不服 之 三人 f 乃 率，， 己 衆- 參來、 悉 

捕 誅ン之 

此 一 段の 材料 は豐前 風土記から 得た ものと 思 はれる が、 同書 は旣に 久しき 以前に 

姿を沒 し、 殘簡の 世に 知られて 居る もの すら 極めて 寨々 であるから、 照合の 道の 

ない こと を遺慽 とする。 さりながら 他の 古 風土記に 徵 する も、 右の 如く 纏った 俾 

說 があった ので はなく、 各 郡 各 鄕每に 其 地に 傳 へられた 口碑 を錄 した もので あつ 

仁と せねば ならぬ から、 之 を 縫 ひ 合 はせ て 一 連の 物語に 組立て たの は紀の 編者に 

違 ひなく， 其 際に 若干の 取捨 潤色が 加 へられた こと は 有り得る" 左に 先 づ部將 と 


して 暴 げられ. 一」 三人に ついて 考察す る。 

多 ぼ 祖武諸 木。 此 人物に ついては 他に 所見がない が、 神 八 井耳 命の 直統 で、 

多 氏の 族長であった ものと 思 はれる。 タケ (武) は 美稱、 モ。 キは室 子 卽ち宗 

室の f を 意味す るので あらう。 此 一 族から は 志 貴 多奈彥 とい ふ もの も 亦從軍 

したと 思 はれる こと は 第二 卷( 一 三 九、 一 四 三 H0 に 述べ ャ！ 通りで ある。 

國前臣 祖ー免 名手。 上記の 如く 此は 後日の 稱號 であらねば ならぬ が、 同人が 從 

軍の 一 將 であった こと は、 左記 豊後 風土記の 所說 によっても 明で ある。 

豐後國 者、 本與ニ 豊前闕 K ロ爲 こ 一 國ハ 昔 者 纏 向日 代宮 御宇 大足 彥 天皇、 詔- -豊 

國 直等祖 一が か 手： 遣， 治 二 豊阈ハ 往到ニ 豊前國 中 津郡中 臣村ハ 干い 時日 晚、 儘 宿、 

明日 昧爽忽 有，， 白鳥； 從ぃ北 飛來、 翔 TI 集此村 (菟 名手 卽勸二 僕 者-遣" 看 二 其鳥ハ 

鳥 化爲レ 餅、 片時 之 間、 化 一一 芋 草數千 株つ 株 葉 冬榮、 菟 名手 見 レ之爲 k; 、歡喜 云、 

化生 之 芋 未-曾 有- ^ 見、 實至德 之感、 乾坤 之瑞、 旣而參 n 上 朝廷- 擧. 狀 奏聞、 天 
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皇 於い 玆歡喜 之 有、 卽 勅，， 蓬 名手， 云、 天 之 ？3 物、 地之豊 草、 汝之治 M 可， 謂二豐 

!：: 靈賜レ 姓 曰 ニ豊國 直， 

同 * 速 見 郡 田野の 條下 にも 餅が 白鳥に 化した とい ふ 類 話を载 せて るから、 

此 地方に 弘 通した 民譚と 見る ベ きで、 こ 、では 之 を！： 號の 所. £ に附會 したに 

過ぎす、 信す るに 足らぬ 說 であるが、 此の 文に よれば 蔸 名手 は 中 津郡巾 21 村 

11 和名 抄 にも 見える 郡鄕 名で、 現在 京都 郡に 屬し、 今の 中渾 町と は 全然 別 

地で ある —— に 緣故を 有し，. 其 子孫が 豐國 直と 稱し たもの、 やうで ある。 國 

造本 紀には 豐國造 は成務 朝に 伊 長國造 同祖 宇那足 尼と いふ ものが 定 賜せられ 

たと あり、 國 造と 直とが 同一 家なる べき こと は 言 ふまで もな く、 クナ とい ふ 

名稱を 襲用して 居 る 所 を 見て も (テ 及スク ネは敬 稱)、 同系 に屬す る こと は 明 

白で ある。 伊長國 造は國 造本 紀に 見えす、 或は 誤傳 誤記 かと も&心 はれる が、 

延佳 本に 伊甚 (出 雲 系) と 改めた の は 賢 しらで、 出雲臣 氏が 此征 戰に參 加した 


形跡 はなく、 此方 面に は 他に 同系の 國造 又は 名門 も 存在し なかった やうで あ 

る。 阔 造本 紀の阔 前^ 造 は 吉備都 命 六 世の 孫 午 (宇の 誤記で あらう) 佐自 命と 

いふ ものが 成務 朝に 任命せられ たと あって、 一致せ ぬ やうに 見える が、 此，、 

も 亦 i 免 名手の 子孫と 解 すれば 少しも 抵 觸を來 さや G-:^^ ー卷 一 七 〇n)、 其 世代 も 

ほ， ゝ 八：： 致す るので ある。 之 を 要するに 一 免 名手 は吉 備律彥 系の 一 將 とせねば な 

ら ぬ。  . 

物 部 君祖夏 花。 物 部 君 も 亦 連 家の 一 支流と 思 はれる が、 姓氏 錄 にも 見えぬ か 

ら、 近畿 在住 氏族で はなく、 物 部と 稱 した 遠國の 集團 又は 局地の 首長が 之 を 

名乘 つた もの、 やうで ある。 11 稱德 朝に も 上野！： 甘樂 郡の 人に 物 部 公 姓 を 

投 けられた 例が 見える 〔續 紀〕 —— 或は 此 地方 鋭 H 疋の爲 に殘留 し、 其 子孫が 聞 

(企 救) 物 部 (五丄 一 五 1 rs の 首長と なった ので あるか も 知れぬ。 ナ ッ 、パ ナは或 

は ナツ マ ネの轉 呼で、 ナツと いふ 地名に マ (地區 の 意) と 敬稱ネ とを述 ねて 稱 
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號 としたの では あるまい か。 ナツ は 左記の 神 夏 磯 媛の 居住地で、 恐らく は 仲 

津郡 仲津鄕 〔和〕 のこと であらう。 ナは ナカ (中) の 原語で あるから、 今の 今 川 

の 中の 津を ナツと 稱 へた こと は 有り得べ きで ある。 

三人 中の 兩 名が 仲津 郡に 緣故を 有した 所 を 見る と、 其 は 皇軍の 上陸 地點 であつ 

たと すべきで、 娑 磨からの 直 徑は國 前半 嶋の 方が 遙に 近いので あるが、 適 當な內 

應 者がなかった ので、 今 川 河口の 中津を 上陸 地點に 選定した ものと m, ャ はれる。 若 

し然 りと すれば 裟 磨から 周 防 沿岸 を 航行して、 宇 部 附近に 到り、 其から 下 之關海 

峽 口に 近く 周防灘 を橫斷 したので あらう。 

先鋒の 到着 を 耳に して 出迎 へた 神 夏磯嬡 は、 卽ち 右の ナツ (中 津) の 女 君で、 冠 

稱の カム (神) はカモ (賀 茂) に 通じ、 木 族の 名門の 用 ひた 區別稱 であるから、 此女 

性 も亦キ (木) 族 乃至 ス 、ノ  (宗像 氏) 族の 人であった かも 知れぬ。 11 舊訓 カム カシ 

ヒ メと あるの は 不可と せねば ならぬ 11 船 上に 樹 てた 賢 木に 劎鏡玉 を 掛けた と あ 


シラ ハタ 

るの は、 天皇に 奉る 幣物 を 意味し (三— 一 S 二 lco、 素 幡は惜 字で 白帆 を 擧げて 居た 

こと をい ふので あらう が、 支那で は 白旗 を 降伏の 證 とし. U ので、 故意に 素 幡のニ 

{チ を あ 一， . 、聯想 を 喚起した ものと m- わ はれる。 何と ハ れ ば 神 夏礫姬 は 內應 者で あ る 

から、 恭順の 意 を 表示す る 必要 は あつ. - 一としても、 降伏の 形式 を 取る に pi^ ばな か 

つたから である。 賢 木 を 採掘した シッ (磯津) 山 は 中 津に對 する 下 律の 山の 謂で、 

中津 よりも 下流に あった ものと 思 はれる が、 今 は 其 名を傳 へ て 居らぬ。 

神 a 機 嫒は其 徒衆甚 多、 一 國之魁 帥 也と あるから、 此 地方 一 帶 (恐らく は 宇佐 附 

近まで ) を領 した 大 豪族で る つ たと せねば ならす、 之が 歸頓に よって 海岸 地方 は 

丘ハ 刃に 血ら やして： 半定 したので あるが、 內 地に は 頑迷な 前 住民が 割據 して、 少く 

とも 神 a 磯嫒 Q 號 令に 從 はなかった C 11 豊 後の賊 衆から 類推す ると、 其 は ツチ 

ク モ (土 蜘蛛) 卽ちク マ ソ (熊 襲) 族であった ので あらう —— 其 首魁 及お 據地 は此女 

性の 報 rif:! によれば 次の 通りで ある。 
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鼻垂。 菟狹川 (今の 驛館 川) 上に 集圑 したと ある。 "ナタ 若く は 之に 類す る 地 

名と、 貴人 を 意味す るリ (又は ァリ) とい ふ 語 を 結びつけた 稱號と 了解せられ 

る。 ハナ タは填 田 若く は ハタ 田の 音便と 思 はれる が、 其 所在 を 物色す る こと 

は 不可能で、 ， 宽狹 川上と あるに よつ て 槪 位 を 察し 得る のみで ある。 

耳垂。 これ も ミミ タの ァリ (貴人) をい ひ、 ミミの 原義 は 不明で あるが、 日向 

の 美美津 11 兵 部 式に 美 禰驛と ある 地 -—— 肥 前 (五島) の美彌 良久 〔風〕 等、 他 

にも 九州 方面に 於て 見る 地名で あるから、 ミ ミ 田と 稱 する 郷邑が 存し たこと 

も絕 無と はい へ ぬ。 御木 (木此 云. レ 開と 訓 註して ある) 川上に 居た と あるから 

和名 抄の上 毛、 下 毛の 二 郡、 卽ち 古の ミケ の國を 流れて 居る 山闕川 ( 一 名高 瀨 

川) G 上流に 占據 したので あらう。 

麻剝。 居 二 於 高 羽 川上 一と ある タカ "は 今の 田 川 郡の ことで あるから、 其 地 か 

ら周 防灘に 流出す る 川と い へば 田 川 卽ち今 川の 外 はない。 上記 仲津郡 仲渾鄕 


.^-中ぼ鄕は其下流に位する地點で、 神 K 磯 媛の 本據に 最も 近い 土 « であった 

ので ある。 アサ はァソ (阿蘇) の轉 呼で、 襲 族 を 意味し、 "ギ はヒコ (亲) 及ホ 

コ (秀 f) と 同源から 出た 敬稱 である (五— 一 一 〇3。 

土 折 猪 折。 隱 .コ 住 於綠野 川上 一と ある。 上記 三 土 豪の 占 據地は 東から 西に 向つ 

て 序次 せられて 居る から、 綠野川 も 亦 今 川よりも 西に 位する 一 河流 をい ふ も 

のと 思 はれる が、 其 名を傳 へて 居らぬ。 地圖 について 之 を 求める と、 小會市 

に 流出す る 蒲 生 川 (紫 川) にあた る もの、 やうで、 現 時 紫 を 以て 稱號 とする の 

も 綠と緣 が ある やうで ある。 土 折 猪 折 は 一 人の 名と せられ、 上記 三 曾 長と 合 

はせ て是四 人と も 記されて 居る が、 ヲ リ (オリ) は ァリと 同 原の 敬稱と 見る ベ 

きで (六— ニニ 〇^0、 猪 折 は 武猪心 命 Q ヰ コリに 通じ (第二 卷 一二 六 no、  土 折の 

ツチ は、 父の 意と も 解せられ るから、 或は 二 頭 政治であった かも 知れぬ。 

山 間 險 阻の 地に 據り、 出沒 自在なる 此 等の 賊徒 を 一 々征討す る爲に は、 多くの 
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日月 を 要する のみなら す、 之 を 逸する 虞が あるので、 一所に 集めて 置いて ー擧 に 

して 勦滅 する 策 を 執った の は、 忍 坂の 大 室の 古智に 倣うた ものと すべく (第 一 卷第 

五 章)、 先 づ麻剝 を懷柔 し、 之 をして 他の 三 群 を 招致せ しめたの は、 高 羽 川 (今 川) 

が 上陸 地點 なる 仲 津鄕に 最も 近いから であらう。 赤色の 衣 樺 等 を W としたと ある 

の も、 事實は ともかくも、 未開人が 特に 愛好す る 色彩なる が 故で ある。 

豊前 方面が 鎮定した ので、 天皇 は 其 地に 大纛を 進められ、 其より 豐 後に 行幸、 

速 見、 直 入、 大野 地方の 抗命者 を 討伐 せられた。 之に 關 する 紀の 記事 は 長文で ある 

から、 便宜 數 段に 分けて 說述 する。 

天皇 遂幸 ニ筑紫 f 到， 一豊 前國長 峽縣： 興，， 行宮 一而 居、 故號 n 其 處，， 京 也、 冬 十月 

到 二 碩田國 ( 其 地形 廣大 亦麗、 因 名，， 碩田， 也、 到 二 速 晃邑： お， 女人 ハ 曰，， 速 津嫒ハ 

爲こ 一 處之 長，、 其 聞 二 天皇 車駕， 而自 奉い 迎之、 諮 言、 兹山 有，， 大 石窟； 曰，， 鼠石窟 f 


有-三 土 蜘蛛： 住-其 石窟ハ 一 曰 J 円、 二 曰， 白、 又 於 二直 人 縣禰疑 野-有-ニニ 土 蜘蛛- 

一 曰 二 打 猨三曰 二八 田つ 三 曰 二 國摩侶 ハ是五 人並 其 爲リ八 強力、 亦 衆頻多 之、 皆曰レ 

不レ從 二 皇命ハ 若强喚 者、 興宜ハ 距焉、 天皇 惡レ 之、 不" 得- - 進行-、 卽留- -于來 田 見邑っ 

權興 n 宮室， 居 之 

豊前國 と 明記せられ て 居る から、 ミ ャ コ (京) は 後の 京都 (美 夜 古) 郡 〔和〕 を 意味す る 

こと 勿論で、 豐 後 風土記 大分 郡の 條下 にも、 天皇 豊前國 京都 郡 行せ"、 幸 n 於此 郡- 

と ある。  恐らく は 上古 長 峽と稱 へられ 仁の が、 行宮 地と なった が 故に 改稱 したの 

であらう。 ナ、， 力 ヲの名 は 今 も 椿 市 村の 大字に 殘 つて 居る。 此地 から 碩田 (大分 郡) 

方面に 1 御せられ る爲に は、 若し 海路 を 取る とせば 國 前半 嶋 を迂迥 する を 要し、 

娑 磨から わざわざ 京都 郡に 進出せられ たか ひがなくなる から、 新 附の民 を 撫恤し 

つ、 陸路 東行せられ 仁 ものと 思 はれる。 然るに 豐後 風土記 は、 上記の 如く 京都 郡 

から 來着 あらせられ 仁と 明記して 居る にも 拘 はらす、 國椅 郡の 條 下に 次の ニ異說 
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を あげて 居る。 

昔 者 纏 向日 代宮 御宇 天皇 御船、 從，， 周 防國佐 婆津， 發而渡 之、 遙 覽，， 此瞬， 敕曰、 

彼 所， 見者、 若 國之椅 、因 云 二國崎 郡， 

伊美 鄕。 M 天皇 在 n 此村， 敕云、 此國 道路 遙遠、 山 谷阻險 、往還 it 稀、 乃？， J: ぃ见 こ此 

國 ハ因云 二！： 見 村； 今 謂 二 伊美 鄕， 其 訛 也 

又速兑 郡の 條下 にも 從ニ周 防國佐 婆津， 發船而 、渡 TT 泊 海 部 郡- K 浦 一と あるから (後記 

參 照)、 此國の 口碑に は 海路 娑磨 (佐 婆) から 來航 せられた とい ふ 一 異傳 が存 した も 

のと はれる。 此 風土記 は 後人の 偽 撰な りと する 說も あるが sg 梳世 ー© 、二三の 分 

注の 妄誕を 除いて は、 毫も 奇怪と すべき 點 はなく、 里に 代 ふるに 鄕を 以て 村邑を 

記して 「ig る 所 を 見る と、 11 出 雲 風土記に よれば 鄕字者 依ニ盧 龜元 年式 一 改，^ 爲レ 

鄕と あるから il 和 銅；^ 進に あらざる こと は 明白で、 序說に 述べ たやう に 醍醐 

朝の 再 撰と すべ きで あらう。 さりながら 其 全文が 悉く 新に 編纂せられ たので はな 


く、 大部分 は延 長官 符に 所謂 「國 底」 本に 甚 いて 再 錄し、 若干 補修 加筆した に 過ぎ 

ぬと 推定 せられる。 上 揭！： 埼 郡の ニ條の 如き も 追加に 屬 する もので、 偵察 未了の 

地に 漫然 乘輿を 進められる 害 はなく、 右の 兩 地名の 所 由と して 揭 げられ た 言說の 

如き は、 何人の 口から 出た としても 差 支 はない のみなら す、 クー 了、、 (^兑 ) を イミ 

と 訛った とい ふが 如き は牽强 信す ベ からざる 說 である。 

硕田は 此云ニ 於 保岐陀 一と 訓 註せられ、 和名 抄に 大分 (於 保^ 多) 郡と ある 地で、 

其 名の もとは 恐らく は 植田鄕 〔和〕 にあった ので あらう。 今 は 種 田 村と 東植田 村と 

に 分れ、 ヮサ ダと稱 へて 居る が、 和名 抄には クへタ と 傍訓せられ、 碩田卽 ち大田 

と緣が あるの みならす、 大分 神 (式 外) も此 地に 祀られ て 居る ので ある。 此 名は大 

田、 宇陀、 浮 田の 形に 於て 諸 國に存 する から (五— 一 一 S 七 n)、 其 所 由に 關 する 紀の所 

体 は實說 とすべき であるが、 亦 -1  鹿と 形容した の は 蛇足で あり、 風土記に 天. の 命 

名と あるの も 信すべからざる ことで ある。 豐 前から 陸路 此 地に 達する 爲に は、 速 
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見 郡を經 由せ ねばならぬ から、 之 を 先に 叙した の は紀の 編者の 錯誤で、 當時尙 未 

だ 地 圖が備 はらなかった から、 風土記の 序次 を 以て 西方よりの S 顺に 一 致す る も 

のと 速斷 して 、 之が 訂正 を 怠 つ た ので あらう。 

速 見邑は 後の 速 見 (波 夜 美) 郡 〔和〕 で、 、ノ ャ (南) 人の 居住地 を 意^す る ハヤ マ (マ 

は 地 ー區 の 意) の轉 訛なる こと は 疑な く、 されば こそ 其 女 君 を 、ノ ャ ッ嫂 (ッ は述繁 助 

語) と稱 へたので ある。 —— 速津嫁 國と稱 したの を 後人が 速 見 郡と 改めた と ある 風 

土 記の 說は 承服の 出来ぬ ことで、 ッ 又は ッヒ メを ミと轉 呼す るが 如き こと は 有り 

得ぬ 11 アマ (海) 族 人た る 此女食 は、 キ (木) 族の 神 夏 磯 媛と 同様に、 卽時 歸顺し 

て 出 地に 占據 する 抗命 者の 情勢 を 奏上した。 其に よれば 此方 而には 次の 如き 强火 

なる 土 蜘蛛 集 團 が.； 4： したと ある。 

靑、 白。 鼠 石窟に 居住した と ある。 速 津嬡が 兹山有 二 大石窟 一と 奏し、 K 入の 

ネギ 野の 土 蜘蛛と 全然 別 系で あるかの やうに 述べ て 居る 所 を 兌る と、 速 兌 St 


內并 1^ く は 之に 近い 山地と すべ きで ある。 然るに 風土記に 之が. 討伐と 關 係の あ 

る 地點海 石榴，； 巾 及 血 田 を 大野 郡の 下に 褐 げたの は、 後記の 如く 他の 土蜘 妹と 

S 同した 爲で、 紀の 編者 は 若干の 改修 を 加へ たもの 、やうで あるが、 根本の 

誤 譲 を 究めなかった 爲に、 却って 不可解に した 慽が ある。 a 石窟は 地名で は 

rf\ ネズ. 、、、は アナ スミ (穴 住) の轉 呼で あるから (四— ニニ rarn)、 穴居の 謂に 

外なら や、 其 地點を 物色す る こ， A 一は 今日で は 到底 不可能で ある。 靑白 は紀及 

風土記 所說 G やうに 雨 人の 名で あると すれば、 靑彥及 白. 彥のヒ コを 省いた も 

のとす ベ きで、 允恭 天皇の 御子の 名に も 境之黑 日子 王、 八 瓜 之 白日 子 王と い 

ふ 例が ある 〔記〕。 

打 援八田 II 摩 侶。 直 入 郡 禰疑野 (山) に占據 したと あり、 風土記に は 其 地 を 

在 二 柏 原 鄕之南 一と 注して ある。 营生村 大字 小 塚に 禰疑野 明 神の 社が 存し、 土 

蜘妹を 埋めた と稱 せられる 古冢が あると いふ 箋釋 (唐 橋 世濟) の說 は、 眞 偽を詳 
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にせぬ が、 大野 川の 上流 玉來 川の 水源地 附近に 一 大集團 を 形成して 居た こと 

は 有り得べき である。 紀には 一 曰 一一 打 緩 ハニ曰 一入 田 ニニ 曰， ー國摩 侶， と あり、 風 

土 記 速 見 郡の 條下 にも 土 蜘蛛 三人と 明記 せられて 居る が、 神 功紀  一 # にあげ 

た沙麼 (佐 波) 縣 主の 祖內避 國避高 松屋 種 11 刊 本に は國の 上に も 高の 字が あ 

るが、 薩麼 本に 之な きを 可とする 〔古 -!|^< 辭典〕 11 の 例に よれば 一 人の 名と す 

べきで、 肥 後 國益城 郡 朝 來名峯 にも 打 猨頸猨 とい ふ 二人の 土 蜘蛛が 居た と傳 

へられて 居る から 〔風〕、 ゥッ (チ) サダは 先住民の 曾 長に 共通な 稱號 で、 恐ら 

く はクッ (珍) は 美稱、 サ〃 はァリ (貴人) から 出た 敬稱 であった ので あらう。 

八 田 は 所在 を詳 にせぬ が、 地名なる こと 勿論で、 國摩侶 は 其 名と W 心 はれる。 

されば 後記 討伐の 記事 中に も國摩 侶の 名 は 無視 せられて 居る ので ある。 

私兑の 如く 鼠 石 窟が速 見 郡に 在りと すれば、 之 を 平げ て 後、 直 入邯に 進出 せら 

れた 害で あるのに、 紀に來 田 見の 行， K を 先に 揭 げたの は、 上述の やうに 風土記の 


^傳を 踏襲した 爲 でめる c 來田見 は 風土記に 直 入 郡 球 覃鄕と ある 地で、 ^釋 に よ 

れば黑 嶽山ド から 九重 山の 麓久住 町に 至る 廣袤 五&: を朽網 鄕と稱 へる とい ふこと 

である。 クタ、、、， こい ふ 名の 義は 風土記に、 蛇 霞の 住む 泉の 水 を 供饌の 料と して 汲 

まう とした 所が、 天皇が 必 將,， 有, JK として 取 止め しめられた から、 * 泉と 名 づけ 

たの を 訛った と あるが、 此 地名 は 豊前、 肥 後、 出 雲、 美 濃 等に も あり、 加 賀の九 谷、 

東京の 九 段、 周 防の 下 松な ど 、同系の 語で あるから、 恐らく は 降 間 (地 區) とい ふ 

意で あらう。 行- K 所在地 は 風土記に 宮處 野と あり、 今 も 都 野と 稱 する 村落が ある 

が、 若し 其 地が 眞 跡であるなら ば、 碩田邑 から iii; 川 (大分 川の 支流) を つて 入 

郡に 進入せられ たものと せねば ならぬ。 土 蜘蛛 誅戮 に關 して は紀は 次の 如く 叙述 

して 居る。 

仍與 n 群臣， 議之 曰、 今 多 動，， 兵 衆- 以討 n  土 蜘蛛？ 若其畏 n 我 兵 勢： 將" 隱ニ 山野つ 必 

爲，， 後愁 一、 則 採 一一 海 石榴 樹ハ作 k 爲レ 兵、 因簡 一一 猛卒 -授- 一兵 椎- 以穿レ 山排レ 草、 襲-一 
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石审 蜘 tt, 而 破，， 于稻葉 川上， 悉 殺，, 其黨 (血 流 至，， 踝、 故 時人、 其 作，， 海 石 Si 桃， 

之處 曰，， 海 石榴 市： 亦 血 流 之處曰 r, 血 田-也」 Si 將. ：，M  二 打援， 徑度 二禰疑 山， 時、 W 

虜之 矢、 横 自.， 山 射 之、 流 二 於 官軍 前， 如い 雨、 天皇： 史返ニ 城 原- 而卜ニ 於 水 便 勒，， 

丘 ハ先擊 一一 八 田 於 禰疑野 一而 破、 爱打援 謂レ不 い.^, 勝而 sr 服、 然不ン 聽矣、 传 a 投ニ 

洞ハ， 而死之 

此  一 K も 亦 風土記 (原本) に擧 げた 各地の 口碑 を 繋ぎ 合 はせ たものと m5 はれる が、 

聊か 地理 を 無視した 嫌が ある。 現存の 風土記に よれば 海 石榴 市 及 血 田 は 火 野 郡の 

地名で あるから、 若し 其 地の 土蜘 妹が 先に 討伐 を 蒙った とすれば、 S 軍 は 大野 川 

を 遡って 禰疑 野に 向った ものと せねば なら や、 行せ は 必然 其 川筋の 一 地に 設けら 

れた jf: で、 遙に 北方 に 僻在す る 來田見 ( ^ 覃) を 選定 せ ら れ る や う な 事が 有り # た 

と は考 へられぬ。 其 故に 變釋は 之 を 風土記の 錯簡 なりと し、 海 石榴 巿は朽 網鄕稍 

葉 (所在 不叫) の 海 石榴 山、 血 田 は 上記 小 塚 村の 南に ある 東西 二十 步 南北 十 餘步の 水 


田で、 水色 赤き が 故に 命名せられ 仁と 考證 したので あるが、 若し 然り とすれば R 

石 竊の士 蜘蛛 も禰疑 野の 賊もほ 一  地域に 占據 して 居た ことにな り、 速 律 媛の 

報 til:! の W ま 曰と 抵觸 する。 されば 上述の やうに 鼠 石 窟は速 見 邑を距 る こと Sg> から ざ 

る 地、 恐らく はた 分 川の 上流に 存し、 皇軍 は 之 を勦滅 後、 谿谷を うて 來田兑 に 

進出した ものと すべく、 血 田 は 今の 大野 郡 南 緖方村 火 字 知 ra で、 1— 贞治 三年の 

文 iS: にも：： 儿 える^ 地で ある 〔地名： 11 海 石榴 市 及稻葉 川の 名は殘 つて 居らぬ 

が 其 附近に 存 したので あらう。 天皇 は 直 入 郡 平定 後、 玉來 川をド つて 緖方村 附近 

の 賊徒 を誅 し、 細 磯野の 土 蜘蛛の 投降 をう け、 海部郡から乘船して日，^1:に渡られ 

たものと すれば、 風土記の 所說 とも 契合し、 地の 现に合 ふので ある。 以下 此 想定 

の ドに紀 の 事の 順序に 拘泥せ や、 說明を 進めて 行く。 

來田 兌の 陣營 から S に 禰疑 山攻擊 に 向った が 、 賊軍" ^ 矢が 雨注す る 〇 で 

其銳を さけ、 一日； 城 let まで 退却して 勢 を 養 ひ、 に禰疑 野に. へ 田 を * つて 之 を 破 
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つた 結果、 打 援も亦 自滅した と あるが、 1: 摩 侶に ついて-一一；：： 及して e ら ぬの は、 上 

記の 如く 打 緩 八 田國麼 侶が 本來 一 人の 名なる が 故で、 禰 疑.^ と禰疑 I- とが 同 一 也 

點 なること は 勿論で ある。 風土記 は 攻戰に 言及せ す、 地名の 所 由を說 いたのみ 

で、 天皇 親 欲 レ伐ニ 此賊っ 在二兹 野： -勅歷 TT 勞兵衆 『因 謂， 一禰 疑 野ー是 也と あるが、 或は 

後記の 如く 諸 神 を 祭つ て 祈願 事 をせられ たとい ふ 口碑に より、 後日 此名を 負 はせ 

たので あるか も 知れぬ。  . 

稻葉 川の 賊は紀 に 石室 土 蜘蛛と あるが、 假に 其が 風土記 所說の 如く 鼠 石 窟土蜘 

妹と 同義に 用 ひられた ものと しても、 速津 媛の 報告 中に 見える 鼠 石窟土 蜘蛛と 同 

一 集圑 をい ふ ものと 斷定 する の は 早計で、 ネズミ は 上述の やう 1*. 八 住 を 意味し、 

固有名詞 ではない から、 別 地の 土 蜘蛛に 對し同 一 稱 呼が 用 ひられた としても 少し 

も 怪しむ に 足らぬ。 禰疑 野の 賊の 如き 大集阒 ではなかった ので、 多くの 兵， カを以 

て 之に 臨む と、 却って 賊，^ を 逃走せ しむる 虞が あるから、 少數の 猛卒に 海 石 11 の 


椎卽ち 棍棒 を もたせて (六— 五三 s 敵地に 潜入せ しめ、 一 擧 にして 賊巢を 覆した と 

いふので ある。 棍棒の 材料 を 特に 海 石榴と したの は、 ツバ 市と いふ 地名の 所 由 を 

附會 せんが 爲 であるが、 ツバ 市 は 椿の 樹の ある 市と いふ 意に 外なら す、 大和の 磯 

城 郡に も此 名の 舊 地が あ.^ 〔武烈 紀、 W 明 紀〕、 豊前國 京都 郡に も 現 から、 .—— 

之 を ツバ キ イチと 稱へ るの は 訛で、 ツズキの 原語 は單に ツバと いひ、 之に キ (樹) 

を そへ たの は 樫の 木、 檜の 木 等と 同 例で ある 〔古語 大 辭典〕 I— 大野 郡に も此 名の 地 

點が 存在した こと は 有り得る。 チダ とい ふ 地名の 所 由 を 血 流 至レ踝 故と したの は、 

范 m の 血 原と： i: 一  著 想の 戲說で aw 一 卷ー五 四页)、 茅 田の 謂なる こと はいふまで も 

ない。 

右兩地 平定の 餘談 レーして、 紀には 次の 如き 一 節 を 揭げて 居る。 

天皇 初將ビ 討， 賊、 次 二 于柏峽 大野 (其 野有レ 石、 長 六尺、 廣 三尺、 厚 一 尺五寸 、天皇 

祈 之 曰 、朕 得" 滅ニ土 蜘蛛-者、 將っ 兹石； 如 二 柏 葉， 而 擧焉、 因 i ノ之 則、 如， 柏 
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上，， 於 火虛： 故號 n 其 石， 曰 二 石， 也、 nstii 神 則、 志 我 神、 人物 部 神、 S 人中 ぼ 

神、 三神矣 

風土記 直 入郡蹶 -石 野の 條 下に は 地名の 起原と して 之を說 き、 石の 名と はして OS ら 

ぬが、 辭句は 殆ど In 一  であるから、 同 一 原說 から 出た ものと せねば な、 -7 ぬ。 蹶上 

げた 石を蹈 石と 名 づけた と あるの は、 古語 フ ミが * 足を^ 味し 〔古語 大^ 典〕、 戰も 

亦フ ミ とい ふ擧止 中に 含まれる からで ある。 此カ ジリ 一  卷 一 六 三 no に 際し 祈禱 

せられた と ある 志 我 神 以下 三 柱 は、 延喜 式の 神 名 帳に は 見えす、 現存の 風土記に 

も此 一條 を 削って 居る が、 和 銅 年間 此 地に 祀られ て 居た 知名の 三 神 を、 ： 人皇の 御 

事 is に附會 した ものと すべきで、 忐我神 は筑前 闕糟屋 郡の 志 加 海神 祉 〔式〕 レー M じ 

く、 海人 族の 奉齋 する 神、 物 部 及 中 臣のニ 神 は、 其 氏族の 祖靈を 意味す る こと 勿 

論で あるから、 後日 右の 兩氏 が此 地に 占 住した 際 祭祀せられ たものと 思 はれる。 

釋 によれば、 中臣 神は朽 網の 中 野 村に ある 石神で、 物 部祌は M 鄕の 社家 村 鶴 田 


に存 し、 ^山 八幡と いひ、 志 我祌は 大野 郡 志賀村 (今上 井田 村の 大卞) の 若せ. へ幡 

で あ る と あ る が 、 確 證 は な いやう で あ る 。 

祭神の 場所なる 柏峽 大野 は、 其 所在 を詳 にせぬ が、 禰疑 野の 賊衆 討伐 前の 經由 

地で あらねば ならぬ から、 或は 大分 郡 W 柏 野 〔風〕 と 同地で あるか も 知れぬ。 天皇 

が 上述の 如き 經路を 取って 直 入 郡に 進入せられ たと すれば、 此地を 通過せられ た 

ゆせ で、 鼠 石 窟繫破 後禰疑 野に 向 ふに 先ち 擧 行せられ たこと も仃 ，o. 得べき である。 

然るに 風土記 は蹶右 野の 下に 在 二 柏 原 鄕之中 一と 注記して 居る が、 其 柏 原 鄕は賊 地 

であるから、 其處 まで 進 人して 祭祀せられ たと は考 へられぬ ことで、 恐らく は； E 

とい ふ {, ^によって 臆斷 したの で あ ら う 。 

S 後 風土記に は 右の 外、 此征 旅に 關し、 次の ニ條の 口碑 を傳 へて 居る。 

尺 野 郡 細 磯野。 在 n 郡 西南， 同 天皇 行幸 之 時、 此 間^,, 土蜘 tt, 名 曰 二 小 竹 鹿 奧謂志 

努汗意 小 竹 鹿 ぼ； 此土 蜘蛛 二ん、 擬， 爲二御 膳 (作， 一田 獏ハ其 m ん聲 ST 天， M 勒曰 
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大囂 謂 阿 那美須 因 ン斯曰 n 大爲 野； 今 謂 n 細 磯野， 者 訛 也 

海 部郡德 門鄕。 在 M 郡 .K, 昔 者 纏 向日 代宮 御宇 天皇 御船 、泊，, 於此 門； 海底 多生，， 

海藻， 而甚 美、 天皇 卽勅 曰、 取 n 最勝 海藻- 謂- i 你那 米- 便 令，， 以進 御： 因 曰，， 最勝海 

藻 門： 今 謂，， 德門 I 者 訛 也 

久老 校本に 細 を 網と し、 諸 本作ン 細、 以 ニ僻按 ー改レ 之と あり、 箋， 釋 以下に も 網と 改 

記した の は、 大« 謂 二 阿 那美須 一とい ふ訓 註に 捉 はれ、 細 磯野で は餘 りに 語音が 懸 

け 離れて 居る とした 爲 であらう が、 此 等の 註 は 本文よりも 遙に 後に 記入 せられた 

もの、 やうで、 過信す る ことが 出來 ぬ。 ャ マト 語で は ミス 又は 其 類音に 囂の 意の 

ある もの は絕 無で、 若し 豐 後に 限る 方言であるなら ば、 訓 註の 用 をな さぬ のみな 

らす、 其 旨が 附記 せられて 居らねば ならぬ から、 此註を 離れて よめば 大 a は 力 マ 

シ (又は アナ 力 マ シ) で、 -—— 肥 前 風土記 蒲 田 鄕の條 下の 大 a 及鴛 (第一 二  一 K) は 力 

マ シと訓 まねば 意が 通ぜぬ 11 其 故に 力 マ シ 野と 名 づけた の を、 コ マ シ ス (細 機 


o  0 

野) と 訛った とい ふので ある。 此は 勿論 說戲 で、 兩曾 長が シ スカを 以て 名號と L ナ 

1^ を 兌ても、 シス は 德を謂 ひ、 細 藤の 意 を 以て コマ シスと 稱 へたので あらう。 ま 

名は傳 はらなかった が、 今の 白山 村 伏 野 (斑德 の 意と 了解 せられる) は 或は 其名殘 

では あるまい か。 郡 家 (三重 驛家卽 ち 今の 三重 町) の 西南に あると いふ 注記に も 一 

致す るので ある。 

土 豪の 稱號小 竹 鹿 奧を謂 二 志努汗 意-としたの も 亦 誤と すべきで、 標註 (栗 田寬) 

に は 志努汗 意き と ある。 シヌ 力に 上記の 如く 篠處の 意、 オタ は 大子を 意味す る 敬 

稱で、 小 竹鹿臣 のォミ (大身) と對 立す る 語で ある。 此兩 人が 奉仕した の は 稻ま 

川なる 同族の 滅亡 を 聞いて 抵抗の 勇 氣を失 ひ、 速に 歸 順した 爲と思 はれる から、 

a 二 は採錄 して 居らぬ が、 古傳 として 信 を 置く に 足る ものと せねば ならぬ 

德門は 今 も 北海 部 郡 保 土 嶋に其 名 を 留め、 和名 抄 にも 海 部 郡 德門鄕 と ある 地 

で、 津 久見灣 沿岸の 總稱 であった ので あらう が、 大野 郡から 直接 此 地に 進出 せら 

七 七 
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れ たと は、 地勢 上考 へられぬ ことで あるから、 其 川 を 降って 一 旦 大分 郡に 出で、 

上揭の {呂 浦 (第二へ 頁) から 乗船せられ、 海路 穗門 を經て 日，：^ に進發 せられた ものと 

忍 はれる。 {呂 浦と いふ 地名 は 残存せ ぬが、 大分 郡に 近い 地點 なること は 疑の 餘地 

がない から、 或は 今の 北海 部 郡 川 添 村 大字 営 河內が 其名殘 では あるまい か。 

線 門の 名號所 由と して 說 かれて 居る 最勝 海藻 はホッ モと訓 むべき で、 之 を 訛つ 

てホ トと稱 へる やうに なった と あるの は、 眞僞は ともかくも、 音便 方 則 上 絶無の 

ことで はない が、 訓 註の やうに 一一 ナメ として はホト とは餘 りに 緣が 遠い。 舊本傰 

厶  メ 

郡 米と あるに より、 一一 ゴ (柔) 藻の 謂な， o> とする 說も あるが、 一一 ナ にも 二 ゴ にも 最 

勝の 意 は 有り得ぬ。 之 も 上記 アナ ミスと 同じく、 訓 註の 誤 か、 若く は 久老說 の や 

うに 倆那米 は保津 米の 誤字で あらう。 

Si 門 以南の 海路 及 寄 泊地 點 について は、 傳說記 錄の徵 すべき もの はなく、 紀は 


路 次の 記事 を « き、 直に 日向の 某 地點に 進出せられ、 鹿 文の 熊 襲 を 征討せられ た 

かの やうに 說 いて e る。 卽ち 

十 一 月 到， 一日 向！； (起， 一行， >:!, 以居 之、 是 謂， 一高 屋 -H 十二月 癸 已朔丁 51 、請 レ討ニ 熊 

襲ハ 於， 是 天皇 詔 二 群 卿-曰、 K 聞 之、 襲國 有-厚 鹿 文、 迮鹿文 者 i 兩人、 熊 襲 之渠 

帥 者 也、 衆類甚 多、 是謂 二 熊 襲 八十 梟 帥，、 其 鋒 不レヌ 當焉、 少與& 則 不』， 滅レ 

賊、 多 動， 兵：：； A 百姓 之 害、 何不， 假ニ 鋒^ 之 威： 坐 平，， 其 闕ハ時 有 こ  一 ^-進 曰、 熊 襲 梟 

帥^,ニ女ハ兄曰ニ市乾鹿文^弟曰，，巿鹿文：容旣端正心且雄武、ま示ニ重幣-以摇1^ 

納 麾下； 因 以伺ニ 其 消息 (犯 二 不せラ ノー 處 一. 則 會不ぃ 血 レ^、 賊必自 敗、 天皇 詔 可也、 於 

レ是示 レ幣欺 二 其 二 女- 而納 二 幕下 (天皇 則 通 二 市乾呢 文- 而陽寵 、時 市 乾 鹿 文 奏-手 

天皇-曰、 無レ愁 一一 熊 襲 之 不一， 服、 妾 有 一一 良 謀 一、 卽 令レ從 一一 一 二 丘ハ於 1 レ己、 而返， 家以多 

設こ醇 酒 ヌ"， 飮 己 父 (乃 醉而寢 之、 市 乾 鹿 文密斷 n 父 弦 (愛從 兵 一 人、 進 殺 n 熊 襲 

梟 帥； 天皇 則 惡ニ其 不孝 之 *- 而誅ニ 市 乾 鹿 文 ハ仍以 二 弟 市 鹿 文-賜 二 於火阈 造- 

枭 帥服誅  七 九 
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前例に よれば 此 一 段 も 亦、 日向 風土記から 得た 資料に 文飾 を 加へ たものと m 心 はれ 

るが、 原文 は旣に 散逸した ので 之 を考證 する 由がない。 行お の 名の 高 星 は 字の 如 

く 高大なる せ ：！ 屋の 謂で、 薩隅ー ー國に 於ても 之 を 地名に 轉 用した 例が 多い が (六— 二 

一八 H)、 大隅國 肝屬郡 鷹屋鄕 〔和〕 を 以て 所在地に 擬 する のは大 なる. 説で、 兒湯方 

面の 平定 を 待た すして、 先づ大 隅に 進出せられ たと は 常識で は考 へられぬ。 眞の 

地點は 不幸に して 其 名を傳 へなかった 爲、 今日 之 を 物色し 得る 望 はない が、 討伐 

せられた 熊 襲 梟 帥の 根據 地から 餘り 遠くはなかった と 想定す ベ きで あるから、 先 

づ 之が 考證 から 始める。 

賊帥 は上揭 によれば、 厚 鹿 文 及迮鹿 文の 兩 人と あるが、 其 女 を も 市 乾 鹿 文、 市 

鹿 文と いひ、 後日 日本 武 尊に 誅戮 せられた 川上 梟 帥の 本名 も 取 石 鹿 文と いふと あ 

る 所 を 見る と 〔紀： T カャ (鹿 文) は此土 豪の 一門の 通稱 であった とせねば ならぬ。 

其 はチネ (主 禰)、 ミ コ ト (命) の 如き 敬稱 か、 若くは兄シキ、^^ゾキ、 兄 クカシ 、弟 


クカシ 等の 如く、 地名 を 負うた ものと 兑 るの 外 はない が、 1- 語 を 以て 考察し 得る 

^りに 於て は、 カャに 敬意が 含まれて 居ようと は& 5 はれ や、 之に 反し 地名と して 

は 河 陽、 高 陽、 賀陽、 賀野、 賀夜、 賀舍、 香 星、 可悅、 可也 si- の 字 をめ て、 畿内 以； i: 到 所 

に 之 を 兄る から、 原義 は 之を詳 にし 得ぬ が、 日向！： にも 存し たこと は 有り得べき 

で、 今の 兒 湯 郡 都 於 郡 村 〔和名 抄の覩 於鄕) 大字 鹿 野 田 は 或は カャ (鹿 文) 田から 轉 

訛した ので あるか も 知れぬ。 其 東方 約 一 里に ある 黑貰寺 を高屋 行せ 2 の 遺跡な りと 

す る 口 碑 (地名！！ 書 による) も 根據の ある ことの やうに 思 はれる。 案 や るに 皇軍 は 海 

路 一之 瀨 河口に 到着し、 川 を 1  一って 今の 都 於 郡村告 爪 方面に 進出した が、 其 川上 

に占據 した 能： 農の 一 大集 W が歸 順せ ぬので、 姑く 同地に 胜 屯し、 形勢 を觀 望して 

居た ので あ、 らう。 

S: 躯文、 迮鹿文 は 上記の 如く 兩 人の 名で あるが、 市乾鹿文が^^-を設けて皇；5-に 

K つたの は 共 父の みで、 他の 一 人の 處 分に ついては 何等 首 及せられ て ほらぬ 所 を 

梟 帥服誅  八 一 
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見る と、 兩身ー 體と见 なされた もの レーすべき で、 其 は 兄妹 (姊 お) か 若，、 は 夫 の 

場合に 限り、 宽狹津 S 二孢狹 津嬡、 阿蘇 津彥、 阿蘇 津媛 等の 如く 並 * せられる こと 

を 例と したので ある。 若し 然り とすれば 紀に厚 鹿 文をァ ッ 力 ャ と旁訓 したの は 誤 

とすべく、 厚 は 篤と 同じく ォ モシと も訓み 得る 字で あるから、 ォモ め假字 に 用 ひ 

たので、 迮鹿 文の セ (兄 又は 夫) に對 して ィモ (妹) 鹿 文と いふ ベ き を 音便に よ b ォ 

モと轉 呼した ので あらう、 • ォ モとセ とに は 面 背の 意 も あり、 後記の 如く 襲武 緩の 

所 生に は、 國 北£ 別に 對し、 國乳 別と 呼ばれた 皇子 も あるので あるが Q:^ 二 七： 一一 no、 

之 を 女性と する に 於て は 妻 又は 女 弟の 謂と 解す る を 要し、 此 場合 は 恐らく は 夫婦 

であった ので あらう。 

市 乾 鹿 文 (乾 此云レ 賦と訓 註して ある/ 市 鹿 文の 姊妹 は、 厚 鹿 文の 所 生で、 父 は 

迮鹿 文であった ので あらう が、 上代 社 會の惯 習に 從ひ、 父母 は 別 0^ し、 女子 は 成 

人の 後 も 母の 手許に 於て 生活し，. 父の 陣營に 共棲し なかった から、 赏幣 (聘 物) を 


以て © 納れる ことが 出來 たので ある。 イチ は 共通 Q 冠稱 で、 原義 は齋 であるが、 

イト コ の 如く も 用 ひられ 〔古語 大 辭典〕、 京 坂 地方に 於て 娘 子 を イトと 呼ぶ やうに、 

风に 女子の 美稱 乃至 愛 稱に轉 用せられ たもの  >  やうで ある。 フはヒ (秀)  >レ 昔 便で 

長女なる が 故に 之 を 添へ たので あらう。 天皇に 寵幸せられ た 長女が 恩愛に 感じ、 

官 兵 の 手引 をし て 實父を 殺さし め クーと いふ G 二に、 有 り 得た 事 態 で 、 後世の 觀 念 を 

以てすれば 不孝 此上な しとい ふべ きで あるが、 屢、、 述べ たやう に 母系 氏族に 於て 

は 父との 親しみ は 極めて 薄く、  ，  一に 未開 社會 では 他人と！：！： 様に 見なした ので あ 

るから、 熱烈なる 戀 愛の 爲に族 人の 一 男子 を镜牲 としたと しても 敢て 非人情と す 

る こと は 出来ぬ e 萬 一 成功 後に 於て、 其 不孝の 甚し きを 惡んで 之を誅 せられた と 

いふ ことが 事實 であると すれば、 新 附の民 は 天皇の 酷薄 を 怨んで 心服し なかった 

こと は 必然で あるから、 此 一 條 は原說 ではなく、 恐らく は紀の 編者 G 後代 的 W 心 想 

から 出、 二 加筆で あらう。 諸妃 巾に は 市 乾 鹿 文の 名 は 見えぬ が、 日.： ^襲5^彥皇 子の 

梟 帥 服 *^  八. 三 
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生母 髮 長大 田 根の カミナ 力 は 會長之 子の 謂で (髮長 は 借 字)、 ネは 敬稱、 大田は 今 

も 都 於 郡 村に 近い 巨 田と いふ 地に 名殘を 留めて 居る から、 —— 陸地 測量 部の 二十 

萬 分ー鬧 による。 現在 コタ と稱 へて 居る が、 字に よれば 明に 大 田の 意で ある — 

或は 市 乾 鹿 文の 別稱 では あるまい か。 若し 此 女性が 其 終 を 全うしなかった とすれ 

ば、 迮鹿 文の 殘黨と m 心 はれる 取 石 鹿 文の 爲に、 還 幸 後に 於て 殺害せられ たの かも 

知れぬ (^^ 二 七 〇noo 其 妹 を 賜 はった と ある 火國造 は、 裨將の 一 人と して 供奉した 

志 貴 多 奈彥命 (第二 卷ー 三 九 no のこと で、 其 子孫が 火國 造に 任ぜられ たから 〔國 造本 

紀〕、 後日の 稱號を 遡って 用 ひた ものと 了解す ベ きで ある。 

日向 方面の 住民が 右の 一 集 團の外 は、 以前から 盡く皇 化に 洛 して 居た ものと は 

思 はれす、 此 だけの 爲に遙 々天皇の 親 征を煩 はした とも 考 へられぬ が、 傳說が 散 

逸した のか、 或は 他の 各集團 就中 海岸に 居住した 海人 族 等 は 夙に 風 を 臨んで 歸顺 


し、 何 の 抵抗 を も 試みなかった 爲、 口碑に 殘ら なかった ので あらう。 迮 鹿文誅 

戮後 も- S 暫く^ 蹕 あらせられ たと ある 所 を 見る と、 少 くと も殘賊 掃蕩の 必要が 存 

した も Q とせねば ならぬ。 此 期間に 關 する 書紀の 記事 は 左記の 如く 極めて 簡單で 

ある。 

十三 年 夏 五月、 悉平ニ 襲阈； 以居 一一 於 高 尾せ〕： 已六年 也、 於. レ是 其國有 一一 佳人 ハ曰 一一 

御 刀 嫁； 則 召 爲ぃ妃 、生 二 豊國別 皇子 ハ是 日向 國造之 始祖 也 

こ.、 に 六 年と あるの は、 十二 年 秋 八月 大和 發輦 より、 十一へ 年恭 三月 肥 岡に 御 進出 

まで をい ふので あるから、 已 G 字 は 誤用 又は 誤寫 であらねば ならぬ。 いづれ にし 

て も 六 年の 歳月 を 無 爲に此 地方で 過され 仁と あるのに 合點の 行かぬ ことで、 雜ひ 

後顧の 患が な， つたと しても、 日， M は决 して 久戀の 地で はない から、 鎮撫の 爲の 

みに 火 御 《づ か ニ殘留 せられた とは考 へられぬ。 恐.^ く は年紀 延伸の 必耍上 六 年 

の 歲月を 此征戰 に ふり 當 て た の であらう。 

= 向 方面 廓 八 r 
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御 刀 嫒は御 刀 此云ニ 彌波迦 志 一と 訓 註せられ、 記に も 美 波迦斯 買と あるが、 品 

物 を 以て 稱號 とする が 如き は、 當 時の 習惯 ではない から、 御 刀 は 借 字で、 他に i::- 

^が あるので あらう。 或は ミ "力と いふ 地名が 存し、 其 地の，^ IS とい ふ」 おゆ を以 

て ミ パ 力 主 嫒と稱 へ た の で は あ る ま い か。 德 田の カリ" 力 〔萬 叫〕 など 、 川 ひられ 

た ，ノ 力 は 地積の 謂で あるから 〔古語 大 辭典〕、 之に 美 稱ミを 冠して S 族 GilH,: をミ 、ノ 

力と 稱へ たこと もめり 得る，、 舊 事本紀 によれば、 HI 向國 造は豐 阔別 皇子 三世の 孫 

老男を 初 任と し、 皇子 御自身 は 日向 諸縣君 等の 祖と傳 へられて 居る から 〔碧〕、 ^ 

歯 縣の土 豪の 女であった ので あらう" m 心 ふに 観於鄕 地方 平定 後、 高！：^^行^：-；：を根摅 

として 四隣の 地を經 略せられ たこと をい ふ の で あ らう。 紀は之 を 次の 形式 を 以て 

.^5 ^一して 居る。 

十七 年お 三月：；^ 戌朔己 fi、 幸 二子 3! 縣 (遊，， 于丹裳 小 野， 時、 お 望 之^ 二 左右， 曰、 

是國 也、 直 向 二 於 日出 方； -故號 二 其國- 曰 二日 向-也、 是日陟 二 野中 火 石-憶 二 京都- 而 


歌 之 曰 

はしき よし 我家の 方 ゆ 雲る 立ちく も」 大和 は國 のま ほら ま た、 なづ 

く 靑 お-山 二 もれる ナ 、和し うる はし」 いのちの ま そけ むん は た 

たみこ も へぐ りの 山の 白 かしが 枝 を うやに させ この P 

クニ シヌビ r タ  . 

是. ？.？ 二 お 歌-巾」 

阔號 所. H 說は 釋紀所 引に よれば、 日向 風土記に も 次 Q 如く 說かれ て e る。 

$|^问曰代せ：御宇大足彥天皇之世、幸ニ兒湯之郡-遊ニ於丹裳之小野(謂ニ左右-曰、 

此國 地形、 直 向 二 扶桑？ 宜レ號 二日 向-也 

紀は之 を典據 としたので あらう が、 ヒムカ G 原義 は 別に 存 する こと、 前篇に 論述 

した 通りで ( 一 i 一  八 四 IGT 六— 六 〇页)、 旭日に 封 向す る こと をヒ ム 力， こい ふの は、 

國 語の 構成 法則に ぼす る。 例へば 川 ムカヒ といへば、 川の 此方い 我が 居る 里 

の > はとはなら ぬので ある。 兒 Fi は 後日 邯名 となり、 都 於 邯をも 包括した が 本初 

u 向 方面 廓淸  八 七 
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大御縣 の設； 北せられ たの は、 和名 抄に 揚郡 三」 も ® と ある 地、 卽ち今 G 下 S 北 村 

大字 三 宅で、 丹 裳 小 野も此 地方に 存し たものと せねば ならぬ。 一一 モは 恐らく はミ 

マ (御 問) の轉 呼で あらう。 

m 心 邦 歌 は 後 章の 如く 記に は 倭 建 命の 御 歌と して 三 首に 分割 せられて 居る のに、 

紀の 編者が 之に 從は す、 上揭の 如く 一  首に 纏めて 御 父 天皇の 御製と したの は、 相 

當の 理由が あつたの であらう が、 歌詞から い へば 遠征の 貴人が 故 鄕を思 B する 悲 

痛の 情が 現 はれて 居る から 〔歌 謠篇參 照〕、 瀕死の 作と する 方が よい やうで ある。 

、お 上の 余：^ を綜カ n す る に 、 雨豊及 日向に 於 て は 皇軍に 拮抗す る ほどの 大勢 力ま 

存在せ す、 キ及， ァ マ 族 人 は 高 千 德 時代の 緣 故により 異議なく 歸顺 したの  一 i\ のる 

が、 唯 時勢に 通ぜ ざる 奮 住民の みが 頑強に 反抗した 爲に 討伐 を 蒙った ので ある。 

阈 造本 紀 によれば 薛 隅兩國 も亦此 朝に 平定した と あるが、 天皇が 其方 而に 進出せ 


られた 形跡の な いのは、 當 時の 支配者で あつ. U フ ダッミ 及" ャト 族が、 風 を 望ん 

で 誠款を 致した ので、 親征 を必耍 とせられたかった からで あらう。 天皇に 日向： 小 

定後 更に 西方に 進出せられ た G であるが、 其 經路及 事 廣は章 を 分って 說述 する こ 

とに する。  ， 


H 向 方面 廓淸  パ九 
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經出地 -1 肥 後方 面 11 筑豐 方面 11 肥 前 風土記 11 矮人！： との 交渉 

日向^ を 半 定 せられ. n 景行 天皇が、 其 序 を 以て 肥筑 地方 を 巡 せられた こと 

は、 風土記 殘簡 による も事赏 とせねば た r つぬ が、 其巡路 について は 同 ま >C の 性質 上 

明示せられ て 居な かつや！ 害で、 紀が 次の 如く』 ゆ 列した • いは、 地现 的推究 〇 結果で 

あらう。 

お 守 ！ 熊縣 11 葦北 水嶋 —— 火 國八代 縣豊村 l 高來縣 11 玉： it 名邑—— 

蘇國 11 筑 後の 御木 國 ん女縣 11 的邑 

夷 守と いふ 地名 は、 兵 部 式驛馬 Q 記事 中 筑前國 と 日向 阔と に兑 える が、 此は熊 

以ド の道顺 による も、 日向 ir 西諸縣 郡の 野 後 (今の 野 村) レー * 眞& (今の 眞幸 村) 
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との 間に 位する 夷守驛 家と すべ きで、 其 名 稱は今 も 小 林 町 附近の 山嶽に 殘 つて 居 

る。 右に よれば 天皇 は兒 FJI 郡より 東 g: 諸縣 郡を經 由して、 肥 後！： 球 磨 郡に 進出せ 

られ、 宇 土 郡から 對 岸の 肥 前 國高來 半嶋に 渡御、 更に 玉 名 郡に 引返し、 筑 後！： を 

横斷 せられた ので、 豊後 風土記に は 同！： 日 田 郡 巡幸の 記事 を あげて 居る から、 m 

川 (今 川) 卽ち 前章に あげた 高 羽 川 を 降って、 最初の 上陸 地點 なる 仲 津郡仲 5i 鄕に 

還 幸、 其より 海路 東上の 途に 就かれた ので あらう。 然るに 肥 前 風土記 は 後記の 高 

來郡 G 外、 次の 諸 地に も 巡幸 若く は 陪從を 差遣せられ たと 說 いて 居る G 

甚肄 郡。 長 岡 神社 

養父 郡。 日理及 狹山鄕 

三 根 郡。 米多鄕 

神 崎 郡。 三 根、 船 帆、 蒲 田鄕、 琴 木 岡 及 .K 處鄕 

松 浦 郡。 大家 嶋及 値嘉嶋 


杵嶋 郡。 

藤渾 郡。 能 美 及 託羅鄕 

彼 杵邵。 浮穴鄕 

紀に之 を採錄 して 居らぬ の は、 編纂 當時 此國の 風土記が 尙 未だ 進 達せられて 居な 

かつ 仁からで、 文中 地名に 「鄕」 を 用 ひて 居る 所 を 見ても、 靈龜 以後の 記錄 とせね 

，まならぬ が、 其 所 說は盡 く 信用す るに 足る ものと 速斷 する こと は 出来ぬ。 同鄭に 

よれば 天皇 は 筑後國 御井 郡 高 維の 行宮から 甚肄 郡長 岡 神社 所在地に 着 御せられ た 

と あるので あるから、 御 巡路は 同地 を 出發點 とし、 今の 三養甚 郡から 神 崎、 佐賀、 

小城、杵岛、藤^^諸郡を經て彼杵郡に出で、 其より 平 戶嶋に 渡航せられ、 海路 還 幸 

の途に 就かれた ものと せねば ならぬ が、 若し 然り とせば 筑前 沿岸に も 寄 泊 あらせ 

られ た^で あるのに、 其國の 風土記の 殘簡 にも 見え や、 同書 を 資料と した 形跡の 

i 著なる 日本 紀 にも、 一言 も 之に 觸れぬ 所 を 見る と、 肥 前 限りの 口碑と せねば な 
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らぬ。 肥と いふ！： 號の 所. W に關 する 肥 前 風土記の 記事 (肥 後 風土記 殘简 にも 同 一 

說が ある) に 疑の ある こと は、 旣 に前卷 (第二 八 六 页」 に 述べた が、 其 外に も 2* の 

口碑 中には 比較的 起原が 新しい と 認められる も-いが あり (後記 ム零 Eii) 、殊に 日本 武^ 

巡.， が：！ 說 (佐嘉 、小 城、 藤 郡) の 如き は史實 と兑る こ レーが 出來 ぬから、 恐らく は 延長 

勘進に 屬し、 當時旣 に 「1: 底」 本 を 失うて e たので、 {Irw に 指定した やうに 探 コ求部 

内- 尋 TT 問. 老， の 上撰錄 した も いで あらう 〔類聚 苻宜杪 第 六〕。 其 ころの 民 問 « 承に 

景行 天皇に 關 する ものが 多かった の は、 播磨 風土記の 品 太 天皇、 常 陸 風土記の 犬 

足彥 天皇 及倭武 天皇と じく、 曾て 龍 駕を迎 へた ことがある とい ふ國 人の 誇が 深 

く 根ざして、 あらぬ 方面にまで. P ひ 伸びた ものと 解釋 すれば、 敢て しむに 足ら 

ぬ こと で あ る 。  " 

肥 前 以外の 巡幸 記事の 資料 も 亦、 前章の 例に よれば、 養老 初年までに 進 達せら 

れた 日向、 肥 後、 筑 後及豐 後 風土記から 得た ので あらう が、 豐 後の 其の 外 は 完本と 


して 殘留 する ものがない から、 其 史的 憤 値 を 批判す る こレ： は 不可能で ある。 釋日 

本紀に 引用せられ たが 爲に 世に 俥 はった 殘簡 中、 肥 後 名の 由 來及筑 後の 生 葉 

郡の 條 下に、 お 神 天皇 及景行 天皇と いふ 漢式： 謚號が 川 ひられて る 所 を！ 3- る レー、 

其 原 は 平安朝に 記述せられ たものと せねば ならす (お ー卷ー 一 H 以ド )、 恐らく は 

i:: ん後風 十： 記と M じく、 延畏再 撰 本であった ので あらう。 右の！： 號. H 來は肥 前 風土 

記に も 少しく 辭句を か へ て收錄 せられて 居る が、 八 代 郡 G  口碑に i^: くもの なるこ 

と は 明白で、 11 釋紀に 引用した 文中に は、 奏言 云々、 巡狩 諸國云 令の 如く 略窨 

せられて 居る が、 共 は 著者 卜 部 宿禰兼 方が 省筆した ので、 原文に は 肥 前 風土記と 

！ i 様の 辭句 があった G であらう 11 此 一 章 Q 前半 並に 玉 名邯長 »濱の 一 挿話が 紀 

に 現 はれ て 居ら ぬ 所 を 見 て も (後記 參 照)、 和 銅 勘進 の 古 風土記で な い - J とが 旁證 せ 

られ る。  - 

右の 如く 考察す ると、 九州 西部 巡狩に 關 する 現存 風土記 並に 其 殘簡の 記事 は 典 
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據 とする に 足らぬ やうで あるから、 本章に 於て は 主として 紀の所 it に從 うて 說述 

し、 參照 として 之 を 附記す るに 止める。 

紀に は先づ 次の 如く 說き 起して 居る。 

十八 年卷 三月、 天皇 將， 向レ 京、 以巡 YT 狩筑紫 (始到 二 夷 守？ 是時於 二 石瀨河 人 * 

聚集、 於、 K 天皇 遙望 之、 詔 二 左右-曰、 其 集 者 何人 也、 若賊 乎、 乃逍 ニ兄_ ^、守、 弟 夷 

守 二人 一 令 レ覩、 乃 弟 夷 守 還 來而諮 之 曰、 諸縣君 泉嫒、 依 一 一大 御 食 一而 其 族會之 

夷 守と いふ 名が 今の 西 諸 縣郡小 林 町 附近に 殘 つて 居る 事 は 上記の 通りで あるが、 

其 は 夷 族の 支配者の 謂から、 地名に 轉 用せられ たので あるから a, 屮 一 卷ニ六 七 no、 

後の 稱呼を 遡って 用 ひた ものと すべ きで ある。 恐らく は此 山地に は ヒ ナ (夷) 族が 

占據 し、 兄 夷 守、 弟 夷 守 は 其 首長で あつたので あらう。 ィ 、ノ セ (石 瀨) 河 は 今 も 其 名 

を存 し、 末 は 野 尻 川と なり、 大 淀川に 會流 する。 其 河 邊に族 人を會 集した と ある 


所 を ると、 泉 嫁 はこの 水源地 方面に 占據 した 女會 で、 湧 泉に よって 名 を 負うた 

ムラ ガタ 

ものと m 心 はれる。 諸縣 を冠稱 としたの は、 此 語が ム レ (山) と ァガタ (縣) との 二 語 

より 成り、 山地と いふと 同義で あるからで、 和名 抄の 諸縣 (牟良 加 多) 郡 (現今 モ 口 

ガタ と稱へ 、来、 西、 北の 三 郡に 分れて 居る) 一 圓を 支配した 女 君と いふ 意で は ある 

まい。 共 a 族 は 明示 せられて 居らぬ が、 夷 守 兄弟と 豫 め交涉 がなかった 所を兑 る 

と、 M 族で はなく、 ク マ ソ (熊 襲) 系であった かも 知れぬ。 

皇軍 は此 地から！： 境 加 久藤越 をへ て、 肥 後！： に 出た もの k やうで、 同！： 方面に 

於け る 行動に ついては 次の 如く 記述 せられて 居る。 

S 四ガ 壬戌朔 甲子、 到 二 熊縣； -其處 有 n 熊 津彥者 兄弟 二ん (天皇 先 使い 徵ニ兄 熊 (則 

從，使詣之、囚徵ニ^^熊；而不ン來、故遣，兵誅ぃ之、壬申自ーー海路ー泊ーー於^^仏北小嶋ー 

而進 食、 時；：， ハー 山 部 阿 W 古 之祖小 左； X ヌ進ニ 冷水； ，適= 疋時嶋 中無ン 水、 不ブ， 所レ 

爲、 则仰之 祈，， 于天祌 地 紙； _忽 寒 泉 從ニ崖 傍，^ 出、 乃 £ 以獻焉 、故 號， 其 水 

肥 後方 面  九 七 
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嶋 一也、 其 泉猶今 在.， 一水 嶋崖 一也、 五月 壬 辰朔、 從， 一葦 北- 發. レ船到 二 火！： (於つ ：| 沒 

也、 夜 冥不ぃ 知， 著、 R  、遙視 二 火光 r 天皇 詔 ニ挾杪 者-曰、 直 指 n 火處 S 指， 火 ft 之、 

卽 得な 者ぃ 岸、 天皇 問 i  〈火光 處- 曰、 何謂邑 也、 國人對 曰、 是八 代縣豊 村、 亦尋こ 其 

火； 是誰人 之 火 也、 然不レ 得く 王、 玆知ン 非 二人 火つ 故 名-一 其 國ー曰 一一 火 M  二八 月 辛 西 朔 

癸 亥、 自 n 高 來縣- 渡 n 玉^ 名邑- 時、 殺- 1 其處 之土蜘 tt 津頰 -焉、 丙 子 到- 1;! 蘇 阈- 

也、 其國 郊原曠 遠、 不レ見 二人 居 『天皇 曰、 是國 有レ人 乎、 時 有 ニニ 神ハ 曰-一 阿蘇 都 资ノ、 

阿蘇 都嫒 化い 人 以遊詣 之 曰 、吾一 一人 在、 何 無 レ人耶 、故 號- >  其國- 曰 二 阿蘇- 

熊縣は 後日の 肥 後 國球磨 郡に あたり、 其 首 地 は何處 であった か 判明せ ぬが、 地现 

からい ふと、 今の 人吉 平原で あらねば ならぬ。 天皇が 此 地に 進出せられ たの は、 

勿論 日向の 熊 族の 嚮導 先驅 が あ つたからで、 所在の 土 豪 中 に は 豫 め 款 を 通 じ た も 

のも存 したので あらう。 兄 熊 弟 熊は當 地の 有力者で、 之を熊津，彥者兄^^ニ人とし 

たの は、 兄 シキ及 弟 シキを 磯城 彥と 件稱 したのと 同 例で あるが (第 ー卷 一八 1 ー员)、 


第二 卷 (第二 五 二  no にあげた 狗奴國 王狗古 智卑狗 との 關係は 不明で ある。 

^熊 誅戮後 海路 を 取 つ て 葦北 の 水嶋に 寄 泊 せ ら れケ， -と あるが、 乘船地 は 示され 

て E ちす、 陸路 を 避けた 理由 も 不明で ある。 但し 萬 葉 集 第三 卷に長 田 王被レ 遣コ筑 

紫 一渡 二 水嶋， 之 時 歌と 題して 

聞きし ごと まこと 貴く  くす しく も 神 さび 居る か これ Q 水嶋 

葦北の 野 坂の 浦 ゆ 船出して 水嶋に 行かむ 波立つな ゆ も 

とい ふ 二 首 を あげて 居る 所 を 見る と、 奈良朝 時代に は 球 磨 郡から 北上す るに は、 

舟行 を 例と し、 葦北 郡の 野 坂 浦 を發航 地と したので あらう。 此 地名 は殘 つて 居ら 

ぬが、 地 から 察する に 今の 佐 敷 町 附近の 海岸であった と 思 はれる。 水嶋は 現に 

八 代 郡植柳 村の 西南なる 海 口に 存し、 球 磨 河口の 沖積の 爲に 陸地と 接續 して 居る 

が、 今も淸^}^が湧出するとぃふことでるる〔通釋〕。 萬 葉 抄所引 肥 後 風土記に は此 

ft について 次の 如く 述べ て 居る e 

肥 後方 面  九九 
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球 磨 乾 七 里、 海中 有，， 嶋、 稍 可 n 七十 里 (名 曰 二 水 嶋；. 嶋出 n 寒 水 (逐， 潮 高下 

球 磨が 其 郡の 首 地で、 人吉 附近 をい ふ ものと すれば、 其北西七里はほv^上記乘船 

地に あたる から、 水 嶋を其 海中に 在りと したの は不當 ではない が、 可 二 七十 里， と 

あるの は 誤記で、 恐らく は 野岛沛 から 水上 約 七 M とい ふこと であらう。 塞^：水を錄 

しながら 天皇 御 寄 泊の ことに 及ばなかった の は、 風土記 再 撰の ころに は 旣に古 傳 

說が 忘れられて 居た 爲 であらう。 

寒 泉を發 見した と稱 せられる 小 左 は、 陪從の 一人なる こと 勿論で、 舊訓 ヲヒタ 

リと あるが、 恐らく はコヒ タリと 訓み、 コヒ はクヒ (樹 水) と 同義で、 廣く溪 水の 

意に も 用 ひられ (II 一 一  五 页)、 タリ は 垂の義 であるから、 崖から 水 を 祈.^ 出した 

ので 此名を 負 はせ たので は あるまい か。 其 子孫が 山 住民の 首長に 任ぜられ たが 故 

に、 .5 部の ァ ビコ と名乘 つたので あらう が、 —— ァ ビコ は 力 バ ネ の 一 種 G,:^l ー卷 一 

九， 五- Q;) 11 出自 は判叨 せぬ。 或は 此 地方 凝 定の爲 に殘留 した 火 君 (神 八 井耳 系) の 


祖志贲 多 奈_パぽ (お 五 五页) の 一 族であった かも 知れぬ C 

水嶋 より 海 を 渡つ て 行幸せられ た 八 代 縣豊村 は、 和名 抄の 八 代 (夜 豆 志呂) 郡豊 

福 « 、卽ち 今の 下 益 城 郡豐福 村の ことで、 附近に は 豐田、 S 岡、 S 川、 m:^ 崎 等 トヨ を 

冠稱 とする 地點が 多い かち、 上古 S 村と 總稱 したので あらう。 八代灣 奥に 位し、 

昔 は 海に 瀬して e たが 故に、 宇 土 半 嶋迁航 を 避ける 爲、 此處に 上陸せられ たも 

のと m 心 はれる。 暗夜 靈火 の 嚮導 を 得た とい ふの は、 圃號 所お に關 する 恭說に 過ぎ 

す、 ヒ (肥) の 國はヒ (火) 族の 名 を 負うた もの、 やうで あるから (一— 一八 二 *n)、 信 

する ことが 出來 ぬ。 八 代 海上に は 古来 或 季節に 限り 陰 火の 燃 上がる 奇 現象が あつ 

たので、 之に 附會 したので あらう。 肥 後 風土記 (釋紀 所 引) に は 之 を 次の 如く 說ぃ 

て 居る。 

景行 天皇、 誅ニ球 磨 贈 兼 巡 n 狩 諸國- 云々、 幸 二 於火國 海 之 間、 曰沒夜 "暗、 

不 レ知ン 所な 者、 忽有ニ 火光 S 視 n 行 前？ 天皇 勅ニ掉 人-曰、 行 前 火 見、 E 指而 化、 隨レ 
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勅往 之、 果得 ン着ン 崖、 卽 S 曰、 火 僚 之處、 此號ニ 何界； 所 レ燎之 火、 亦 爲ニ何 火； 土ん 

奏言、 此是火 國八代 郡 火邑、 ffi 未. レ審ニ 火 由 一、 于レ時 詔 二 群臣 一 曰、 燎之火 非 二  $ ^火 一 

也、 火 國之由 知，， 所 二 以然， 

肥 前 風土記に も 殆ど 同一 の 記事が あるが、 唯 「諸！： 云ケ」 い 四 字の 代りに 筑 紫！： 之 

時、 從ニ 葦北 火 流 浦- 發 船と ある を異 りと する。 ク マ ソを球 磨 贈 4- と發 音す る やう 

になった の は 後代の 轉 a で、 此 記事が 和 銅 勘進の 原文に あらざる ことの 一 證 とす 

ベ く， 火國、 火邑 とい ふ 稱號は 旣に存 し、 天皇 は 火の 奇瑞 を目擊 せられて、 其 名の 

所 由 を會得 あらせられ たと あるの も、 名號說 明と して は 異例に 屬し、 縱ひ 作り話 

であると しても、 此靈驗 によって ベ 代 縣豐村 を 火 國と稱 へ る やうに なった と ある 

紀の說 の 方が 妥當 である。 風土記が 右の 如く 說 きひが めた の は、 前段に 揭 げた 全 

然 別個の 國號所 由說と 結びつけて、 ー續 きの 物語と したからで、 其が 爲に 之を景 

行 朝よりも 以前の 出来事なら ざるべ から やとして、 漫然 崇神 天皇 G 御代と 假定し 


いで あらう。 前半の 原文 は 第三 卷 (二八 五- に 抄出した 通りで、 其 大要 は 火 君 等 

の祖 健緒糾 とい ふ ものが、 ^！き朝勅命にょり益城郡朝來名峰に占據する十^妹、 

打援、 頸 接 等 百 八十 餘人 を誅戮 した 後、 八 代 郡白髮 山に 天火が 降り、 此 山を燒 いた 

の を：：：： 擊 して 春 上した から、 可い 名 n 火國- とい ふ 勅が あつたと いふので ある。 朝來 

名 峰 は！： 志に よれば 福 原 村 (上 益 城 郡 福 田 村の 大字) に 其 名 を.^ するとい ふこと で 

あるが、 假に此 地の 賊徒 討伐の 事 實が存 したと する も此 年代 は 誤で、 恐らく は 上 

記 志 貴 多 奈彥の 子 又は 孫で 火！： 造に 定められ たも Q が 之に 任じた ので あらう。 ゥ 

ッ (クチ) サ レ 7 は 上述の 如く 地方 豪族が 用 ひた 敬稱で (第 六 八 no 、ゥ ナサ レノも 同系の 

語で あるから、 クナ はクネ (大系) の轉 呼で あるか も 知れぬ。 白髮 山の 天火 は 自然 

發火 による 山火事 をい ふ もの、 やうで、 其 名の 山岳 は 陸地 測量 部 二十-" 闺分ー 園に 

よれば、 ベ 代 郡 六本 杉 山 Q 南方に あるが (球 磨邯 北境)、 之 を 望見した 地點が 明示 

せられて ほらぬ から、 果して 之 を 謂 ふか 判明せ ぬ。 他に も  一 ニ擬定 地が ある やう 

肥 後方 面  一〇 三 
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であるが、 確乎たる 根 據を缺 いて 居る。 

紀には 豊邑の 次に 高來縣 から 玉 杵名邑 .-! 和名 抄肥後 國玉名 (多 萬^ 奈) 郡、 今タ 

マナ 郡と 稱へ、 菊 地 川の 右岸に も此 名の 一村が ある 11 に 渡航せられ たと あるか 

ら、 宇 土 半 鳩の 頸部 を横斷 し、 綠川 河口の 邊 から 肥 前^に 渡御、 ： お， に 引 反 一され た 

ものと m 心 はれる が、 十分な 資料がなかった ので 之 を^ 略した ので あらう 「- 然るに 

肥 前 風土記に は、 天皇 御自身 は 巡航せられ す、 偵察の ため 侍臣 を 遣 はされ たもの 

として 次の 如く 說 いて 居る。 

高來郡 e 昔 者 纏 向日 代せ ：！ 御宇 天皇、 在，, 肥 後 國玉名 郡長 洛濱之 行， 覽ニ此 郡 

山-日、 彼 出 之 形、 似 二 於別嶋 〔屬レ 陸 之 山歟、 別 在 之 島歟、 脫 欲い 知く 之、 仍 勅，， 索大 

野宿 禰， 遣レ 看レ 之、；^ 到ニ此 郡； 爱；^ レ 人迎來 曰、 僕者此 m 神、 名高 來 鹿、 聞 一一 天 

皇使 之來； - 奉い 迎 而已、 W 曰，, 高來 郡， 

高來は 和名 抄は多 加 久と訓 註せられ、 11 肥 前 國小城 郡 高來は 多久と 註して ある 


が、 尙タ カクと 旁訓 せられて 居る —— 高處の 意で あるから、 其 地の 山神卽 ち.. 3： 住 

民の： lE-:^ は、 此名を 食うて 高來 ツ子 ラと稱 へたので あらう。 一本に 高來 sis と あ 

るに 從 うても 名の 義は 同一 である。 然るに 其 本末 を 顧 倒して、 神 名 (又は 人名) か 

ら 地名が 出た としたの は、 牽强 不能 G 地名 所 由を說 明す るに 用 ひられた h 代， Si 術 

の 手-は：^ で、 他に も 例の 多い ことで ある。 使者と して 此 地に 来着した 神 尺 野 

禰は、 其 出 自を詳 にせぬ が、 供奉の 一 員と 見なす ベ きで、 神火 野 は 勿論 地名 (所在 

不明〕 である。 此紳を ミワ， A 一訓んだ もの も あるが、 此訓は 一定の 場 八 に^る もの 

で、 * 山、 神 野、 神嶋 等せ り ふれた 地名 をミ ヮ.. H  、ミ ヮ野、 ミ ヮ 嶋と稱 へ る こと はな 

いのみなら や、 几 神 (火 三輪) 氏 は宿禰 とい ふ 力 バ ネを用 ひぬ ので ある。 

肥 前 風土記に あげた，^ の 一 條は高 来と いふ 地名の 所. m を說 い；，！ に 過ぎぬ が、 * お 

wim 寄 泊 は 古い 口碑であった と见 えて、 肥 後 風土記 殘筒 〔釋紀 所 引〕 に も 次の 如く 

叙述 せられて 居る。 

肥 後方 面  一〇 五 
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玉 名 郡長 港濱。 昔 者 大足， 彥 天皇、 誅，， 球磨噌 4.、， 還駕之 時、 泊 二 御船 於 t 擯云 

云、 又 御船 左右 游魚 多 之、 掉人吉 備國朝 勝 見、 以， 鉤 釣い 之、 多 有 レ所レ 獲、 卽獻、 天 

皇勒 曰、 所ン獻 之魚此 爲，, 何 魚； -朝勝 見奏. &、 未,. 解，, 其 名； 正 似 二 総 魚, 耳、 天皇 歷，, 

御覽, 曰、^ 見 二 多 物； -卽云 ニ爾倍 佐爾ぶ 「所， レ獻 魚甚此 多せ、 可」 S 一一 M 倍 魚；. 今 謂 一一 

爾倍 魚， 其緣也 

長 街濱 の 名 は 今の 長洲 町に 殘 つて 居る が、 鱒 魚に 似た 魚が 群棲した と ある 所 を 見 

ると、 もとの 位置 は 菊 地 川下 流 玉 名 村に 近い 地點 であった かも 知れぬ。 贊 として 

神 領主に 貢 進した から 爾倍 魚と 名 づけた ので、 多 物 を 二 へ サと稱 へたと は、 假 

に此地 限りの 方言と しても 信じられぬ ことで ある。 或は 豊後 風土記の アナ ミス 

(第 七 六 13、 一一  ナメ  (第 七 八页) と 同じく 注記 者の 錯誤 か、 若く は 二 へ (贊) サニ  (多) 

一一と いふ 副詞 形で あつたの を 訛って 二 へ サ 一一と し、 一 般 的に 多 物 をい ふ ものと 誤 

解した ので あらう。 


ヅ クラ 

紀 によれば 玉 件名 邑 では、 津 頰と稱 する 土 蜘蛛 を誅戮 せられた と ある。 斷言を 

憚る が、 ラ は高來 ツ子 ラのラ と 同じく 接尾語で、 ッッ はチチ (主 父) Q 轉呼、 卽ち 

曾 長に 對 する 敬稱 では あるまい か。 此地 から 阿蘇に 出られた とすれば、 川 を 遡つ 

て 菊 地 盆地に 出で、 更に 黑川を W うて 進入 せら れ たものと せ ね ば な らぬ。 阿 蘇 都 

-彥、 阿 蘇 都 嫁 は 勿 謂 其 地に 占據 した 土 豪の 謂で あるが、 肥 後 守、 筑後 守な ど、 同様 

に、 一 人に 限られた 固有名詞で はなく、 其 地の 住民が 族祖 として 祭った 神、 卽ち 

健 IS 龍 命 神社 及 阿蘇 比哮 神社の 祭神 を も 此名を 以て 呼稱 したので、 神が 人間に 化 

現したとぃふ^^說を生じたのでぁらぅ、) ァソ のァは 接頭語で、 ソ (襲) とい ふに 同 

じいから、 住民 は 熊 襲 族であった レー 思 はれる。 

上. おにより 肥 後 巡幸 は 終り、 天皇 は 筑後國 に 進出 あらせられた。 阿蘇より K 接 

此方 面に 出る 道 はない から、 再び 菊 地 を經て 一 旦玉 名に 引返され たに 違 ひない 

把 後方 面  ー〇 七 
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が、 特記すべき 事件がなかった と 見えて 傳說 に殘ら す、 筑 後に 於け る路 次に つい 

て も、 左記の 如く 極めて 簡略に 叙述 せられて 居る ので ある。 

秋 七月 辛 卯朔甲 午、 到，， 筑 紫後國 御木 ハ 居 二 於 高 田 行宮；. 時 有 二 僵樹 (長 九 百 七十 

丈焉、 百寮蹈 二 其樹， 而往來 、時人 歌 曰 

あさし もの みけの さ を 橋 まへ つ 君 い 渡らす も みけの さ を 橋 

クヌギ 

爰 天皇 問い 之 曰、 是何樹 也、 有，， 一 老夫， 曰、 是樹 者歷木 也、 嘗 未い 僵之 先、 當，， 朝日 

暉 I 則 隱，, 杵 島山 i- 當， 1 夕日 暉， 覆 二 阿蘇山， 也、 天皇 曰、 是樹者 神木、 故 是國宜 い 號，， 

御木 國 f  丁酉 到 n 八 女 縣( 則 越 二 前山；. 以南 望 n 粟 岬 1、 詔 之 曰、 其 山 峰 岫重疊 、且美 

サルォ ホア マ 

麗之甚 、若 神 有，， 其 山， 乎、 時 水 沼 縣主猿 大海 奏言、 有，， 女神 (名 曰，， 八女津 媛，、 常 

巾 中： 故 八 女 國之名 由い 此起 也、 八月 到 n 的邑， 而進 食、 是日膳 夫 等 遺 、故 

時人 號 一一 其忘レ 盡處， 曰 一一 浮 羽；. 今 謂 レ的者 訛 也、 昔 筑紫俗 號レ盞 曰， 一 浮 羽， 

以 上 は 天皇の 御 事 廣に假 訛せられ て 居 る が、 其實 質が 御木、 八 女、 的と いふ 地名の 


所由說 明に 過ぎぬ 所を兑 ると、 其 資料 は 明に 紀の 編 募當 時^に 進 達せられて 居た 

筑後 風土 記から 出た も ので、 他に 之 を 補修す ベ き傳說 又 は 記錄 がな か つたので あ 

らう。 されば 二 地經. S は事實 であった としても、 其 記事 は 過信すべからざる もの 

で、 以ド に說述 する やうに、 此當時 果して 右の 如き 地名が 與 へられ、 若く は 用 ひ 

られて e たかと いふ こ とすら 疑 はれ る の で あ る 。 

御木 は 今の 三 池 郡で、 和名 抄は 三毛 (三 計) 郡と あるが、 三 池と いふ 字 も 相 常に 

古くから 用 ひられて 居る から、 或は 此 名の もとは 御池で、 音便に よって ミ ケと稱 

へられた ので あるか も 知れぬ。 僵木傳 說も其 木が 池の 一 岸から 他 岸に 跨り、 .i!^ 然 

に 水上に 架した 竿 撟卽ち 丸木橋 を 形成し、 行宮に 伺候す る 廷臣 等が、 池畔 迁迥を 

さけて 此 木の 上 を 渡った ものと すれば、 よく 了解せられ るが、 地面に. 横た はる 大 

木の 上 を 殊更に 蹈み 渡る が 如き、 兒戲に 類す る 行爲を Is 寮が 敢 てしたと は考 へら 

れぬ。 九；，：：： 七十 丈 は 誇張で あらう が、 世に 珍ら しい 大木が 存 したと いふ 口碑が あ 

筑豐 方面  一〇 九 
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つたので、 夙に 地名 を 之に 牽强 したと 見え、 筑後 風土記 殘簡 (釋紀 所 引) にも 次の 如 

く說 かれて 居る。 

三毛 郡 云々、 昔 者楝木 一 株、 生，， 於 郡 家 南； 其 高 九 百 七十 丈、 朝 曰 之 影、 蔽，， 肥 前 

國藤津 郡 多 良之峯 (暮日 之 影、 蔽ニ肥 後 國山鹿 郡 荒 爪 之 山-云 々、因 曰，， 御木 胸つ 

後人 訛 曰 二三 毛ぶ 「以爲 二 郡 名， 

地名と 樹 名と が紀の 所傳と 相違す るの は、 旣 記の 如く 此 風土記が 延長 再 撰なる が 

故で、 樹 影が 朝夕 隣 國の山 峰を蔽 うたと いふが 如き は、 勿論 譬喩に 過ぎぬ から、 

色々 に俾 へられた こと も 有り得べ く、 クスギ (櫪) は 殼斗科 植物の 總， #、 ァフチ 

(楝) は 今い ふ セン ダン (旃棺 ) の 木で、 いづれ も 喬木で あるから、 どちらで も 差 支 

はない。 之と 類型の 巷說は 記の 仁德 天皇の 卷及播 磨 風土記に も 見え (次 篇參 照)、 肥 

前 風土記 佐嘉 郡の 條 下に は 左の 如く 傳 へ て 居る。 

昔 者檸樹 一 株、 生 n 於此村 『幹 枝秀 高、 蓮 繁茂、 朝日 之 影、 蔽ニ杵 《 郡 蒲 W 山 f 募 日 


之 影、 蔽ニ 養父 郡 草橫， 也、 日本 武尊 巡幸 之 時、 御 覽樟 茂榮- 曰、 此 阔可ビ 謂ニ榮 

國； 因 曰 二 榮郡 f 後改號 二佐 嘉郡， 

高 田 行 {呂 の 遺跡に ついては 定說 はない が、 ミケの 名の 本 原なる 一 地點の 附近な 

る こと は 疑な く、 或は 今 Q 三 池 町が 之に 當 るの かも 知れぬ。 其 大字 G 歷木 ( クノキ 

と稱へ る)、 に、 此傳說 によって 後人が 命名した ので あらう が、 三 池 は 刀工 光世 を以 

て.；^ 名な 傳地 である。 

八 女縣の 前山 は 類聚 圃史に 藤， 3 と あり、 粟 岬 も永享 本に は 栗 岬と あるが、 所在 

地が 不明で るるから、 孰れ を 可な りと も 定、， Q かねる。 さ， 0 ながら 三 池から 浮 羽に 

出る 道に 當る ものと すれば、 矢 部 川 及 星 野 川 流域の 丘陵 地の 稱 呼であった ので あ 

らう。 ヤメ ッ嬡 は此 地方 在住 民の 族母祌 をい ふので あらう が、 其に 地名から 出た 

稱號 で、 上記 高來津 座と 同様に、 神號 から 地名に 轉 じたので は あるまい。 案 やる 

に ヤメ はャ ベの 轉 呼で、 隣 地 イク "(的) 邑には 的 部 C 播磨 風士 記〕 が 居住し、 此處に 
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は 矢 部と 稱 する 民 部が 占 住した ので 地名と なった ので あらう。 に 上下 二 郡に 分 

れ、 持統紀 にも 筑紫阔 上 陽 a- 郡と あり、 音便に よって カム ツマ、 シモ ツマと^ り、 

和名 抄には 上お、 下 妻の 字 を充當 し て 居 る が 、 近 年合许 して 八 女 郡の 舊稱 に 31 し、 

川 名^ 村 名と して は 今 も 矢 部と い ふ 稱 呼 を 用 ひて る。 水 沼 縣主猿 犬 海に ついて 

は 後段に 說述す る (^ 一  三 〇！i::0。 

的：： 巴 は 和名 抄には 生 葉 (以久 波) 郡と あり、 郡 中に 物 部 ，とい ふ鄕 名の ある 所 を 兌 

ると、 物 部々 衆に 屬 する 的 部が 居住した が 故に 地名に 轉じ たものと m. ャ にれ る。 隣 

郡 矢 部に 對 立す る稱 呼な る - 」 と は 上 述 G 通りで 、 束鑑 に も 生葉庄 の ん矢部 十郞某 

とい ふ 名 を あげ 、 今 の 浮 羽 郡 福 富 村 の 大 字 に 屋 部と いふ 名 を # す る 所 を a て も 、 

右の 推定 は不當 では あるまい。 物 部が 此 地に 土着した の は、 恐らく は此 巡幸 當時 

のこと で、 供奉の 一 將が此 地方 鍵定 Q 爲、 其 配下と 共に 殘留 したので あらう。 さ 

れば之 を盡の 方言なる クキ ハ (浮 羽) の轉 呼な りと する 紀の 所傳 は、 釋紀所 引の 筑 


後 風土記に も 次の 如く 記述せられ て 居る けれども、 後人の 附會 とせねば ならぬ。 

昔 旦ズ行 天皇 巡， 國旣畢 、還， 都 之 時、 膳 司 在 二 此村ハ 忘 二 御酒 盞， 云々、 天桌勅 曰、 惜 

11^ 朕 之 酒盞、 俗語 云- -酒 建！ 爲 -1 宇 伎 1 因 曰 二 宇 积波夜 郡： 後人 誤 號ニ生 葉 郡- 

大意に 變り はない が、 此は クキを 以て 酒盡の 謂な りと し、 天皇が クキ ハヤと 仰せ. 

られ たので 地名と なり、 イク" と轉 呼した とい ふので、 盞の方 la を クキハ 、浮 W) 

とする 紀の 所說と 一 致せぬ C ゥキは 雄 略 朝の 三重 妹が 歌に も 端 珠クキ とい ふ 句が 

あり、 春 日の 袁杼比 賣が大 御酒 を獻 つた 時、 雄 E 各 天皇の 詠まれた 御製 を 宇岐 歌と 

いふと あるから 〔記〕、 酒器 を 意味す る 古言なる こと は 疑な く、 分注に 俗語と ある 

の は、 ^陸 風土記に も 例が ある やうに 「日本語で は」 とい ふ 程の 意で ある。 之に 反 

して 盡を ゥキ" と稱 へた 例 は 見えぬ から、 大キ 瓮の轉 呼で、 筑紫 方言であった か 

も 知れぬ。 ゥキも 亦 大笥を 意味す るので ある。 いづれ にしても イク "とい ふ邑號 

の 所. H が-小 1- になった 後の 附會說 で、 奉 膳の ものが クキ "又は ゥキ を 忘れ 

筑 1:- 方面  一一 三 
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たから、 ゥキ "(浮 羽) 又は クキ 、ノ ャ (宇枳 波 夜) と 名 づけた の を、 訛俾 したので あ 

ると いふ 說は 事實と 見る ことが 出來 ぬ。 

紀に は收錄 せられて 居らぬ が、 豐後 風土記に よれば、 天皇 は的邑 (浮^ 郡) から 

同 國日田 郡に 巡行せられ たもの、 やうで、 次の ニ條の 口碑 を あげて る。 

日 田 郡。 昔者纏向日代^.0御宇天皇大足査天皇、征；>伐球磨贈，於，，铫旋之時？發，， 

筑後關 生 葉 行宮， 幸 二於此 郡； 有, 神 名 曰 n 久津嫒 〔化 而爲乂 參迎、 辨 n 申 M 稍 ひ)； 

因 レ斯曰 n 久津嬡 之 郡 (今 謂 二日 田 郡， 者 訛 也 

鏡 坂。 昔 者 纏 向日 代， K 御宇 天皇、 登 二此坂 上， 御 TT 覽國 形- 卽勅 曰、 此阔 地形、 似 二 

鏡面， 哉、 因 曰，， 鏡 坂， 斯其緣 也 

久津嬡 が 日 田と 轉 呼せられ たとい ふの は、 上述の 八 女と；：^ じく 本末 轉 倒で、 ヒダ 

は ヒナ (夷) に 通じ (き ー卷 ニニ lrB、 其 族 人が 居住した から 名 を 得；^ ので あらう， 

和名 抄に郡 名 を 日 高 (比 多) として 居る 所 を 見る と、 其 本邑は 今の 三芳村 大字 日 高 


で、 本初 はヒ タカと 稱へ、 夷處を 意味した ものと 思 はれる。 鏡 坂 は 在 一一 郡 西 一と 注 

せられ、 箋釋に は 在 二 石井鄕 上野 邑 is- 一と あり、 此 說に從 へば 今の 高瀨村 大字 上野 

の 一 地 點で日 高の 西に 接して 居る。 美 濃 國各務 (加々 美) 郡 各 務鄕を 始め、 諸 國の山 

川鄕 里に カガミ を 名 と す - 0 も の が 多 い が 、 必 し も 常に 鏡の 意 を 以て 命名せられ た 

と は 考 へられ す 、 此 〇 地名 所 由 說 の 如 き も 深 く 信す るに 足らぬ - 

巡 幸 記事 は 之 を 以 て 終 り と す る が 、 日 田 郡 か ら豊前 に 出で、 田 川 (今 川) 0 流 に 

沿うて 仲津 郡に 出で、 最初の 上陸 地點 なる 仲津鄕 から 御乘 船、 還 幸の 途 にっかれ 

た ものと m 心 はれる こ と は 旣 述の 通り で あ る 、〕 紀 に は 凱旋 を 其 翌年 G こと、 して、 

次の 如く 記述して 居る。 

十九 年 秋 九月 甲 申朔癸 卯、 天皇 至,^ 自ー， 日向， 

此年 月次に 從 へば 歸路に 一 ケ年 有餘を 費され たこと になる が、 之に ついては 何等 

の 說明を も與 へ て 居らぬ。 

筑豐 方面  一一 五 
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肥 前 風土記に は 上記の 外に、 天皇 巡幸に 關 する 多くの 口碑 を あげて 居る が、 旣 

に槪 論した やうに、 深く 信す るに 足らぬ ものであるから、 左に 之 を列擧 し、 必耍 

に應 じて 簡單 なる 註 釋を加 へ るに 止める。 

基肄 郡。 ^者 纏 向日 代お 御宇 天皇、 巡狩 之 時、 御，， 筑紫國 御井 郡 高羅之 行お， 

遊 TT 覽 國內； 霧 覆 二 甚肆之 山 1- 天皇 勅 曰、 彼 國可レ 謂 二 霧 之國ハ 後人 改號ニ 肄！： ハ今 

以爲 n 郡 名" 

高羅 は玉垂 神社 の ある 高 良 山 を いふので ある が 、 八 女から 生 葉に 出られた もの と 

すれば、 順路 を 外れて 居る から、 肥 前 各地 巡幸の 事實が 立證 せられぬ 限り、 此地 

行 在 もまた 疑と すべきで ある。 佐賀 方言で は往々 リとィ とが 相 通す るから、 キリ 

(霧) を キイと 轉 呼した こと は 有り得べ きで あるが、 甚錄と 書く やうに なった の 

ば、 地名 二字 制に よる もので、 紀 伊と 同じく 本初 はキ とい ふ 名であった ので ある 


から、 s 行 朝 時代に キイと 稱 へた 普 はなく、 又 キリの リを 省いて キ 一音と する や 

うな 轉訛 は 幾 音 原則 上 あり 得ぬ こと で あ る 。  ， 

:z 郡長 岡 神社。 同 天皇 自，, 高羅 行宮， 還 幸而、 在 二 酒 殿 泉 之 邊；. 於レ此 膳 之 時、 

ミヨ ゾヒノ 力 ワラ  ゥヱサ 力 

御 具 甲 鎧、 光 朋異， 常、 仍令 ゴ問卜 部殖坂 一、 奏云、 此 地有レ 神、 其 願 二 御鎧ハ 天皇 

、  タカ フ 

宣、 實 有レ然 者、 奉レ納 一一 神社 一可 レ爲二 永世 之 財つ 因號 一一 永世 社； 後人 改曰， 一長 岡社ハ 

其 鎧 貫緒悉 爛絕、 伹冑幷 甲板 今猶在 也、 

右に よれば 此鎧は 緒 を 以て 小 札を緘 した もの、 やうで あるが、 其 やうな 甲 W が此 

時代に 旣 に # 在した とは考 へられぬ (第三 卷九. 五 no。 

養父 郡。 昔 者 纏 向日 代せ〕 御宇 天皇 巡狩 之 時、 此郡佰 姓、 擧 ヒ部參 集、 御 狗出而 吠 

之、 於， 此 有，， 一 產婦， 臨 見、 御 狗卽吠 止、 因 曰 二 犬聲 止國； 於， 此訛謂 二 養父 郡， 也 

^^：^父は^馬國にもぁる郡名で、 和名 抄には 參河國 八 名 郡 及 近 江 國愛智 郡の 鄕名中 

にも 此稱呼 を あげて 居る が、 犬 聲止國 の 謂に あらざる こと は 勿論で、 其 語義 は 藪 

肥 前 風土記  二 七 
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卽ち 叢林 をい ふ ものと も 了解せられ るが、 若し ャムを 原語と すれば、 出 雲 國のム 

崖 (S; ニ卷ニ 〇 九.： CO と： 1： 語から 出た ので あらう。 產婦に 見られて 犬が 吠 止んだ と あ 

るの は、 或 時代の 俗信で、 厭 勝 を 意味す るので あらう が.、 其 起原 を詳 にせす、 今 

も尙同 一 又は 額 似の 浴 信が 殘存 する か は 民俗 學 者に ついて 聞く ベ きで ある。 

同 郡 日 繩鄕。 昔 者 筑後阔 御井 川 渡 瀨甚廣 、人畜 難， 渡、 於， 兹纏， Ms 代お 御 (干天 

皇 巡狩 之 時、 就，， 生 葉 山 ( 爲，， 船， wsn 高羅山 f 爲ニ梶 山 f 造 TT 備船， 溝 TT 渡 人物 ハ M: 

曰 一一 日现 鄕- 

此は 御井 川 卽ち筑 後川の 渡船の 起原 を 述べた に 過ぎぬ。 日 は 曰の 誤寫 で、 播 1- 風 

士記 にも 意 保 和 知 野に 邑曰 野の 字 を あてた 例が あり、 字音 フッ (ュッ ) を かり、 之 

に 押-を そへ てヮ タリと 訓 ませた ので ある。 然るに 之 を 日と 誤り、 更に 上下に 一 を 

<  セン 

そへ て 互と し、 亙 (ヮ タリ」 に 通 はせ て 用 ひる やうに なった が、 百 一に はヮ タリの 意 

なく、 亙 一は 一字で もヮ タリで あるから、 ど そへ るの は 蛇足で ある。 


邵狹 山鄕。 同 天皇 行幸 之 時、 在，， 此山 行宮 (徘彻 曰、 望 二 四方-分明、 因 曰- 1 分明 

村， 分 i^sM 佐 夜 氣ず今 訛 謂 ニ狹山 鄕- 

ナ ャ マ は 勿 一河 內の狹 山 (S 三卷ニ 五； 一一 3 等と 同義から 出た 地名で ある。 

三 根 邯米多 s。 此. ®> 一中お レ井、 名 曰 二 米 多 井/氷 味 鹹、： 襄者 海藻 生- 1 於 此井之 

底，、 纏 向日 代お 御宇 天皇 巡狩 之 時、 御 TT 覽 井底 海藻 「卽勅 賜， 名 曰 二 海藻 生 井-、 今 

米 多 井： 以爲， 1® 名， 

メ フを メタと 訛る 害 はない から、 メタ はミタ (御田) の轉 呼と すべ きで ある。 

神埼 郡。 昔 者 此郡有 二 荒神： 往來之 人 多 被，， 殺害； 纏 向日 代 宵 御宇 天皇 巡狩 之 

時、 此祌 和平、 自レ爾 以來、 無 二更 有， k  、因 曰 ニ神埼 郡- 

名なる 神の 鎮座 す る 山の 岬 に よ つ て 名 を 負う たもの とす ベ き で あ る 。 

2 邯三 根鄰。 此鄕 有つ 川、 其 源 出 二 郡 北山： 南 流入 ン海、 有 二 年魚 f  ^天皇 行幸 之 

時、 御船 從ニ其 川 瀨-來 御 TT 宿 此村ハ 天皇 勅 曰、 夜 一 袭御寢 甚有二 安穏 『此 村.^ レ， -天 

肥 前 風土記  一一 九 
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皇御寐 安村； -因名 ニ御寐 f 今改 一一 寐字； 爲， 根 

ミネが 嶺の 意なる こと は、 雄 略 紀に筑 紫嶺縣 主と いふ もの、 名が 见 える によって 

も 明で ある。 此川は 今の 田 手 川で あらう。 裏の 字 舊本衰 と あり、 久老は Ik と 改め 

たが、 文意に よる も 裏で あらねば ならぬ。 

同 郡 船 帆鄕。 同 天皇 巡狩 之 時、 諸氏 人等擧 落、 葉船擧 ぃ帆參 n 集 於 三 根川渾 f 供ゴ 

奉 天皇 1 因 曰，, 船 帆鄕， 云々 

擧 落の 二字 は、 延唇四 年 六月 坂 上 大忌寸 f 別 田 麻呂の 上表 中に も 其 人民 男女!^ _| 隨レ 

使 盡來と 用 ひた 例が あり、 聚落 ヲ擧リ の 意で、 單にコ ゾリ- グ と訓ん でもよ い。 葉 

船 は 勿論 木の葉 舟卽ち 小船の 謂で ある。 フ ナホ (船 穗) は 備中國 淺ロ郡 及 下 總！： 千 

葉 郡に も ある 鄕 名で 〔和〕、 网 造本 紀 によれば $1 遲麻阈 造の 始脆も 船穗足 尼と いふ 

と あるが (^一 ー卷 一 九 三 页)、 帆 を ホ と稱 へ るの は 古言で はない から ( 一 —一 一 五 四- n)、 

別義 から 出た 稱呼 とすべ きで ある。 


同 郡 蒲 田 «。 同 天皇 行幸 之 時、 御 TI 宿此鄕 西- 薦ニ御 膳 - 之 時、 蠅甚多 鳴、 其聲大 

"お、 天桌勅 云、 蠅聲甚 a  、因 曰 二 「謂 二 蒲 田-訛 也 

力 マタ (蒲 田、 鎌 田、 签田) は諸國 にある 地名で、 多く は 蒲の 生 ひた 田 を する も 

の V やうで ある C 

同 郡 琴 木 岡。 此地 平原、 元來 無い 岡、 大足 彦 天皇 勅 曰、 此地之 形、 必可" 有い 岡、 卽 

令 ミ郡丁 起 n 造此 岡-、 造畢之 時、 登 レ岡宴 賞、 與闌之 後、 竪ニ其 御 琴 # 化 爲レ椅 、因 

曰 二 琴 木 岡- 

コ ト はナリ コ ト (鳴 物) G 略稱で (四.： 一四 三 no、 此當時 用 ひられ や！ の は 如何なる 形 

式 に 屬す る も G で あ つた か 判明 せ P が、 樟樹は 其 材料 に 必要 で あ つ た とも m 心 はれ 

ぬ。 恐らく は 祭神 場なる が 故に コドキ (壽詞 ) の 岡と 稱 したので あらう。 ！ コ ト 

ホ キ (霄 祝) を コ ドキと 約した 例 は 東歌に も ある —— されば 琴 木 は 借 字で、 本 郡 妙 

法 寺 古文 昏には 每木宮 と も 記されて 居る とい ふ- 」 と で ある (古 風土記 標註 )。 

肥 前お 土 記  ニニ 
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松 浦 郡. K 家嶋。 昔 者 纏 向日 代宫 御宇 天皇 巡幸 之 時、 此 村有 n  土 蜘»( 名 曰- 1 大 

身 i  二 皇命ー 不ン肯 二 降伏つ 天皇 勑命 誅滅、 自レ爾 以來、 白水 郎等 就 一一 於此岛 一造 レ宅 

居 之、 因 曰 n 大家 嶋- 

此地は 今の 的大嶋 であらう と 謂 はれて 居る が、 道 ¥ 、からい へば 彼 件 郡から 志式岛 

に 渡る 途中で あらねば ならす、 在 二 郡 西 一とい ふ 注記に も 合 はぬ から、 或は 一 本に 

大家 鄕と ある を 可とし、 他に 物色す る 必要が あるか も 知れぬ。 大身が 翁 長の 稱號 

なること は い ふまで もない。 

郡 値 嘉嶋。 昔 者 同 天皇 巡幸 之 時、 在，， 志 式岛之 行せ： 御 TTS^ 西 海 ( 海中^, 嶋、 

煙 氣多複 、勅 遣 ニ陪從 阿蘇 連 百 ヌ P レ察レ 之、 島 有 二八 十餘； 就レ 中二 嶋、 別 有" 

人、 第 一 嶋名二 小 近； 土 蜘蛛 大耳 居レ 之、 第二 嶋名 n 大近； 土蜘妹 垂耳 「i"、，：：^ 除之嶋 

並 人不， 在、 於 なれ" 百足 獲 二 大耳等 一 奏聞、 天皇 勅且， 令 二 誅殺 一、 S 火 耳 等 叩頭 陳 ii 

曰、 大耳等 之 罪、 實 當，， 極刑 i い 被 一； 戮殺， 不ぃ足 Jc£ 非 、若 降 二 恩情 一得 一お 生 一 者、 


ノシ ム チノ シ  力 グノ二  /  r 、ノ. A 

奉， 造 二 御 S 貝 二 御 膳？ 卽取 n 木皮-作- 1 長 ® 、鞭跑 、短 ® 、陰炮 、犯 割炮等 之き 

獻ニ於 御所； 於兹 天皇 垂ニ 恩赦-放、： 电勅 云、 此 嶋雖レ 遠、 猶， 如レ 近、 ヌ.， 近嶋ハ 

因 曰 二 値 ^.=1:1, 

志 式 嶋は神 名 帳に 松 浦 郡 志ケ伎 神社と ある 地、 卽ち今 〇 北 松 浦 郡 志々 岐 村で、 現 

在 は 船 越と いふ 地峡 を 以て 戶岛 レー 接續 して 居る が、 往昔 一 離岛 であった こと は 

疑がない。 天皇 は 値嘉島 (今の 五島) に は 渡御 あらせられ や、 從臣を 派遣せられ た 

とい ふので、 其 倚 長の 稱號大 耳、 垂耳が 大 御身、 足 御身の 謂なる こと は 勿論で あ 

る。 土蜘 妹と は ある けれども.、 章 末に 此岛 白水 郎 容貌 似 ニ堪人 一と あり、 住民が" 

ャト 卽ちァ マ (海ん) 族で あるのに、 骨 長の みが 種族 を 異にした とは考 へられぬ か 

ら、 序說 a め 五- n 以下) LI 述べた やうに、 單に異 俗と いふ 意 を 以て ツチ クモ とい ふ稱 

や を 用 ひた も Gr こすべく、 チカと いふ， は？ 名 も亦シ 力の 轉 呼で (き 一 卷ー Amn)、 シ 

力 の 海人が 占 住し た の で あらう。 さ れば - J そ 同族 のァゾ ミ (阿 S ) 連 を 言 向 に 派遣 

肥 前 風土記  ニー 三 
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せられた ので ある。 

杵嶋 郡。 昔 者 纏 向日 代 {呂 御宇 天. 皇 巡幸 之 時、 御船 泊，， 此郡磐 田 杵之村 (于レ 時 

從-, 船 狀« 之 穴 f 洽水自 出、 一 云 船 泊 之 處自成 二 一  島： 天皇 御覽、 詔-, 群臣 等， 曰、 此 

郡 可 ビ謂ニ 戕戦島 郡 M 「謂 ニ杵島 郡， 訛 ご ノー 也 

$s 田杵は 瀧の 意で、 右の 文に よれば 海岸の 一 地點 であらう が 所在 を詳 にせぬ。 

狀戦は 我 S と 同じく、 國語 カン (水 竿) に 充てた 漢字で 〔和〕、 之 を 刺 通す 孔 から-水 

力 滲み出た から、 カン 島と 名 づけた の を、 キン マと 訛った と あるの は、 ^の 戟ー說 

とすべき であるつ 當國 にはキ (某 肄) と號 する 地名 も あるから、 キ (木) 族に よって 

名を负 うた ものら しく、 シ マはス マ (栖 間) 即ち 聚落の 意で ある。 

藤 津郡能 美鄕。 昔 者 纏 向日 代， K 御宇 天皇 行幸 之 時、 此里 有，, 土 蜘蛛 三人； 兄 名 

犬お、 次 名 中，：？ め 名 小 由此人 等 造， 堡隱 居、 拒 二 皇命宋 レ肯二 降服 一、 爾時遣 ニ陪從 fc 

直 等 祖穉曰 子-令 二 以誅滅 『於， 兹 大白 等 三人、 m 叩頭 陳ニ己 罪過； 入ゴ奉 


主人； 因 曰，， 能 美 鄕- 

宣化紀 に 新 家 を 一一 ヒノ ミと訓 し、 讚 岐！： 阿野 郡 新居 を 和名 抄に W 比 乃 美と 註した 

やうに、 家居 又は 聚落 を 意味す るノミ とい ふ 古言が 存し たもの、 やうで、 諸國の 

也 名に 殘 つて はる。 之 を 平 身の 義に 取な して 右の 如く 所 由を說 いたので あるが 

牽强 なること は 言 ふまで もない。 土 蜘蛛の 名大 白、 中 白、 小 白 は 恐らく はシラ 又は 

シ 口と いふ 地名 を 負うた ので あらう (所在 不明)。 紀直 等祖穉 日子 は、 阔 造本 紀に 

成務朝 任命と ある 葛 津立國 造、 紀直 同祖、 大名 草 彥命兒 若， 彥 命の ことで、 隣邵杵 a ゆ 

郡の 名 も 上記の 如く 此 氏族 稱 から 出た ものと 思 はれる。 

郡 託 羅鄕。 同 天皇 行幸 之 時、 到 n 於 此鄕- 御覽、 海物豊 多、 勅 曰、 地勢 雖ぃ少 、食 

物豐 足、 可，， 謂 二 豊足村 M 「謂 二 託 羅鄕ー 訛 レ之也 

今 も 藤 都 多 良 村に 其 名 を 留めて 居る が、 是も此 地に 限られた 稱呼 ではない (語魏 

不明)。 

肥 前 風土記  ニー 五 
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彼杵 郡。 昔 者 纏 向日 代宮 御宇 天皇、 誅 n 减球 磨. ゆ、， 之 時、 天皇 在 二 豊前國 宇佐 

海濱 行宮 f 勅 n 陪從 神代 直， 遣 n 此 郡速來 村-捕 ニ土蜘 妹お 兹打， 人、 名 曰，， 速來 、使 

姬ハ此 婦女 申 云、 妾 弟 名 曰 二 健 津三間 『住，， 健 村 之 里つ 此人 有，， 美 玉 (名 曰，， 石 上 神 

之 木蓮 子 玉 ハ愛而 固藏、 不， 肯 レ示レ 他、 神代 直尋覚 之、 超レ 5 逃走 一お 岑 一郡 以北 

之 山 卽遂及 捕獲、 推 TT 問虛實 (健 三 間 云、 實有 ニニ 色 之 玉 1- 一 者 曰，， 石 上 神木 連子 

玉ハ 一 者 曰 二白珠 比 ニ繡跌 i 以獻 之、 亦 申 云、 有义名 曰， ま i (住，， 川岸 之 

村 『此 人お，， 美玉ハ 愛， 之 固秘、 定無レ 服， 命、 於兹 神代 _ ^、迫 而捕獲 問-之、 築 云、 

ォモ. S 

實 i^,, 之、 以： 直-, 於御ハ 不二 敢 愛惜： 神代 直、 捧，， 此 三色 之 玉， 還獻， 於 御 (于レ 時 天皇 

勅 曰、 此！： 可ビ謂 二 具足 玉國ぶ 「謂，， 彼 件 都， 訛 之 也 

同 郡 浮 穴鄕。 同 天皇、 在， 宇佐 濱 行宮 『詔，， 神代 曰 、朕 歷：， 巡諸阔 ；旣 至，， 平 

治； 未， 被 fe 治， 有，， 異 徒-乎、 神代 ま奏 云、 波浪 之 起 村、 未，， 猶 被，， 治、 卽 造，， 

此村 f.;^  ニ土蜘 妹-名 曰，， 浮 穴 沫媞； 捍，, 皇命， * 無レ 鱧、 卽誅. レ之、 曰-一 浮 穴鄕- 


此ニ條 は 他の 口碑と は 趣 を 異にし、 巡幸と いはやして 陪從を 派遣せられ たと ある 

のでる るが、 藤 律 郡から 松 郡 (平 戶) に 出る に は、 本 郡 經由を 要する から、 若し 

肥" S 巡幸が 事實 であると すれば、 矛盾と せねば ならぬ。 さりながら 上述の 如く 巡 

幸說の 根據は 極めて 薄弱で、 まろ 此ニ條 の 方が 舉實に 近い やうで あるから、 或、 に 

和名 抄に 肥 前 國高來 郡祌代 (加 無 之呂) と あ る 地 、 卽ち 今の 南 高來郡 神代 村 に 占 住 

した 神代 直とい ふ 豪族 の 家傳 で あ つ たか も 知れぬ。 速來は 現在の 東 彼 件 郡 早岐村 

で、 其 地の 女 君なる が 故に 速來津 姬と稱 したので あるが、 健 村、 石岑、 川岸 村 及 浮 

穴鄕は 所在 を詳 にせ ぬ、」 健 村の 土 豪の 私 領をミ マ i 二 卷五パ -B とよび、 轉 じて 其 

族長の 稱號 にも 用 ひ、 浮 穴 (第一 一 卷五ニ 页)» に 在る ヮ (槨) を 名に 負うて 浮 穴の ァヮ 

嫒 (ァは 接頭語) と稱 し、， 川岸に 住んで 漁捞を 事と したが 故に 篦 築と 名乘 つたので 

あらう が、 —— 篦 は 笼と 同じく 漁 具 の 名 で あ ， Q か っ筌に 代用した の で あ る —— 共 

種族 は 必 しも 土 蜘蛛 で は あるまい。 

把 前 風土記  一二 七 
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此俾說 に 於て 注意す ベ き は、 健 津三間 及 g 缀が珍 藏の寶 玉 を徵發 せられた とい 

ふこと で、 第 ー卷 0 二 八 n つに 論じた やうに、 家 寶獻納 は 臣服の 左 券と せられた の 

である。 .i^ 連子 玉 は 其 林 質に よって 名 を 得た のか、 或は 形狀を 意.^ する のか 不明 

で あ る が 、 黑玉 な る こと は 疑な く、 白珠は 眞珠を いふので、 之 を a (黑 砥石) 砍 (美 

石の 謂) に 比へ たので ある。 ソノキ (彼 杵) とい ふ 名が 具足 玉 (タ マ ソナ ヒと訓 むの 

であらう) から 出た とい ふの は 例の 牽强 で、 基肄、 杵 島と 同じく、 キ (木) レーい ふ 族 

名に、 襲 之 高 千穗の 例に 準じ、 ソノを 冠した ものと 思 はれる。 

以と » ふる 如くば、 第二 卷第六 章に 揭 げた 俊 人 諸國の 大半 は、 此際 巡幸 を 仰い 

だ 害で、 假に肥 前 風土記の 所說は 疑問と して 之 を 除いても、 肥 後！： の 境域 內と推 

定 せられる 蘇 奴 (阿蘇)、 躬臣 (菊 地)、 鬼 奴 (城 野)、 邪 馬 (山門)、 烏 奴 (山 鹿 郡 小 野) 

を 始め、 女王の 本據 たる 邪 馬臺 (筑 後國 山門 郡 山門 鄕) を經 由せられ たので あるか 


ら (>w ニ卷ニ ral 七 n 以下)、 卑彌呼 全盛時代であった とすれば、 縱ひ皇 威を畏 んで抗 

拒を敢 てし なかった としても、 重要な 交渉が 行 はれた こと は 必然で あるのに、 何 

等 言及 せられて 居らぬ 所 を 見る と、 尙 いふに 足る ほどの 勢力 はなく、 他の 土】： 家と 

同 様に 直に 恭顺の 意 を 表した ので あらう。 從來之 を 問題と した ものがなかった の 

は、 1!^ 人 傳をャ マ ト 帝！： に關 する 一 訛傳と 見、 卑彌呼 は 神 功，：： 后の 御 事な りと 輕 

信した か、 然ら ざる も 紀の年 紀に從 うて 景行 天皇の 巡狩 時代に は- 邪 馬 臺國は Jci: 

未だ 存立して 居なかった と 解した 爲 であらう。 近代 學 者の 硏究 により、 紀 年の 誤 

差が 後見せられ、 倭はャ マトの 事で はなく、 西暦 第三 世紀 頃に K 在した 異 俗の 岡 

家で ある ことが 明に せられた 今日に 於て は、 無關 心で はあり 得ぬ から、 ド柳か 

考察 を 試みる。 

第三 卷序說 S 三 下) に 論究した 所に よると、 せ： A 神 天皇 崩御の 年 は 特 一 九 八 

年で、 次の垂仁天^11.;の治世は比較的短く、  二十 年 以内であった， M 思 はれる から、 

倭人 國 との 交 一二 九 
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景行 天皇の 九州 巡幸 は、 恐らく は 女王 卑彌呼 (西 曆ニ四 七 年歿) の 卽位前 か、 ti;: く 

は尙 覇を稱 へる に 至らぬ 以前の ことで あらう。 當時潘 人の 諸 小 邦が 各自 獨立 割據 

の狀 態に あった こと は、 魏 志の 倭人 傳に 「相攻 伐 歴年」 と あるに よっても 明で あ る 

から (第二 卷々 末 原文 參 iD、 圑結的 行動 を 取り得す、 大 部隊より 成る，：！；」 に對 して 

全然 無抵抗であった ので、 傳說 に殘ら なかった ものと 思 はれる。 豐 後！： 海 部 郡 か 

ら 日向 國兒湯 郡に 至る までの 路次 について、 何等 傳 ふる 所がない のと M 様に、 沿 

道の 大小 集團が 恭順の 意 を 表し、 無事に 通過 あらせられた 場合に は、 常に 默 殺せ 

られて 居る ので ある。 此方 面の 俊 人中 名の 現 はれて 居る の は、 上损八 女縣に 於て 

御下問に 奉答した 水 沼 縣主猿 大海の 外 はなく、 同 人 は 八 女に 隣す る 三 滴 (突 無 萬) 

郡 〔和〕 に占據 した 土 豪で、 健 人 傳に投 馬！： と ある 地の 君 長と はれる がつ お 二 卷ニ叫 

五 頁)、 ャ マ ト 天皇の 行幸 を 聞いて； へ 女縣に 於て 奉迎した ので あらう。 恐らく は當 

時の 倭人^ 闽長 中の 有力者で、 打 緩、 頸猨 等と 同じく サ だとい ふ 敬稱を W ひ (^六 


八 頁)、 倭人 卽ち アマ (海人) の大 頭目なる が 故に、 大海 を 以て 名號 としたので は V, 

るまい か。 

歷 代の 皇謨 として、 武力の 濫用 を 避け、 狗撫を 旨と： 了. つれ、 降伏 者に にハを 加へ 

られる ことにな かつ ャ！ ので あるから、 抵抗の 氣勢を 示さぬ 限り、 一 々小 邑落 を 巡 

廻す る 必要なしと して、 天皇 は 生 葉 方面より 捷路を 取って 凱旋の 途に つかれたの 

で、 肥筑 地方 は 一 且 平定し、 朝廷の 治下に 屬 したので ある。 

さりながら 一 回の 巡狩に よって 地方 民衆が 盡く 心服す るに 手. つぬ ことに 勿論で 

あるから、 鎮撫の 爲に 供奉の 武將 を殘留 せし もられた もの，^ やうで、 上述の 志賁 

多奈彥 (火 及 阿蘇 國 造の 始祖)、 紀直穉 日子、 神 大野 宿禰、 神代 直、 阿 S 連 百足 等 

の 外に、 1： 造本 紀に あげた 吉 備津彥 命の 兒三 井根 子 命 (葦 分！： 造)、 火水 口 足 の 

孫 矢 田稻古 (末 羅國 造) 並に 葛 城の 止 波 足 尼 (比 多國 造) は 之に 屬す る ものと m  ，： はれ 

倭人 國 との 交 i ^一  一 三 一 
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る。 仲哀 朝に 此 地方 再征 を 必要と せられた の は、 上記 諸人 若く は 其後繼 者の 勢力 

が^ 弱であった か、 若く は 統治が 其 道 を 得なかった 爲も あらう が、 之 を 要するに 

倭人 阈が大 に 勃興した 結果で ある こと は、 次卷に 於て 論す る 通りで ある。 


第 四 章 . 日 本武尊 

鲁 

名號及 性格 i 筑紫 出征 —— 熊 曾 建誅戮 11 路次淸 掃 11 諸 附會說 

上 章に 詳述した やうに、 天皇の 親征 によって 一旦 降服した 日向の 熊 襲 は、 久し 

から やして 背 救した ので、 鎮定の ため 日本 武尊を 派遣せられ た 〔紀〕 。 記に も 倭 建 

命の 西 征談は 擧げて 居る が、 天皇の 親征を 叙して 居らぬ 所を兑 ると、 朝廷の^ 承 

に殘 つたの は. ％ 部分の みであった ので、 紀は 上述の 如く 新 資料に よって 補 線した 

ので ある (第三、 叫 n)o 此 やうな 重大 史實が 散逸した のは甚 奇怪で あるが、 武勇 絕 

^と. S はれた 年少 皇子に 對 する も ^ ラ望 が 至大であった こと は、 紀に 天皇の 勒言を 

かりて.^ 體 14{大 、容姿 端正、 力 能扛ぃ 鼎、 猛如ニ 雷電： 所 無， 前、 所い 攻 必勝 卽知 之、 

^則 我 子、 實則； ffl. 人 云々 と 激賞して 居る ことによ つ て も 明で (次章 參队 〔) 

名號及 性格  一 三 三 ■ 
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が 劇的に 物語られ、 御 父 天皇の 武略 は 之が 爲に其 蔭に かくれ、 重複 を 厭うて 親征 

談を 省く やうに なった ので あらう。 判官 最 負の 民衆が、 東鑑の 記述に 満足せ す、 

義經 記に 心を惹 かれ、 渡 蒙說を 喜び 迎へ るのと： ：！ 一  の 人情で、 記錄の W する 世に 

於て すら 尙且然 り で あるから、 况し て 口 ダ ら 耳に 言 ひつぎ 語り 繼 いだ 時代に 在つ 

て は、 群衆 心理に よる 史實の 訛 は 免 かれぬ ことで あつたので ある。 

紀記 共に 此 皇子の 本名 を 小碓尊 (命) とし、 亦 名 日本 童 男 (倭 男具那 命) とい ひ、 

紀には 亦 曰 日本 武尊 とも ある。 後の 稱號は 後記の 如く 熊 襲 梟 帥 (熊 曾 建) が 奉った 

と傳 へられ、 記 は 之 を 別名 中に 揭 げす、 綽名で あるかの やうに 取扱うて K るに も 

拘 はらす、 他の 二 稱號は 稀に 用 ひられる のみで、 古来 殆ど 常に 日本 武尊 (優 建 命) 

と稱 し、 常 陸 風土記 等に は俊武 天皇と さへ 記されて ほる。 されば ャ マト タケ 御子 

が 公式の 稱號 であった こと は 疑な く、 熊 襲 為 帥の 奉授 としたの は、 上代 話術に 好 

んで蹄 入せられ た名號 所由說 話に 過ぎぬ。 之 を論證 する 爲には 他の 稱號を も许せ 


て翠 明す る こと を 要する。 卽ち 

小碓尊 (命)。 御 兄大維 命に 對し、 御 弟の ウス (大栖 ) の 御子の 意 を 以て 號けま 

るら せた ので (i.-: 二八 3、 恐らく は 母妃の 御手 許に 於て 保育 中の 稱呼 であら 

う。 t のネ によって 卸 兄 皇子と 雙胎 なりと する 說の信 やべ からざる は 旣述の 

通りで ある (i.^ 三 七 页)。 

：:! 本 黄 男 (倭 男 具那命 )o ャ マ トは 皇室の 冠稱で (^二 卷五吗 n)、 ヲグナ はヲク 

(少子) に 敬語 ナを 添へ たもので あるから 、郎君と いふに：： 1： じく、 古はヲ ミ (少 

女) ナと對 立して 用 ひられた。 されば ャ マ トヲ グナは 皇室の 若君と いふ 意で、 

御 父 天皇の 許に 引取られ 仁 後の 通 稱と思 はれる が、 尙 幼名で ある。 

日本 武尊 (虔建 命)。 武勇 を 讚へ て タケ 御子と いひ、 皇室の 稱號 なる ャ マト を 

冠し、 匸の であるから、 八ム 式尊稱 であらねば ならぬ。 武 (建) は武 《 槌 (建 御 や 5) 

の 如く 冠稱 とし て 用 ひた 場合 は 勿論、 之 を名號 とした 稚武 s、 0 內 ， 《伯 纏 の 

名號及 性格  二 t 
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きも、 タケとの み稱 へる のが 例で あるが、 助 語ノを 介して タケ ノ， M 子と いう 

て も 語法 上 誤認で はなく、 殊に ミ コ ト とつ、 ゝ ける 5： 勿き にはャ マト タケ ノミ コ 

トと稱 へる 方が 口調が よいので、 從來 かく 雷 ひなら はした ので ある。 —— 此 

ノの 用法 は 大王 能 登 保 乃 朝 庭 〔萬 五〕 等と 同 例で ある 11 若し ク マ ソ ^  " "が 

奉った とい ふ 所 由說が 事實に 某く ものと すれば、 信 友が 論じた やうに ャ マト 

タケル ノ ミ コ ト であらねば ならぬ が 〔比 古 婆 衣〕、 邊 地の 一 土會の 提議が 直に 

大和に 反 饗した とは考 へられぬ ことで (後記 參 照)、 若し 其 御名が 當時 の 通稱 

ではなく、 後人が 最も 適切な りと して 用 ひた ものと すれば、 他に 公式の 稱號 

が存 した 害で ある。 或は 天智 皇子 建 王をタ ケ^  ノミコ と稱 へる こと を 以て 例 

とする ものが あるか も 知れぬ が、 其 は 御 齢 八歲を 以て 夭折せられ たので ある 

から、 勇武の 故 を 以て 建と 稱 へたので はなく、 大將 ゴッコ がお 好であった か 

ら、 御蕭母 天皇が タケ ダ (武將 ) の 皇子と 呼んで 鐘 愛せられ たので、 紀 にも 特 


に 建の 字 を あて 、居る ので ある。 

n 本武 尊の 御 4- 格 • 御風 釆 について は、 上記の 外に 紀には 幼 有 二 雄 略 之 氣ハ； ^レ壯 

容貌 魁偉、.^ -長ー 丈、 力 能&, 鼎焉と あるの みで あるが、 記に は 其 勇； の 例と して 

次の 如き 逸 &i を あげて IS る。 

天皇 小 雜侖に 詔り たま はく、 何 ぞ汝が 兄、 朝夕の 大御 食に 參 出来ぬ。 赛 に 

汝 泥 疑 敎へ覺 せと 詔り たま ふ。 かく 詔り たま ひて 後、 五日に 至り 猶參 出す。 

爾に天 桌小碓 命に 問 ひた ま はく、 何 ぞ汝が 兄 久しく 參 出ぬ。 若し 未だ 海へ す 

. ；;： ： しゃと 問 ひへ 柄へば、 旣に泥 疑し つと 答へ 白す。 又い かに 泥 疑つ ると 詔り た 

まへば、 答へ 白 さく、 朝署に 副に 入る 時、 待ち 捕へ 溢み 批 ちて、 其 枝 を 引か 

き、. に みて 投棄て つと 白す 

此 一 段 G 大， ば は、 大碓 命が 參內を 怠る が 故に、 懇々 訓誨を 加へ よと いふ 勑命 をう 

けた 小碓 命が 早合點 して、 朝 曙 (署は 略字) に 副に 行く を 待ち伏せ 54 み批 ちて (五— 

名號及 性格  一三 七 
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1 一 五 no 手足 を惋ぎ 取り、 薦に 包んで 投棄て たとい ふので、 若し 事實 とすれば 粗 

暴 極り なき ことで あるが、 此は此 皇子の 勇猛 を 極度に 誇張した もので、 大碓 命が 

無事であった こと は、 同書に 押 黑の兄 日子 及 弟 日子 兄弟 を 生み、 守 君、 大田！ sir 岛 

田 君 等の 祖 となった と あるに よつ て も 明白で 、紀に は 次 it 十 に揭 記す る やう に S 一 

六 三 n)、 怯懦に して 東征の 將 たる こと を 忌避した か.. つ、 美 濃に 左遷せられ たと あ 

るので ある。 さりながら 此 やうな 突飛な 着想が 浮び、 聽衆 によって 異 なく 一 入 

れられ たの も、 左記の 如く 多少の 现 由が あるから である。 

(一) 大碓 命が 長兄で ありながら 儲位 候補 中に 入らなかった こと 

(一一) 父 天皇に 探 納の思 召が あった 美 濃！： 造の 二 女を娶 つたこと 

(一： 一) ネギは 希望の 意の 語幹 ネの 一 活用形で、 爱 では 宥め 慊 すと いふ 意に 用 ひら 

れ たの を、 ネデ 0 捩) と 類音で あるので、 誤解せられ たと 說ぃ たもの らしく、 

例の 語戲 であるが、 小 子 部の 蜾 羸の 話と 同様に (第二 卷ニ 二八 n)、 上代の 聽衆 


を 喜ばせた こと 

S 皇子 達 は 朝 タの大 御饌の 際に 天機 を 奉伺す る 慣例で あつ 、にこと 

右の 一 條は之 を 要するに 虚構に 外なら や、 其 故に 紀の褊 者 は 之 を 採.. つなかった 

ので あるが、 記 は 之 に 捉 は れ て 熊 曾 討伐 を 課 せ ら れ た の も 多 少 懲戒の ぉ：：^ゲ久^^ん で 

li? るかの やうに 說 いて 居る ので ある。 卽ち 

是に 天皇、 その 御子の 建く 荒ぶ る 情を惶 みたま ひて 詔り たま はく、 西 の 方に 

熊 曾 建 二人 あり、 是伏 はぬ 无總人 等な り。 故 其 人 等 を 取れと 詔り たま ひて、 

ヒ サ. -コ ハ ナ 

遣 はした まひき。 此の 時に 當 りて 其 御 髮は結 額した まひき。 爾に 小碰命 その 

ミ ゾ ：、 モ  ィ.； ブマ 

姨潘 比賣 命の 御衣 御 裳 を 給 はり、 劎を御 懷に納 れて幸 行し き 

紀の 所說は 全然 趣 を 異にし、 左記の 如く 供奉 者の 名 を も 列- 擧し、 征討 大将軍と し 

て拜 任せられ たもの、 やうに 說 いて 居る。 恐らく は 新 資料に よって 修正 を 加 へた 

名號及 性格.  一 三 九 
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ので あらう。 . 

二十 七 年 …… 秋 八 1  お； 襲 亦 反 之、 侵， ー邊境 ー不， 止、 冬 十月 丁酉 朔己 酉、 遣 二日 本 

武尊； 令， 擊，， 熊 襲： 時 年 十六、 於. レ是 日本 武尊 曰、 吾 得 n 善 射 者， 欲ニ與 行； 其何處 

有 二 善 射 者 - 焉、 或 者 啓 之 曰 、 美濃國 有，， 善 射 者 - 曰，, 弟 S 公 ； 於レ是 日本 武尊、 遣，， 

葛 城 人 か； 1 戶， 彥； 喚，， 弟彥公 f 故弟彥 公、 便 率 二 石 占 撗立及 尾 張 a 子之稻 置、 乳 近 之 

稻置， 而來、 則從 n 日本 武尊， 而行之 

御姨倭 比賣命 の 衣裳 を 給 はって 出發 せられた と あるの は 〔記〕、 次の 女 裝冒險 の 伏 

線で あるが、 豫め 女装して 敵に 近づく 計 書が 存し たものと は考 へられす、 且後 rn 

東征に 際し、 ：！： じ 皇女から 神 劎及囊 を 授けられ たと あると 重複す る 嫌が ある。 御 

髮結額は55:^峻紀に縣戶皇子束ニ髮於額ーとぁると同^:-でぁるから、 其 訓に從 うて ヒ 

サゴ "ナンと 訓む べきで (日本 古俗 誌 一 五 M:co、 同紀の 注に 古俗 年少 兒年 十五 六 問 

束 二 髮於額 一と あるが 如く 年少の 形容で、 紀に時 年 十六と あると 契合す る。 二 年の 


紀： 此 子の 降誕 を 叙し、 且大碓 命と 雙生 としたので、 此 年齢に 疑惑 を 挾む もの 

も あるが、 當時 皇子が 尙垂髫 の 御 齢で あるに も拘 はらす、 か、 る 大任 を果 された 

れば こそ 國 民の 渴 仰の 的と なられた ので あるから、 ほ V- 事實に 近い ものと すべ き 

で、 此年 (一一う 七 年) から 起算して、 降誕 を 治世 第 十二 年と 推定す るが 如き は、 紀 

の 年紀の 過信から 起った 謬說 である。 稻日大 郞姬が 西征に 供奉 せられた 形跡 はな 

いから、 皇子の 降誕 も 其 若干 年 以前で あらねば ならす、 年 數の合 はぬ の は 紀が故 

意に 引伸ばした からで ある。 

皇子に 供奉した 善 射の 人 美 濃の 弟 彥公は 出 自を詳 にせぬ が、 弟. 彥が 字の 義 とす 

れば、 敬語 を そへ て弟彥 命と する か、 然ら すば 單に 弟. 彥と いふべき で、 キミ (公) 

を 連ねる の は 異例で あるから、 或は オト ヒ コと いふ 地の 君と いふ 意 かも 知れぬ 

尾 張 阈海部 郡 美 和 村の 大字に も 乙 之 子と いふ 舊 地が 存す るから、 決して 絕無 のこ 

とで はない。 其 從者を 左記の 如く 伊勢の 桑 名 及 尾 張の 愛知 地方に 選んだ 所 を 見て 

筑紫 出征  一四 一 
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も、 之と 境 を 接する 美 濃 國海津 郡 地方の 豪族で あつ； -と 推定せられ るので ある。 

问人を 召喚す る爲に 派出 せられた 葛 城の 人 営戶彥 は、 今の. g 葛城邵 I ン^ 鄕村 大字 

宮戶の 住人で、 尾 張 連の 一 族と 思 はれる から、 此，^ 彥公も 亦、 當 時^に 尾 張阔に 

移住して 居た 葛 木 氏族の 一 員であった かも 知れぬ。 隨伴者 は 左記 三 名と ある。 

. 石占撗 立。 聖武 天皇 天平 十二 年の 紀に、 伊勢 國桑名 郡 石 占 頓宮と あるから 

紀〕 此 イシ クラ も 同地で あらう。 所在 は 判明せ ぬが、 語義 は § 浦と 推定 せら 

れるが 故に、 海濱の 地で あらねば ならぬ C 邑 中に 横 田と いふ 地點 が^し、 其 

長をョ コ タ 主と 稱 へたので は あるまい か。 

尾 張 田 子之稻 置。 集 解に よれば 愛 智郡大 喜 村 (今 名 古 屋市南 區呼續 町 瑞穗) 

の 蛸 池の ある 地 はもと 田光庄 とい ひ、 此田 子に 當る とい ふこと である。 

乳 近之稻 置。 同番に は、 右の 田 光庄に 近い 智多 郡に、 近 崎と いふ 村が あるか 

ら 此チ チカ は 之 をい ふので あらう と說 いて 居る が確證 はない。 チカと いふ 


語 は 旣述の 如く 海人 族の 區別稱 であるから、 此族 人の 占 住 地で あつ；」 こと は 

疑がない。 

後の 兩 者が 稻 5^ とい ふ 力 、パネ を 有する 所 を 見る と、 橫 立と！ ：！： じく 小 集闽ー 4- で、 恐 

らく は 海人 種に 屬し、 若干の 部 衆 を 引率した ので あらう。 討伐 を 蒙るべき ク マ ソ 

の 魁 帥 は 記に は 熊せ 建 二人と あるの みで、 其 名 を も 居住地 を も 示して， ni5 ら ぬが、 

紀 によれば 旣述 Q 如く 取 石 鹿 文 一 名 川上 梟 帥と あるから (第 八 〇页) 、御 父 天皇が 親 

征 せられた 日向！： 兒？ i 郡の ク マ ソ であった とせねば ならぬ。 右の 如き 人名 は， に 

案出し 得られる もので はない から、 縱ひ 若干の 潤色が 加 へられた としても、 皇子 

の征西 は嚴然 たる 史實 とせ ね ば な ら ぬ 。 

大和よ. 0 熊 襲！： に 至る 路 次に ついては、 親 征の場 八：： レー 同様に、 何等の 傳說 もお 

せす、 推測の 手が、..^ もない が、 賊帥誅 戮の顚 末は紀 記ほゾ 同様で あるから、 先 
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づ 記の 文 を揭げ る。 

故 態 曾 建が 家に 到りて 見た まへば、 其 家の 邊に軍 三重に 圍み、 室 を 作 b て 居 

れり。 に 御室 樂せ むと 言 ひ 動み て、 食物 を 設け 備 へき。 故 其 傍 を 遊び 行き 

て、 其ゥ IT の 日 を 待ちた まひき。 爾に 其樂の 日に 臨り て、 其 結 はせ る 御 髮を童 

がの 髮の ごと 梳り 垂れ、 其姨の 御衣 御 裳 を 服て、 旣く衆 女の 姿に なりて、 女 

んの 中に 交り 立ちて、 其 室の 内に 入り 坐し き。 爾に熊 曾 建 兄弟 二人、 その 娘 

子 を 見 1^ で、、 己が 中に 坐 ゑて、 盛樂 びき。 故 その 酣の時 を 臨て、 懷 より 劎 

を 出し、 熊 曾の 衣の 衿 を 取り、 劎以ち 其 胸 より 刺 通した まふ 時、 その 第 建 

見畏 みて 逃 出で き。 乃ち 其 室の 椅 本に 追 ひ 至りて、 其 背 を 取らへ、 劎 もち 尻 

より 刺 通した まひき。 爾に其 熊 曾 建白 言 さく、 其 刀 をな 動かした まひ そ、 僕 

は 白す こと ありと 言す。 爾暫し 許して 押 伏せた まふ。 是に白 言 さく 汝命は 誰 

そと 言せば、 詔り たま はく、 吾 は 纏 向 之 日 代宮に 坐して 大 八島國 知し めす 大 


ミ n ナリ  マツ 口 

帶日 千淤斯 呂和氣 天皇の 御子、 名 は 添 男具那 王者 也。 意 禮熊曾 建 二人、 伏 は 

す 1g 無しと 聞し めして、 意禮を 取り殺せと 詔り て、 遣 はした まふと 詔り たま 

ふ。 爾に其 熊 曾 建白 さく、 信に 然 まさむ。 西の方に 吾 二人 を 除きて は 建く 强 

き 人な し。 然るに 大倭國 に 吾 二人に 益、 りて 建き 男 は 坐し けり。 是を 以て 吾 御 

名 を獻ら む。 今より 以後、 傳建 御子と 稱 せと 白す。 此 こと 白し 訖へ つれば、 

卽ち 熟庶の ごと、 振り さきて 殺した まひき。 故 その 時より 御名 を稱 へて、 潘 

建 命と いふなり 

右の 如く 讀み 下す と、 文意 は 極めて 明白で、 殆ど 註釋を 必要と せぬ。 紀の文 は 之 

を^ 譯し たもので、 唯 賊帥を 一 人と した ことが 異 つて 居る のみで あるが、 參 照の 

ため 一 節づ、 抄出して 比較 を 試みる。 

十二 ガ 到-; 於 熊 襲 S 因 以伺ニ 其 消息 及 地形 之嶮易 f 時 熊 襲 有 二 魁 帥 者 『名- 1 取 石 

鹿 文； 亦 曰 二 川上 梟 帥； -悉 mn 親族， 而欲レ 宴 

熊 曾 述誅戮  一四 五 
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取 石はト ラシと 訓 み、 タラン (足 主) Q 轉 呼で、 川上 梟 帥と 稱 へたの は 財 川 ( 一 之瀨 

川の 支流) の 川上に 占 住した からで あらう。 御室 樂 11 御室 は 宣長說 の 如く 新 室 

の 誤記で、 ニヒム 5- の クタ ゲと訓 むので あらう —— を 略して 宴と した 现由 を詳に 

. せ ぬが、 事に 於て 大差 はない。 

於， 是 日本 武尊、 解， 髮作 一一 童女 姿； 以密伺 一一 川上 梟 帥 之 宴 時つ 仍劎佩 一 一栖 裏 (人 二 於 

川上 梟 帥 之 宴 室； 居 二 女人 之 中： 川上 梟 帥感， 1 其 童女 容姿；. 則 携レ手 同：， 席、 * レ坏 

令レ 飮而戲 弄、 于, 時 也 更深人 闌、 川上 梟帥且 被， 酒、 於， 是 日本 武尊、 抽 M 裀中之 

劎 1 刺， 1 川上 梟 帥 之 胸- 

女装に 用 ひ；」 衣裳に ついては、 記 は 上述の 如く 倭比賣 命の 料と して B るので ある 

が、 紀は倭 姬の贈 遺 を 削った ので、 地方 人の 女 服 を 手に入れられ たものと して、 

殊更に 袍の字 を 用 ひた， もの、 やうで ある。 裀は 衣身卽 ちミゴ P のこと であるか 

ら、 當 時の 民庶が 着用した 袖 無 衣の 謂で あらう。 誅殺の 光景が 記に 比して 甚 簡略 


であるの は、 梟 帥 を 一 人と した 爲も あらう が、 記の 所說を 文飾と 見た からで は あ 

るまい か。 熟 一 瓜の 如く 割い 仁と あるが 如きに、 形容と いふよりも 寧ろ 比況で、 確 

に 言葉の 文で ある。 熟 瓜 は 和名 抄に保 曾 知と 訓し、 或 說極熟 jfH 浴之義 也と 註して 

ある。 尻から 刺 通した と ある 尻 は、 臀部の 謂で はなく、 背後から とい ふ 意で ある 

から、 クシ P と訓 む ベ き つ- ) あらう C 

未 レ^ニ 之 死； 川上 梟 帥 叩頭 曰、 且待 之、 吾 有， 所 Jin  、時日 本武 尊留， 劎待 之、 川上 

梟 帥 啓 之 曰、 汝尊誰 人 也、 對 曰吾是 大足 彥 天皇 之 子 也、 名 日本 童 男 也、 川上 梟 帥 

又 啓 之 曰、 吾 是國中 之 强カ者 也、 是以當 時 諸人 不ぃ勝 二 我 之 威力， 而 無，， 不， 從者； 

吾 多 遇，， 武力， 矣、 未レ有 f 若，， 皇子， 者へ 是以 賤賊陋 口、 以 奉，， 尊號： 若聽 乎、 曰聽 

之、 卽啓曰 gv< 「以後 號ニ 皇子- 應 J£  二日 本武 皇子； 言訖、 乃 通.， 胸 而殺ッ 之、 故 至- - 

于今， 稱曰 二日 本武 尊： 是其緣 也、 然後遣 ニ弟彥 等； 悉 斬，， 其黨 類； - 無，， 餘瞧， 

ャ マト タケと いふ 名 號が熊 襲 臭 帥 の 奉獻 による も Q にあ- ら ざ る こ、 と は 上述の 通り 

熊！ Ji" 建誅繁  一四 七 
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であるが、 其は紀 記の 編者の 著 想で はなく、 以前から 此 やうに 言ひ傳 へられて 居 

たものと すべきで、 或は 敵將を 屠った 場合、 其 名 を 襲うて 武勇の 誇と する やうな 

古俗が 存 したの かも 知れぬ。 =: 疋は 現在の 未開 民族 間に も 例の ある ことで あるが、 

其に しても タ ケ レ V (武將 ) の やうな 普通名詞 を 受け 繼ぐ こと は 何の 意味 を もな さぬ 

から、 日本 武 尊の 場合に K つて は、 全然 虚構と せねば ならぬ。 

眉目 秀 魔の 年少 皇子が、 女装して 手づ から 强敵を 驚され たとい ふの は、 今でも 

小 國民を 喜ばす に 足る 話で、 記の 所傳 による も 極めて 面白く 語られた やうで ある 

から、 上代 人が 之 を眞實 として 受 入れた こと は 言 ふまで もな く、 且實 際に 於ても 

有り i5 ぬ ことで はない が、 單身 遠く 敵地に 進入せられ たと は考 へられす、 一 二の 

賊帥を a した だけで、 報 徒が 盡く 心服す る もので もない から、 紀の 所傳の 如く 相 

當の兵 衆 を 引率せられ >u とすべき で、 魁 帥が 首 を 授けた 後、 殘賊を 討伐 せられた 

と あるの が、 事 貰に 近いと せねば ならぬ。 


，崖-牛 定の 任務 を 遂行して 還 啓の 途次、 皇子 は 到 所の 抗命者 を 討伐 せら わた や 

うで あるが、 之に 關 して は 極めて 簡 單な傳 承が 存 する のみで、 記に は 次の 如く 一 

言 を 以て 叙述して 居る。 

：！耐 還り 上ります 時、 の 神、 河の 神 ま. U 穴 戶の神 を 皆 言 向け 和して 參 上り 

i6 しき 

fc^u,^  V ば 山 可 を扼す る 力 ミ (會 長)、 並 に 穴 戶卽ち 洞穴 に 潜む 賊會 を說渝 し て 

歸順 せしめられ 仁と いふので、 其 地 點等は 判明して 居なかった ものと せねば なら 

ぬ。 然るに 長 門 國をも 亦 アナ トと稱 へたので、 穴 戶神は 其國津 神で あると 說 くも 

の も あるが、 山 神 及 河 神と 比倫 を 失する のみなら や、 アナ トは 決して 長 門 國の獨 

い H 的 個^ 名詞で ない こと は 後記の 通りで ある。 紀の文 は 之に 比すれば 少しく 具體 

的で あるが、 體裁を 整へ る爲に 頗る 筆 を 弄した 嫌が ある C 卽ち 

路次淸 掃  一四 九 
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旣而從 二 海路， 還い 虔、 到，， 吉備 1 以渡ニ 穴 海 (其處 有ニ惡 神： 則 殺，， 之、 亦 比い 至，， 難 

波； 殺，， 柏 濟之惡 神- 

二十 八 年 春 二月 乙？？. r 日本 武尊、 奏 T 平 二 熊 襲 一之 狀上 曰、 臣賴ニ 天皇 之 神靈； 以レ 

兵 一 擧頓誅 二 熊 襲 之 魁 帥 者； た 牛 ニ其國 (是 以西 州 旣謐、 百姓 無事、 唯 吉備穴 神 

及 難 波柏濟 神、 皆 害心 以放 二毒氣 X" レ苦 ニ路ん i 爲ニ 禍害 之穀ハ 故悉殺 ニ其恶 神； 

並 開，， 水陸 之徑 (天皇 於 も W 美 二日 本 武尊之 功- 而異愛 

二十 八 年の 紀は 日本 武 尊の 覆奏に 託して 征戰の 成果 を 略述した もので、 告備の 

穴 及 難 波の 柏 云々 も 前年の 記事 を 11^ 復 したに 過ぎぬ。 こ V にい ふ 吉備の 穴 海 及 穴 

濟は、 國 造本 紀に景 行 朝 彥訓服 命 (和 邇臣 等祖) の 孫 八 千 足 尼 を！： 造と 定められた 

吉備 穴國の 海及ヮ タリ (渡 航路) をい ひ、 安閑 紀 にも 婀娜國 とし、 和名 抄に 備後國 

安那と ある 地で、 —— 夜須 奈と訓 して あるが、 其 は アナ (穴) とい ふ 名 を 忌んで、 

後日 字に よって 改稱 した ものら しい -11 今の 深 安 郡 地方の 謂で ある，^ 上古 アナ シ 


(穴居) 族が 占 住して 居た から 此名を 負 ひ (第一 ー卷 ニニ 〇no、 日本 武 t+ によつ て诛曹 

せられた もの は 其 種族の 魁帥卽 ちカミ (曾 長) で、 記に 穴戶 神と あるの も 之 を 謂 ふ 

ので あらう。 カミ とい ふ 語は必 しも 神靈 のみ を 意味せ ぬ こと は、 第一 卷 (九九、 一 0 

03 に說 いた 通り つ 、實在 人なる 日本 武 糞が 神祇 を誅戮 せ られ たと は 上代 人 も考 

へなかった 害で あるから、 アラブ ダ祌は 荒 暴の 賊會と 解すべき である。 日本 武尊 

は此 地方 鎮撫の ために 若干 歲 月の 間滯留 せられた と 見えて、 妃の 一 人に 古 備穴戶 

武 嫁と いふ 女性が ある 〔 紀〕。 11 記に は 大吉 備建 比賣 とせられて". S る 11 吉備武 

.彥 の 女と ある 傳 承に 誤な しと すれば 〔紀〕 〔記〕、 此武 將が備 後方 面 出征 中 アナ シ族 

の 女.^ に 生ませた 子と すべきで、 其 所 生の 武鼓王 十 城 別 王が 讚岐反 伊豫の 一 地 

方 の 君 長と な つたの も、 母 族の 後援 による もの と 思 は れ る (第 八 章參照 )o 

雞 波の 柏の 濟. は 其 名を傳 へや、 所在 も 亦 精確に は 點定し 得ぬ が、 仁德紀 にも 葉 

^と 見えた 舊 地で、 記に 御津 前と あるに 當る やうで あるから、 古の 難 波 津の肿 角 

路次淸 掃  一 五一 
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に 近い 渡航 海面の 稱 呼と すべきで、 力 シハと 名 づけた 现由 を詳 にせぬ が、 11 地 

名所 由に 關 する 仁 德紀 の說は 信す るに 足らぬ (次篇 第 一 卷參 照) — 此髀の 陸岸 を 力 

シ "村と 稱 へたので あらう C 淀川に 近い 地で、 缺史 時代に も旣 に. 化が 及んで 居 

た 害で あるから (^二 卷ニ Q 六 K)、 此 御代に 皇軍 を 抗拒す る やうな 有力な 獨 立集圑 

が. 存在した とは考 へられぬ。 m 心 ふに 此惡神 は 航海 者を惱 ます 賊 曾の 謂で、 播磨風 

士記賀 古 郡 鴨 波 里の 條下 にも、 昔 神前 村有 二 荒神； 每半留 二 行人 之 舟 一と ある やう 

に 警察 制度の 完備し なかった 上代に 於て は、 此 種の 匪徒の 横行 を 免 かれなかった 

ので ある。 上奏の 辭句 中に 令レ苦 ニ路人 一と あ. り、 開 二 水陸 之徑， と ある 所 を 見る と、 

紀の 編者 も亦此 等の 惡神を 以て 賊魁 をい ふ ものと 正解して 居た と 忍 はれる。 

上記に よれば 日本 武 S は 日向 鎮定 後、 內海 北岸 を 經て振 旅せられ たので、 紀の 

所 說が大 耍を盡 して 居る と m 心 はれる ので あるが、 英雄 崇拜 心现 から 若干の 昔話が 


此皇 子に 結びつけて 說 かれた もの V やうで ある。 記に 揭げ た 出 雲 建 誅戮譚 の 如き 

は 其 一 で、 と認 むべ からざる こと は前卷 (第 七 章) に 論じた 通りで あるが、 萬 一 

出 雲に 進出せられ たこ、 こがあった とすれば、 其は會 ミ勃發 した 內亂鍊 K 正の 爲 とす 

べきで、 士：： 備 の穴國 御滯留 中の 事件で あ-らう C さりながら 其 內容は 明に *S 神 朝の 

出 雲 征討 俾說を 作り か へ たものと リ寸 はれる から、 前卷 (第一 一 一 〇n) に 於て 之 を說述 

した (原文 は 本卷々 末に 收錄 して ある)。 

右の 外 肥 前 風土記に は此 皇子に 關 する 左記の 口碑ん； J 傳 へて 居る。 

；:^ 嘉郡。 ，者 樟樹 一 株 生，， 於此 村， …… 日本 武靠 巡幸 之 時、 御 TT 覽 椅茂榮 -n 、此 

國 可"？，； 榮國 〔因 曰ニ榮 郡；， 後改號 二佐 嘉郡， 

小 城 郡。 昔者此 村有 一 一士 蜘蛛つ 造 之、 不， 從 一一 皇 命つ 曰 本武尊 巡幸 之 曰、 比 真- 

誅レ之 、因 號ニ小 城 郡， 

藤 郡。 者 日本 武尊 巡幸 之 時、 到 二 於 此津； -日沒 nw 山； 御船 泊 之、 明 曰： 遊 ぉ兄、 

諸 附會說  一 五三 
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繋， 船覽， 1 於大藤 (因 曰 二 藤津 郡， 

此等 は單に 地名の 所 由 を 說く作 話で あるから、 日本 武 尊に 代 へ るに 神 功 皇后 を以 

てしても、 話の 筋に は變り はなく、 此 皇子が 日 { ^から 此！： に 巡行せられ たことの 

證據に はならぬ。 恐らく は 前章に 列擧 した 景行 天皇に 關 する 口碑と 同じく、 や、 

後代の 民譚 であらう。 

波 國勝間 井 及 美 作 國勝間 田 池の 所 由 傳說も 亦、 健 建 天皇 命 又は 日本 武 尊に 結 

び附 けられて 居る こと は、 前篇 第 六 卷( 一 六 二 no に揭 記した 通， 9 であるが、 歸 京の 

途次 此 等の 地方に 立 寄られた 形跡 もない から、 肥 前 風土記と 同樣 に、 單に 人望の 

あ る此 皇子 の 御名 を 借りた とい ふに 過ぎぬ の で あらう 。 之 を 要す る に 日 本武 尊と 

西方 諸國 との 交涉 は、 紀に現 はれた 以上の 事實は 存在し なかった ものと すべきで 

ある。 東方 經 略の 偉業に ついては 章 を 改めて 說述 する。 


第五 章 日 高見 國 

^s-夷の情勢 ！ 討伐軍 派出 —-- 野火の 厄 ！ 弟 橘 緩， - ： 夷 族 平定 -—— 常 睦 及 陸. は、 風土記 

景行 朝の 大事 業の 一 は 東方 經略 である。 前卷に 於て 論述し， 二 やうに、 此方 面 は 

旣に崇 神 朝に 於て 常 陸國に 至る まで 平定し、 皇子 豊城入 彥命を 毛國に 派して、 

統治に 當ら しめられた ので あるが (第三 卷六ー 一 n)、 頑迷なる 夷 族 は 同化 を 欲せす、 

少しく 擬カが 緩む と 隨時隨 所に 蜂起 背 し、 此 御代-」 は 坂 東 地方の 或 部分 は、 征 

t タカ ミ 

服 前の 舊 態に 復 した もの 、やうで、 依然として ヒ タ カミ (日 高見) 卽ち夷 曾の 國と 

稱 し；，！ (五上 一六 六 页)。 さりながら 夷 族は决 して 大國家 を 形成して 居.^」 ので はな 

く、 個々 の 集 園が 分立し、 安息 Q 地 を 得ば 足れり とし 仁ので、 建 借 間 命 反 武淳川 

別命 等が 扶植した 勢力 は必 しも 覆滅に 至らす、 夷 族と 伍して ャ マト 朝廷の 號令を 
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奉じた ので あるが、 其 勢力が 微弱で、 夷人の 跳梁 を 抑へ る ことが 出来なかった の 

で ある。 

右の 如き 形勢であった から、 九州 方面 平定 後、 東夷 征服の 議が 起った の は 寧ろ 

當然 の推徙 で、 紀 によれば 先 づ武內 宿禰を 派遣して 現況 を 視察せ しめられ たと あ 

る。 卽ち 

二十 五 年 秋 七月 庚 辰朔壬 午、 遣 ニ武內 宿禰， 令い 察，, 北陸 及 東方 諸！： 之 地形、 且百 

姓 之 消息， 也 

二十 七 年 春 二月 辛 丑朔壬 子、 武內 宿禰、 自ニ 東國， 還之奏 言、 東夷 之 中 有 二日 高見 

國ハ 其國人 男女 並椎結 文身、 爲ぃ人 勇 、是總 曰- 1 蝦夷 (亦 土地 沃壌 而曠 之、 轚可レ 

取 也 

此 一 條は 記に 見えぬ から 確說 する こと は出來 ぬけれ ども、 所傳の 如くば 通常の 地 

方 巡察で、 統治 上 必要 缺く ベから ざる 事なる が 故に、 前々 朝 以來此 目的の 爲に、 


艇ミ廷 は を 派出せられ たこ と が あ つ た ので あるが、 唯今 次の 使節 は 複奏に 際し、 

* 夷 征討 を 進 言 したので、 特に W 承に 殘 された ものと W 心 はれる。 其が 武內宿 漏で 

あつたか は 疑問と すべきで、 同人 は 第 九 章に 說述 する やうに、 成務 天皇と 11: 年と 

あるから、 當 時は尙 十二 三 歲 の 少 童 で あった 害 で、 右の 如き m 任 を 課せ ら れケ」 と 

は考 へられぬ。 恐らく は ー此條 もまた 英雄 崇拜心 Si から 出た もので、 五代の ま臣 

として 有名な 此 貴人の 事蹟に 假 託した に 過ぎす、 其實は 他の 廷臣で あつたの であ 

らう a 

使者 は 北陸 反 東海に 派遣せられ たと あるから、 其 巡路は 恐らく は大彥 命の 足跡 

を 蹈んで 信 濃に 到， o( 笫三卷 一八 四 页)、 同國 を橫斷 し、 碓氷峠 を 超えて 上野 國に出 

で、 其處 から 武總及 常 陸の 化內 地方 を 巡察した ので あらう。 報 吿は此 等 諸 國の國 

造卽ち 世襲 駐在 宫 吏から 得 た も の と 思 は れ る が、 果して 此 文の やう で あ つ た か は 

疑問で ある。 ャ マト 民族と 全然 風俗 を 異にする とい ふこと を、 男女 並椎結 文身の 
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七 字 を 以て 表現して 居る が、 男女 共に 椎實の 如き 襟 を 頭頂に 結， <だ こと は 事實と 

しても、 文身 は 疑問と すべきで ある。 ユミ シ (蝦夷) の^ 裔と 推定 せられる 今の ァ 

イス 族の 婦人が、 黥 面 文身して 居る こと は 周知の 事實 であるが、 男子 は 之 を 施さ 

ぬ 0 みならす、 此 風習 は 天津神 若く は 他 種族から 傳 へられた と 稲して K る ( バ ッ チ 

ヱ。 ァ)。 之に よる も 文身が 夷 族の 固有 風習で ない こと は 明白で、 之と M 稀と m ぬ】 は 

れる抱 婁肅愼 についても、 此 風俗の 存し たこと を 聞かぬ。 第二 卷 (二 七 五 S に 述べ 

たやう に、 文身の 起原 は 南方 溫 熱の 地に あつたと せねば ならぬ から、 之を敎 へた 

もの をァ マ ッ神 なりと する 口碑 は 事 實を傳 へた もので、 ァ マ (海人) 族と 接觸 する 

に 及び、 其 習俗 を 模倣す る やうに なった ので あらう が、 婦人に のみ 傳 へられた の 

は、 其が 純裝 飾と 見られた 爲 とも 了解 せられる。 されば 飛 IS 信 濃 を 始め 柬山 北陸 

方面に、 や、 後世まで 殘存 した ヒナ (夷) 集圑に 在って は 黥 面 文身が 行 はれた と は 

傳 へられて 居らぬ ので ある。 文身 を モト & ゲと訓 したの は、 マ ダラ (斑) と、 まする 


モド 口の 活用形な るが 故で、 恐らく は 古言で は あるまい。 m 心 ふに 此 一句 は 編者が 

想像 を 以て 筆 を 加へ たの か、 若く は 後代の 風^ を 誤り 傳 へたので あらう.？ 

爲ン人 勇 gt 、是總 曰 二 蝦夷 一と あるの は事實 であるが、 情報 は 決して 此 一 兩 句に 止 

まら な かった 害で ある。 さり な がら 此 や う な 事項 は 口碑に 殘る ベ き 性質 の も の で 

はなく、 正しい 傳承が 存在し なかった から、 記 は 之を默 殺した ので、 上文の 如き 

は 縱ひ紀 の 筆者の 創作に あらやと する も、 後代 的 思想 を 以て 語り 加へ たものと せ 

ねばならぬ。 されば 紀は其 一半 を 後記の 詔勅に 讓り、 天皇の 御 口 を かりて 補說し 

たので ある C 之 を 要するに 當 時の 夷 族， 占 住 地 は 坂 東の 一部分から 奧羽 方面に わた 

り、 測り 知る ことの 出 來ぬ廣 い 地積 を 包括し.；」 ので、 之 を 取って 版 圖を擴 張す ベ 

しとい ふ 論が、 廟堂に 行 はれた こと は 想像に 難から す、 敢て使 は 〇 建白 を 待た 

なかった と 思 はれる。 
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上記の 征討 計 書の 實現 を、 紀は熊 襲 再征より 十五 年後の こと、 して 居る。 此害 

の 年紀の 信す るに 足らぬ こと は 腸. - 述べ た 通りで あるが、 日本 武 尊が 此征 旅に 於 

て 薨去せられ たのに も拘 はらす、 仲哀 天皇 外數 柱の 王子 女を殘 された と ある 所 を 

見ても、 此 間に 若干の 歳月 を經 たものと せねば ならぬ から、 薨去の 年御齡 三十で 

あつ.；」 とい ふ si- 承 〔紀〕 は 信用す ベ きで、 記の 說の 如く 筑 紫より S 來、 未 幾 時- 

(後記 參 ii) とする こと は 出来ぬ。 其 他の 點に關 しても 紀記 一 致せぬ が、 此 一 事 は 

紀の 所傳を 正しと すべ きで あるから、 左に 先 づ其文 を 揚げる。 

四十 年 夏 六月、 東夷 多叛、 邊境騷 動、 秋 七お 癸未 朔戊 戌、 天皇 詔， 一群 卿， 曰、 今朿 

國不ン 安、 暴 神 多 起、 亦 蝦夷 悉叛、 履 略，， 人民 (遣 二 誰 人， 以平 二其亂 S ぼ 皆不， 知 二 

誰 遣， 也、 日本 武尊奏 言、 臣則先 勞，, 西 征；. 是役 必大確 皇子 之 事矣、 時大碓 皇子 愕 

然之、 逃 71隱 草 中； 則 遣 二 使者， 召來、 爱 天皇 責曰、 汝不レ 欲矣、 豈强 遗耶、 何 未.， 對レ 

賊以、 豫懼 甚焉、 因 レ此遂 封 二 美 濃； 仍 如，， 封地 f 是 身毛津 君、 守 君 二 族 之 始祖 也、」 


於， 是 日本 武尊 雄誥之 曰、 熊 襲 旣平、 未 し經ニ 幾年？ 今更 東夷 w. 之、 何日 逮ニ于 太 

： 牛， 矣、 臣雖 、頓 二 其亂： 則 天皇 持 二 斧 鍵； ■ 以授ニ 日本 武 尊-曰、 朕 聞、 其 東夷 

也、 諭 性 暴强、 凌 犯 爲レ宗 、村 之無レ 長、 邑 之勿レ 首、 各 貪 二封 挑； 並相盜 略、 亦 巾 有： 

邪神； 郊^,, 姦 鬼，、 遮レ衞 塞， 徑、 多 令 レ苦レ 人、 其 東夷 之 中、 蝦夷 是尤 强焉、 男女 

交レ 居、 父子 無レ 別、 冬 則宿レ 穴、 夏 則住レ 操、 衣レ 毛飮レ 血、 相 疑、 登レ山 如-一飛 

さ 行， 草 如，， 走獸； 承， 恩 則 忘、 見く 怨必 報、 是以 箭藏， i 頭轉ョ 佩，， 衣 中； 或聚 n 黨 

類， 而犯 n 邊界： 或 伺，， 農 桑， 以略 二人 民 『擊 則隱， 草、 追 則入ッ 山、 故 往古 以來、 未レ 

染 n 王化： 今院. 汝爲 1, 人 也、 身體 長大、 容姿 端正、 力 能杠ぃ 鼎、 猛如二 雷電 ハ所レ 向 

無つ 面、 所つ ¥ 必勝、 卽知 之、 形 則 我 子、 實則 神人、 是{ 是天愍 二 朕 不叙且 N 不 半-、 

令卜i^綸天業>不..絕--宗廟>乎、亦是天下則汝天下也、是位則汝位也、願深t^^isl 

歐、 探， 姦伺& T 示 之 以，， 威、 懷之以 乙 g 、不ン 煩 一一 丘 ハ甲； 自令 一一 ぼ a;- 卽巧レ や 一 II 調， 一 暴 

神 (振 レ武以 樓，， 姦鬼， 、於， 是 曰本武 尊、 乃受 二 斧鉞- 以！ * 拜泰之 曰、 嘗 征之 年、 
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賴 ニ皇靈 之威ハ 提三 一一 尺劎， 擊ニ 熊襲國 (未 &ニ浹 辰；， 賊首伏 J 非、 今 亦 g,, 神 紙 之 

靈っ借 二 天皇 之 威 f 往臨ニ 其 境 ハ示以 ニ德敎 f 狭せ っ小レ 服、 卽擧レ 1^ ハ擊、 .S 黨 1$ 拜之、 

天皇 則 命 一一 一士  n 備武 彥與ー 一大 伴武曰 連； - 令レ從 一一 日本 武尊； 亦以， 一七 掬 脛ー爲 一一 瞵 夫- 

漢文 式 潤色の 多い 記事で、 部分的に 考察す ると、 後代 人 G 思想から 捻出 又は：^ 說 

せられた ものと 認められる 點が 多い が、 大意 は、 廷議の 際：： n 本武 尊から 征 ぉ犬將 

軍に 推 せられた 火 維 命が、 怯 儒に して 遁 避した ので、 .Isil 子 は 奮然と して n ら此 

任に 當 らんこと を 申出で、 天皇より 激勵の 勅旨 を 賜 はり、 吉 備武査 以ドの 武將を 

一： fi へられた とい ふので 跡 方 も な いこと では あ る まい。 恐らく は 火.^^氏幕記 そ り 

他の 新 資料に 甚 いて、 紀の 編者が 若干の 改修 を 加へ たので あらう。 されば 五：： 人 は 

先 づ 上記 所說 を 論究 して 古傳に 近 く 還元 する 必要が あ る 。 

劈頭の 詔勅に 暴 神 多 起、 亦 蝦夷 悉 報と あるの は、 後揭 記の 文の 荒 夫琉神 及康都 

樓波奴 人 等に あたる ので あるが、 前章に も 論じた やうに、 此皇 子が 如何 こ、 男 で 


あらせられた としても、 神祗を 折伏す る靈 力が あった 害 はなく、 神通力の 觀念は 

此 時代に は W 未だ 發 生して 居なかった やうで、 萬 一 特に 之を備 へて 居られた とす 

れば、 遙々 夷 地に 下向せられ るまで もな く、 在京Gま、修法せられた^^^でぁるか 

ら、 此カミ も 亦ヒト (民衆) に對 し、 會長を 意味す る ものと 了解すべき である。 然 

るに 紀の 編者 はカミ とい へば 常に 神霊の 意と 速斷 し、 神武 天皇の 熊 野 遭難の 章 下 

にも、 き 吐 二 毒 氣-と 述べ (^一  卷八 五、 一 〇〇n)、 クマ カミ (熊 髮) 卽ち クマ 族 G 僉長 

を、 恰も 鬼神で あるかの やうに 說 いて 居り、 こ.^ にも 亦 G 字 を！ St 入して 神 紙と 人 

問と に區 別せ/ひとし 仁 もの 、やうで ある。 さ.^ ながら 次に も 蝦夷 賊首 嶋津 神國津 

神が-.! 縛 服罪した とも あるので あるから、 此暴神 は獰& なる. 酋長と いふ 意で あら 

ねばならぬ e 

火 ft 命が 征夾將 軍に 擬 任せられ、 之 を拜辭 し、 一一 こと はあり 得べ きで あるが、 ^ 

推 B を 耳に し て 愕然 草 中 に 遁竄 したと あ る 0 は 誇張 で 、 記 に 倭 建 命 "ぃ爲 に 

討伐 .raf 派出  一 六 三 
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四肢 をお 裂かれた と あると 同様に (第  一 ニー 八 3、 同腹の 弟 皇子に 反し、 武勳の 皆無 

なる 理由 を說 明した に 過ぎす、 美 濃 國に遣 はされ、 身毛津 君、 守 君 i 寺の 祖とな つ 

たと あるの は、 記の 所傳と 一致す るから、 第 八 章に 說述 する やうに、 他の皇 sj, と 

n: じく 分封せられ たこと を 意味し、 必 しも 配謫を いふので は あるまい。 

斧鉞 を 授けられ たと あるの は 勿論 文飾で、 若し 大將 軍の 表 章と して 武器 を 賜 は 

つた 事 貰が あると すれば、 記の 所說の 如く 比々 羅木之 八尋矛 を適當 とする (後記 參 

&0 勅語 も 亦 後人の 想像から 出た ものなる こと は 一 見 明白で、 前段 は 敵情 を 叙述 

し、 後半 は 皇子に 對 する 激勵と 訓示と であるが、 史料と しても 民族 誌に 取っても 

益す る 所が 甚少 い。 蝦夷 を柬夷 中の 一 種族と したの は、 其 地方に 土 蜘» と 呼ばれ 

る 15- 住民 及尙 未だ：！： 化せざる 海人 族が 占 住した からでめ らうが、 此等を 一 列に 蒙 

味 無知 2、 兇 惡殘賊 と 叙した の は 粗笨の 嫌が あり、 村 之無レ 長、 邑 之勿レ 首と あるの が 

非猿闺 的の 意で あると すれば 事實に 反する。 蝦夷の 風俗に 關 する 記述 中 特色の あ 


るの は、 冬 則 宿 乂< 、夏 則住ン 機、 衣，， 毛 飲， 血と ある 一 條 のみで、 宿 穴 は 後 漢書 招婁 

傳に、 常 爲ニ穴 n;^ っ以レ 深爲レ 貴、 大家 至 レ接ニ 九梯， と ある やうに、 竪穴 卽ちム P ャ 

(二— 四 on) に E 住した こと をい ひ、 機の 字義 は澤 中に 架設した 草舍の 謂で あるか 

ら、 事實 と認. } ^せられ、 衣 毛 も 亦 有， 0 得た ことで、 飲 血 は 恐らく は 獸肉生 食 を 形 

容 したので あらう。 さりながら 頭髮に 箭を藏 すと ある 一 句 は 疑と すべきで、 如何 

ほど 大ぃ稚 結で も、 箭の やうな 長い もの を 收藏し 得た と は 思 はれぬ が、 神 功紀に 

ヲサ ュヅル 

も.^ 內. M 纏が 三軍に 令して 椎結 せしめ、 髮 中に 儲 弦を藏 めさせた と ある 所 を 兌る 

と、 小品 物 を 街 中に 匿す 古俗が 存し たこと は 疑な く、 之 も 弓弦の ことで あつたの 

を、 箭と 誇張した ので あるか も 知れぬ。 右 G 外 は いづれ の 未開 蠻人 にも 通用す る 

ことの 出来る 描 寫で、 VI ミシ 特有の 習俗と は 思 はれぬ。 

タダ 

皇子 を 神人と 稱 へたの は、 上記の 如く 英雄 崇拜 心理に よる もので、 恐らくに 天 

皇の御 口から 出た ので は あるまい。 此 勅旨 Q 如くば 日本 武糞 は其當 時から 儲 君で 

討伐軍 派出  一六 五 
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あつたかの やうに 聞え るが、 上述のゃぅに繼位候補として^?^-に52められた0は 

三 注で、 必しも 皇太子が 定まって 居た ので はなく、 紀にも 立太子の 記事 を 揭げて 

らぬ ので ある。 但し H 本 武尊は 武勇 絕 倫で、 且三仲-屮のs^^l:l^^:l^^Mじぁらせら 

れ仁 から、 衆望が 之に 歸し たこと は 勿論で、 地方... -はス メラ ミ コ ト とさ へ 呼び ま 

ゐら せた と 見え、 常 陸 及 阿波 風土記に は倭武 (建) 天桌と 記されて： i る G である。 

勅語 中に 兑 える 訓示、 並に 之に 對す る答奏 中に、 敎化 懷柔を 主と すと いふ #、. ^が 

反復 せられて 居る G は、 厦ミ 述べ たやう に歷 代の 統治 方針なる が 故で ある C 

右の 如く 觀 察する と詔勒 及答奏 は、 筆者が 意 を 招んで 追記した もので、 古 » と 

は 信じられぬ が、 .}^门備武彥、大伴武日、七掬經を别 へられたとぁるのは事實に某く 

ものと すべきで、 にも 武曰 連の 外 は 之 を 暴げ て： S る。 此ん A 、は 比. 0： 當 時の 有力な 

る 將 であるから、 多数の 配下 をリ率 した ものと せねば ならぬ。 左に 其 出，：：：： につ 

いて 聊か 考察 を 試みる。 


士门 備武彥 。 ， 冗に は 後？ i の 如く 吉備臣 等 之祖、 名 は 御 〈成 友 耳 建 日子と あるが、 

1^ 建 命の 妃建比 K の 父なる 告備臣 建 日子と 同んで (お 一 五  一 no、 -は を 略して +;n 

備^: n.^ とも 稱へ たこと は 勿論で ある。 されば 御 組 友 耳 は 其冠稱 で、 御 は 美 

稱、 スキ トモ は 次 部 卽ち大 伴に 對 する 副 部隊 をな 味し、 其 一 i:- なる が 故に スキ 

ト モ 三 ミ (御身) と稱 へた ものと 思 はれる。 姓氏 錄に は稚武 S 命い 男 又は 孫と 

あ る が 、 rt^ 室 の 世代に 準據 すれば 孝 靈 天，： ：！- 五世の 孫で あらねば ならぬ から、 

恐らく は 5 お 神 朝に 四 道 將軍及 出 雲 出征 將 軍の 一 ん として 活躍した 士 n 備 の 

孫で あ，： つう a-±l 卷ー 六 六 Inoo 

大伴武 日 連。 記に は 見えぬ が、 右の 如く 吉備武 彥をス キト モ ミミと 稱 した 所 

を： 13- て も、 大伴 連が 供奉した とせねば なら や、 前卷 (第一 三 H-n) に 述べた やう 

に、 ゆ 仁 朝 以来の m 臣 である。 

七 抱！^。 記に はや 义 記の 如く 久农 M 之 祖七筝 脛と ある。 "ギ はヒ コ (S) 及ホ コ 

?s 伐 軍 派出  一六. V 
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(秀 子) と M 義の 敬稱で (五一一 一 〇n)、 ナナ ッカ は七嗣 を^ 味し、 1； 武天. C; 丄に 

扈從 して 大和に 移住した 大久米 命の 七 世の 孫の 謂で ある (六— 四 An) 11 景 

行 天皇 は 神武 天皇の 十一 世の 孫で あるから、 世代が 相違す るが、 末子 相續が 

行 はれた とすれば、 決して あり 得ぬ ことで はない 11 久米 K は 久米部 一い 名門 

の 謂で あるから、 遠祖 大久米 命と 同じく 大伴連 G 配下の 一 裨將 とすべき であ 

る。 然るに 之 を 爲ニ膳 夫 一とした の は 借 字で、 カン "テは 助手 を 味す る 古言 

(廢 語) の やうで ある (五丄 一 五 七 頁)。 

丄記 によれば、 三將の 上席 は 垂仁朝 以來の 重臣 大伴武 日 連で あらねば ならぬ の 

に、 記に 之 を 逸した の は 資料が 不備であった 爲 であらう。 加 之 記は此 遠征 もまた 

倭建侖 懲 戒 の 意 ^ を 含 む も G で あ る かの やうに 叙述して 居る. - 卽ち 

爾に 天皇 亦 頻て傻 建 命に 詔り たま はく、 東の 方 十 二 道の 荒ぶ る 神お まつろ 

はぬ 人 等 を 言 向け 和せ と 詔り たま ひて、 吉備臣 等が 服 名 は 御 鈕友耳 建 日子 を 


刟 へて 遣 はす 時、 比 比 羅木之 八 尋矛を 給 ひき。 故 命 を 受けて 罷り 行ます 時、 

$： 勢 G 大御 神の せに 參入. C -、 神の 朝廷に 拜 みたま ひて、 其 姨 倭比賣 命に 白 さ 

く は、 天皇 吾 を旣く 死ねと m, ャはす 所以 か、 西の方の 惡ぶ るん 等を擊 ちに 遣 は 

コ  +- ド  イク ダ モア ラズ N 'クサ 

して、 返，. -參 上り 來し 間に、 未 經幾時 軍 衆 を も 賜 はやて、 今-屯に 束 G 方 十二 

道の 惡 ぶる 人 等 を 平げ に 遣し. U まふ。 因此忍 惟、 猶吾 を旣く 死ねと 卜 3 看せ 

るに こュ、 と，： ：！ して、 患 ひ 泣きて 罷ります 時、 Ji^ 比實命 草 那藝劎 を 賜 ひ、 亦 御 

嚢を賜 ひて、 若し 急 事 あらば、 兹の嚢 の 口 を 解かせと 詔り たま ひき 

熊 S 討伐と 東征との 間に 若干の 歳月が あつ たと 思 はれる こと は 上に 考證 した 通 

りで あるから、 爰に頻 とい ひ、 未 レ經ニ 幾 時 一と あるの は、 潤色で あらねば なら や、 

且 武勇 絕倫で 御 齢す でに 三十に 近い 皇子が、 出征に i 位んで 女々 しい 泣 言 をい はれ 

たと は考 へられぬ。 不レ賜 二軍 衆 一と あるの も 事實 ではなく、 供奉 諸人が 悉く 武將 

であるの みならす、 其 一 人なる 建 日子が 御 叙 友 耳と 呼稱 せられた 所 を 見ても、 部 

討 irc 軍 派出  一六 九 
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衆 を 引率した ものと せねば ならぬ。 比 比 維 木 之 八尋矛 は、 紀に授 一一 斧 t3 一と あるが 

如く、 總 帥の 徽章と して 給 はった 兵器と すべきで、 從來ヒ ヒラギ (は 谷樹) 製の 極 

めて 長い 称 をい ふ ものと 說 明せ ちれて 居る が、 ヒ ヒ ラギの 原義 はヒビ (罅 裂) ァ \ 

木で、 ャヒ& は ャヒラ (八片 )0 轉 呼と m 忍 はれる から (： へ 尋は借 字)、 今も^ site 民 

等が 用 ひて 居る やうな、 逆 鉤 を 刻みつ けた 多数の 糖 を、 一 蜜に 束ねた g: をい ふの 

であらう 0 

出征に 際して 皇子が 伊勢 大神， >：! に 參拜 せられ、 祭主 倭姬命 か？ つ 草 «劎 を 授けら 

れ たこと は、 紀 にも 次の 如く 記述して 居る。 

冬 十月 壬子朔 癸丑、 日本 武尊 發路 之、 戊午托 J^j 禅 二 伊勢 神 かソ、 W 辭ニ  f@ 姬命， 

曰、 今 被 二 天皇 之 命， 而 東征 諸货 者： 故辭 之、 於つ 化優姬 命、 取 二 草 菊劎ハ 授，， 

R 本武 尊， 曰、 愼之英 也  - 

大和から 愿張以 束に 赴く に は、 伊勢 を經 由す るの が 順路で あるが、 五十鈴川 は 後 


世の 束 海道 筋よりも 若干 南方 に 偏し て B る の で  >  托ン 道と 一記 注し，； ^ の で あらう。 

姬命 かち 授けられた 草薙劍 が、 高天原より 將來 の神劎 でない こと は、 前篇 第 四 

卷 (三 四！ c; 以下) に 詳論した 通りで、 記に 内容 不 の 一 囊をも 併せ 授けられた と ある 

の は、 後段 野火の 厄難 脫 却の 伏線で ある。 

5, 勢から 駿 河に 11.- る ま で の 經由 地 は紀 に は 之 を默 殺 し 、 後段 膽吹 よ り 返却 の 

條 下に 昔 曰 本武尊 向レ束 之歲、 停 一一 尾 津濱- 而進食 云々 として、 陸路 を 取られた こと 

を 暗示 し て e る の み で あ る が. 、 記 は 次の 如く 具體 的に 說ぃ て e る 。 

故 尾 張國に 到り、 尾 張！； 造の 祖美夜 受比賣 の 家に 入り ましき。 乃ち 娘 はむ と 

m 心 ほせ ども、 亦 還り 上ります 時婚 はむ と m 勺 はして、 期 び 定めて 來 Q 阔に出 

でまして、 悉く..： おぶ る 神 及 伏 はぬ 人 等 を 言 向け 和した まひき 

此文 によれば 神- K より？：^ 返して 尾 張國に 出で、 陸路 東行せられ たので ある。 過 2^ 

討伐軍 派出  一七 一 


第五 章 日 高見 國  一七 二 

する ことの 出來ぬ 書で あるが、 熱 田 大神緣 起に も 次章に 揭げる やうに、 {DH 酔姬を 

以て 供奉の 將建稻 種 公の 妹と し、 皇子 は 往路 尾張闕 愛知 s: 郡 を經、 氷上邑 なる 兄妹 

G 邱 宅に 滯 在せられ て、 此 佳人 を 寵幸 あらせられ たと ある。 紀が之 を 省略した 现 

由 は 不明で あるが、 以下の 記事 も 地理 的に 一致せ ぬ 場合が 多い 所 を 見る と、 記と 

は 全然 別個の 傳 承に 基いた ので あらう C 同書 にあら はれた 巡行 中の 最初の 事變は 

燒津の 遭難で、 其 原文 は 左記の 通りで ある。 

是歲 日本 武尊、 初 至，， 駿河； 其處賊 陽從， 之、 欺 曰、 是野也 麋鹿甚 多、 氣 如，, 朝霧 ハ 

足 如 二 茂林； 臨 而應ド 狩、 曰本武 尊信 二 其 言； 入 一一 野中 一而 覚， 獸、 賊有 一一 殺 レ王之 情つ 

放 レ火燒 二 其 野つ 土 知 レ被レ 欺、 則 以レ嫁 出， 火 之、 向燒而 得， 免、 一 云 王 所 レ佩劎 叢雲 自 

抽之、 雞ニ壞 王 之 傍 草 是得レ 免、 故號ニ 其劎ー 曰， 一草 薙， 也 王 曰、 殆被， 欺、 則悉焚 ニ其賊 

衆，而^^之、故號ニ其處，曰，，燒津， 

^ は 月 の 誤 記 で あら- つ とい ふ 說 が あ るつ 燒津は 和名 抄に 駿河國 益 頭 郡 益 頭 と あ " 0 


地で、 末 志 豆 (萬 之 都) と訓 註せられ て 居る が、 益 は本來 字音に よって ャキ の假字 

に 用 ひられ. U ものと すべ く、 神 名 帳に も 益 頭郡內 に燒津 神社 を あげて 居る 所 を 見 

ると、 ャ キヅ を正當 なる 稱呼 とすべ きで ある。 さりながら 燒津は 意 をな さぬ 語で 

ある.；； ら、  津は燒 くべき もので はなく、 火災に か、 つた 津の 意なら ば、 ャケ 

ッと言 はねば ならぬ —— 此も亦 借 字で、 ャキ とい ふ 地の 津な るが 故に 此名を まう 

たものと 解す るの 外 はない。 ャキは 矢 木卽ち ャナギ (矢 之 木) の 謂で、 楊柳の 類 を 

ャ ギフ 

もい ふから、 之 を 名と する 地點は 諸國に 多く、 大和 【に， ュ楊生 〔和〕 とい ふ 鄕名も あ 

るので ある。 此 見解に 大差な しと すれば、 遭難 地 を此處 なりと する 紀の說 は、 地 

名に よって 牽強した も Q とせねば ならぬ が、 之を駿 河の 國內に 於け る 事蹟と する 

口碑 は 普遍的で あつたと 見えて、 神 名 帳に も 有 度 郡 草 神社 (現在地 安倍 郡 有 度 村 

大字 草 菜) 及廬 原郡久 佐奈岐 神社 (庵原 郡 庵原 村 大字 草 谷) を るげ て 居る。 此傳說 

は 記に も揭载 せられて 居る が、 其 地 を 相模國 とし、 內容 にも 左記の 如く 多少 Q 相 

野火の 厄  一 七三 
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違が ある。 

故 爾に相 武國に 到りし 時、 ュ 、の！： 造 詐り白 さく、 此 野中に 大沼 あり。 是沼中 

に 住める 神、 甚道ま 振 神な りと 白す。 是に其 神 を 看 行 はしに 共 處に人 り^し 

ければ、 其國造 その 野に 火 を 著け き。 故 欺ら えつと 知らして、 其：^ 倭 比 H 命 

の 給へ る 囊のロ を 解き 開けて 見た まへば、 火 打 その ー袭 にあり。 =: ルに先 づ其御 

刀 もち 草 を t 刈り 撥 ひ、 其 火 打 もち 火 を 打 出で、、 向 火 をつ けて 燒き 返げ、 還 

り 出で まして、 皆 その！： 造 等 を 切り 減し、 火 を 著け て燒 きた まひき。 故 今に 

燒 遺と 謂 ふなり 

終末の 燒遺 0 き i 寺 本〕 の 遣 は、 恐らく は 返の 誤記で、 上文と： 1： じく ャキソ ギと訓 

み、 野火 防遏の 一 方法 をい ひ、 今 も (古事記 起案 當時) この 語が 用 ひられて Gi5 るの 

は、 右の 古 によると いふので ある。 然るに 宣長は 「故」 の 下に 「共 地 者」 の 三 字 を 

加へ た 上に、 燒遺 を燒津 又は 燒 道の 誤記と し、 ャキ ッと訓 して 紀の 說を迎 へ、 且 


上古 は駿 ：e とい ふ國名 はなく、 此邊 まで 相武 とい ふ 大名に 含まれて K たと 主-:^ し 

たが、 此 事件の 幾 生地 を燒 律と したの は、 上記の 如く 字に よって 牽强 した もので 

あるの みならす、 サ、 ガ ムと いふ 地名が 箱 根 山脈 を 越えて 駿 河の 两邊 なる 益： m 郡 ま 

で 及んだ とい ふの は、 根據 のない 妄說 で、 此大學 匠に も 似 八：： しからぬ 机忽 とい は 

ねばならぬ。 m ふに 此俾說 は 相 模 にも 駿 河に も存 したので、 記 は 前者 を 採り、 紀 

は 後 說に從 うたので あらう。 

兩窬の 內容を 比較す ると、 燒 打の 奸策を 弄した もの を、 紀は 其！： (駿 河) の 賊徒 

とし、 記 は 相 武！： 造と して e るので あるが、 こ、 の國造 は官撰 又は 公認の 地方 官 

の 謂で はなく、 其 地の 土 を 意味し、 國 造本 紀に 相武 阔造祖 として # げた 弟武 S 

命と は 全然 別 系で ある。 勸誘ロ 實も紀 に は 尊ら 狩獵 G 爲と あるに 反し、 記はチ 、ノ 

ャブ 〃神 (五— i:i rA) の 存在 を 報告して、 皇 敵愾心 を 唆した か^ゃう に說 いて 

:i ^るので あるが、 危難に 際し 皇子が 神劎を 以て 草 を H 維ぎ、 ，2 火を燒 いて 防禦 せら 

野.^ の 厄  一七 五 
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れ たとい ふこと に ついては 兩傳 一 致して 居る。 劎名を 草 菜と 稱す るの は 之に よる 

もので あらう が、 紀の 注文に 其 本名 を 叢雲と したの は 誤解と せねば ならぬ (四—： 二 

KQO 燧 又は 火 打が 嫁 刀燧石 をい ふ ものと すれば、 當 時に 於て は 珍品で あつたと 

すべきで、 倭比賣 命から、 危急に 臨み 開いて 見よ というて 授けられた 囊の 中から 

出た とい ふ 記の 所傳 は事實 らしく &ャ にれ る。 

遭難 地點 は何處 であった にしても、 皇子の 一 行が 駿 河の 海岸に 沿うて 進行した 

こと は 疑な く、 吉備武 彥が廬 原に 子孫 を 留めた 事實 による も (^二 卷 一六 九 巧 0、 其 

地方 鎮定の 爲、 殘留 したので はない かと 思 はれる。 阿部 氏族が 官軍に 應援 した こ 

と は 勿論で、 其 族 人中に は從 軍した もの もあった ので あらう。 箱 根 山脈 中 どの 部 

分 を 橫斷し たかは 判明せ ぬが、 足 柄 峠ではなかった やうで あるから、 或は 丹那越 

して 伊豆 東岸に 出た ので は あるまい か。 其より 相模 海岸 を經 由し、 今の 鎌 會逗子 


を 過ぎ、 三^半 岛を撗 ぎって 上總に 渡る のが 顺路 であった ので ある。 

,M 子 は 三 半 の 渡 3： として 走 水 (今の 浦賀 町の 大字) を 選ばれた。 其 は 富津崎 

と 指呼の間に あり、 東京 灣橫斷 の 最短 水路で あるから である。 然るに 意外に も 海 

が 荒く、 小い 舟の ことで あるから、 波に 洗 はれて 供奉の 妃弟橘 比賣は 海底の 藻：^ 

と え；.^。 記の 傳承は 此事實 を 劇的に 脚色し、 次の 如く 述べて 居る。 

其より；；； 幸して、 走 水の 海 を 渡、 ります 時、 其 渡の 神浪を 興し 船 を 廻して、 得 

進み 渡らす、 爾に其 后 名 は 弟 橘 比 賣命白 さく、 妾 は 御子に 易り て 海中に 入り 

なむ。 御子 は 所 遣の 政 遂げて、 覆 奏 させた まへ と 白して、 海に 入りな むと 

する 時、 菅疊 八重、 皮疊 八重、 拖疊 八重 もち、 波の 上に 敷きて、 其 上に 下り 坐 

しき。 是に 其暴浪 おの づから 伏ぎ て、 御船 得 進みき。 爾 その 后の 歌 曰 

さね さし さがむ の 小 野に も ゆる 火 Q ほな かに 立ちて 問 ひし 君 はも 

故 七 後に、 其 后の 御 櫛 海邊に 依りき。 乃ち 其 櫛 を 取り、 御陵 を 作りて 治 

弟 橘 緩  .  一 七 七 


第五 章 日 高見 國  一七 八 

め 置きき 

^^橘比賣は後記の如く、 紀には 糖 積 氏 忍 山 宿禰の 女と あり、 成務 天皇の 紀^ 財郞 

女の 父 も 德積臣 等が 祖で、 忍山垂 根と いひ 〔記〕、 繼體紀 にも 穗積臣 押 山と いふ 名 

が 見える から、 物 部 氏の 一 族で、 神 名 帳に 伊勢 國鈴鹿 郡 忍 山 神社と ある 地 11 龜 

町 大字 野 村が 之に 擬 せられて 居る 〔特選 祌 名牒〕 —— を 本 貰と した 人の 女子で あ 

らう。 常 陸 風土記に 橘 皇后 又は 大橘 比賣 命と ある 所 を 見る と (後記 參 照)、 オト を 

冠した の は 弟 媛の 謂で はなく、 オト ヒ姬子 〔肥 前 風土記〕、 オト ヒ 少女 〔萬 一〕 の オト 

と 同じく ァテ， (責) の轉 呼で、 美稱 として 用 ひられた ものら しく、 橘 は 前 朝 末 田 道 

間 守が 常世 國 から 將來 した もので、 未だ 全國に 蕃殖す るに 至らなかった t: である 

から、 珍 貴の 故 を 以て 名號 としたの であらう。 

菅、 皮、 施の 疊各八 枚 を 波の 上に 敷いて 其 上に 下り立つ たと あるの は、 最後の 光 

景を 美化す る 爲に用 ひた 傳誦 者の 潤色と 思 はれる が、 暴風 怒 禱襄 の 事 貰と して は 


如何にも 不自然で あるから、 恐らく は海宮 遊行 傳說 (六— 一 七 1 IH) から 得た 空想で 

あらう。 されば 紀には 之 を 省いて 次の 如く 述べ て 居る ので ある。 

亦 進 二相 模ー 欲ン往 一一 上總 r 望， 海 高言 曰、 是小海 耳、 可 一一 立 跳 渡つ 乃至 ニ于 海中つ 暴風 

忽起、 王 船 漂 蕩而不 レ可レ 渡、 時 有，， 從ぃ王 之 妾； 曰 二 弟 橘 嫁； 線 積 氏 忍 山 宿 禰之女 

也 、啓， 王 曰、 今風 起 波泌、 王 船 欲， 沒、 是必 海神 心 也、 願 以ニ妾 之 身 王 之 命， 

而入レ 海、 言 訖乃披 レ瀾而 入 之、 暴風 卽止、 船 得な f 岸、 故ト おん 號ニ其 海 一 曰 二 馳水ー 

也 

小 海 耳と あるの は事實 であるが、 皇子が 之 を輕視 して 可 二 立 跳 渡 一とい はれた と 

あるの は、 海神が 憤懣して 風波 を 起した と 了解せ しめんが 爲の 加筆で あらう。 海 

難に 際し 一 人 を 犧牲に 供 すれば 免れる ことが 出來 ると いふ 俗信 は、 八 火 龍王と 共 

に佛敎 徒によ つて 輸入せられ たもの らしく、 夙に 我 國に弘 通した ので、 神武 天皇 

の 御 兄 二 柱の ヮダ ッミ及 トコ ョの國 進出 を すら、 紀の編者はこの^：^^味に說きなさ 
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うとした 形跡が あり (六— 二三 五！ 5、 近代に 至る まで、 民衆の 間に 浸潤して 居た か 

ら、 弟 橘 嫁の 入水の 動機に 關 する 上記 所說 について は、 從來 何人も 疑 を 挾んだ も 

の はなく、 千古の 美談と して 人口に 膾炙して 居る ので あるが、 我 上代に 人身 供懂 

とい ふ ffi 藉 若く は觀 念が 存 したと いふ 實證を すら、 私の 今日までの 硏究 では、 尙 

未だ 發 見し 得ぬ ので ある。 例證 として * 々擧 げられ る武 藏の强 頸の 入水 自滅の 話 

は 〔仁德 紀〕、 次篇に 論す る やうに コ ハク ビの斷 間と 稱 する 地名に 附會 した 戲說 で、 

數 多い 地名 所 由 作 話と 同じく、 信 やる に 足らぬ のみなら す、 茨田 連衫 子に 關す る 

限り 其 迷信 を.； 裘 切る ものである。 二 へ (贄) の 原義 は供饌 であるから (三— 七 六 no、 

後日の 需要の 爲に 生物 を 奉り、 之 をィキ 一一 へ (生 贄) と稱 へた こと はあり 得る が、 

神 紙 は 特に 人肉 食用 を 好む と 信す ベ き现 おがない から、 人間の 攝取 せぬ もの を獻 

する 普 はなく、 況して 生 人 を儀牲 とする が 如き は、 上代ん の 忍 ひもつ かなかった 

ことで ある。 


「さね さし」 の 歌に は、 歌 謠篇に 論 やる が 如く、 留別の 意 は 少しも 含まれて 居ら 

す、 ^芈なるロ心^：；-の吟でぁるから、 此際詠 出せられ たもので ない こと は 勿論、 弟 橘 

比 R の 作と いふ ことにすら 疑が ある。 恐らく は 作者 不朋の 古歌 を、 サ ガムの 小 野 

とい ふ 歌詞の 緣 によって、 こ、 に附會 したので あらう。 此妃の 櫛が 流れつ いたの 

で、 之 を 通め て 陵墓 を造營 したと いふ 所說 〔記〕 も 亦 疑と すべきで、 此當 時の 女人 

が 櫛 を 用 ひなかった こと は、 旣 に歷ミ 述べ た 通りで ある (第三 卷 一 六 六 n 參照 )o 

蝦夷 征服に 關 する 記の 所說は 極めて 簡單 で、 自レ其 入 幸、 悉言 n 向 荒 夫琉蝦 等ハ 

亦-牛 づ和 山河 荒神 等 一 而還 幸と あ る の み で あるが、 紀に はや、 委しく 記述 せられて 

おる。 卽ち 

爱 日本 武尊、 則 從，， 上總， 轉入ニ 陸 奧國； 時 大鏡懸 二 於 王 船- 從 -1 海路- 迥ニ於 葦浦つ 

橫 渡，， 玉 浦； 至，, 蝦夷 境； 蝦夷 賊首 嶋津神 國津神 等、 屯 二 於 竹 水門- 而欲 レ距、 然遙 
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視 二王 船； 豫怖ニ 其 威勢； 而心裏 知 rr 之 不一 レ可レ 勝、 悉捨ニ 弓矢 一 望拜之 曰、 仰視 二君 

容っ秀 二 於 人倫： 若 神 之 乎、 欲 レ知ニ 姓名 ハ王對 之 曰、 吾是 現ん 神 之 子 也、 於レ是 蝦夷 

等 悉慄、 則蹇 ，裳 披， 浪、 自扶 二王 船 一而 著， 岸、 仍面純 服， 罪、 故 免， 一 其 罪 (H 以 一一 

其 首 帥， 而令 二 從身； 也、 蝦夷 旣： 牛、 自 二日 高見 國, 還 之  

此文 によれば 遠征の 終 點は竹 水門と 稱 する 地と 傳 へられた ものと せねば ならぬ。 

竹 水門 は從 來神龜 元年 大野 朝臣が 築造した と稱 せられる 多賀 城、 又は 神 名 帳の 陸 

奧！： 名 取 郡 多 加 神社 所在地 附近 を 以て 之に 擬 して 居る が、 國 造の 配置より 察する 

に、 石 城 以北 は 悉く 應祌朝 以降の 任命で、 11 國 造本 紀には 一列に 志賀高 穴穗宮 

(成 務) 朝定 賜と して 居る が、 同 朝の 人と 稱 する 飽速玉 命 (阿岐 國造) の 五世 乃至 六 

世の 卑屬 及祌功 朝の 武將 なる 建許呂 命が 初代 國造 とせられて 居る ので あ るから、 

誤傳と せ ざ る を 得 ぬ (次 卷第 1 1 章參 照) —— 景行 天皇の 御代 に は 尙未だ 平定し て 居な 

かった とせねば ならす、 中間 地. の 夷 族の 向背 を 無視して、 深く 敵 他に 侵入す る や 


うな 無 Js- の 擧を敢 てせられ た 害 はなく、 事實に 於ても 不可能の ことで ある。 案す 

るに 竹 は 借 字で、 古の 多珂 (高) 阔を いひ、 石 城 郡 苦 麻 之 村 (今の 雙葉郡 熊 町) を 道 

後と したと あるから 〔常 陸 風土記〕、 其 水門 は 此方 面に 流出す る 大河 口で あらねば な 

らす、 碗說は 出来ぬ が、 今の 鲛 川の 河 尻 をい ふので あらう。 其 河 上に 近い 東 0 河 

邯八槻 村に，：：： li 子 巡行の 口碑 を 傳 へ て： i5 る 所 を： て も (後 揭陸奥 風土記 參^ )、 皇軍が 

活動した のは此 地方であった とせねば ならぬ。 竹 水門の 嶋津神 國津神 は、 蝦夷 賊 

首と 明記 せられて 居る 通り、 神 紙の 謂で はなく、 嶋 (又は 柄區) の 曾 長、 鄕の會 長 

を 意味し、 皇軍の 勢威 を 怖れて 降伏した ので、 此處 を根據 として 四隣 を經 略した 

後、 適 當な地 點に柵 を 設け、 戍兵を 配して 凱旋せられ たものと はれる。 

此 想定に して 大 なる 誤な しと すれば、 上 總國に 上陸 後の 皇軍の 進路 はほゾ 推測 

能で、 今の 君津、 市 原、 千 葉、 印 幡諸郡 を 經て常 陸に 進出した ものと 恐 はれる。 

當 時ので：！！ 浦 は 現在よりも 遙に廣 い 入海で、 鬼 怒 川 ti- 小 貝 川 は此に 流出した ので あ 
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るが、 — 火 利根 川が 此 地方 を 貰 流す る やうに なった の は 逢に 後世の 一 」 と である 

11 0 分 が 濃厚で あつたと 見えて、 住民が 製鹽を 業と したと 常 陸 M 土 記に 記述せ 

られて 居る。 されば 皇子 は 海邊の 一 地から 水路 を 取られた ものと すべきで、 其 地 

點は 明示 せられて 居らぬ が、 恐らく は 風土記 時代まで 入國 の耍津 であった 禝沛之 

津 (信 太 郡) 附近で あらう。 御舟に 大 鏡を挂 けたの は 識別と 同時に 寄 泊地の 民衆 を 

驚歎せ しめる 目的 も 含まれて 居た ものと 思 はれる。 舟隊を 率ゐて 廻： せられた 葦 

滞と いふ 地點 は、 其 名 は殘存 せぬ けれども、 蘆 荻の 生 ひ 茂った 曲浦であった こと 

は 言 ふまで もな く、 朝廷の 號 令の 行 はれて 居る 地方で は、 所在の 豪族 及 民衆の 奉 

迎を 受け、 抗命 者に 對 して は 討伐 を 加へ つ、、 常 陸の 海岸 地帶を 北上せられ たも 

のと 思 はれる。 

紀には 葦浦から 横 渡 二 玉 浦 一至 二 蝦夷 境 一とし、 終始 舟行であった かの やうに 叙し 

て 居る が、 常 陸 風土記に よれば 左記の 地 點を經 由せられ たと ある。 


信 太 郡。 乘^ 村 

茨城 邯。 田餘 ¥:( 桑原 岳) 

no  rEu  二- )  五 J  ニーし 

行方 郡。 行方 里 (機 野) 現 原 之 丘 大益河 鴨 野 當麻鄕 藝津里 

(九)  f 七」 ァ フカ  さ 

(小拔 野、 波 都武之 野) 大生 里 相 鹿之邑 

二 〇 し 

香 島 郡。 角折濱 

f  二 C  二三) 

久慈 郡。 郡 家 (久 米) 助 川驛家 (遇 鹿) 

多珂 郡。 藻 嶋驛家  . 

右の 外 多 河 郡 飽田村 及 新 治之縣 にも 皇子に 關 する 口碑 を へ て 居る が、 其 は 還 啓 

の路 次と す ベ き つ . 、 之 を 除けば 旁 * の數字 の 順序 を 以て 巡 行 せ ら れ たものと 見る 

ことが 出来る。 (一) (二) は 舟行で、 -! 葦浦 は此 航路 上の 一地 點 であらう 11 

(三) に 於て 舟を棄 て、 行方 郡 を 一巡し、 陸路 藻島驛 家に 進出せられ たとい ふので 

ある。 此 風土記 は旣 記の 如く 和 銅 勘進と 推定せられ るのに (第三 页)、 紀が 之を資 
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料と した 形跡の な いのは 奇 とすべ きで あるが、 進 達が 遲れ たこと も あり 得る のみ 

ならす、 後祸 原文に 於て 見る が 如く、 其 所說が 地名 所 由に 偏し、 史 實的內 容が乏 

しいので、 ffi 者が や、 確實と 認定した 他の 资枓 (恐らく は 火 伴 氏 募 記) に從 うたの 

であるか も 知れぬ。 さりながら 巡 路に關 する 限り、 よく 地の 斑に 八：： する から、 一 

槪に徘 斥す る こと は 不可能で ある。 されば 紀に横 渡 二 玉 浦 一と ある ョ液 は、 多賀郡 

海岸の 一 地名と すべきで、 風土記に 藻嶋驛 家の 東南の 濱に 色彩 珠の 如き 石 を產す 

と ある 所 を 見る と、 之 を 玉 浦と 稱 へた ものと 思 はれる。 

I： 記の 如く 常 陸 風土記に 揭 げた 口碑 は、 此 皇子の 眞 事蹟と 認定す る こと は W 難 

であるが、 尙 若干 史料と する に 足る ものが あるから、 左に 原文 を 順次 拔萃 して 節 

g. なる 批判と 註 釋とを 加 へ る。 

〔卷 頭阔號 所. E 章 下〕 或 曰、 倭武 天皇 巡 TT 狩 東夷 之國， 幸 TT 過 新 治 之縣； 所レ遣 國造毗 


那良珠 命、 新 令， 掘 k 井、 流泉淨 澄、 尤有二 好 愛； 時 停ニ乘 輿， 翫レ 水洗い 手、 御衣 之 

袖 垂レ泉 而沾、 便 依，， 漬， 袖 之義ハ 以爲ニ 此國之 名？ 風^ 諺 曰、 筑波 岳- -黑雲 sr 衣 袖 

t タシ 

漬國是 也、 

名號 所.^:.^ は以ド 各地の 其と！ 1： じく、 殆ど 論す るに 足らぬ が、 若し 皇子が 此縣を 

通過せられ た 事實が あると すれば、 其 は 上記の 如く 還 啓 途次の ことで あらう。 

〔は 太 郡〕 古老 曰、！^ 武 天皇 巡 n 幸 海邊； 行 至ニ乘 濱；， 于.^ 時 濱浦之 上、 多 乾 二 海苦ハ 

由 レ是名 二 能 理波麻 之 村- 

乘浪は 和名 抄の鄉 名 中に も 見え、 今の 稻敷郡 阿波村 大字 神-:? 2 寺 附近の 舊名 である 

から、 往昔 は此邊 まで 海面であった とすべき で、 霞 ケ浦を 舟行せられ たとい ふ 上. 

^ の 所見 を桌 書す る も の で あ る 。 

〔茨城 郡〕 郡 東 十 m 桑原 岳、 昔虔武 天皇 停 TT 留岳 上-進 n 奉 御 膳-時、 令- 1 水.！^ 新 掘 二 

淸井； 出泉淨 香、 飮喫尤 好、 勅 曰、 能 」4r 水 哉、 由 も： &里名 謂 二 田 餘- 

常 陸 及陸奧 風土記  一八 七 


第五 章 日 高見 國  一八 八 

此は 今の 新 治 郡田佘 村で、 霞ケ 浦の 最奧 である。 

〔行方 郡〕 倭武 天皇 巡 TT 狩 天下： 征 TT^ 海 北 『當、 K 經 n 過此阔 (卽顿 TI 幸槻 野之淸 泉： 

臨， 水洗 レ手、 以レ玉 落い 井、 今存 n 行方 里 之 中 (謂 n 玉淸 井： 更 廻，， 車駕， 幸 二 現 原 之 

丘つ 供 ゴ奉 御 膳 ハ于レ 時 天皇 四 望、 顧 二 侍從ー 曰、 停 レ輿徘«、 擧レ 目騁レ 望、 山 阿 海.^、 

參^ 委蛇、 峰頭 浮 JT 谿腹擁 務、 物色 可怜、 鄕體甚 愛、 宜 可-一 此 地名 稱ニ行 細 

國， 者、 後世 追， 跡猶 號，， 行方： 風俗 曰、 立 雨 零 行方 之國、 其 岡 高敞、 名 二 之 現 原 S 武 

命降レ 自，， 此岡， 至 n 大益 河- 乘， 1 艤 舟-上、 時折 二 掉梶ハ 因 名- 1 其 河- 稱ニ 無柅河 『此則 

茨城 行方 二 郡 之 * 河  自，， 無 W 河， 達 二子 部陲ハ 有，， 鴨 飛 度： 天皇 躬射、 鴨 迅 

應レ弦 而墮、 仍 名，, 其 地 - 謂 n 之 鴨 野 - 

右の 序次 は 行文の 便 iHS 上 交錯せられ たもの、 やうで、 田餘 里から 行方 里に 出る に 

は 先 づ^ 河 を 渡り、 現 ^  、鴨 野を經 由せられ た 害で ある。 大 益はォ ホヤ キと訓 み、 

玉 造 町の W に 流出す る 細流 をい ひ、 現 名を詳 にせぬ が、 11 $L 面 を 以て：！： 町：：：；^ に 


照會 したが i^:}^- なる 回 示 を 得なかった 一 I 今も此 町の 北に 接して 立 花 村 大字 八 木 

とい ふ 名が 殘 つて 居る。 水路 来着 せられた 皇子 は、 此河 を^り (往古 は 舟 楫を通 

す る に 足 る 水 量 を 有した ので あらう)、 現 原 村 (現^) に 上陸して 丘上から 南方 を 

展望せられ、 鴨 野 (玉 造 町 字 加 茂) を 過ぎて 行方 里に 達せられ たので ある。 根 野の 

淸，： ： 水 は槻の 木の あ る 野邊に 湧出す る 泉 をい ひ、 淸洌珠 の 如しと いふ 意 を以 て 玉 淸 

井と よばれた ので、 淸井は 勿論 マナ ヰと 訓 むべき である。 其 他行 細國、 部 唾等從 

來 訓詁 を".^ つ た も の も あ る が、 旁訓 によって 意義 は 明白 で あ る か ら 論議 は 見 あは 

せる。 11 小 常 陸 風土記 物語，」 (第 六 三、 六 iHO 參照。 

.〔同 郡 ¥M 鄕 以下〕 古老 曰、 倭武 天皇 巡行 過 n 于此 鄕ハ有 二佐 伯 ハ名曰 二 鳥 日子 「緣ニ 其 

逆 一， 命、 隨便略 殺、 卽幸 一一 屋形野 之 頓宮ハ 車 所 a 經之 道狹、 地 深淺、 取 ニ惡路 之義ー 

謂-, 之 當 麻-俗 曰 多 支 多 _支斯 •：：• 從レ是 以南 藝都 里、 古 有 二 國栖ハ 曰- 1 寸津毗 古、 寸津 

毗 K 三人、 其寸津 毗古當 一一 天皇 之 幸： 違レ 命背レ 化、 甚无 一一 肅敬： 愛抽， 一 御劎； 登 時 

常 陸 及陸奧 風土記  一八 九 
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斬滅、 於い 是寸津 毗賣、 懼悚 心愁、 表，， 擧 白幡： 迎な返 奉い 拜、 天皇 ア^レ • ぎ，， 恩 旨 『放 ゴ. 

免 其 房つ 一史 廻 n 乘輿- 幸-一 于小拔 野 之頓宮 っ寸津 S 買、 引 n 率姊 妹つ 信竭 二心 カー 不， 

避 二 風雨； 朝夕 供奉、 天皇 欵ニ 其慇 勤， 惠慈、 所以 此野、 謂， 一宇 流 波 斯之小 野 一、 其 南 

名 こ 田 里- …… 又 有 n 波 都 武之野 「倭武 天皇 停 TrM 此 野- 修 TT 现弓 因 名 也 

當麻鄕 (和名 抄は當 鹿と 誤る) は、 今の 行方 郡秋津 村の 舊 名で、 藝都及 田の 里 (和名 

厶 

ぉ蓺ー 及 道 田鄕/ が 其 南に 位す る こと は 文 に よ つ て も 明白 で あ る y ら、 巡行の 道 

と 逆順で ある。 鳥 日子 (足彥 の 訛) 及 寸津毗 古 は 其 地の 土 豪で、 恐らく は 夷 族の 遺 

孽 であらう。 

01 郡 相 鹿 大生 単；〕 古老 日、 倭武 天皇 坐， 一 相 鹿 丘 前， tin 『此時 きか 構.^ 立 In 「緇レ 

イカ ダ  ミ ァラカ 

辦作レ 橋、 通 二 御在所 『取，， 大炊 之義， 名，， 大生 之 村 (又 键武 天皇 之后大 橘比賣 命、 

自レ倭 降來、 參 n 遇此 地； 故 謂 n 安布賀 之邑， 

相 鹿 (逢 鹿)、 大生 も 和名 抄に 見える 鄕 名で、 後者 は 現存し、 ァ フカ は 今の 太田寸 


及 大和 村に あたる。 案す るに 皇子 は 郡の W 岸 を 南下し、 麻 生 町 附近より 柬 35： に 出 

で、 順路 北上せられ たので あらう。 

〔番島 郡 白鳥 里〕 …… 以南 所レ有 平原 謂 二 角 折濱： 謂 古 有 一一 大蛇： 欲 レ通二 東海； 掘レ濱 

作， 穴、 蛇 角 折 落、 因名レ 之、 或 曰、 倭武 天皇 停 TT 宿此 im つ 奉 レ羞ニ 御 膳 一時、 都無レ 水、 

卽拔 TT 執 鹿 角-掘.， 地、 爲ニ其 角 折-所以 名 之 

此 地名 は 今 も 鹿 島 郡 白鳥 村の 南方 大同 村の 大字に 殘 つて 居る。 皇子の 巡 啓 は 一 說 

に 過ぎぬ ので あるが、 若し 事實 とすれば 藝津 里から 水 を 渡って 當 郡に 入- リ、 其 西 

-岸 を 沿うて 北上し、 當麻鄕 に 出られた のか も 知れぬ。 

〔久 一お 郡〕 古老 曰、 g レ郡 以南、 近 有 二 小 丘， 體 似，， stsf(5s 武 天皇 因 名ニ久 慈- 

郡卽ち 風土記 當 時の 郡 家 は 和名 抄の久 米鄕、 卽ち 今の 久米村 大字 大 里と 考定 せら 

れて 居る。 

郡 助川驛 家〕 昔 號ニ遇 鹿； 古老 曰、 倭武 天皇 至 二 於此， 時、 皇后 參遇、 因 名 レ之矣 

常 陸 及陸奧 風土記  一九 一 
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助 川鄕は 和名 抄 にも 久慈 郡に 屬 けて 居る が、 風土記 多珂 郡の 條 下に は 以ニ久 慈 挑 之 

助 河ー爲 二道 前 一と あるから、 其 名の 川 を 以て 郡界 としたの であらう。 

〔多 珂郡道 前 里飽田 村〕 古老 曰、 倭武 天皇 爲ぃ巡 二 東 陲ハ頓 宿 ニ此野 (有 レ人奏 曰、 野 上 

群 鹿 無， 數 « 多、 其聲角 如，， 蘆枯之 原； 比，， 其 吹氣， 似，， 朝霧 之 立： 又 海 有，， 鳆 魚ハ大 

如 一一 八 尺つ 幷 諸種 珍味 遊现 (游魚？) 多 者、 於， 是 天皇 幸 レ野、 遣 ニ橘皇 一  臨： t 令レ 

漁、 相 n 競 捕獲 之 利 f 別 探，， 山海 之 物； 此 時野獵 者、 終日 驅射、 不ぃ得 n 一  宍 (海 漁 者 

須臾 才 採、 盡 得，， 百味， 焉、 獵漁 已畢、 奉 御 膳， 時、 勅 二 陪從， 曰、 今 曰 之 遊、 K 

與 n 皇后-各 就 二 野 海： 同 爭ニ祥 福： 俗語 曰& 知- 野物雖 レ不， 得 而海味 盡飽喫 者、 

後代 追，， 跡 名， ー飽田 村， 

ァ イタ (飽 田) の 名 は 今 も 上 相 田、 下 相 田 (多 賀郡華 川 村 及中鄕 村) に殘っ て 居る。 

新篇常 陸國誌 (中 山 信 名著) に は、 之 を 小 木津村 (今の 日 高 村の 大字) の 小字 相 田を以 

て 之に 擬 して e るが、 其 は 道 前 里と あるに よって 上記の 多 珂國の 道 前なる 助川附 


近なら ざる. T から やとした 爲で、 是は陸 奥に 對 する 道 前なる が 故に、 助 川と 別 地 

であっても 少しも 差 支 はない。 和名 抄 にあげた 道 口 a も 恐らく は此地 をい ひ、 陸 

奧境な る が 故 に ：：- 取 終 に 序次して nl5 るの で あ る 。 若 し然 りと す れば 上述の 如く 白 河 

方面 平定 後、 振 旅の 途次に 經 由せられ たので あらう。 

〔M 郡蔬 ^ 驛^〕 束南演蕃子、色如，，珠玉，所謂^陸國所レ有魔^*子、唯是《#、非1^ 

武 天皇 乘ぃ 船浮レ 海、 御 TT 覽島機 i- 種々 海藻 多生 茂繁、 因 名、 今亦然 

今の 櫛 形 村に $.師 及 伊師 本鄕 とい ふ 大字が あるの は、 此石を 名に 負うた ものと 言 

は れ、 其 南方 sf^ 町 大字 川尻の 小 貝 猪に は 五彩の 小石 を 逢す る とい ふ 事 で あ る 。 

上記の 如く 紀の玉 浦 は 恐らく は此地 をい ふので あらう。 那珂 以北 鮫 川に 至る まで 

の 沿-: 一お」 は、 此 以外に 適 當な乘 船 地 はない やうで ある。 

上述に よれば 皇子 巡行の 跡 は ほ  推測し 得られる が、 • 行方 郡の 一 兩地點 の 外に 

常 陸 及 陸. 奥 風土記  一九 三 
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は、 討伐の 記事の ない 所 を 見る と、 槪 して 大 なる 抵抗に 逢 はれなかった ので あら 

う。 白 河 方面の 形勢に 關 して は、 東 白 川 郡 八槻村 都々 古和 氣 神社の 別當大 善院の 

古文書に よって、 左記の 風土 記殘 簡が傳 へられて 居る のみ で ある。 

陸奧國 風土記 曰、 所 H 以名 二八 概， 者、 卷 向日 代宮御 宇景 行 天皇 時、 日本 武尊征 n 

伐 東夷， 而到 ニ此地 『以 n 八 目 嗚鏑- 射レ賊 斃矣、 其 矢 落下 處 、云- 1 矢 著 (卽有 二 正會ハ 

神龜 三年 改 n 字 八 槻，」 古老 傳曰、 昔 於 ニ此地 (有-入 土 知 朱 『 一 曰 二 黑鷲三 曰 二 神 

ゾ  カャ ヌハ ヒ  ホ ホキハ 匕  アヤ ュナ  タク ヰ  力 ムシ 

衣嫒 ニニ 曰 二 草 野 灰 (四 曰，， 保々 亩灰： 五 曰，， 阿 邪 爾那媛 二八 曰 ，拷猪；七曰ニ：r石 

萱 つへ 曰ニ狹 S 名ハ各 有， 族 而屯ニ 於八處 石室 一也、 此八處 皆 要- &之 地、 因不 fc. 、二 上 

命- 矣、 1： 造 1^ 城 «^ 走 之 後、 虜 n 掠 百姓- 而不レ 止 也、 纏， M 日 代せ" 御宇 天皇、 景行 

天皇、 詔 二日 本武 尊- 而征 TT 討 土 知 朱- 矣、 土 知 朱 等、 A ノカ防 禦、 且諜ニ  輕 蝦夷 許 

多 ハ述， 張 猪 鹿 弓、 猪 鹿 矢 於 二 石 城- 而射ニ 官名 i 兵不， 能-一進 步-焉 、日本 武尊執 rr 

ナ ナサ. • ナチ ャサハ ナツ 

執 機 弓槻 矢， 而、 七 發發、 八 發發、 則 七 發之矢 者、 如レ 雷鳴 赛而追 Ti:?rJK- 夷之 徒つ 八 


發之矢 者、 射 n 貰、 八 土 知 朱， 立 斃焉、 射，， 其 土 知 朱， 之 5^ 箭、 悉 生い 芽 成，， 槻木， 矣、 

其 地 云 n 八槻 ®f 卽有 二 正 倉， 也、 神衣嫒 與，， 神 石萱， 之 子孫、 會， 赦者、 在，， 鄕中ハ 今 

云，， 綾戶， 也 

漢式謚 號を用 ひて 景行 天皇と いひ、 神龜 三年 云々 と 記 注して ある 所を兑 ると、 和 

銅 » 進 Q 古 M 土 記 つ 一ない こと は 明 白 一： 」 ある が 、 後 人 の 偽作と も B わ は れ ぬ か ら 、 や 

や 後世の 記錄 としても、 右 Q 如き 口碑が 此 地方に 存 したので あらう。 ^し 土 知 朱 

(蜘 » の ネ) と ある Q は 疑と すべきで、 其 八 人 は 夷 族の 曾 長と 心 はれる が、 其 名 

の 意義 は 判明せ ぬ ものが 多い。 
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足 柄 峠 i 信越 鎭定 —— 美夜受 比賫 —— 膽吹 山の 遭難 — 薨去 H 諸妃及 王 子女 

前章に 述べた やうに、 日本 武尊は 石 城 及 白 河 方面の 夷 族 平定 後、 新 治 筑波を 過 

ぎて、 陸路 信 濃！： に 人り、 其 地方の 鎮定に 從 事せられ た。 常 陸より 信 濃に 至る 經 

路 について は、 左記の ニ異 傳が存 した もの、 やうで ある： 

(一) 足 柄 峠を踰 えて、 甲斐の 酒 折せ：： に 入り、 其より 信 濃に 進出せられ たと する 

說。 11 火燒 翁との 問答 歌が 附帶 して 居る。 

(一一) 上野 网を 過ぎ、 碓日坂 を 越えて 入國 せられ、；： とする 說。 11 坂の 上から 五：： 

赛 郡の 方面 を 展望して ァヅ マ ，ノ ャと いふ 歎 聲を發 せられた と へられた。 

兩者は 地 輝： 上 全然 相 容れぬ ものであるが、 孰れ も 古傳說 で、 且 輿^の ある 逸事が 

足 柄 峠  一九 七 
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附 I； めして 居る ので、 昔の 史家 も 取捨に 迷 ひ、 稗 田 阿 禮は之 を 折衷して 一 連の 物語 

に 組立て、 紀の 編者 は 若干の 矛盾 を 忍んで 之 を併擧 した。 之が 爲に紀 記の 所 傅に 

大 なる 懸隔 を 生じ、 後の 註釋 者を惱 ませた ので あるが、 事實は 以下に 論究す る や 

うに、 極めて 明確に 推斷 せられる ので ある。 左に 先づ 記の 所說 を揭げ る，^ 

還り 上 幸す 時、 足 W の 坂 本に 到りて、 御粮を 食 す處 に、 其 坂の 神 白 鹿に な 

スナハ  ヲシ  ミラ 

りて 來 立ちき。 爾卽 ちその 咋 遺し、 蒜の 片端 もち 待 打てば、 其 目に 中り て 打 

殺さえ き。 故 その 坂に 登り 立ち、 三た び 歎 かして、 阿 豆 麻 波 夜と 詔り たま ひ 

き。 故 その 國を號 けて 阿 豆 麻と 謂 ふなり。 卽ち 其國ょ b 越えて 甲斐に 出で、 

ウタ ヒ タマ ハク 

酒 折宮に 坐す 時 歌 曰 

新 はり 筑波 をす ぎて 幾夜 かねつる 

ォキナ  ウタ ハク 

爾に其 御 火燒の 老人、 御 歌を續 ぎて 歌 曰 

かがな ベて 夜に はこ 、の 夜 日に は 十日 を 


是を 以て 其 老人 を譽 めて、 卽 ち東國 造に あげ 給 ひき。 其國ょ b 科 野 岡に 越え 

まして、 科 野の 坂の 神 を 言 向けて  

常 陸 の筑 波から 足 柄に 出る に は、 結 城、 猨嶋 ニ邵を 過ぎ、 武藏、 相模の 平野 を横斷 

して、 丹澤山 果の南 麓を經 由す るので あるが、 當時此 峠道が？ E かれて 居た か 疑問 

である 「レ みなら や、 酒 折 (今 の两 山 梨 郡 玉 諸 村 大字 坂 折) に 出る Q が ：！ 的で あつ、 二 

とすれば 由の ない 迂廻 である。 足 柄の 坂の 神 は 萬 葉 集に も 兄え る やうに、 阪朿 

人が 最も 崇敬した 大靈祌 であるが、 此は 神祇の 出現 をい ふ Q ではなく、 此 山地に 

占據 した 夷會の Irrum を ： 牛 定 せ ら れ たこと を 神秘的に 叙した も の と 思 は れ る 。 紀 は 

後記の 如く 之 を 信 濃 坂に 於け る事變 として、 蒜 11 和名 抄には 蒜 を 比 流と 訓 註し 

て あるから、 舊訓の 如く ヒダ と稱 へても 妨は ない が、 古言 は ミラで、 ヒッは 早期 

外 來 ：^!E ヒ ュ GEB!) か ら 分 化 し ；， ！ も 0  、やう づ ) あ る 〔古 語大 辭典〕  ザ」 以て 神 « の 害 

を讓ふ 起原で あると 說 いて 居る。 白 鹿の 白 は 白狗、 白 猪、 白鳥 等の 如く 神 獸靈禽 を 

足 柄 iil-  I 九九 
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表示す る修 飾 語 で 、 恐 ら く. は 之 を 淨 色と す る觀念 が. 存 した の で あらう。 

足 W の 坂の 上に 立ちて ァヅマ ハヤと 歎息せられ たとい ふこと について は、 此處 

に は 现由を 示して 居らぬ が、 從來紀 の 文に 準據 して 弟橘嬡 追憶の 聲 とし、 ァヅマ 

は 束に 吾 iS をい ひかけ たものと 了解 せられて 居る。 さりながら 聊か 廣 突の 嫌が あ 

るに より、 足 術^ は 走 水の 海 を 望し 得る 地點 であると 說 くもの も あるので ある 

が、 其 は絕對 にあり 得ぬ 事實 で、 眼界に もァヅ マと 稱 する 地域 はない。 後世の 用 

語 例 を 以てすれば、 » 東 はァヅ マの 闕で、 相 模も亦 其 一部分で あるから、 脚下の 

國 土 を 展望して、 五： ：嬉 卽ち弟 橘嫒を 聯想せられ たと 牽強し 55 られぬ こと もない 

力 11 記 の 傳誦者 は 恐らく はさう 解した の で あらう —— 景行 朝に 於 て は ァ ヅ マ 

とい ふ 語は尙 原義 通り (二— 一  七 二 no 了解 せられて 居た 害で、 少く とも 足 栖 はァヅ 

マの 岡ではなかった。 其 故に 紀は白 鹿 出現と ァヅマ ハヤ 云々 の 一節と を 削り、 次 

の 如く 記述して 居る ので あるが、 恐らく は 之 を 以て isi 說に 近い ものと すべ きで あ 


ら う。 

^^^?旣：牛、^:ニ日高見1:ー還之、西南歷ニ常陸ハ 至ニ甲斐國；-居ニ于酒折宮1-時€〜« 

而進 食、 是夜以 ン歌之 問 二 侍者-曰 …… (歌詞 前に 同じ) …… Si 侍者 不レ能 二 答 言 (時 

有，， 秉燭 者， 繽，， 王 歌 之 末， 而歌曰 …… 卽美ニ 秉燭人 之聰， 而敦赏 、則 居 二 是 -V ゲ以ニ 

靱部， 賜 二 火 伴 連 之 遠祖 武 日-也 

暴 燭及秉 ffi 者 (人) は 文飾で、 歌 意から 見ても 答 歌 を 詠 じたの は 庭 si^ 仕 者で あら 

ねばならす、 職掌 がら .篝 火 を 並べ て 旣に九 夜 を 過した とい ふこと を 日日 並に いひ 

かけ、 巧に 言 ひ 廻した から 御感も 深かった ので、 唯 日 數經て 九 夜卽ち 十日に なり 

ま したと いふ こと を 三 句 に 排列す る だ け ならば 、 侍臣 も敢て 困難と しなかった で 

あらう (歌 謠篇參 照)。 此當 時に 於ても 照明の 爲に屋 內に燈 火 卽ち柄 火 ( 一— 二三 九 no 

を點 じ， U こと は.；；^ り 得る が、 多ん 數集會 の 場合に は、 今 も 大嘗會 其 他 G 古い 祭典 

に 於て 兌る やうに、 庭 を燒 くこと を 例と したので、 其 火 燒は必 しも，：^ 分の 低い 
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ものと は 限らぬ が、 決して 皇，^ 側近の 秉熾者 を 意味す る の で はない。 

歌 主 が 褒 めら れ たこと は 想像に 餘りが ある けれども、 柬國 造に 任 ぜ ら れ， た と あ 

るァヅ マが、 上野 國 吾妻 郡 地方の こと 、すれば、 ^りに 由緣が 乏しく、 宜 長の、. 

ふやう にァヅ マ の國々 の 中の 某國の 造に 擧 用せられ たと 解す る こと は 無 §f である 

から、 或は 吾妻 國 造と 名乘 る もの が 奉仕 したと いふ 原說 が訛傳 せられ た Q で 有 る 

かも 知れぬ。 紀に 單に敦 賞と あるの は、 此 地理 的 矛盾 を 避けて 改修した ので あら 

う。 同書に は 此時靱 部 を 大伴武 日 連に 賜 はった とる るが、 其 は 酒 折 {nh 御 逗留 中、 

隨身を 願 ひ 出た 善 射の 子弟 を 以て 一 弓隊を 編制し、 武日 連の 配下に 屬 せしめられ 

たこと をい ふので、 靱部 は靱負 部と 同じく、 ユキ (箭笥 ) を 以て 區別稱 呼と した.： < 

伴、 卽ち 軍圑の 特種 部隊 名で ある。 此 一 條は 恐らく は 原傳說 ではなく、 火 伴 氏の 

家傳 によって 追 補した ので あらう。 


紀は 第二 傳說 を幷擧 する 爲に、 皇子が 酒 折せ：： から 一 日 一武 « に W 返し、 に L 野 

を 經て信 濃に 向 はれた かの やうに 叙述して e る。 卽ち 

於ン是 日本 武尊 曰、 蝦夷 凶 首咸 伏，， 其 辜； 唯 信 濃！： 越！： 頗 未，， 從ぃ 化、 Mnn 甲斐 f 

北轉歷 n 武藏 上野： 面 逮ニ于 « 曰 坂， 時、 日本 武尊每 西 二  >S 橘嫒， 之情ハ 故^ 1 疆 

而艰 m 望 之、 三 歎 曰、 吾 蠕 者耶、 故 S 號 一山 * 諸" F 吾 嫦！：  k 

毛 野 國は豐 城 入査命 以來、 東國の 政治的 中驅 地であった ので あるから、 皇子の 巡 

察に 漏れた 箬 はなく、 且 信越 を 平定す る ことが 目的の 一 であった とすれば、 常 陸 

から ド總 上野 を經 由す るの が 順路で、 縱ひ足 柄 方面 及 甲斐の 南部 を is 定 する 必要 

があった としても、 越路 と：！： じく 有力な 一 將軍を 分派 すれば 辨 じた 善で、 全軍 を 

ザげ て 同じ 道 を來往 する が 如き は、 决 して 得策で はなく、  5. 斐方而 に 全 兵力 を倾 

注せねば ならぬ 程の 尺 抵抗が # したと も考 へられぬ。 縱ひ酒 折せ 行 「怀が 確乎たる 

事實 であった としても、 信濃國から千曲川を^^り、 1^ 川の 豁谷 をド つて 進出 せら 

信越 鎮定  二 〇 三 
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れ たと 了解す る こと も 可能で あり、 火燒 の老ん との 問答の 如き は、 地點に限^^が 

あるので はない から、 筑 波から 約 十日 行程の 地なら ば何處 でもよ いので ある。 否 

此 人物 を束阔 造に 任用せられ たと ある 記の 所傳 によれば、 上野！： 吾妻 郡に 近い 一 

地方の g ふ，：： に 於け る 逸 興であった かも 知れぬ。 維 日 峠に 達して、 脚下に：^ il する 

1； 土の 名 をァヅ マの クニと 稱へ ると 聞し めされて、 ^？^橘媳を近ぉ-し、 W 、いはや ァヅ 

マ ハヤと いふ 歎 聲を發 せられた ものと すれば、 事の 眞僞は ともかくも、 話の 趣が 

自然で、 且 一 層哀が 深い やうで ある。 東南 望 之と あるの は 來路の 方向 を さした の 

で、 故 因 號ニ山 東 諸 國ー曰 二 吾蠕國 一也と したの は、 例の 地名 所 由戲說 である。 常 陸 

風土記 卷頭 にも、 古 者. R: 二相 模！： 足 柄 岳 坂 一 以東 Si 縣總稱 一一 我 姬！： 一と あるが、 ァヅ 

マと いふ 稱 呼が 阪 束の みに 限らぬ こと は旣に 前篇 第二 卷( 一 七 1 Ino に 述べ た 通 b- 

で、 萬 葉 惟 if の 東歌に も 信 濃、 甲斐、 伊豆、 駿河、 遠 江 人の 作が 含まれて 居り、 ァヅマ 

をヒ. ガシ (東) と 混同して、 特に 阪束 諸國の 呼稱と 了解す る やうに なった の は、 賠 


後世の ことで あるから、 右の 一 句 も 亦 後人の 追加と せねば ならぬ。 

信 濃に 於け る 行動 は、 記に は 言 n 向 科 野 之 坂 神 一と あるの みで あるが、 紀は之 を 

次の 如く 詳述して 居る。 

於 レ：： ：.！ 分な 返、 遣， 吉 備武彥 於，， 越國 (令レ 監.. 察 其 地形 險易及 人民 顺不 〔則 日本 武 

. お 進入 二 信 濃：：： 疋國 也、 5 高 谷幽、 翠嶺萬 重、 人 倚 レ杖而 難， 升、 巖嶮ィ .11 チ紆、 長 峰 

クッ ヮヅラ  ヮタ 

數千、 馬頓， 轡 而不， 進、 然曰本 fsr 披， 烟凌， 霧、 遙徑， 二 大山； 旣 逮，， 于峯 -而飢 

之、 <„u ぐ 二 於， W 中： 山 神 令， 苦， 王以、 化 一一 白 鹿 一 立， 一 於 王 前 一、 王異レ 之、 以 一一 一 is, 彈 一一 

鹿つ 則 中， 眼而殺 之、 爱王 忽失レ 道、 不， 知 レ所レ 出、 時 白 狗自來 、有 一一 導レ王 之狀、 

隨， 狗而 行-ノー、 得， 出-一美 濃つ 吉備. 武杳 ノ自， 越 出而遇 之、 先 レ是度 一一 信 濃 坂 一 者、 多 得 二 

チエ r  ル 

神ハ ず以瘦 臥 但從レ 殺 二 白 鹿-之 後、 m  二 娃 山-者、 嚼レ蒜 塗 二人 及 牛馬； 自不レ 中 一一 

神 誠， 也 

碓日 « を 越える と 信 濃！： 佐久 郡で、 其より 千 曲 川の 流に 沿うて 下り、 シナヌ (五— 

信越 鎮定  二 〇 五 
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一 一 六 no の 名に 負 ふ ヒナ (夷) 族の 占 住 地 a せ ー卷  一 、一 三 二 を 過 ぐれば 越！： に 

出る ので あるが、 吉備 武亲の 巡行した の は どの 範^であった か 不明で、 美 濃 I 

今の W 筑摩郡 は 和名 抄に惠 奈郡綺 上鄕と ある 地で、 美 濃に K した 11 に 於て； 冉會 

したと ある 所を见 ると、 大 S 命の 經 由せられ た 安曇 道 (第三 卷 一 八 wno を 通って fc 

投し たものと m 心 はれる。 皇子 は 上記の 如く、 若し 酒 折，；？； I に 行？， が：： せられた 事 實が存 

したと すれば、 本隊 を 率る て 千 曲 川 を 1^ り、 甲斐に 出られた ものと すべきで、 其 

國 から 签無川 を 週って 誠訪に 引返し、 鹽尻峙 を 越えて 西 筑摩郡 (美 濃) に 出で、 吉 

備 TT ル彥の 部隊 を 件せ て 木曾川 を 下られた ので あらう。 木 曾棧道 は續紀 によれよ、 

大寶ニ 年 十二お 壬. 5H; 始開， 一美 濃 阔岐蘇 山道 一と あり、 又 和 銅 六 年七ガ 戊辰、 美 濃 、信 

濃 ニ國之 挑、 徑道險 往還 艱難、 仍通 二士 口 蘇路 一と あるが、 其 故 を 以て 此 より 以前 

は 通行 不可能であった と速斷 し、 皇子 は 下 伊奈 郡から 美濃國 郡に 通す る舊 

道、 卽ち 防人 歌に も 神の 御坂 〔萬 二 〇〕 と 詠まれた 神 坂峙を 越えられ たと 說 くの は 


聊か 不穿 で、 上古 安 S 郡に 進出した 海人 族 は 木 曾 谷 を 遡行した ものと せねば な 

らす (二— 一七 s!no、 大毘古 命と 建 沼 河 別と は 今の 北 安曇 郡 會染村 附近に 於て 會合 

し、 木曾川に 沿うて 歸路 にっかれ たと 推定せられ るから (i$ 三卷 一八 五 no、  ^^-£.1を 

通ぜ すと も 人間の 往來は 太古から 存じた も Q とせねば ならぬ。 

皇子が 大山 を徑 り、 山中で 道 を 失 はれた と あるの も、 諷訪 より 筑麼に 越える.^ 

M を いふ ものと 思 はれ る か i 、 恐 ら く は 〔鹽尻 峠 (標高 一 〇 六 〇 米) のこと で あ らう。 

後 文に 信 濃 坂と あるに より、 推 古紀に 有， 蠅聚 集、 其 凝 5| 十 丈 之、 浮 レ虛以 越， 一^き 

坂 ハ鳴音 如 レ-ャ 3、 則 東 至 一一 上野 國ー 而自 散と ある 信 濃 坂 を 以て 之 に 擬 する も G がるる 

が、 此は通 證の說 の 如く 雜水峠 を 意味す る やうで あるから、 旣に此 を 越え、 吉 

備武 S を 分派した 後 通過せられ た 信 濃 坂 は 別 地で るらねば ならぬ。 此稱^ は 一 地 

の 固有名詞で はなく、 信 濃と 隣！： と を堺 する 坂路 は、 いづれ も 信 濃 坂 (科 野 之 坂) 

と 呼び られ るから、 爰 では！： の两 境の li と 解せ すば なるまい。 白 鹿 を；^. J 治せら 

信越 鎮定  二 0 七 
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れ た地點 は、 記に は 足 柄 之 坂 本と める ので あるが、 上述の 如く 碓日 峙經 * が事實 

であった とするならば、 是も 亦紀の 說に從 ふべき である C 蒜が 眼に 中った が爲に 

怪獸が 驚 死した と あるの は、 其が 刺戟性に 富む 物質なる が 故で、 神氣を 厭す る 力 

が あると せられた とすれば、 此 植物の 異臭に よる もので あらう が、 其 は 俗信の. H 

來を 結びつけ たとい ふに 過ぎぬ。 

信越 鎭定後 皇子が 美 濃 を 經て尾 張に 出られた こと は事實 とせねば ならぬ が、 ミ 

ャズ 嬡を娶 された こと、、 ®s を 其 家に 殘し 置かれた とい ふことの 外に は 事 is は傳 

へられす、 紀の文 は 極めて 簡單 で、 左記  一 二 行に 過ぎぬ。 

日本 武尊、 更還ニ 於 尾 張 ハ卽娶 二 尾 張 氏 之 女せ ：！ 箦嫒， 而、 淹 留踰レ 刀， 於，：：：，^ 聞：，， 近 江 

膽 吹，：！ 有 n 荒神 〔卽解 k 置 二 於 嫒家 r 而 徒行 之 至 ニ膽吹 山- 

記の 所傳 も， 話の 筋 は 同様で あるが、 皇子と 媛との 唱和の 歌 二 首 を あげて 居る こと 


を異 りと する。 卽ち 

コト ムス ビ 

尾 張國に 還り 來て、 先の日 所期し 美 夜 受比賣 の 許に 入りまして、 是に大 御 食 

サカヅ * て  カレ  シォス t 

獻る 時、 その美 夜受 比賣大 御酒 盡を 捧げて 獻る。 爾美夜 受比實 其、 意須 比の 

スゾ クキタ チヅ ケア リ  ツキ タチ 

襴に著 一一 月經ハ 故 その 月 經を見 そな はして 御 歌 曰 

ァメ  トカマ  クビ  カ匕ナ 

久 かたの 天の 香 山 黄昏に さ 渡る 鵲 ひ は ぼュ、 た わ や 腕 を まかむ 

と は 吾 はすれ ど さ寢 むと は 吾 はお もへ ど 汝が 着せる おす ひの 裾 

に 月た ちに けり 

n コ  ウタ ハ 

爾に 美夜受 比賣、 御 歌に 答へ 曰く 

高 ひかる 日の 御子 やすみし、 我が 大君 あらたまの 年が 來經れ ば 

あらたまの 月 は來經 行く うべ なう ベな 君 待ちが たに わが 着せる 

おす ひ の据 に つきた V なむよ 

故爾」 御 合 ひまして、 其 御 刀の 草 那藝の 劎を其 美 夜 受比賣 の 許に 置きて、 伊 

美 夜 受比賣  二 〇 九 
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服岐能 山の 神 を 取りに 幸 行し き 

ミヤ ズ嫁は 上揭の 如く、 記に は 尾張國 造の 祖と あるから、 崇神 天. 1:?; の妃 意富，^,::^ 

比賣 (^三 卷三七 下) と 同氏 族なる こと は 疑な く、 紀に尾 張 氏と あるの は 之 を 略 

稱 したので、 大和 國葛 城の 尾 張 氏 (第二 卷 九.〇き と は 全然 別 系で ある。 葛 城の 尾-?^ 

氏人 中に も 此！： に 移住した ものが あり、 其 子孫 は 尾 治 (尾 張) 迚と稱 したが、 其 は 

應神 朝の 賜 姓と 傳 へられ 〔奮〕、 日本 武 尊と 同 世代に あたる 乎 止 與命も 尾張阔 造に 

任ぜられ たと あり (次卷 第二 章參 照)、 尾 張 大印岐 の 女 を 妻と した けれども 〔 舊〕、 n 

分 は 尾 張 連 氏 を名乘 つて 居なかった やうで あ る 。 然るに 熱 田 大神緣 起 には此 ミ ャ 

ズ嫂を 皇子の 陪從の 一 人なる 建 稻種公 —— 右の 乎止與 命の 子なる 建 稻種命 〔舊〕 に 

あたる II の 妹で、 往路に 於て 娉娶 せられた ものと して (第 I 七 二 n)、 次の 如く 說 

いて 居る。 

到 二 尾 張 國愛智 郡-時、 稻種公 啓 曰、 當郡氷 上邑、 有-桑 梓 之 地 (伏 請 大王 稅" 駕息 


之、 日本 武尊感 二 其懇誠 f 踟蹰之 間、 側 見， 一 佳 魔 之 娘； 問，， 其 姓 字； 知 n 稻種 公之 

妹 名 ま S 姬 『卽命 二稻種 公- 娉二佳 娘ぶ n 卺之後 寵幸 周 厚、 數曰港 留不レ 忍 レ分レ 手 

此翁 は. B ハ觀 十六 年の 著で、 舊記及 遺 老の說 によって 編述 せられた とい ふ奧 IT か あ 

るが、 假 に贋窗 にあら すと する も、 其 所 說には 疑 はしい 點が あるから、 深く 信用 

する に 足らす、 殊に ミヤ ズ嫒 に關 する 限り は 誤傳と 認めねば ならぬ C 案す るに ミ 

ヤス はお 柄 又は 御彌柄 (三— 九九 さ の 意で、 豪族の 公邸 をい ひ、 其 嫡統の 女子なる 

が 故に 此名 を以 て 呼ばれた の で あら う。 建稻種 命の 母 もまた 同氏 族の 出で あ る か 

ら、 其 緣 によって 族長 權を 相續 し、 之 を 男系に 傳 へたので あらう が、 此 貴女が 果 

して 尾 張 (尾 治) 連の 直系 族 母 に あ た る か は 疑問で ある。 緣 起に は 又 日本 武尊 の 御 

歌と して 「あゆち 潟 ひかみ あね 子 は我來 むと 床 避 るら む や あはれ 姉 子 を」 とい ふ耿 

を あげ、 ミヤ ズ嬡の 一名 をヒカ ミア ネコと 稱し たかの やうに 說 いて はるが、 其 は 

愛 1： 郡 火 上 姉 子 神社 〔式〕 の 祭神で、 必 しも 同一 人と 斷定 する こと は出來 ぬ。 

美 夜 受比賣  二 一 1 
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ミヤ ズ 嫁が ォ ス ヒを 着て 宴に 侍した とい ふこと は、 上代の 服裝を 考察す る 重要 

な 資料で、 ォソヒ (襲 )0 轉呼卽 ち 外套の 謂と 思 はれる が、 八 千 矛 神 反 速 總別王 も 

之 を 用 ひた > J と が 歌に 詠ま れ て E るか ら (歌 謠篇參 照)、 男女 共通で 且屋內 に 於 て も 

裝 着した ものと 了解 せられる (古俗 誌 一三 四 100「」 その 裾に 經水 がつ いて 居た の を、 

月 立に いひ かけた 所 を 見る と、 古 は 月經を 11 和名 抄には 月 水 俗 云 佐 波 利と ある 

けれども II ツキ クチと 稱 へたので あらう。 爾美夜 受比賣 其、 於 二 意 須比之 襴-著 一一 

月經 一の 著 は 他動詞で あるから ッ ケア リと訓 み、 主語た る 美 夜 受比賣 の 下の 其 は、 

指定 助語シ に 充てた ものと すべ きで、 口語に 直せば ミ ャズ 緩" とい ふに！： 1： じい。 

歌詞の 釋明は 歌 謠篇に ゆづるが、 適當と 認められる 漢字 を 配して 置いた から、 大 

な： は ほ 了解.^ 能と 信す る。 

ミヤ ズ 嫁の 許に 殘 された 佩刀 は、 草 那藝劎 と 明記せられ、 紀 にも 五十一 年の 章 

下に、 初日 本武尊 所い 佩 草薙橫 刀、 是今在 二 尾張國 年魚 巿郡熱 田 社-也と あり、 其 社 


の神體 とせられて 居る が、 之 を 以て 天 照大御 神から 皇孫に 授けられた 神器の 一 な 

りと する ことの 妄誕 なる は、 前篇 第四卷 (三 三 "A 以下) に 指摘した 通りで、 か、 る 神 

器 を 勅裁 を 仰がす して 一 婦人に 授ける とい ふやうな 不謹愼 な行爲 が、 此 皇子に 有 

り 得た とは考 へられす、 假に或 事情の 下に 遣留 せられた としても、 朝廷と して は 

之 を 放任す る ことなく、 速に 大 神せ：： に回收 せられた 害で ある。 されば 此紐は 神器 

以外の 神お 御物で、 全然 皇子の 私有に 歸し、 紀 念の 爲に ミヤ ズ 緩に 付 與 せられ、 

皇子の 薨後 其御靈 代と し て 年魚 市に 奉安 せ られ たも の とす ベ き で あ る 。 名 あ る 舊 

社の 傳承を 覆す のは甚 不本意の ことで あるが、 私 は 其よりも 皇子 及倭姬 命に 神器 

冒：？ 5 の 汚名 を 負 はせ 奉る こと を 忍びす とする も Q で、 厠に 行かれる 時、 桑の 木に 

かけた 儘 失念せられ たと ある 緣 起の 說の 如き は 唾棄す ベ きで ある。 釋紀所 引の 尾 

張 風土記 殘簡 にも 左記 Q 如く 同様の 說を载 せて 居る が、 天孫 將來の 神器と は せら 

れて 居らぬ ので ある。 

美 夜 受比賣  一二 三 
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熱 田 社 者、 昔日 本武 命、 巡 TT 歷 東國， 還 時、 娶ニ尾 張 連 等 遠祖 宮酢嫒 命： 宿 一一 於 其 

家ニ仪 頭向レ 厠、 以ニ隨 身 掛ー 1 於 桑 木 (遺 之人レ 殴、 乃 驚 更往取 之、 m 有， 光如 レ 

神、不，把コ得之(卽謂ニぉ酔嬡-曰、此3神ぉ、^^"ー奉レ齊之、爲-1吾形影ぉ以立--社 

熟 田鄕， 由,， 鄕爲レ 名 也 

ミヤ ズ嬡の 許から 伊吹山の 荒神 返 治に 出發 せられた と あるの は 例の 神秘 化で、 

事 實は近 江と 美 濃との 境に 位する 此 山地に 占據 した 化 外の  一 土 豪の 討伐に 向 はれ 

たこと をい ふので ある。 百戰百 勝の 皇子 も 此度は 不利で、 御身に 手傷 を 負 はれ 

た。 記 は 之 を 次-い 如く 叙述して 居る。 

：： だに 詔り たま はく、  S の 山 神 は 徒手に 直に 取りな むと 詔り て、 其 山に 騰りま 

す 時、 山 邊に白 猪 逢 ひき。 其大 さは 牛の 如し。 爾 ち言擧 して 詔り たま はく、 

ny 白 猪と なれる は 其 神の 使 者に こそ" 今 殺さす とも 還らむ 時に 殺して むと 


詔り たま ひて、 騰り 坐し き。 是に大 氷雨 を 零ら し、 ^^建命を打惑はしき。 こ 

の 白 猪と なれる は、 其祌の 使者に は あらす て、 其祌 の^ 身に 常れ る を、 言舉 した まへ る 

に 因りて >  惑 はされ たま ひしな り。 故 還り 下り 坐して、 玉會 部之淸 泉に 到りて 

n-5 ひ 坐せ る 時に、 御 心 や、 寤 めき。 故 その 淸泉 を號 けて 居 寤の淸 泉と いふ 

なり 

紀 の所說 は. S 猪に 代へ るに 白 蛇 を 以てした だけで、 内容に 大差 はない から、 恐ら 

く は！ 1： 一 傳說 の漢譯 であらう。 卽ち 

,w 神化 二 大蛇 ふ f レ道、 爱 日本 武尊、 不ン知 二 主神 化 1, 蛇 之、 謂是 大蛇 必 荒神 之 使 也、 

旣得，殺ニ主神ハ其使者豈足レ求乎、因跨ン蛇擠行、^^.3神之輿，雲零レ氷、峯霧谷 

噔、 無 一一 復^,, 行 之 路ハ乃 棲 遑不ン 知 H 其 所 ニ跋涉 f 然凌 レ霧强 行、 方 僅得レ 出、 猶失レ 

意 如.， 醉、 因 居 二 山 下 之 泉 側 (乃飮 ，1 其 水- 而醒 之、 故 號ニ其 泉- 闩ニ 居醒 泉-也 

R 醒泉 (淸 水) は 其 名殘を 留めて 居らぬ が、 記に よれば 玉會 部淸 水と 稱 したと ある 

膽 吹，， 山 の #w 難  ニー  五 
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から、 其 地に.！：^ した ものと せねば ならぬ。 玉 倉 部 は 壬 中の 亂に出 雲 Iniffi が 不破を 

襲 はんとす る 近 江 軍を擊 返した 地點 であるから、 不破關 よりも W に 位する こと 勿 

論で、 近 江と 美 濃と Q 境なる 寢 物語 里 をい ふ もの、 やうで ある。 不破坂 田 二 郡に 

^り、 隣！： 人と 寢な が，^ つ 語る ことが 出來 るから、 此名を 負 はせ たとい ふ G が： 迪說 

であるが、 恐らく は タマ クラが 手枕に 通す るから、 後人が 戲 に改稱 したので あら 

う。 名 を タケク ラベ (長 競) とい ふの も、 兩國の 山が 高さ を 競 ふに 因る と說 くも 

のが あるが、 タマ クラべ の 訛で は あるまい か。 ベ (部) は メ卽ち ムラ (邑) に 通用せ 

られ るから、 本稱は タマ クラ (玉 倉) で、 タマ は 美稱に 外なら す、 倉に よって 名 を 

负ぅ たものと wo はれ、 ォホ クラ (大會 )、 ナガ クラ (長 <«:0, タカ クラ (高座) 等 類例 

が少く はない。 ヰサメ とい ふ 名 號の所 由 を、 紀記 共に 皇子が 淸 水の 側に £5 られる 

うちに 醒められた 爲 としたの は 例の 戲說 で、 居 眠と いふ 語 は ある けれども、 居醒 

は 意 をな さぬ から、 恐らく は ヰ (堪) サ マ (谷) の轉 呼で あらう。 


神が 白 猪 (白 *) となって 出現した と あるの は、 足 柄 之 坂 本 または 信 濃 坂の 白 鹿 

と 同一 着想で、 重複の 嫌-か あるから、 爱 では 皇子が 之 を 神の 眷屬と 誤認し、 輕蔑 

せられた 爲に、 危難に 遭 逢 せ ら れ たと 說 かれて 居 る 。 殊に 記に 言擧 (揚言 ) せられ 

たによ つ て 惑 はされ たと 記 注して あるの は 注意 を 要する- j とで、 肉 l_IK に對 しても 

亦 ％詛 を か け る - J とが 出來 る と い ふ 上代 人の 信仰 を 表示す る も の で あ る (三 ー 一  七" 

七 _：：^ つき)。 之 が 爲に氷 雨が 降り 、 天 地 晦冥 で 方角 も 分らな く な つ たと 言 ふ の で あ 

るが、 勿論 譬 的 叙述に 過ぎす、 事實は 賊軍の 勢が 猎獗 で、 皇子 は 腹 北；！： に 敵 を受 

けて 打 破られ、 御身に も 傷 を 負 は れ た の で あらう 。 

^吹..： Z から 返却 せられた 皇子 は、 大和に 向って 引上げようと せられた。 其路次 

に 關し記 は 次 G 如く 叙述して 居る。 

其處 より 發 して、 當藝野 上に 到りし 時、 詔り たま ひしく は、 五；： が 心饭 は. d 虛 

膽吹 山の 遭難  二 一 七 
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翔り 行かむ と 念 ふ を、 今 吾が 足 得步 まや、 當藝斯 の 形に 成りぬ と 詔り たま ひ 

トコ 口  ソ コャャ  イタ ヲ ェ 

き。 故 その 地を號 けて 當藝と 謂 ふ 也。 其 地より 差 少し 幸 行し、 甚く 疲 ませる 

ナ マナマ 

によりて、 御杖 を衝 きて 稍 に步 みまし き。 故 その 地を號 けて 杖衝 坂と いふ 

也。 尾 律の 前なる 一 つ 松の 許に 到り 坐し しに、 先に 御 食 之 時、 其 地に 忘ら 

ウタ ヒ タマ ハク 

し、 御 刀 失せす て猶 ありき。 爾に御 歌 曰 

尾 張に た > に 向へ る 尾 律の 前なる 一つ 松 ァセヲ 一つ 松 人に あ 

りせば 大刀 R け まし を 衣き せまし を 一 つ 松 ァセヲ 

ィ. テマ  イタ チェ 

其 地より 幸して 三重 村に 到り まし，^ 時、 亦 吾が 足 三重な す么- りて、 甚く 疲ぬ 

と 詔り たま ひき。 故 その 地を號 けて 三重と いふ 

地名の 所お を 一 々皇子の 御 事蹟と 結びつけ たの は傳誦 者の 技巧で、 史 實と認 むべ 

きで はない が、 玉 倉 部から 能烦 野に 至る 路次 は、 大體に 於て 地现に 合うて 居る。 

左に 各地 點 別に 其 位置と 右の 所由說 話と を檢 討して 見ようと m 心 ふ。 


當藝。 美 濃 國多藝 、多岐) 郡 〔和，」 の 謂で (第二 卷ー 五八 no、 不破 郡，；... ら桑名 郡に 

出る 頓路 である。 皇子が 常 は 足が 輕く {41 を も 飛べ さう に ャにれ たのに、 疲の 

〈ほに タ， キ シ (W 石) の 如く 重くな つたと 仰サ. つれ 仁から、 此 地をタ ギレ 一い ふと 

あるの は 例の 附會說 で、 有名な 養老の 瀧 〇 ある 地なる が 故に、 タキ レーい ふ 名 

を 負 は せ たので あ る 。 —— 和名 抄に 漢語 抄云 柁.、 和語 云太以 之と あ る により、 

此 當藝斯 を 舵 の義 なりと す る の は 大 な る 誤 で 〔古語 .X? か 典〕、 舵の 如き 特種の 舟 

具は此 時代に ク- まだ 存在し わ かった も Q  、やう で あ る 。 

杖衝 坂。 當藝 野と 尾津と Q 間に は 之に 相當 する 地點が 思 ひ當ら ぬが、 三重 郡 

内部 村 大字 采 女に 此 名の 坂が 現存す る 0 で、 延 佳は此 一 節 を 三重の 次に 移す 

べき かと 頭注し. -!。 或は 此說 が當を 得た ものである かも 知れぬ が、 ツユ ツキ 

坂の 如き は 普通名詞 である ふ ノら、 美 濃の 養老 郡 又は 海津 郡に も 同名の 地點 が 

存し たこと も絕 無と はい へ ぬ。 
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尾津。 和名 抄に桑 名 郡尾津 (乎 都) 鄕と あり、 神 名 帳に も 同 郡に 尾津 神社 を擧 

げて 居る が、 其 名は傳 へられす、 社 趾も亦 判明せ ぬ。 木曾川 及揖斐 川の 河口 

に當 り、 地形が 甚 しく 變遷 した もの 、やうで あるが、 昔の 耍津 で、 大 津に對 

し 小津を 意味し、 歌に よれば 尾 張に 直面す る 地で あつたと 思 はれる。 

三重。 三重 郡の 名の もとなる 舊地 であるが、 和名 抄の鄕 名 中には 見えぬ。 文 

中 「如 三重 勾而」 と ある をミ へ ノ マ ガリ ナ シ テと訓 み、 マ ガリ (粮 餅) の三靈 に 

旋れ るに 比へ たとい ふ 說は從 はれぬ。 假に マ ガリ 餅と いふ 名と 其實 物と が 上 

代から 存 したと しても、 疲勞の 極 足が ネデパ ンの やうに 曲った と 形容す る こ 

と は不當 であるから、 ミへ ナス 勾リ- ズと訓 み、 ミへは 水 愛 卽ち水 甕 をい ひ、 

其 腹壁の 曲線 を步 行に なやませた まふ 御 脚の 形に 況へ たものと 解す ベ きで あ 

る。 但し 邑 名の ミ へ の 原義 は御戶 で、 神戶を 意味した ので あらう。 t;^ し然り 

とすれば 坂 部 御厨が 之に 當り 〔祌鳳 抄〕、 今の 三重 村 字 坂 部の ことで あるか も 


知れぬ。 坂 部 は 和名 抄の 刑部鄕 をい ひ、 之 を 三重 村と 改稱 する やうに なつた 

の は 近世の ことで あるから、 舊 三重 は 同地に あらす として、 和名 抄の 釆女鄕 

(上記 内部 村 大字 釆女) を 以て 之に 擬 する もの も あるので ある が 〔記 傳〕 、 尙精 

考を耍 する。 

紀は 左記の 如く 尾津の 外は路 次の 地點を 示さす、 且 歌詞 を も 少しく 變改 して 居 

るが、 に 省略の 爲か、 或は 他に 據 があった のか 判明せ ぬ。 

日本 武尊 於、 疋始有 二 痛 身つ 然稍起 之、 還 二 於 尾 張つ 爱不 1_  一  簀嫒之 家： 便 移 二 伊 

勢， 而到 n 尾津ハ 昔日 本武尊 向レ東 之歲、 停 二 尾津濱 -而進 食、 是時解 こ 一 劎-置 二 於 

松下ハ 遂忘而 去、 今 至，， 於此 (劎 猶存、 故 歌 曰 

尾 張に 直に 向へ る 一つ 松ァ ハレ 一つ 松 人に ありせば 衣き せま 

し を 大刀 佩け まし を 

尾 張に 引返された けれども、 ミヤ ズ嫒の 家に は 入らす、 直に 伊勢に 移られた と あ 
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るの は、 今の 美 濃 國海津 郡卽ち 和名 抄の尾 張 國海部 郡の 一 部分 を經 由せられ たこ 

と をい ふので、 不破郡 方面から 尾津に 出る 路次 である。 一松の 側に 佩劎を 遺留せ 

られ たとい ふこと は 記に も 見える が、 假に其 やうな 事實 があった としても、 供奉 

の ものが 御注意 申 上げた であらう し、 取收 める 爲に人 を 遣 はされ る こと も 可能で 

あつたのに、 其 儘棄て 置かれた とは考 へられぬ から、 此は 歌詞に よって 傳誦 者が 

附 加へ たものと m 心 はれる。 歌に は單に 松の 姿のお もしろ きを 歎賞す る 意味が ある 

のみで (歌 謠篇參 照)、 實 物の 刀劎 衣服の 有無 を 問 ふので はなく、 宣 長の いふが 如く 

御 刀 を 失 はぬ やうに 守って 居た 松の 勳功を 賞め たので もない。 或は 上 二 句に ミ ャ 

ズ 嫒を m 心 慕す る 情が 籠 つて 居る と 解す る もの も あるが、 其に 引つ ける こと は 却つ 

て 歌の 風趣 を 破壊す る 結果になる。 恐らく は 皇子の 御作で はなく、 人口に 膾炙し 

た 古歌で あつたの を、 此 地を經 由せられ たとい ふ 傳說に 因んで 附會 したので あら 

う。 されば 記の 所說の 如き ー傳を 生じ、 紀は無 考察に 之に 從 うたので あらう が、 


前段 出征の 條 下に は 尾張經 由を說 かや、 爱に 突如と して 昔日 本武 尊向レ 東之歲 云々 

としたの は 矛盾で ある。 

皇子 は 終に 伊勢 國ノ ボ 野と いふ 處で 薨去せられ た。 ノボ野 は 諸 陵 式に 能 褒野墓 

在 二 伊勢 阈鈴鹿 郡； 兆 域 東西 二 町、 南北 二 町、 守 戶三烟 とる り、 高津瀨村大字高，ぜに 

遣跡を^：^し、 其 西方 野 登 村に 其 名殘を 留めて 居る。 ノボ野 も 亦 登 野 9f.i で、 鈴 鹿 

山麓なる 此 地方 一 帶 の呼稱 であった ので あらう。 昇天 前後の 光景に ついても 紀記 

描 寫 を 異にして 居る が 、前條 の 續 き と して 先 づ 紀 0 文 を あ げる C 

逮-, 于能褒 野- 而痛甚 之、 則以ニ 所い 俘 蝦夷 等- 獻二於 神宮 〔因 遣 二 吉備武 彥ハ奏 n 之 

於 天皇， 曰、 臣 受，， 命 天朝， 遠征 二 東夷 (則 被 二 神 恩 in 皇 威- 而叛者 伏レ 罪、 荒神 自 

調、 是以卷 い 甲戕レ 戈、 愷悌還 之、 冀萄日 曷時復 n 命 天朝 f 然 天命 忽至、 隙 駟難レ 停、 

是以獨 臥， iS 野： 無二 誰 語-之、 豈惜二 身 亡： 唯愁… レ面、 旣而崩 二 于能褒 野 (時 年 三 

十、 天皇 聞 之、 寢不， 安レ 席、 食不， 甘， 味、 晝夜喉 咽 泣 悲標擗 、闪以 大歎之 曰、 我 子 
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小雜 王、 昔 熊 襲 i^. 之 曰、 未い 及 二總角 『久煩 二 征伐 f 旣而恆 在 二 左右； 補 二 臉不， k  、然 

東夷 騒動、 勿 二 使ビ討 者： 忍 ッ愛以 入ニ賊 境： 一 日 之 無， 不ハ 顧、 是以 朝夕 進 返、 佇 待 n 

還 日， 何 禍兮、 何 罪兮、 不意 之 間、 倐亡ニ 我 子 ¥v< 「以後、 與 n 誰ん， 之經 TT 綸鴻 業， 

耶 

俘 四 を 神宮に 獻 じたと あるの は、 上揭竹 水門の 條 下に、 俘 一一 其 首 帥 一而 令 一一 從 *  一^ 

と あ る に 呼應 し、 後段 に 佐 伯 部の 起原 を說く 伏線 を 張 つたので ある (i お 九ゃ參 照)。 

皇子の 上奏 及 詔勅の 文 は、 勿論 後人が 意 を 酌んで 草した ので、 古傳 を漢譯 した も 

のでない こと は、 其文體 によっても 明白で ある。 されば 其辭 句を强 ひて 古言に 還 

元す る こと は 無益の 業で、 二三の 熟 字の 如き は 音 讀 する 方が 遙に 優って 居る。 記 

の 所說は 全然 之と 趣 を 異にし、 上奏 及 詔勅の 代りに 左記の 如く 四 首の 歌 を 擧げて 

居る。 其 中 始の三 首 は 紀に景 行 天皇の 御製と して 載せた 忍 邦 歌 一 篇を 分割した も 

ので ある。 卽ち 


11 プ マ  シス  ウタ u タマ ハク 

其より 幸 行して、 能 煩 野に 到り ましし 時、 國を びて 耿 曰 

大和 は ^の まほろば た、 なづく 靑 垣 山 こもれる 大和し うる はし 

又 歌 曰 

いのちの 全け む 人 は た、 みこ も へぐ りの 山の くまが しが 葉 を う 一 

やに させ そ の 子 

ク 二 シヌビ ウタ 

此歌 は思國 歌な り。 又 歌 曰 

0  0  ヮギへ  ク 

はしけ やし 我家の 方よ 雲る 立ち 來も 

此は片 歌な. り。 此時 御病甚 急に なりぬ。 爾に御 歌 曰 

をと めの 床の 邊に わが 置きし 劎の 大刀 その 大刀 はや 

歌ひ竞 へて 卽ち 崩 り ましぬ。 爾驛使 を 貢 上りき 

最後の 歌 は 前段に 以ニ其 御 刀 之 草 那藝劍 一 置 二 其 美 夜 受比賣 之 許， と あると 關聯 して 

おる やうで める から、 此 皇子の 御作と すべきで あるが、 果して 臨終の 詠で あるか 
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は尙孜 究の餘 地が ある やうで ある (欲 謠篇參 照)。 驛使を 以て 奏聞した と あるの は 勿 

論文 飾で、 其 馬が あ つたなら 御 病氣の 皇子 を徒步 に惱 ませ ま ゐらせ る やうな 事 は 

なかった であらう。 

皇子の 陵墓 は 上記の 如く 諸 陵 式に は 鈴 鹿 郡能褒 野と せられて t5 るが、 其 外に 副 

陵が 存 したので 記に は 次の 如く 說 かれて 居る。 

ミノ タ チマタ  キ  ハカ  ソコ 

是に 倭に 坐す 后 等 及 御子 等 もろもろ 下り 到まして、 御陵 を 作りて 其 地の 那豆 

ハヒ モト ホ  ネナ  ウタ ョ；、 シ タマ ハク 

岐 田に 制 匐 廻りて 哭 きつ、 爲レ歌 曰 

イナ ガラ  ヅラ 

な づきの 田の 稻苹； に いながらに 匐 ひもと ほろ ふ ところ 葛 

是 に八尋 の白智 鳥と 化り て、 天に 翔りて 濱に 向き 飛行き ましぬ。 爾 その 后 及 

御子 等、 その 小 竹の f 刈 代に 足 a 破 るれ ども、 其 痛み を 忘れて 哭 きつ、 追 ひま 

しき。 此 時の 歌 曰 


あさし ぬ 原 腰な づむ 空 は 行かす 足よ 行くな 

又 その 海 に 入りまして、 なづみ 行きます 時の 歌 曰 

海が 行けば 腰な づむ 大河 原の う ゑ 草 うみが はい ざよ ふ 

又 飛びて 其 磯に 居た まふ 時の 歌 曰 

つち，：：：：？  よは 行かす 磯 づたふ 

此 四の 歌 は 皆 その 御 葬に 歌 ひき。 故 今に 其 歌 は 天皇の 大御 葬に 歌 ふ 也。 故 そ 

の阈 より 飛び翔り 行きて、 河 內國の 志 幾に 留まり ましき。 故 其 地に 御陵 を 作 

りて 鎮ひ 生せ き。 卽ち其 御陵 を號 けて 白鳥の 御陵と いふ 也。 然れ ども 亦 其 地 

より： 史に 天に 翔りて 飛び 行に ましき 

文中に 斷 つて ある やうに、 此四首 は 挽歌の 類で (歌 謠篇參 照)、 大葬に 用 ひる こと を 

例と する の で あ . 0 が 、 其 起 原 は 倭 建 命 G 薨 去 Q 際に あると いふ 傳說 が # したの で 

ある。 さりながら 前後の 話 は 歌詞 を 敷衍して 潤色 を 加へ たもの、 やうで、 事實と 
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して は甚辻 接が 合 はぬ。 卽ち 薨去 地に 御陵 を 作り、 遺族の 方々 が 其 ナヅキ (觸 接) 

田 を 徘« して 居る 中に、 皇子の 御 魂 は 八尋の シラチ (白 靈) 鳥と 化し、 空 を 翔って 

濱に 向うた ので、 足排 11 俳 は腓と 通用す る ものと 見て、 雄 略 天皇の 御製 中の タ 

コ ムラ (手 腓) とい ふ 語に 準じ、 ァシコ ムラと 訓む べきで、 宣 長が 字書に よって 刖 

と 同義と し、 アン キリと 訓 したの は從 はれぬ 11 の 破れる の も 厭 はす、 笹原 を 分 

け 海に 追 ひ 入り、 璣に追 ひ 上った と あるに も拘 はらす、 其 行方 を 尋ねて 河 內國に 

赴いた とも、 其 國で靈 鳥を發 見した の は 誰であった とも 說 かれて 居らぬ の は 奇怪 

とすべき である。 されば 紀には 歌 詠を擧 げや、 靈鳥 出現と 陵墓 築造との み を 次の 

如く 叙述して 居る ので ある。 

卽詔ニ 群 卿 f 命 二百 寮； 仍 葬，， 於 伊勢 國能褒 野 陵？ 時日 本 武尊化 二 白鳥， 從^ 陵 出 之、 

指 二  il^ 國 一而 飛 之、 群臣 等 因 以開ニ 其 棺櫬 一而 視レ 之、 明 衣 空 留而屍 骨 無 之、 於レ是 

遣 二 使者 _ 追 TT 尋 白鳥 r 則 停 二 於 倭琴彈 原； 仍於 二其處 一造 fe5、 白鳥 更飛至 二 河內ハ 


留ニ舊 巿邑っ 亦 其 處作レ 陵、 故 時ん 號 一一 是三 陵-曰 二 白鳥 陵 f 然遂高 翔 上.， 天、 徒 葬-一 

衣冠； 因 欲， 錄ニ 功名； 卽定 二 武 部-也、 是歲 天皇 踐祐 四十 三年 焉 

了じキ  - • 

琴彈 原の 陵 址は南 葛 城 郡 秋津村 大字 富 田に 在り 〔大和 志〕、 舊 市の 其 は^ 河內 郡. 

市町 大字 輕 墓に 存 する C  —1 志 幾 (志 岐) にに 遣 跡がない が、 古市 を距る こと 遠 か 

らぬ 地で あるから、 或は 同じ 陵墓 を 意味す るの，？ -も 知れぬ 11 前者 は 能褒野 陵が 

都 を 距るこ レー 遠く、  RT- 祭に 便なら すと して 御 父 天皇の 御代に 設けられた 副 陵で、 

河， 2： の 白鳥 陵が 仲哀 天皇の 御 卽位後 大和から 移された ものと S はれる こと は、 次 

卷 第三 章に 於 て 論述す る 通りで あ る 。 白鳥 出現 の 靈奇は 勿論 或 時代 の 人 に. 信ぜ ら 

れ たこと で、 遂に 天翔り 飛 去つ 仁と あるの も、 靈魂歸 天の 信仰に 合致す るが、 棺 

ァ カル タ へ 

機 を 開いたら 明 衣の みが 殘 つて 居た とい ひ、 徒 葬 二 衣冠， と あるの は 筆者の 潤色で 

あらう。 

蕩 去  ニニ 九 
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日本.：^ 尊の 御子と して 紀 記に 傳 へられた の は 左記の 九 柱で ある。 11 兩者 一 致 

す る も の は 便宜 上記の 用字に 從ひ、 紀の傳 を 括弧 内に 极げ る 。 

I； ホ中律 日子 命 (足 仲彥 天皇)。 母 伊欢米 天皇 之 女 布多遲 能 伊 现觅 賣命 (兩逬 人 

姬^ 女) 

布 忍 入姬命 〔 紀〕。 母兩 道入姬 皇女 

若 建 (稚武 ) 王。 母^ 橘 比賣命 〔記〕 11 兩 道入姬 皇女 〔紀〕 

I？ 依 別 王。 母 近 淡 海 之安國 造之祖 意富 多 牟和氣 之 女、 布 多 遲比寶 〔記〕 ——兩 

道入姬 皇女 〔紀〕 

建貝兒 (武 鼓、 武卵) 王。 母 吉備臣 建 日子 之 妹 大吉 備建 比賣 (吉備 穴戶武 媛) 

十 城 別 王 〔紀〉 母 告備穴 戶武緩 

足 鏡 別 王 〔記〕。 母山代之谈玖麻毛^^比賣 

c5 長 田 別 王 〔記〕。 母 一 妻 


稚武 s 王广 紀〕。 母 穗積氏 忍，：！ 宿 禰之女 弟橘嬡 

卽ち 記に は 六 柱と し、 紀には 七 柱 を 擧げて 居る ので あるが、 稚武 王と 稚武 S 王と 

は 別ん なる が 故に、 紀の 所傳を 可とし、 足 鏡 王 は 紀の此 章 下に は 見えぬ が、 仲哀 

紀 に 天 ^ の 異母お 度 髮蒲見 別と あ る に 當 る もの、 やう や 、 ある か ら、 實在 者と せ ね 

ばなら ぬ。 其 外の 相違 は 息 長 田 別 王の 名が 紀に 兄え す、 布 忍 人 姬と十 城 別 王 レーが 

記 に * げら れて oig らぬ 二と にあ こが、 左に 各 別 に. 之 を 考察す る 。 

帶中津 日子 命 (足 仲彥 天皇)。 仲哀 天皇の 御 事で あるが、 中津 日子 (仲 S) と稱 

へられた の は、 御 生母が 布 多遲の 入姬で (第三 卷 五六 no、 布 多 遲比賣 と 同氏 人 

と兑 なされた から、 其 所 生なる 稻依別 王と、 稚武 王との 中間の 御子と いふ 意 

タラ チ 

であらう。 タ ラ シ は厦； 述べ たやう に 足 主 を 意味す る尊號 である。 

布 忍人姬 命。 オシ (忍) は大に 通す る 美稱、 スは礫 城の 舊地 名で (第 四 rn: ヽ 其 

地に 人姬， こなら れたが 故に、 is- 之 (布 は 借 字) ォ シ人姬 ，こ稱 へられた ので あら 

？ Is- 及 王 子 W  二三 一 


第 六 章 能 褒 野  二三 二 

う。 此 王女の 事蹟 は傳. はらす、 記に は 其 名 も ：！^ えぬ が、 此故を 以て 架」； か 人物 

と斷 する こと は 出来ぬ。 11 或は 五百野 皇女の 後 を 承け て 神- K 齊 主に 任ぜら 

れ たの かも 知れぬ。 

若 建 (稚武 ) 王。 上記の 如く 仲哀 天皇 を 帶中津 日子 命と 申 上げた 所を见 ると、 

御 弟が あつたと せねば ならぬ から、 紀に兩 道入姬 皇女の 所 生と あるの が 正傳 

で、 記が 之 を 弟 橘 比賣の 子と したの は、 後記の 稚武彥 王と 混同した 爲 であら. 

う。 此 王子の 後裔 は 記に 次の 如く 傳 へて 居る。 

若 建 王 11 須賈 伊呂大 中日 子 王 母 飯野眞 黑比賣 11 迦具 漏比責 命 母 淡 海 之 

柴 野入杵 之女柴 野比賣 

伹し此 a 具 漏 比 賣が景 行 天皇に 娶 されて 大江王 を 生み まゐら せた とい ふ傳承 

の 信す ベ からざる こと は 序說に 論じた 通りで、 大江 王の 後胤 も银 示せられ て 

居る が、 倭 建 命の 血統で ない こと は 明白で あるから、 前に 第 一 章 中に 拟 げた 


(^四 六 lno。 

ffi 依 別 王。 紀には 兩道人 姬の所 生と し、 第 一 位に 擧げて 居る が、 稻依 を號と 

する 所 を 見る と、 日子 坐 王 四 世の 孫 大多牟 坂 王の 母と 稱 せられる 河 侯 稻依毘 

賣 (第一 ー卷 一 三 grn) と 所緣を 有する ものと すべ きで、 記の 開化 天皇の 卷 にあげ 

た 系 譜 に は 少しく 疑が あるが、 或は 安闕 造 意富 多 牟和氣 が 此 女 を娶 つ て 布 多 

遲比賣 を 生み 、 其 腹から 出た 王子なる が 故に 外祖母 の稱號 を繼承 せ られ た の 

では あるまい か。 若し 然り とすれば 記の 所傳の 如く 生母 は 布 多 遲比賣 で、 仲 

哀 天皇の 異母 兄と すべく、 紀に兩 道 入姬と あるの は、 類 名なる が 故に 混！！！： し 

たので あらう。 イナ は 地名で、 今の 近 江！： 愛知 n: 郡稻 村、 同郡稻 枝村大 i 子稻富 

及 i 部、 同 郡 葉 江 見 村 大字 稻葉等 は 其 名殘と はれる が、 此 地域 は 和名 抄の 

神 崎 郡 神 崎 鄕に當 り、 古の 愛！？ 川 流域に 位する から、 其 河 俣に &られ た 神 ft 

(恐らく は 神 名 帳 G 川析 神社) の 齋 女であった が 故に 河 俣稻依 EaH と 呼ばれ、 
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其 孫なる 此 王子が 其 領地と 稱號 とを繼 承せられ たものと m 心 はれる e 後裔 を 犬 

上 君と 稱す るの も 近 江 阔犬上 郡に 住した からで、 此 地方に 特別の 緣 故が あ 

つたことの 證據 とす ベ き で あ る 。 

建貝兒 王。 母 氏に ついては 旣に第 四 章 ( 一 五一 no に 考證 し、；. 一 。紀 に此 ： 土 子 の 

名 を武鼓 王と 武卯 王との 二様に 書き わけて るが、 孰れ か 一 方 を 誤、 とすべき 

で、 釋紀 帝-桌 系圖 にも 武鼓 王と ある 所を兑 ると、 タケ ッッミ とする 一 異 W の 

存し たこと は 疑な く、 タケ (武) は 美稱、 ッッミ は 鳴 物 を 意味す るから (三— 二 

七- n)、 同じ 意味 を 以て 建 貝 (螺 貝) の兒 とも 稱 へられた のか も 知れぬ (三— 三 一 

so 從來卯 を 卵の „ぁ 寫 とし、 記に 準じて カヒ コと訓ませて：；^るが、 力 ヒコと 

いへば 養蠶の 意に なり、 卵の 古言 は コの外 はない から、 若し 卵と すれば タケ 

コのミ コと訓 むので あらう。 此 王子 は紀記 共に i? 岐緩 君の 祖と いふ ことに 一 

致し、 記 は 其 外に 伊勢 之 別、 登袁之 別、 麻 佐 首 及 官首之 別 を も 其 後裔と して 居 


るが、 他の，： s 別 諸氏と 共に 第 八 章に 於て 考 察 す る 。 

十 城 別 玉。 記に は此 名が 見えぬ が、 紀に 伊豫 別 君 之 始祖 也と ある 所 を はると 

赏在 者と せねば ならぬ。 大和の 十 市の 例に よれば、 十 城 はトホ キと訓 み、 S 

方の 城の 意で あらう (第 八章參 照)。 

：: 七 鏡 別 王。 生母 山 代 之 玖 玖 麻 毛 理比責 は タク マと いふ 地の モリ (守) の 女で あ 

らうが、 .3: 代と あるの は 第 八 章に 論す る やうに， と 思 はれる。 此 王 子 は 仲 

哀紀に 董髮蒲 見 別 王、 舊事紀 に 葦 敢竈見 別 王 命と あると； ：！ 人で、 力. ガミは 恐 

らく は 力 マ ミの轉 呼で あらう つき 一八 六 no。 名の 義及其 後裔と 稱 せられる 鎌 倉 

之 別、 小 津石代 之 別、 田 之 別 〔記〕 について は 第 八 章に 於て 說明 する。 

c5 長 m 別： 土。 一  妻の 所 生と し、 其 子孫 を 次の 如く 傳 へ て 居る。 

- 飯野眞 黑比賣 

-息 長眞若 中比責 


&長田 別 王 —— 代俟長 日子 H. 
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一— 弟比賣 

此飯野 眞黑比 賣が上 揭の若 建 王に 嫁した と ある 所 を 見る と、 飯 野 も 亦 近 江の 

1 地名と 思 はれる が、 所在 を詳 にせぬ。 息 長 は 坂 田 郡の 里 名で ある (第二 卷 一 

九 二  s。 

稚武彥 王。 上記の 如く 此 王子 は 記に 弟 橘 比賣の 出と して 擧 げた 若 建 王に 相當 

する。 生母 弟 橘 媛の 出自 について 前々 章 a がー 七 八 页) に考證 した。 

舊事本 紀には 忍 山 宿 禰の女 弟 媛 ( 一 本 弟 橘 媛) の 所 生と して、 右の 稚武. 彥王 以下 九 

柱 を あげ、 總計 十五 王子 女と して 居る。 卽ち 

稚武彥 王 命。 尾津 君、 揮 田 君、 武部 (君 等祖) 

稻入 別命。 ！ 稻依別 王の 重出で あらう。 

武養蠶 命。 波 多 臣等祖 11 武卯 王と は 別人と せられて 居る。 

葦 敢憲見 別命。 竈 口 君等祖 11 上記 足 鏡 別 王に 相當 する。 


息 長 田 別命。 阿波 君等祖 11 記に は 上揭の 如く 一  妻の 出と ある。 

五十 日 « 王 命。 讃岐 君等祖 11 景行 皇子 五十河. 彥命 (讃岐 直 等祖) の 混入で あ 

らう (第二 八八员 參 照)。 . 

伊賀 S 王。 11 右の 五十 日彥 王の 重出 か。 

武田 王。 尾 張 國丹羽 建 部君祖 

佐 伯 命。 參川御 使 連等祖  ， 

右の 如く 重複と m 心 はれる ものが 多く、 皇子に 先って 非業の死 を 遂げた 弟 橘 嬡が此 

やうに 多 逢で あつたと は考 へられぬ から、 息 長 別 王 以外に も 他の 妃の所 生が 混入 

して： i る ものと せねば ならぬ が、 尙 全然 架空の 人物と 見る こと も出來 ぬから、 第 

八 章 分封の 條 下に 於て 更に 考證を 試みる ことにする。 
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資料の 出 所 1 高 橋 氏 文 ——. 史的 價値 —— 常 睦 風土記の 所傳 

紀には 五十 三年 及 五十 四 年の 條 下に 次の 如き 記事 を 揭げて 居る。 

五十 三年 秋ん 月 丁 卯朔、 天皇 詔，, 群 卿， 曰、 朕 顧，， 愛子， 何日 止 乎、 冀 欲い 巡 n 狩 小 

碓王所 レ平之 國ハ是 月 乘释幸 二 伊勢 f 轉入ニ 東海； 冬 十月 至 一一 上 總國； -從 一一 海路 一渡 一一 

淡水 門 (是時 聞， 一 覺賀鳥 之聲； 欲， 見 二 其 鳥 形 ： 尋而出 二 海中； 仍 得，， G 蛤； 於， 疋膳 

臣 遠祖 名 磐 鹿 六 稿、 以 爲ー 一手 ，白 蛤爲レ 膾而進 之、 故 美 一一 六 應臣之 功 一而 P 一 

膳 火 伴 部： 十二月 從二 東國， 還 之、 居， 一伊 勢， 也、 是 謂ニ綺 

五十 四 年 秋 九月 辛 卯朔己 酉、 自，， 伊勢， 還 二 於 倭， 居，， 纏向宮 - 

天皇の 巡幸の 如き は 省略 を 許さざる 重要 史實 であるのに 熊 襲 親征と 同じく、 き 

香料の 出 所  二三 九 
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一 言 も 之に 觸れて 居らぬ 所 を 見る と、 此 記事の 資料 は 稗 田 阿？ £ の舊辭 誦習 後に 發 

見せられた ものと せねば ならぬ。 後記の 如く 常 陸 風土記に も此 天皇に 關 する 記事 

が あるが、 紀の 所傳と 一致せ ぬのみ ならす、 崇神 朝の 征旅、 日本 武# の 東方 經略 

に徵 する も、 紀の 編者が 此 風土記 を參 酌した 形跡 はない から、 其 資料 は 別 に^し 

たと 推定す ベ きで ある。 案す るに 其 は持統 天皇の 五 年に 徴集せられ た Si 部 氏の 募 

記で、 其 原文 は殘存 せぬ が、 若干の 改竄 增補を 加へ て 高 橋 朝臣 家 (膳臣 の 改姓) に 

傳 へられ、 本朝 月 令、 年中行事 秘抄、 政事 要略 等に 引用 せられて 居る。 紀の 所說は 

勿論 之に 甚く もので はない が、 原文 を 求める ことの 出來ぬ 今日で は、 事 貰の 有無 

を 論究す る 手段と して は、 右の 高 橋 氏 文の 批判から 始める 外 はない から、 以下 伴 

信 友の 校注に よって 上 揭の紀 の 文に 關 係の ある 部分 を 揚げて 檢討を 試みる。 

本朝 月 令に 引用した 高 橋 氏 文 は 相當に 長文で あるから、 便宜上 數 段に 區 分し、 


論^ を 加へ つ  > 記述す る。 其 文 は 次の 如く 省き fS されて 居る。 

褂 畏卷 向日 代宮 御 宇 大足 彥忍代 別 天皇、 五十 三年 努亥. へ 月、 詔 二 

群 卿-曰、 朕 顧 二 愛子 一 何 曰 止 乎、 欲レ巡 n 狩 小 碓王乂 名 倭武王 所つ 半 之 闕ハ是 月行ゴ 

幸 於 伊勢： 轉入ニ 柬國： 冬 十月 到 二子 上總國 安房 浮 島. K ハ爾時 磐 鹿 六獏命 從駕仕 

奉矣 

年月 次 及 詔 辭は紀 の 所傳と 同一 であるが、 偶 合と 見るべからざる は 勿論、 上 

の 年紀、 干支、 月日 次 は紀の 編者の 作爲と 認定す ベ き 理由が あるから i 一  卷三 1  一 n 

以ド )、 紀が高 橋 氏 文に 準據 したので はなく、 後者が 紀に蓝 いて 改修 を 施した もの 

とせねば ならぬ。 以下の 叙述と 文體を 異にして 居る の も 其 加筆なる こと を 旁證す 

る ものである。 紀に至 二 上 總國， 從ニ 海路-渡 一一 淡水 門-と あるに 從 はなかった の は、 

家 傅 を 維持した Q と m 、寸 はれる が、 浮 岛宮は 常 陸 風土記に 同阔信 太， gsi.i? 之 帳 {p,: と 

あるに 常る もの 、やうで、 安房 國に は此 名が 開え す、 之に lr!- し 淡水 門 は 記に も此 

古 i 橋 氏 文  二 四 一 
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朝 定められ たと あるから (第一 六 ほ 0、 紀の 編者が 原 說を改 記した ので あらう。 ィ 

ハ 力 ム カリの 命 は 第二 卷( 一七 二、 一 七三 no に 述べ たやう に 膳臣の 始祖で ある。 

天皇 行 n 幸 於 葛 飾 野-令 二 御 猿- 矣、 大后八 坂嬡波 借， K 爾御 坐、 槃鹿六 獏命亦 W 

侍、 此時大 后、 詔 二 磐 鹿 六獏命 (此浦 聞 二 異鳥之 音 (其 鳴- 1 賀我 久久-欲い 其 形つ 

卽磐 鹿六獏 命、 乘レ船 到 二子 鳥 許 ( 鳥 驚 飛，， 於 他 浦； 猶雖二 追 行 -遂不 n 得 捕； 於レ是 

磐 鹿 六 猿 命 m 曰  >  汝鳥戀 二 其 音 _ 欲い 見， 貌、 飛 TT 遷他浦 -不， 見 二 其 形 ： 自， 今 以後、 

不レ得 レ登レ 陸、. 若 大地 下 居 必死、 以 一一 海中- 爲 一一 住 處- 

安房から 葛 飾まで は 相當の 距離が あるから、 遊 獵の爲 にもせ よ、 或は 其 は ロ實で 

巡狩が 目的であった としても、 南方に 偏した 此 行宮 一お 足 溜と して 態 々來往 せられ 

たと は考 へられぬ ことで、 地の 理に 通ぜ ざる 都 人士が 想像 を 以て 脚色した ので は 

ないかと 思 はれる。 原說は 恐らく は單に 天皇の 御 不在 中、 留守の 大 后が、、 カク、、 カク 

と 鳴く 鳥を兑 たいと 所望せられ たと あ つたので あらう。 —— 八 坂 媛と したの は、 


五十二 年の 紀に播 磨 大郞姬 薨去の 後 を 承け て、 此 貴女が 皇后に 冊立せられ た， M あ 

るに 因る ので あらう が、 其 は成務 天皇の 御 生母なる が 故に 紀の 編者が 特に 推戴し 

たので (き 一八 页)、 事實 的根據 とする こと は 出来ぬ 11 こ、 に は 此鳥を 捕へ なか 

つたと あるが、 麈袋所 引の 常 陸 風土記に は 後記の 如く、 伊賀 理 命と いふ ものが 之 

を ffl へ 、一-ので、 鳥 取と いふ 姓 を 賜 はった と ある。 賀我 久久 は. 、カク.、 カクと 訓み、 紀 

の覺賀 又は 風土記 G 賀久賀 と 同じく 鳴聲 によって 與 へた 名 稱で、 釋紀に 安 大夫說 

美 左 古と あるの は據 のあった こと、 見え、 和名 抄の魄 鳩の 條下 にも 此說を 引いて 

居る。 

還 時 顧 レ舳、 魚 多 追來、 卽磐 鹿六獏 命、 以ニ角 W 之 弓， 當，, 游魚 之 中； 卽着ッ 5： 而出、 

忽獲ニ 数隻 ハ仍 名 曰，, 頑 魚 f 此今諺 曰 二 堅 魚，、 今以， 角 作，， 鈎 柄 I 釣，, 堅 魚， 此之. E 也、 船 

遇 二 潮 洞-天 * 上爾居 奴、 掘 出 止 爲爾得 二八 尺 白 蛤 一 貝， 

ひ  1 は遁げ てし まうた が、 之 を 追 ひかけ て 海上に 出た 機 會に堅 魚と 大 n 蛤と を 獲た 

高 橋 氏 文  二  g: 三 
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とい ふので、 頑 魚 は カタ ヲと訓 み、 W で 突かれても 避ける こと を 知らぬ 頑愚なる 

魚 を 意味し、 カツ ヲ (堅 魚) とい ふ 名稱は 之から 出た と說 いたので あるが、 カツ ヲ 

が カタ ヲの轉 呼で あると すれば、 乾し 固めた 魚と いふ 意で、 鰹節 を 以て 其 名の 起 

原と せねば ならぬ。 注文に よれば 鰹 鈎に は 或 時代まで 角 を 幹 柱と した もの 、やう 

で (ミ ク。 ネシァ 民族 誌 第 一 六 〇1| 參 1D、 俗に \ ケと稱 して 今 も尙用 ひられる 偽 g の 

ことで は あるまい。 白 蛤 は紀に クム ギと 旁訓 せられ、 ゥ (大) ム (肉) カヒ (只) の 約 

W であるが (四 1 一  一 一三 100、 若し 特に 白色の ものなる こと を 表現す る 必要が あると 

すれば、 シロ クム ギと稱 へても よい。 

磐 鹿六獏 命、 捧，, 件 二種 之 物- 獻ニ 於大 后ハ卽 大后譽 給比悅 給. - 詔久、 * 味 淸 造 

欲 ン供ニ 御 食つ W 時 磐 鹿 六獏命 申久、 六獏令 ニ析那 • 一天 將ニ 供奉 一止 白 天 遣 レ喚ニ 無 邪 志 

1: 造 上祖大 多毛 比、 知々 夫國 造上祖 天上 腹 天下 腹 人 等， 爲ぃ膾 、及 燒 雑 造 盛 

天 見 曲 山§ 某-天 高次 八 枚 爾刺作 利、 見 ニ眞木 葉-天 枚 次 八 枚 爾刺作 天、 取-日 


影-天 爲， JT 以ニ蒲 葉， 天 美 頭 良 平卷、 探 二 麻：^ 氣葛， 多 須岐仁 加氣爲 レ帶、 ァ 2^觀 

ツナへ マ；' リク 升 クサ ノ モノ ヲ  ォホ キミ，  力へ リイ リ マス 

平 結 天 供 TI 御雜 物 乎， 結 IS 天 乘與從 二 御 猿-還 御 入 坐 時 爾爲， 一 供奉， 

火 多 比は无 邪 志 闷造兄 多毛 比 命の ことで (三— 1 一 〇： 一 rn)、 知々 夫 m: 造の 始 通.^ 

ゴ n  口 

夫 S は 八 ， お 命う 世 孫と あるから 〔國 造本 紀〕、 其祌 の a と 稱 せられる 表养 命^ 

下^^命(五 1 ニニ 二： no の 子孫 レーい ふ 意 を 以て、 天上 腹 天下 腹 人と いうた ので あらう 

力 表^ 命と は 直接 關係 がない ので あるから、 無稽の 說 とせねば ならぬ。 可：^.^ 

は 和名 抄に 安房 郡 河 曲 (加 波 和) と ある 地の m をい ひ、 高次、 枚 次 は 高坏、： f 坏の 

意、 ヒカゲ (三— ニニ 三 no、 ミヅラ 二 I— 九 三 no、 マサキ ヅラ (三 i ニニ 四； CO 、タス キ 

(三— 一三； 一： n) 等 は 皆 高天原 傳說に 見えた 語で あるが、 仔細に 考察す ると、 こ、 の 

用法に は不合 SiJ の點が ある。 、ノ ジ (攄) や マ キ (椅 類) の 葉は飮 食器と する に 適せぬ 

もので、 饌 具の 装飾と して 枝 ごめ に 刺 立てた とい ふ 信 友の 說は强 辯の 嫌がないで 

もない。 上古 は 或る 種の 樹葉を カン ハと稱 へ、 食物 を 盛る に 用 ひたば かりで はな 

高^ 氏 文  二 四 五 
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く、 之 を 折 疊んで に 代用し、 キノ カシハ (酒 柏) とも 稱 したが (口 本 古俗 誌 一 〇 三 

其 以外に 高坏、 平坏 等の 原 枓に樹 葉 を 供用した とは考 へられぬ。 右の 如く 考 

察する と、 此 一節 は 古 習が 不明に なった 後の世に 於て、 古 # に準じて 偽作せられ 

たも Q と 見ねば ならぬ。 

此時 勅久誰 造所レ 進物 問 給、 爾時大 后奏、 此者磐 鹿 六 獏命所 レ獻之 物 也、 卽歡給 比 

春 賜 天 勅久、 此者磐 鹿六猎 命、 獨 我心 耳 波 非矣、 斯天鹿 神 乃 行 賜 倍留物 也、 大健國 

者以 ニー i 事-負，， 名國奈 利、 磐 鹿 六 獏命波 K 我 王子 等 爾阿證 子孫 乃 八十 連屬 爾遠久 

a 久 天皇 我 天津 御 食 乎 齋忌取 持 天 仕 奉.^" 負 賜 天、 則 若湯 坐 連等始 祖、 物 部な： 賣 

布 連 乃 » 大刀 平 令ニ脫 置， 天 副 賜 支 

文， ば は叨， m で、 天皇が 御 賞美の 餘り、 汝は 子，^ 孫々 に 至る まで、 天 日嗣 の御饌 

に 人ト 仕せ よと 仰せられて、 侍 ほの 一 人の 佩びて 居た 大刀 を 賜 はった とい ふので あ 

る。 ：^fj^ は意蔬 (四 ー 一三  一、 一 六 百0  (第 一 卷  一 六、 一 叫 八 ほ0 と 同じく、 吾 を 第二 人 


. ^い 稱に轉 用した ので、 子孫 八十 連屬は 神代 紀 一 書に も 用例が めり (六 11 九九 11^>>、 

ゥ ミノ コ Q ャソッ 、>  キと訓 むべき である C —— 信 友が 阿 鱧と 子孫と をつ. ゝ けて ァ 

レミ コと訓 み、 生れ まさむ 皇子 達の 意と したの は 誤訓； 鍈解 である。 

カゲ トモ ゾ トモ 

乂此 行：^ 者 、火 伴立雙 天、 應， 一 仕 奉， 物 止 在 止 勅 天、 日 竪日橫 、陰 面 背面 乃 諸 阈人乎 

割 移天大 伴 部止號 天賜 二 磐 鹿 六猎 命， 

此 一 節 は瞎之 大伴部 を 定められた 事 をい の ふで、 其 要點は 

(一) 奉 膦 の 際に は 大伴を 立雙べ る こと を 例と した。 

(；： ) 之が 爲に柬 西南 北から 犬 伴を徵 集せられ た。 -—— 日竪 (縱) 、日 橫を柬 西 レー 

する 二と は 成 務紀の 記事と 矛盾す るが (次 卷參， i;)、  ^葉 集 第 一 卷藤 原お 御井 * 

にも： ：！： 一  用例が あるから、 後世 は 其 やうに 誤解せられ、 カゲ トモ (南)、 ソト 

モ (北) に 配して 用 ひられた ので あらう。 

(-••) 此大伴 部をィ 、ノ 力 ム カリの 命に 賜 はつた： 換 la すれば 同人 を 其 部長に 任ぜ 
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られ た。 

レ- いふに ある。 紀 にも 之に- :-n 及し、 其 家 の 史的 彼に 關係 する 赏 要 事 15 である 

が， S (を 改めて 論す る。 

又 諸氏 人、^ 方 諸！： 造 十一 一氏 乃 枕 vi- 、各 一 人 令レ進 天-牛 次 比例 給； 火 依^ 支 

1： 造 十二 氏の 名 は 1^ 示せられ て 居らぬ が、 此 時代に 旣に定 賜せられ た！： 造 は、 阪 

朿 地方に は 極めて 少數 であるか ら 卷 第一 一章 參 照)、 記の 東方 十二 道と い ふ 惯用句 

に よって 漫 然 十二 國 造が 配置せられ てあつた ものと 脆 測した ので は あるまい か。 

枕 rr も 亦 他に 用例がない が、 字の 義 として は 意 をな さぬ から、 或は マケダ (所 任) 

子卽ち 指定 氏人の 謂で あるか も 知れぬ。 ：4 '次 (ff 坏) を 賜 はった と あるの は、 後世 

の 賜 霊から E 心 ひついた もので、 ヒレ は 廷臣の 朝 服に 用 ひた 褶を 意味す る 〔古語 大 

03a 

山野 海 河 者、 多 爾久. 久乃佐 和 多 流 は-波 美、 加 弊 良 乃 加 用 布岐波 美、 波 多 乃廣, ^、波 


多乃狹 物、 毛 乃 荒物、 毛 乃 和 物、 供 ゴ御雜 物 等つ 兼 攝取持 天 仕 奉. fi 依 賜、 如是 依 賜 事 

波 朕 我 獨心耳 非矣、 是天坐 神 乃 命 气朕我 王子 磐 鹿 六 獏命諸 友 諸人 等 平 山 i お 天 g 

勤 仕 奉 止 仰 賜 誓 賜 天 依賜岐 

タユグ クのサ ワタル 極ミ (四-— 一 七 五； CO の對 句と して 用 ひられた 力 ヘラの 通フ極 

ミに、 信 友の 說の 如く 舟揖の 通す る 限りと いふ 意で、 力 は カイ (權) 、カデ (fe) 、力 

コ C 舟 子) 等の 語幹、 へ ラは ヒラ (平) から 分れ、 犁の へ ラ (雞) の 如く K: 牛 部の 意 を 

以て 連結せられ たので ある。 

是時 丄總國 安房 大神乎 御 食 都 神 止 坐 奉 天、 爲ニ 若湯 坐 連 等 始祖、 意富 賣布速 之 子 

mi 日 連 乎， 令，, 火 15, 天、 此平总 火止爲 天、 伊波 比 由 麻 天 供， 一 御 食 ハ並大 八洲 爾像天 

： へ 乎 止 古、 八 乎 止 昨定 天、 神 嘗大嘗 仁 仕奉始 支、 き fU 女房 大祌， ョ V 爲ニ御 食 津祌， 今大 

瞎 職 祭神 也、 今 令 ，鑽，， 忌 火， 大伴造 者、 物 部 豐曰連 之 後 也 

此は此 傳說の 脚色者が 舞 臺面を 安房！； に 選んだ 動機 を 自白す る もので、 但 脅に 明 

古 问核氏 文  二 四 九 
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瞭に現 はれて 居る が、 左記の 理由に より 妄誕 なりと せねば ならぬ。 

(ィ) 火 職に 祭祀す る 御 食 律 神 〔三代 實錄〕 〔式〕 に 安房 大祌 を擬 したの は、 ァ ，ノ 

(粟) とい ふ 語に 附會 したので、 安房 ft の 祭神 は 太 玉 命と あるから (五— 一 六 〇 

K)、 御 食 神と せらるべき 现 由がない。 

(to 神 今 食、 大嘗祭 等に总 火 を 鎖る こと を 世襲した 大伴造 〔式〕 は、 安一お 國 造な 

る 火 伴 直 〔阈 造本 紀〕 と 同氏で あらう が、 其 は 出 雲 系で、 物 部族で はない。 

伊波 比 由 麻？ E と ある ュ マへ はュ ミ (イミと 同 語) の 進行 格ュ マ ヒを 更に 他動詞 形に 

轉じ たもので、 淨く する こと をい ひ、 —— 信 友が 年中行事 秘 抄に從 うて. S 麻 麻 m 

と 改めた の は 誤で ある ー! 八 乎 止 古、 八 乎 止 哮は御 瞎祌八 座 〔大膳 式〕 に 奉仕す る少 

年男 女 各 一 人の ことで あらう。 

以ニ 同年 十二月； 乘輿從 レ吏還 TT 坐 於 伊勢 國綺 -H 五十 四 年 甲子 九气， M  二 伊勢， 

還 TT 幸 於 倭 纏 向宮- 


綺ぉの 遺跡 は 能褒野 陵に 近い 處 にあり と 謂 はれ 〔お^ 記〕、 同村に 式 內^ 文 神社が 

あるの も 力 ム 、ノ タ (神 布) と緣が ある やうに &ゎ はれる が、 れ r 小 行 天皇が 日本 武 尊の 遺 

跡 を，.^ はれ 仁と いふ 事實 が立證 せられぬ 限り、 特に 此 地に 駐蹕 あらせられに とも 

考 へられぬ から、 或は 姬世 記に 圆方機 殿と ある 地で、 後 章 (第一 一一 〇 ： n)^ 勢 風土 

一記 殘簡の 所說の 如く、 此 地に 行. せられた とい ふ U 碑が 存し、 之 を綺 や：： として 爱 

に附會 したので あるか も 知れぬ。 

上はィ 、ノ 力 ム カリの 命の 子孫が 膳 職長 を 世襲と する 由緖を 述べ たもので、 政 

事耍略 〔0 二十 六卷〕 に 引いた 一 段に も、 其 薨去 を 悼む 宣 命中に  ， 

六 應命乃 御 魂 乎 膳 職 W 伊波 比 奉 天 春秋 乃 永世 乃 神 財 止 仕 奉 志 迷牟、 子孫 等 乎 波長 世 

乃 膳.^ 乃 長 止 毛 上 總！： 乃 長 止 毛 淡 國乃長 止毛定 天、 餘氏波 麻 介 太 麻 波 天 乎 佐 女 太 麻 

波牟、 若 之 膳臣等 乃不， ー繼 在； 朕 加 王子 等 乎 之 天 他 氏 乃 人 等 乎 相 交 天 芦 亂良之 女 之 
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とい ふ 勅旨が あつたと あり (信 友考 注に よる)、 安閑 天皇 元年の 紀に、 內 PM 卿 ぼ大 

麻お とい ふ ものが 勅 を 奉し、 使を逍はして珠を$:^*1:(上總國夾隅郡)に求めた所 

が、 其！： 造 稚子直 等が 入京 をお くらし、 速に 進貢し なかった ので、 大に 怒って 此 

1： 造 等を收 縛した とい ふ 逸事が ある。 當時內 膳 卿と いふ 官名が なした と は m 心 はれ 

ぬが、 火 麻： i が 其 職に 任じた こと は 事 實 らしく、 後の 大 瞎 大 夫と： 1： じく、  JSi: の 

調 雜物を 管掌した から 〔令 義 解〕、 御料の 珠 (眞珠 ) を徵發 する ことに も關與 したの 

であらう。 其 以來此 氏人が 膳 職 を 世襲した こと も 有り得べきで、 カン たデ とい ふ 

稱 呼と、 勝 又は 膳部と いふ 文字に よれば、 其 氏 姓が 之から 出た と 信じた の はまろ 

當然 であるが、 紀の 記事に も 高 橋 氏 文に も 賜 姓に は 言及せ す、 天，：： K から 校 けられ 

たの は 膀大伴 部と あるので ある。 11 姓氏 錯高橋 朝臣の 條 下にの み、 供 TT 獻大； ^つ 

于レ時 天皇 喜 二 其奇美 一、 賜 二 姓 膳 一と あるが、 此 時代に は 一 般に賜 姓と いふ こと は 

なかった やうで ある —— されば ィ 、ノ カム カリの 命の 後裔が カシ ハダの Hi と稱 した 


の は、 大伴 部の 大身 卽ち 部長と いふべき を 略しに ものと すべきで、 宗家が 高 橋 

钢 ほと 改稱 した 後に 於ても、 和泉國 在住の 膳 臣及大 鳥膳臣 「 姓〕 の 外に、 力 パネの 

(ナぃ 尺 伴 部 (左 京) とい ふ 一氏が 存じた。 姓氏 錄には 之 や ヒも大 彥命孫 磐 鹿 六艇命 

之 後 也と し oi? るが、 部 衆 は必 しも 部長と 同一 血族で はなく (五： 二 五 五 nr 他 氏族 

人が 編入 せられる こと も あるので あるから、 此大伴 部 も 亦 部 名から 氏名に 轉 じた 

ものと せねば ならぬ。 右の 如く 膳大伴 部と 稱 する 一 民 部の 存 した ことに ついては 

疑がない が、 其 を 膳 夫 (膳部) の 集團と 見る こと は、 左記の gt- 由に より 不當 とせね 

ばなら ぬ。 

(一) 供御が 豪奢に なった 後に 於て すら も、 令に よれば 御 食の 調進に 任す る內瞎 

司の 膳部 は 四十 人に 過ぎす、 神饌、 佛供、 釋奠、 齋會 等の 庶食を 掌る 大膳 職の 

膳部 百 六十 人を倂 せて、 二百 人 を 定員と して 居る ので あるから、 之 をナ、 伴 部 

と稱 へ る こと は不當 であるの みならす、 此名を 以て 呼稱 した 例 もない。 

史的 慎 该  二 五三 
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(二) 高 橋 氏 文に よれば、 此 行事 (卽ち 奉 膳) は大伴 立雙天 應，， 仕 奉 一 物と ある のみ 

で、 大伴 をして 調现に 任ぜし めよ と 仰せられ たので はない。 之 を 膀 夫の 多く 

• の 伴 を 率て 奉仕せ よと いふ 意に 取な した 信友說 は牽强 で、 文面から いへば 威 

儀 又は 警衞の 爲に大 伴 を 並列して 行 へ と 勅 読せられ たものと 解す る 外 はな 

い 。 卽ち御 食 調進 者と 大 伴と は 全然 別個 の 職責 を 有する の で あ る 。 

S 大 伴の 原義 は大 部隊で あるが (三 I 二 七； co、 來目 部と 同じく (五 I 二 五 七 K)、 

赛ら 軍旅 をい ふに 用 ひられた ので あるから、 右の 場合に も 兵 勇 g= 列と 解す ベ 

きで、 普通の 軍 M 以外に 膳部 尊屬 部隊 とい ふ ものが * したと は 思 はれぬ。 

加 之 カン 二 ァは炊 葉卽ち 食物 を 盛る 葉に 代 はる もの  謂から、 K の義 にも 給仕 人 

の 意に も轉 用せられ たので、 膾を 作る 宍人、 其 他の 食物 を， 1 理 する 御 食 人と 同義 

語と して 用 ひる やうに なった の は、 恐らく は 膳部と いふ 職名が 出來 てからで あら 

う。 例へば 神武 天皇が 忍 坂の 太 室に 於て 八十 建に 配當 せられた 八十 腊夫は 〔記〕、 


明に 宴席 を 周旋す る 給仕 人で、 食物 調现 に與ら なかつ たれば こそ、 合圖を 聞いて 

一 齊に賊 虜に打 か 、る ことが 出來 たので ある。 されば 白 給と 堅 魚との 料现を 奉つ 

た事實 があって も カン ；' ダと いふ 名號を 授けられた 箬 はなく、 火 伴 部と 稱 する 部 

* を 賜 はる 现. H がない。 此 朝に 於て 日竪、 日 横 及 陰 面 背面の 諸！：、 を 割 移して、 

大伴部 を 編制せられ た事實 があった とすれば 〔高檎 氏 文〕、 其 は 一 軍隊 を 新設 せら 

れた ものと 解すべき で、 之 を 力 シハ、 デの大 伴 部と 名 づけら れ たの は、 カン ハダに 

睛 又は 膳 夫 以外の 意味が あった 爲 とせねば ならぬ。 旣 記の 如く 膳 夫と して 日本 武 

尊に 配屬 せしめられた 七 拳 經 は、 記に 久米直 之祖と ある 所を兑 ると 來目 部の 頭目 

で、 大伴武 日 速の 副將と m 心 はれる から (第二 ハ八 H0 、廢 語と なった けれども、 カン 

ハダ に 袖 i ば 又は 補助 者の 意が あった も G と 推定 せられる。 或は アイス 語の ィ • 力 

シ マ レ (附 加) と！ 1： 語で、 接頭語 ィを 除き カン ぺ デと轉 呼せられ たので あるか も 知 

れぬ。 おし 然り とすれば ャ マト 語で はなく、 此當時 束國に 流通した 俗語 を 其 ま、 

史的 價値  二 五 五 
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用 ひたので、 甲斐の 酒 折宫に 於て 粗 部 を 定めて 武日 連に 給 はった と！：^ 樣に、 日本 

武 尊の 征 略の 結果 歸 順した 房 總の壯 丁 を 以て 一 部隊 を 新設し、 ィハ カム カリの 命 

を y (部長に 任ぜられた ものと 思 はれる。 同人が 一 旦東國 に 下り、 新 部隊の 組織 及 

訓練に 從 事した こと は 勿論で、 高 橋 氏 文に 上 總國乃 長と も 、淡！： 乃 長と も 定められ 

たと あるの は 之 を 意味し、 恐らく は 整頓 後地 方 名 族 を 部將に 任じ、 之に 指 を委 

ねて 歸朿 したので あらう。 阿波 (安房) の 初代 國造大 瀧が 尺 伴 直と 稱 したの は 之に 

因る もの、 やうで ある (次卷 第二 章參 照)。 其 故に ィ ハ カム カリの 命の 子孫 は 膳大伴 

部臣 又は 略して 膳臣 とも 名乘 り、 安房 國造及 之と 同族の 伊 甚 及 無 邪志闕 造の 監督 

に 任じた ので、 上記の 如く 魚貝 調進の 爲に無 邪 志 國造を 喚び 寄せた とい ふ 說も生 

まれ、 膳臣 大麻 呂は伊 甚阈造 稚子直 等の 緩怠 を 憤って、 之に 私刑 を 加へ ようとし 

たので ある 〔安閑 紀〕。 

膳臣 家と 安房、 上總 との 關係は 右に よって 判明し、 白 蛤、 堅 魚の 祈理 云々 は、 力 


シ ハダと いふ 名稱の 誤解から 生まれた 附會說 である 二と も 亦、 疑の 餘地 がな くな 

つたが、 天皇の 東 巡 は 果して 史實 なり やとい ふ 問題が 殘 されて 居る。 少く とも 常 

陸^ 民 は 之 を 信じて 居た と 兄え て、 同國 風土記に は 次の 如き 記事が ある。 

〔行方 郡 香 澄 e-〕 古傳 曰、 大足 日子 天皇、 登 r 「坐 下總阈 印波 鳥： ID- 丘； 留連遙 望、 顧 

而勅ニ 侍臣， 曰、 海卽 靑波浩 行、 陸 是丹霞 空朦、 國在ニ 其 中つ 胶目 所い 見者、 時人^ ン 

是謂二 之 鄕- 

〔信 太郡碓 井〕 古老 曰 、太お 日子 天皇、 幸，， 浮 島 之 帳宮， 無，， 水 供御： 卽 遣，， 卜者 訪 

占ハ 所所 穿 之、 今 存ニ雄 栗 之 村， 

右に よれば 信 太 郡 浮 島 (今 も稻敷 郡の 東部に 浮 島と 稱 する 一 嶋が ある) に 行幸 せら 

れた とい ふので、 浮 島と いふ 名稱が 高 橋 氏 文 の 安房！： 浮 島- K と 偶 合 であ る と斷定 

する こと は 困難で あり、 殊に 此 地に 關 して は康袋 第三 卷に あげた 次の 如き »說 が 

常 陸 風土記の 所傳  二 五 七 
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風土記 案 常 陸 國河內 郡 浮 島 ノ村鳥 ァリ。 賀久 賀鳥ト 云フ。 ソノ吟 « ノ音聲 

アイ シッ ベ シ。 大足 日子 天皇 此ノ 村ノ カリミ ヤー ート、 >  マ リ玉 フ コ ト i 日、 其 

間 天皇 此ノ鳥 ノ聲ヲ キコ シメシ テ、 伊賀 理命ヲ ッカ" シ -プ、 網ヲ ハ リテ， ト ラ 

シメ 玉フ。 悅感シ 玉- プ、 鳥 取 ト云姓 ヲ給ヒ ケリ。 其 子孫 ィ マユ 此ノ所 一一 スム 

ト 云 へ - 

河 內郡は 和名 抄 によれば、 信 太 郡と 筑波 郡との 間に 介在した もの 、やうで あるが 

(近世まで 存 した 河 內 郡の 境域と は 全然 入換 つて 居る)、 風土記に 信 太 郡 は 筑波茨 

城 二 郡 を 分割して 設置せられ たと ある 所 を 見る と、 同書 編纂 當 時には 尙存 立し な 

かった ものと すべきで、 其 故に 全然 記事 を缺 いて 居る ので ある。 然るに こ、 に 河 

內郡浮 島と したの は奇と す ベ き で あ る が 、 恐らく は 塵 袋の 筆者が 其 時代の 區劃 に 

從 うて 改 記した ので、 記事の 內容は 偽作で は あるまい。 現存の 風土記に は 多くの 

逸脫が あるから、 此 一條の 收錄 せられて 居らぬ こと は 敢て奇 とする に 足らす、 古 


本に は 信 太 郡の 下に 揭げ てあつた ものと 思 はれる。 

此文 によれば 捕 鳥 を 命ぜられ たの は 天皇で、 伊賀 理 命と いふ ものが 之 を 捕へ て 

獻 じたと あり、 高 橋 氏 文と は 相違す るが、 、、カク.、 力 r カク、 ガク) とい ふ 珍しい 名の 鳥 

に關 する 同時代の 話の 原型が いくつ も存 したと は考 へられぬ C  i 旣 記の 熱田緣 

起に も稻種 公が 覺賀鳥 を 捕 へんと し、 海に 出で 、溺死した とい ふ 一 條が あるが、 

後世 (寬 平時 代) の 著述で あるから、 書紀其 他から 思 ひついた こと も 有り得べ きで 

ある 11 察する に膳臣 氏の 一員が 曾て 常 陸 方面に 官遊 中、 此 口碑 を 耳に して、 ィ 

カリ (ィは 接頭語で 狩の 意) とい ふ 語が 祖先の 名號ム カリ (御 狩の 轉呼) と 似て 居る 

ので、 之 を 種に して 所緣の 地ァ" (安房) に 結びつけ、 膳 職 世襲 權の 主張に 利用し 

仁ので あらう。 

日本 武尊 追憶 〇 目的 を 以て 東 巡せられ たと あるに も拘 はら や、 皇子の 轉戰 せら 

れ仁 地方 を狳 所に 見て、 由緣 もない 安房に 行幸 あらせられ たと 説いた 高 橋 氏 文が 

常 陸 風土記の 所傳  二 五 九 
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頗る 矛盾で ある こと は 上述の 通りで あるのに、 紀の 編者が 之に 迷 はされ たの は、 

此 御代に 於て 膳大伴 部の 新設の 外に、 東 之 淡水 門 を 定められ たとい ふ傳 承が 存し 

たからで あらう が、 東 之 淡 (阿波) はいふまで もな く 安房の ことで、 其 水門 は 今の 

湊 川の 河口 をい ひ、 日本 武 尊の 經 略の 結果、 此 地方が 歸 順し、 大和との 交通が 

けたから、 新に 港津を 指定せられ たこと をい ひ、 11 恐らく は 膳 大伴部 編制の 爲 

に 出張した ィ 、ノ カム リの 命な どが 最初の 渡航 官 員であった ので あらう —— 行幸の 

實證 とする こと は出來 ぬ。 

右の 如く 考察す ると、 東 巡說の 眞僞は 一 に 常 陸 風土記に 收錄 せられた 口碑の 史 

的價 値に よって 決定せられ るので あるが、 往復の 御路 次に 何等の 傳說 も殘ら す、 

常 陸の 浮 島に のみ 乘 輿の 跡 を 留めた とは考 へられぬ ことで あるから、 日本 武 尊の 

事蹟が 肥 前國に 於て 語り 傳 へられた と 同樣に (第 一 五三 K)、 此 皇子が 巡撫 せられた 

地方なる が 故に、 御 父 天皇の 御名 を假 用した こと も 有り得べきで、 史 實と認 むべ 


き 根據は 薄弱で ある。 之 を 要するに 上 揭の紀 の 文 は 膳部 氏の 纂 記に 誤られた もの 

として、 之 を 抹殺すべき であらう。 
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第 人 章 分 封 

旣出諸 后妃の 所 生 11 五十河 媛の 所 生 .！ 高 田 媛の 所 生 11 大田 根の 所 生 11 襲武 緩の 

所 生 11 御 刀 媛の 所 生 ——. 母 氏 不明 の 皇子 —— 日本 武 尊の 後 31 

景行 天皇が 數 多い 皇子 を 諸國に 分封せられ たこと は、 第 一 章に 述べた 通りで、 

其 は 一面に 皇室の 羽翼 形成 を 意味す る ものであるから、 重複す る 嫌 も あるが、 以 

下 其々 の 封地 を あげ、 可能なる 限 b 其緣 故につ いて 考察 を 試みる。 一 

一 、 旣出諸 后妃の 所 生 

蹄 ft: 別 王 。 河內の 茨田 に 采邑を 賜 は つ た も G  、や う で あ る (第一 一 一七 百 0。 

大確 皇子。 紀には 上記の 如く 封 二 美 濃 一と あり、 身 毛 津君守 君 二 族 之 始祖と せ 

られて 居る が、 記に よれば 後裔と して 守 君、 大田 君、 嶋田 君を擧 げた 外に、 神 

旣出 JS 后妃の 所 出  二 1  パ三 
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大根 王の 女 兄 比賣に 生ませた 押 黑之兄 日子 王 は 三 野 之 宇 泥 須和氣 の祖、 比 

賣の所 生 押 黑の弟 日子 王 は牟梵 都 fs;^ 等の 祖と ある。 クネ ス は 大根 柄の で、 

モ ト ス (本 に 通じ (i せ ー卷 一 八 八 页)、 ム ゲは 後の 武儀 郡の ことで あるから、 

守、 大田、 嶋田も 其 附近の 地名と 推定 せられる。 今の 本 I、 郡 川 崎 村に 森と いふ 

大字が あり、 和名 抄には 大野 郡 (今の 楫斐郡 東部) と、 安八 郡と に. を あ- 

げ、  此國に 近い 尾 張の 海 部 郡に 嶋 田と いふ 舊邑： i ある (^二 卷ー TO: 六 n)。 兄 比 

トホチ 

賣、 弟 比 賣は紀 に 兄 遠 子、 弟 遠 子と あり、 本巢郡 遠巿鄕 〔和〕 に 居住した ものと 

思 はれる こと は 旣述の 通りで (第三 一 頁)、 其 子等 も 同 地に 於て 成人した ので、 

兄弟 を 以て 區 別した こと は 有り得べ く、 オシ はォホ (大) に 通じ、 クロ はコラ 

(子等) の轉 呼で、 大確命 を 呼ぶ 俗稱 であった ので は あるまい か。 舊事紀 に 三 

野 之 宇 泥 須 別 等 の祖 とした 兄彥 命、 並に 牟宜都 君の 祖と ある 弟 引 命 を 行 天 

皇の 御子と したの は、 右の 兄 日子 王 及 弟 日子 王の 訛傳 であらねば ならぬ。 


五 w 城 入. 彥 皇子。 尾 張 國海部 郡 伊福 鄕 「和〕 に 就 封せられ たと はれる こ， M は 

旣述. の 通り で あ る (第 四 〇H  、 。 

大 酢別桌 子。 名號 によれば 今の 美 濃 國羽島 郡 小教村 大字 大貌 附近 を 封地と し 

たもの、 やうで ある (第 四  一 n-o 

五十 狹城 S 皇子。 舊事紀 によれば 參河國 碧 海 郡 谷 部 〔和〕 に 封 ぜられ たものと 

m 心 はれる (第 三 H つ。 

二、 五 > 河 媛の 所 生 

記に は此 妃を擧 げす、 其 所 生の 一 柱なる 祌櫛王 を 伊那 毘能 大郞 女の子と して 居 

るが、 後記の やうに 此 皇子が 讚 岐！： 造 (公) の祖 であると いふ ことに は諸說 一 致す 

るの みならす、 和名 抄には 讚 岐國多 度 郡に 生 野 (伊加 乃) とい ふ 鄕名を あげ (今の 善 

通 寺 市 生 野)、 同書の 那珂郡 櫛 無 (久 之奈 之) 鄕 (今の 仲 多 度 郡象鄕 村の 大字) も 之に 

近く 位 する 所 を 見る と、 五十河 媛 母子 は 此國の 地名 を 名に负 うた ものと E 心 はわ 

^^出諸后妃の所生  二 六 五 
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る。 案す るに 天皇 は西征 の際此 海岸 を 巡航した まひ、 櫛 梨 川 を：.^ つて イカ 野に 進 

出 あらせられ、 其 地の 豪族の 女を娶 された ので あらう. - 出 系 は 判明せ ぬが、 桌子 

の 名に 神 を 冠した 所 を 見る と、 賀茂族 人であった かも 知れぬ。 イカの 原義 は齊子 

で (笫 ニ卷ニ 〇 三 n)、 其 占領地 を イカ 野と いひ、 櫛無はク シ(靈異)之栖を^^^し、 

一 般 住民より 神聖 視 せられた 氏族であった と 思 はれる。 此妃の 所 生と して 紀は次 

の 二 皇子 を 擧げて 居る。 

神 櫛 皇子。 i? 岐國造 之 始祖 也と あり、 舊事 本紀の 皇孫 本紀も 之に 同じく、  H 

造本 紀には 此國の 初代 國造は 祌櫛王 三世の 孫須 賣保禮 命で、 應 神朝定 賜と あ 

る。 記は此 皇子 を 木 國之酒 部 阿比 古 及 宇陀 酒 部の 祖 として 居る が、 姓氏 錄に 

よれば 酒 部 公 も 亦 i5 岐公と 同祖と あるから、 何等 抵觸 する 所 はない。 恐らく 

は 皇子 は 母 氏族に 於て 成人せられ、 此 地方の 君 長と なられた ので あらう。 舊 

事紀 には此 外に 讚 岐國造 祖と稱 する 櫛 見 皇命を あげて 居る が、 或は 同 一 皇子 


を 二様に w へ たので は あるまい か。 

稻背 人. 彥 皇子。 播磨別 之 始祖 也と めり、 國 造本 紀に釺 問國造 は成務 朝に 稻背 

入彥命 孫 伊 許. RI 別命 定 賜と あるに 一 致す る， - 記の 景行 天皇の 皇子 女 を 列擧し 

た條 下に は 之 を 逸して 居る が、 垂仁 皇女 阿 邪 美 都 比 寶命は 嫁 二 稻瀨昆 古 王-と 

あるから、 實在 者た る 二と は 疑な く、 大和の ィ ナサ (第一 卷 一九 一 to とい ふ 地 

の入彥 であった ので あらう。 播 磨に 分封せられ. U 緣故は 判明せ ぬが、 其 配偶 

者から 考 へ て も 大和に 於て S ん せられた もの 、やうで あるから、 —— 恐らく 

は 母妃が 瓚岐 から 召 上げられ た 後 に 降誕 せ られ ん ^ の つ - あらう 11 特命 に よ る 

ものと 思 はれる。 

右の 外 舊事本 紀に讀 岐直及 五十河 別の 祖と ある 五十河 彥命も 亦 此妃の 所 生と すべ 

きで ある。 

三、 高 田 嫒の所 生 

五十河 嫒の所 生  二 六 七 
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次の 妃 阿倍 氏 木 事 之 女 高 田 媛、 並に 其 所 生で 伊豫 國 御村 別 之始激 也と ある 武國 

凝 別 皇子 も、 記に はお 略せられ て 居る が、 承 和 年間 (仁 明朝) の 古文書で、 三 井寺 

(園 城 寺) に秘藏 せられて 居た 和氣系 圖の發 見に より、 此 皇子 は柬豫 地方 を 開發せ 

られ、 其 子孫が 地に 於て 繁榮 した ことが 證 明せられ た。 されば 其 母 氏の 出自を 

も 先 づ此國 に 求める のが 順當 で、 和名 抄 に 伊豫 國風早 郡 高 田鄕と ある 地 の 贵 女と 

推定せられ る。 阿倍 氏と あるに よって 大彥命 系と 速斷 する ものが あるが、 アベ は 

ヒナ (夷) 系の 一 大支 であるから、 駿河及 伊賀の アベ の臣 家の みに は 限らす (第二 卷 

一七 i-n)、 此！： にも 同系の 氏族が 蕃 息した こと は 有り得る。 右の 和 氣系圖 によれ 

ば、 此 皇子の 三世の 孫 加 尼 古 別命の 配 も 阿倍 角 野臣加 都嬡と あり、 角 野 は 今も存 

する 新居 郡の 村 名で あるから、 此 地方に ァ ベ 族の 占 住した こと は 疑の 餘地 がな 

く、 コゴト は 其 父の 名で あるが、 請 辭の義 が あるから、 司祭 を 兼ねた 土 K であつ 

たので あらう。 景行 天皇が 伊豫に 行幸せられ 仁 こと は同國 風土記に も 見えて 事實 


と 信す ベ きが 故に (第 一 四 页)、 其 地の 溫 泉に 御 滯 在中に 程遠から ぬ 高 田鄕の 貴女 

を髮 された と 推定す る こと は不當 では あるまい。 其 所 生 は 次の 一 柱で ある。 

武^ 凝 別 皇子。 上記の 如く 伊豫 國 御村 別之始 組^と ある。 舊事紀 に は 武國皇 

別命と 一記し、 伊與 御城 別、 添 御杖 君の 祖と あるが、 スメ  (皇、 淨.^ ) もコリ (大 

人) もヮケ (別) の 修飾語で、 タケ (武) と 同じく 美稱 であるから、 名の 本義 は 

國の ヮケ白 S やとい ふに 過ぎす、 I 舊事 本紀に は襲武 嫁の 所 生 中 にら 阔凝別 

若く は 武國凝 別命 を 擧げて 居る が.、 全然 別人で ある. 11 御村 は 居住地に つい 

てい ひ、 御城 は 邸宅に よる 稱呼 であるから、 事に 於て 大差 はない。 此 別家の 

本 據地は 今の 新居 郡と 推定せられ るが、 御村 又は 御城と いふ 名 は殘存 して 居 

らぬ。 添が 和名 抄の 伊豫 國周敷 (主 布) 郡に あたる こと はいふまで もな く 御 

杖 は 伸の 憑り ましとい ふ 意で あるから (第三 卷 ニニ 七" n)、 其 子孫の 一 人が^ 敷 

(今の 周 桑 郡 周 布 村) に 占 住して 祖先の 神靈を 奉祀し 仁が 故に 此 氏名 を 得た の 
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であらう。 いづれ にしても 此 一族が 此 地方に 蕃息 した こと は、 上揭和 氣系圆 

によっても 明瞭で あるが、 其 詳細 は 友人 大倉久 米 馬 氏と 共著の 伊 曾 乃 神社 考 

(近刊) に 詳述して あるから 之 を 省略す る。 

四、 大田 根の 所 生 

日向 髮 長大 田 根と 稱 する 妃 の出自 及 名號の 意義に ついては 旣に 第二 章に 於て 論 

じた (第 八 三 no。 之 を 市 乾 鹿 文と 同人な りと する 私見の 當否は ともかくも、 カミナ 

、ガ が 首長 之 子の 轉 呼で、 ォホタ ネ が 巨 田と いふ 地の 貴人の 謂な る > 」 と は斷言 を 11: 

らぬ。 其 所 生 を 日向 襲津， 彥 皇子と 稱 したの は、 ソ (襲) 卽ち クマ ソの 血を引いて 居 

るからで、 本來は 兒湯縣 地方の 統治 權を繼 承 せらるべき であった が、 上述の 如く 

平定 後久し から やして 同族の 一 會長取 石 鹿 文と いふ ものが 背叛 したので、 幼 皇子 

は 此地を 追 はれた か、 若く は 危難 を 避けて 亡命せられ たものと 忍 はれる。 されば 

其 子孫 を 此國に 留めす、 記に よれば 阿 牟君之 始祖 也と あるので ある。 阿 牟は長 門 


國 阿武 郡 〔和〕 のこと、 も 了解せられ るが、 此 地の 闕 造は國 造本 紀に纏 向日 代 朝 神 

祝 命 十 世 孫 波 波命定 賜と あり、 全然 別 系で あるから (次 卷 i せ 一き 十參 EiD、 阿 牟のド 

に脫 字が あった ものと 見て、 舊事紀 に奄知 „ "君祖 と あるに 從 ふべき であらう。 アム 

チのァ は 接頭語で、 ムチは 大日 霎貴、 大己 貴の 貴と 同じく 御主 を 意味し、 一種の 

敬稱 で あ る から、 後記の 如く 豐國別 皇子の 後裔 中に も 奄知： ：！ 首と 稱す る も の が あ る 

ので ある。 地名に 轉 用せられ た 例と して は、 大和 國十巿 郡 菴治村 異紀〕 が あり 

(今の 磯城 郡 川柬村 大字 海 知)、 同地に 倭恩智 神社 〔式〕 が存 する 所 を 見る と、 アマ 

チ (海 知)、 ォムチ とも 轉 呼せられ；， i ので、 播磨國 神 崎 郡 甘 知 村、 河 內國中 河內郡 

南 高 安村 大字 恩智 の 如き も 之に 屬 する ものと 思 はれる。 されば 此 皇子の 分封 地 を 

明に する こと は、 他に 資料の 發 見せられぬ 限り 殆ど 不可能で ある。 

五、 襲 武嬡の 所 生 

共名號 によって 明なる が 如く、 此妃は 襲 族の 一女 君であった とせねば ならぬ 
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が、 出身地 を詳 にせぬ。 或は 武は借 字で、 地名で めった かも 知れぬ。 肥 前の 彼杵 

郡に も 健 村と いふ 舊地 があった とせられて 居る が (第  一 二 七 K:o、 其 處には 巡幸 せら 

れな かった やうで あるから、 若し 路 次に 於て 之 を 求む とせば、 肥 後^ 飽田 邵嶽村 

(今飽 託 都芳野 村の 大字) では あるまい か。 熊 本 市の 西方 一 里に ある，； Z 地 をい ひ、 

キ ム タケ (金 峰) と稱 する 一 山嶺が あるので、 中世 修臃の 徒が 士 S 野 及 熊 野に 擬し、 

附近の..：！ 嶽を熊 野 岳 又は 那知 S 岳 等と 名づ けたが、 タ ケ は决し て 新し い 地名で はな 

く、 隣 地をタ ク マ (託 麻) 11 タ ケマ (マ は 地區の 意) 11 とい ひ、 タ ケ ミ ャ (武 { お) 

とい ふ 地 (現今 飽託郡 健 軍 村) も あるので ある。 恐らく は 當時此 山地に 占據 した 襲 

族の 會 長が、 恭順の 意 を 表する 爲に其 女 を 奉った ので あらう， ソ 其 は 所 生 皇子の 後 

裔の 氏名に よっても 證 せられる ことで、 紀には 三 柱と あり、 舊事本 紀には 四 柱 を 

擧げて 居る が、 其 中 確實と 認定 せられる もの は 次の 二 皇子で ある" 

國乳別 皇子。 水 沼 別 之 始祖 也と ある。 ミ ス マ は 今も筑 後！： 三潘 郡に 其 名殘を 


留めて 居り、 和名 抄には 美 無 萬と 訓し、 現今 は ミツ マと 稱へ、 古 も亦然 であ 

つた 形跡が あるが (第二 卷ニ四 六 真)、 字に. よれば 水 沼で ある。 11 舊事本 紀匚 

此 皇子 を 伊與宇 和別祖 としたの が 誤りで ない とすれば、 其 後裔 中から 分岐し 

たものと も 了解せられ るが、 其 地は此 皇子と は 直接の 緣故 はない やうで ある 

11 國乳 は從來 クー 一 チと訓 して 居る が、 乳はォ モの假 字で、 次の 國背 別に 對 

クニす モ 

して 阈面 別と 稱へ たものと すべ く、 其 領地が 本 IS の タケ (嶽) の 面 背 二 側に 存 

し た か ら、 之 を呼稱 としたの つ - あら う C 

國背 別. ml- 子。 一 云宫道 別 皇子と あるの は、 其 領土が ミヤ チと いふ 地であった 

< 一と を 示す る もの 、やうで ある。 さ， りながら 參河國 寳飫郡 {呂 道 〔和〕 を 以て 

之に 擬す るの は 理由の ない ことで、 九州に も此 名の 地 點は少 く はない。 も 

有名な の は 筑前國 宮地嶽 であるが、 其 は本鄉 から 離れ 過ぎて 居り、 阿蘇 神お 

の 所在地 も {S 地 町と 稱 する けれども、 阿蘇！： 造の 領內 に屬 する から、 其處を 
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いふ ものと は m 心 はれ や、 或は 下 益 城 郡 隈庄町 大字 宮地 をい ふので は あるまい 

か。 11 八 代 郡 及 天草 郡に も 同名の 地が ある 11 舊事本 紀に此 皇子 を 水 問 君 

の祖 とし た の は、 上記 國乳別 皇子の 裔と 混同した 爲 で あらう 。 

筑 紫で 娶 された 諸妃を 大和に 帶 同せられ た 形跡 はなく、 天皇の 各地 御 滯れは 比較 

的 短時日であった やうで あるから (第 八 五 员)、 他の 兩妃は 各 一 子 を 有する のみで 

あるのに、 武 緩の 所 生が 多く 傳 へられて 居る のは奇 とすべき であるが、 後記の 二 

柱に ついては 疑が あり、 右の 兩 皇子 も 亦、 確實 なる 證據 はない が.、 雙 生であった 

ので ォ モとセ と を 以て 區 別した ので はない かと も 想像 せられる。 若し 然り とすれ 

ば大碓 小碓兩 皇子の 雙胎は 之 を訛傳 したので あらう。 

豐戶別 皇子。 記に は 右の 二 柱 を 省いて 居る にも 拘はら す、 此 皇子の み を 一 妾 

の 出と して 擧げて 居る 所 を 見る と、 或は 其 生母 は武拔 以外の 一 女性であった 

かも 知れぬ。 紀に火 闕別之 始祖 也と した 火！； は 八 代 縣豊村 をい ふ ものと せね 


ばなら ぬから (第 一 〇 1 100、 或は 此 地で 娶 された 女性の 子で、 豐戶 とい ふ名號 

も豊 村と 關 係が あるので は あるまい か。 舊事 本紀に は豊門 別命と も 記し、 其 

後裔と して 三 島 水 間 君、 奄知 首、 壯子 首、 粟 首、 筑紫火 別 君 を あげて 居る。 火 別 

君が 火！： 別 を 意味す る こと は 言 ふまで もな く、 奄智首 は 上述の 如く 普遍的 敬 

稱で (第二 七 一 员)、 三 島 は 恐らく は 筑前國 上座 郡 三島鄕 〔和〕 をい ひ、 粟 は筑後 

國八女 郡粟婦 (第一 一 一 页) のこと であらう が、 壯子 首に ついては 所見がない。 

1： 凝 別 皇子 又は 武國凝 別命。 同じく 襲武 嫁の 子と して 舊事 紀に擧 げられ て 居 

るが、 高 田 緩の 所 生の 武國凝 別 皇子と 重複す るの みならす、 其 後裔 を 筑紫水 

君と いふと ある 所 を兑て も、 國乳別 皇子の 訛傳 又は 別名の やうで ある。 上 

述の 如く コ リはヮ ケ (別) の 修飾語で あるから、 ォ モ フケ とも コ リヮケ とも 

したので、 タケ (武) は 美稱に 過ぎぬ。 舊事紀 の 編者 は 諸 皇子の 名 を 羅列す る 

に り、 一:? 名に よる 混同 を 避ける 爲、 一方 を 武國皇 別と 改めた こと は 旣述の 
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i りで ある。 

六、 御 刀 媛と 其 所 生 

ミ 、ノ カン 媛の 名の 義及 其出自 について は旣に 第二 章に 論じた 通りで、 紀記所 W 

を 一 にして 居る から、 疑義がなかった ものと せねば ならぬ が、 其 所 生 皇子 は 一 柱 

で、 次の 如く 說 かれて 居る。 

豊國別 皇子。 紀記 共に 日向 國 造の 祖 とし、 舊事 紀は國 造本 紀に 於て 其 三世の 

孫老男 を應神 朝の 定 賜と 說 いて 居る にも 拘 はらす、 皇孫 本 紀には 二三の 異說 

を 擧げて 居る。 卽ち 日向 諸縣 君の 祖で、 他の 五 柱の 皇子 女と 共に 皇室に 留め 

られ たと ある 外、 憙備別 も亦此 皇子の 裔 とせられて 居る ので ある。 さりな が 

ら皇 別の 吉備 氏が 充滿 して 居る 其國 に、 特別の 緣故 もない 此 皇子 を 割込ませ 

られ たと は考 へられす、 土 豪 出身の 女性 を 母と する 諸 皇子 中、 此ー 柱の みに 

特別の 待遇 を與 へられる 理由 はない が、 其 子孫 中に 入廷 奉仕者が あつたので 


右の 如き 說が 生まれた ので， あらう (第 六 卷第四 章)。 el し諸縣 君が 此 皇子 を祖と 

した こと は 有り得べ きで、 母 氏 を相績 して 其 地方の 君 長と なられた こと を 言 

ひ、 後日 其 子孫が 日向 國 造に 任命せられ たものと 了解せられ るので ある。 

七、 母 氏 不明の 皇子 

事 本 紀には 第一章に 揭 げたやう に、 皇子の 總數を 五十 五 柱と し、 五 皇子 を留 

め；. 一 以外 は 皆 州 縣に封 ぜ，. つれたと して 五十 柱の 皇子と 其 後裔と を あげて 居る。 其 

巾 に は 誤傳又 は 重複と 認 め ら れ る も の も あ る が 、 全然 根據 のない ものと して 排斥 

する ことに出来 や、 或は 新撰 姓氏 錄の 資料に 供せられ たとい ふ 氏族 志抄 などに よ 

つて、 遠祖 を此 天皇に 繋け たもの を輯錄 したので はない かと 思 はれる から、 左に 

旣出 (本章 及第 一 章) の 十九 柱 を 除く の 外、 之 を轉载 する。 刊 本に は 極めて 誤字が 多 

いので、 國史 大系 本の 校合 を參 照した が、 尙 不可 讀の もの も あり、 母 氏 及 後裔 を 

示して 居らぬ たも 考證の 道の ない もの も あるが、 可能なる 限り 魯 魚の 衍を 正し、 
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简單 なる 說明を 加 へる ことにした。 

1;^ 門入彥 命。 大田 別祖。 11 上 揭豊戶 (門) 別 皇子と 類 名で あるが、 北つ お 子 を 

入 S と稱 へ る现 由がない から 別人、 こせねば ならぬ。 さりながら 若し 入. 彥は誤 

S で、 豊戶別 皇子の ことで あると するならば、 大田は クタと 訓み、 後の 宇 土 

郡 をい ふので あらう。 

稚屋彥 命" —— フカ ャは ワカ ャ 力の 語幹で ある (第二 卷ー 一  二 noo 

天帶根 命。 目 鮭 部 君祖。 . I 刊 本に は 目 鯉と あるが、 天帶 根はァ マ (海人) 族 

の タ ラチ (足 主) ネ(. 敬稱) の 意で あるから (第一 ー卷ニ ー〇 页參 iiD、  メサケ 卽ち鯨 

部の 君 長と せられた こと は 有り得べ きで ある。 

大き 色 別命。 —— 誤字に あらやと すれば ォ ホソ シコヮ ケと訓 むので あらう が、 

名號の 意義 を詳 にせぬ。 

Ifrf 河 表 命。 瞹岐 直、 五十河 別 a。  il 上述の 如く 五十河 嫂の 所 生で、 子孫 


が 其 居住地 によって 此 氏名 を 用 ひ た の で あ らう 。 

石 社 別命. - —— ィ ，ノ サ 又は ィ ，ノ ソと訓 せられて 居る が、 ィ パ コ ソ とも 訓み得 

る。 ィ "を 名號 として 居る 所 を 見る と， 或は 三 尾 氏の 女の 所 生であった かも 

知れぬ (第一 三 K)。 

火 稍 S= 別命。 御杖 君祖。 ——， 國名を 冠して 居らぬ から、 ミツ ュは火 和！： 宇陀 

三 杖 村 をい ふので あらう。 式內 御杖 神社の 所在地で ある。 神 地なる が. 故に 

ィ ナサ (ィ ササ Q 轉) と 呼ばれた こと も 有り得べ きで ある (第 ー卷 一九  一 noo 

武押 別命。 

不知 來人」 诊 命つ 11 五十 狭 城入彥 命の 重出で あらう。 

^^：：能目別命。 i ソノメ はソノ べに 通じ、 襲 之 部 (邑) の 謂で、 紀伊國 名 草郡苑 

部 〔和〕 の 外に、 常 陸、 下野、 丹 波 等の 鄕村 名に も 見え、 肥 前 國の園 部 は 今 も 三 

養甚郡^^山村の大字に名殘を留めて居るが、 此 皇子の 本贯 は何處 であった か 

母 氏 不明の 皇子  二 七 九 
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判明せ ぬ。 

十：^ 入 まに 叩。 ii ？ぉ神 天，：：；^ にも ：！ じ 名の isi! 女が あるが (^二 卷八 〇n)、 共緣 故の 

有無 は 判明せ ぬ。 

襲 小 橋 別命。 觅田小 橋 別祖。 —— 小 橋 は 襲の 國の 地名で あらう が 所在 を詳に 

せぬ。 刊 本に は 一.; 一田と ある けれども、 若し クダを 正しと すれば、 或は 肥後國 

宇 土 郡 をい ふので は あるまい か。 

色 己 I- 別命。 11 焦の 字官 本に は 集と あるが、 前後 皆 九州に 由緣の ある 皇子の 

みで あるから、 第の 誤寫 として シ コ 、ノ ャ 別と 訓 むの かも 知れぬ。 

熊津彥 命。 熊縣 (^九 八 Ho を 名に 負うた ので あらう。 

お g 彥人 大兄 水 城 命。 奄 智白幣 造祖。 —— 日子 人 之 大兄 王と 同人で あらう と 

m 心 はれる こと は旣 記の 通りで ある (第 四 六 頁)。 

熊 忍 津彥， ベ 叩。 日向 穴德 別祖。 11 クマ は 熊縣、 オシ 津は 大津の 謂で あるから 


玖 磨 川の 大 津 (所在 不叫) を 名に 負う た の で 、日向の 穴穗 は 穴居 民 の 遺跡で あら 

うが、 所在 を 物色し 得ぬ。 

櫛：5^1^命。 a 岐既造 祖。 11 上記 神 櫛 別命の 訛傳 であらう (f 一六 六 さ。 

武^^別命。 立 知 備別祖 C 11 立 知 備の知 は 蛇足で、 河 內！： タチ ヒ (丹 治 比) を 

いふので あらう が、 武弟 別命に ついては 所見がない。 

草木 命。 日向 君祖。 —— クサ は 地名と 思 はれる が、 日向 方面に は =3;J 常らぬ。 

木に キ (子) の假字 で 、 敬稱 に 用 ひられ た の で あらう。 

稚 根子. 15- 子 命。 ——- 稚 11^ 根子 皇子の 重出と 思 はれる。 

兄 S 命。 大分 穴 穂御椅 別、 海 部 直、 三 野 之 宇 泥須別 等祖。 1 宇 泥 須は諸 本に 

宇 脆须と あるが、 誤記なる 二と はいふまで もない から、 大確 命の 兒押黑 之 兄 

日子 王の 誤 傳と忍 はれる が (第二 六 四百0、 其 子孫 中に 大分に 分封せられ たもの 

があった とも 考 へられぬ から、 海 部 直と 共に 九州 地方の から 出た ものと 

母 氏 不明の 皇子  二八 一 
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すべきで あらう。 穴 德御琦 とい ふ 地名 は 聞えぬ が、 豐後闕 犬 分 郡に は御埼 と； 

いふに 適す る 地形 は 少 く はない。 案す るに 此 地方 の 豪族 中に も 景行皇 子 兄彥 

命の 後と 稱 する ものが あつたので、 混同した ので は あるまい か。  .. 

宮道 別命。 11 上記の 如く 國北 5： 別 皇子の 一 名で ある e 

手 事 別命。 11 タ ゴトヮ ケと訓 むので あらう が、 次の 四 皇子と 同様に 名 號の所 

を詳 にし 得ぬ。 

火 我 門 別命。 

豐日 別命。  一 

玉 川 宿： 纏 命。  ， 一 

豐手 別命。 11 豐門 別命の 重出 か。  一 

五百木 根 命。 11 五百城 人彥 皇子の ことで あらう。  . 

弟 引 命。 牟宜都 君祖。 11 大維 命の 子 押 黑之弟 日子 王の 訛傳と はれる こと 一 


は旣 記の 通りで ある (第二 六 叫 K>o  . 

火 か 別命。 11 上記 色 己 焦 別命の 例に よれば、 此も 亦大维 別の 誤記と m 心 はれる 

が、 北 〈名の 所 由を詳 にせぬ。 

五十 功 _x;s<sc 伊勢 刑 部 IS 、三 川 三 保 君祖。 11 物 部 系譜に よれば、 第 八世膽 

咋宿禰 の 女 五十 琴姬 命が 天皇に 娶 されて 此. ei- 子 を 生み まるら せた レー ある。 さ 

りながら 生母の 名に 準じて 五十 功をィ コ トと訓 むの は 無理で、 ィ コ (资 子) の 

假 字で、 勢及參 河に 子孫 を殘 した 所 を 見る と、 火 神- K の祭務 に參與 せられ 

たので あるか も 知れぬ。 刑 部 は 旣述の 如く 鈴 鹿 郡 坂 部 村で (第二 ニー no、 三 川 

の 三 保 は 和名 抄に八 名 郡 美 夫鄕と ある 地で あらう。 

八、 日本 武 尊の 後 3^ 

日 本武尊 の 王子 女に 旣に 前 々 章 (第一 一 三 Qm 以 下) に列擧 した が 、 以 下 後裔 の 氏名 

によって、 其 配置に 關し 考察 を 試みる。 

母 氏 不明の 皇子  二八 三 
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稻依別 王。 犬 上 君、 武部君 等の 祖。 11 此犬 上が 近 江 國犬上 郡の 謂なる こと 

は 旣述の 通りで、 建 部 君 も 亦 孝 德紀に 犬 上 健 部 君と あるから、 同地 方に 占 住 

した ものと せねば ならぬ。 

稚武 王。 近 江 建 部 君、 宮 道君祖 〔奮〕。 11 此建部 君の 所領 は 近 江 國建部 神 〔三 

代實 錄〕 の 社 地で、 神 名 帳に は 栗 太 郡に 揭げ、 11 日本 武尊を 祭る 社と して 近 

ハ キ官幣 大社に 列した。 —— 今の 瀨田村 大字 神領 である。 ミヤ デは 上述の 如く 

神社 所在地 を 意味す るから、 此宮道 君と 同地に 居住した ので あらう。 

武鼓 (卵) 王。 讚 岐綾君 之 始祖 〔紀〕 。 11 綾 は 和名 抄讃 岐國 阿野 (綾) 郡の こと 

で (今 終 歌 郡の 一部分)、 生母 吉備穴 門 武嬡の 本鄕に 近いから、 此 地に 分封せ 

られ たので あらう. - 記に は此 王子の 建貝兒 王と し、 綾 君の 外に 伊勢 之 別、 登袁 

之 別、 麻 佐 首、 官首別 等の 祖と あるが、 登 袁之別 は 後記 十 城 別の 訛傳、 伊勢 は 

伊豫の 謬寫の やうで 〔記 傳〕、 官 首が 宣長說 の 如く {F,n 道の 誤記で あると すれば、 


力 パネ は 相違す るが、 上記 稚武 王の 後なる 宮道 君に あたり、 麻 佐 も 亦 眞福寺 

本に き 佐と あるに 從 うて 力 サと訓 み、 建 部 神社 附近の 笠 村 (今 笠 縫 村の 大字) 

の 謂と し、 いづれ も 建 部 君の 一族の 氏名で あつたの を 誤り » へ たものと すべ 

き で あ る 。 

十 城 別 王。 伊豫 別 君 之 始祖 〔紀〕 〔舊 〕。 —— 此 別家の 所領 は 和名 抄 Q 伊豫 國和 

氣 郡で、 其 郡 內に三 木 (御城) とい ふ舊 地が 存 した (今の 温泉 郡 御幸 村)。 上記 

武國凝 別 皇子の 御城 (御村) よりも 大和から い へば 遠い 地に あるから 遠 城と 稱 

し、 王子に も 此名を 負 はせ て 十 城 別と 呼んだ こと は 有り得べき である。 —— 

十、 遠 は 通用せられ、 大和の 十 市 も 和名 抄には 止 保 知と 訓 註せられ て 居る 11 

記に 武貝兒 王の 裔 として あげた 登 袁之別 及 伊勢 之 別が、 此王 名と 氏名との 祉 

傳と思 はれる ことに 上記の 通りで ある。 

足 鏡 別 王。 鎌 倉 之 別、 小 津石代 之 別、 漁 田 之別祖 〔記〕。 11 此 王子 は 上記 〇 如く 
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紀には 蘆 髮蒲見 別 王と あり、 舊事紀 に は 葦 敢竈見 別命と して、 « 口 君 等の 祖 

と ある。 鎌、 蒲、 竈 は いづれ も 力 マと 訓む 字で あるから、 之 を 名と する 地！ Eil 卽 

ち 力 マ 回 (力 マ マの 轉) を 本 貫と し、 同名の 地が 他に も あるので、 之と 區 別す 

る爲に ァ シ 又は ァ シカミ (アン カム ) を 冠し、 音便に よつ て アンカ 、、力 ミ とも 稱 

へた ものと 了解 せられる。 之に 相當 する の は 三 河 國寶飯 郡 蒲 郡 (前名 蒲 形) と 

いふ 地で、 其- 方 一 里 額 田 郡 深 溝 村に 葦谷と いふ 大字が ある (舊 葦谷 鄕)。 恐 

らく は 上古 は此 地方の 總 名をァ シと いひ、 力 マ 鄕は其 上に 當 るが 故に ァ シ 力 

ミのカ マ とも 單にァ シ の 力 マ とも 稱 へ たので あらう。 此 地に 居住せられ たが 

故に 此稱號 を 得、 其 後裔 も 亦 カマロ (卽ち 蒲 潟の 口) を 氏名と したので、 記に 

縑會之 別と あるの は 力 マ (邑) 倉の 謂 か、 若く は 力 マ クチの 訛 傅と m 心 はれる C 

此 海面に 流出す る豐川 (吉田 川) の 上游、 南設樂 郡長 * より 上 をお 代 川と 稱す 

る 所 を 見る と、 舊時此 附近 をィ 、ノ シ 口と 稱へ たものと すべく、 小渾を 冠した 


のは小ぃ河津が^^したからで、 今 も東鄕 村に 川路 (河 津の轉 呼) とい ふ 大字 を 

.14: する。 されば 漁 田も此 界隈の 地で あらねば ならぬ から、 或は アサ リダと 訓 

み、 今の 寶飯郡 豊川町 大字 アサ フ (麻 生) 田が 其名殘 であるか も 知れぬ。 然る 

に 宣長は 小 津石代 之 別 を小津 君と 石 代 之 別との 二 氏に 分け、 小 SiK 及 田 之 

別 は 舊事紀 に 稚武彥 王 命の 後と ある 尾 津君及 揮 田 君に 當る ものと 臆斷 して、 

漁 は 揮の 誤 寫でフ キと訓 むべ しと 主張した が、 其 は 全然 別 氏なる こと 次に 考 

證 する 通りで ある。 

此-土 子の 生母 玖 欢麻毛 理比賣 〔記〕 は 山 代 之と 冠稱 せられて 居る が、 其 所 生が 三 

ク ク タ匕ラ 

河に 分封 せられた 所を兑 ると、 ク ク マ は 同國東 賀茂邵 九九 平 (松 平 村の 大字) のこ 

とで は あるまい か。 タク は岫 の義、 タヒラ は 平地と いふ 意味で あるから、 ク クマ 

(蚰 間) と稱 へた こと も；^ り 得る。 恐らく は 日本 武尊は 東征の 途次 この 地の 豪族の 

女 を K されて、 此 王子 を 設けられ たので あらう。 
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稚武 S 王 命。 尾津 君、 揮 田 君、 武部 (君 等祖) 〔舊〕 。 11 第 六 章 (1 一三 五- n) に 述べ 

たやう に、 此 王子 は 鈴 鹿の 忍 山の 出身なる 弟 橘 嫁の 所 生で あるから、 其 子孫 

も 皆 伊勢に 分封せられ たもの、 やうで ある。 卽ち尾 津は父 皇子の 緣 故の 地な 

る 尾津前 界隈で (第二 ニニ 员)、 揮 田 はフ〃 タと訓 み、 間 田 御厨 〔神 鳳 妙〕 をい ひ 

(今の 三重 郡 千 種 村 大字 潤 田)、 古田の 意であった の を 音便に より ク ダダと 1 

つたので あらう。 武部は 鈴 鹿 郡 深 伊澤 村の 建 部 塚に 其 名 を 留め、 日本 武 尊の 

薨去の 地に 近いが 故に、 其 子孫 を 分封せられ たものと 思 はれる。 

右の 外 舊事本 紀に諸 王子の 裔 として 擧げて ある 波 多 君 (武 養蠶 命の 後)、 阿波 君 

(息 長 田 別命の 後)、 讚岐君 (五十 日彥王 命の 後)、 尾 張 國丹羽 建 部 君 (武田 王の 後)、 

參川御 使 連 (佐 伯 命の 後) 等 は、 第 六 章々 末に 論じた やうに 其 始祖の 名に 明に 重複 

若く は 誤傳と 認められる ものが あり、 封地との 緣 故も詳 ではない が、 上 揭景行 天 

皇の皇 と 同様に、 多少の 據 があった ものと すべきで、 少く とも 出 系 を 日本 武尊 


に 託する 名門が 其 地方に 存し たものと 恐 はれる から、 說明を 要する 地點 のみ を 左 

に祸げ る。 

波 多 ぼ。 阿波 君 及讚岐 君と 同列に 擧げて ある 所 を 見る と、 此波多 は 土 佐國幡 

多 、味す る もの、 やうで ある (第三 卷ー 一八 四 no。 

愿張^ 丹 羽 建 部 君。 同！： 丹 羽 郡 丹羽鄕 〔和〕 に 占 住した 建 部の 部長 をい ふので 

あるが、 第二 卷 (一 四 五 no にあげた 丹波臣 と は 全然 別 系で ある。 

參川御 使 連。 御 使 は ，ノ セ ッ カヒ (丈) 部の ことで、 碧 海 郡 谷部鄕 〔和〕 に 居住し 

た此民 部の 長 をい ふので あらう が、 或は 上揭 五十 狹城 入彥 命の 裔と稱 する 三 

河 長 谷 部 直 (第 W 三 K) の異傳 では あるまい か。 始祖の 名の サ； キ 伯) も 五 

十狹 城の サキと 音が 近似して 居る。 

上述に よれば：？： V 行 天皇 及 日本 武 尊の 皇， 胤の 分封せられ たの は、 槪ね四 W 及 九州 

日.木武^^:-の後胤  二八 九 
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並に 近 江、 美 濃、 尾 張 及 三 河 方面で、 主として 母 氏族の 緣 により、 特 任と m、0 はれる 

の は 畿內に 采邑を 賜 はった もの を 除 いて は、 播磨別 外數氏 に 過ぎぬ やうで あ る 。 

されば 此 御代に 於て 特に 意識的に 皇子 を 配置せられ たので はなく、 上記 諸 地方に 

多くの 皇胤 を殘 された ものと 見る 方が 至當 であるが、 尙 朝廷の 羽冀 として、 地方 

開 發及撫 恤に與 つて 力の あった こと はいふまで もない。 


第 丸 章 逸 事 

佐怕部 11 ^s-山道十五國都督 I 棟梁 之臣 11 的 形 浦 —— 大吳里 

古^記の 記事 は 序 說及前 八 章に 於て 殆ど 說き盡 し、 剰す 所 は 御陵 を 出 邊之道 上 

に 設け られ たとい ふことの み で あ る 0 紀 に成務 天皇の 二 年に 倭國之 山 邊道上 陵に 

カク 

葬し まゐら せた と あり、 磯城 郡 柳 本 町 大字^ 谷に 其 遺跡 を存 する。 天皇 は 近 江の 

志 賀高 穴秘お で-: 朋 御せられ たと あ る の で あ る か i 〔紀： r 恐らく は 後日 纏 向の 皇居 

の 側近に 歸 葬せられ たので あらう。 

fc に は 上記の 外に も 若干 Q 記事が あるから、 他の 古書に 擧 げられ た 還 if レ i ハ 

に、 本^に 於て 收錄 しょうと する ので あるが、 先づ束 征餘談 から 始める つ 其 は 五 

十 一 年の 紀 に^げた 左記の 一 節で ある。 


第 九 章 逸 事  二 九 二 

於，.. 是 所い 獻，， 神宮， 蝦夷 等、 晝夜 喧譁、 出入 無 レ禮、 時 健姬命 曰、"： & 蝦夷 等不 レ^, 

近 ョ就於 神宮； 則 進 n 上 於 朝 庭； 仍令， 安 TT 置 御 諸 山 傍 (未に 幾 時 ハ悉伐 二 祌 山榭ハ 

叫^ 呼 隣 里- 而脅 二人 民 『天皇 聞 之 詔 二 群 卿， 曰、 其 置 二 神 山 傍， 之 蝦夷、 nK 本 有，， 獸 

心 ハ難レ 住： 一中 國っ故 隨ニ其 情 願， 令， 班 二 邦 畿之外 (是今 播磨、 讚岐、 豫、 安藝、 阿 

波 凡 五 闕佐伯 部 之祖也 

これ は旣 記の 如く 四十 年の 紀に因 以俘ニ 其 首 帥 一而 令 ニ從身 一也と あり、 去に 先ち 

能褒 野から 以ニ 所レ俘 蝦夷 等 一 獻ニ於 神宮 一と ある を 承け たので、 神-：？^！に獻じた俘囚 

が 晝夜喧 嚷 する によって、 大和に 移した けれども、 住民の 迷惑になる ことが 多 か 

つたから、 其 希望に まかせ 畿甸 外の 諸 國に分 置せられ たとい ふので あるが、 彼等 

の 情 願が 本 鄕復歸 にあった こと は 必然で、 縱ひ 其が 容れ られ なかった としても、 更 

に 遠方に 移住 せんこと を 希望した とは考 へられぬ。 案す るに 此は播 磨、 讚岐、 伊豫 

—— 刊 本に は 伊勢と ある. が、 大日 本. 史 が永享 本に よって 伊豫と 改めた のが 當を得 


て 居る ！ 安藝 及 阿波の 五國に 在住した サ へ キ 部と 稱 する 民 部の 由來を 之に 附會 

した も 0 であらう。 サへキ はサへ (塞) の 派 成語で、 抗拒 を 意味し、 不順の 民に 與 

へられた 稱呼 であるから、 夷 族 も 之に 含まれ、 懔 俘 善 射であった ので、 其ト リコ 

(俘 20 卽ち馴 伏 者 を 以て 部隊 を 編制し、 上古の 來目部 又は 後世の 東國の 防人と； Z 

常備の 兵 勇と して 佐 伯 部と 呼稱 する やうに なった ので ある。 其名稱 の濫艏 

は紀の 所俾の 如く 日本 武 尊に 降伏した 蝦夷であった かも 知れぬ が、 神宮に 獻 じた 

と ある 所を兑 て も 其 數には 限りが あり、 後日の 佐 伯 部の 部 衆が 盡く 其から 出た と 

は考 へられぬ から、 恐らく は 之 を 基本と して、 普く 諸國 から 同種 族 人 を 募 * し、 

一 $s 設 部隊 を 編制す る やう に な つ U の で あらう。 

播 磨 以下 五 阈の佐 伯 部 は 各自の 國 土に 於て 徵 募せられ た 部隊 をい ふ ものと も 了 

解せられ るが、 安藝 を 除く の 外四國 は、 前章に 述べた やうに S 行 天皇の 皇子 又は 

皇孫の 分封 地で あるから、 或は 皇 を 支持す る爲に 朝廷から 分 造せられ たので あ 
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るか も 知れぬ。 其は稻 入彥 皇子の 子孫が 佐 伯 直と 稱し たこと によっても 推定せ 

られ、 其 由来が 次の 如く 姓氏 錄に說 かれて 居る。 

佐 伯 直。 景行 天皇 皇子 稻背入 彥命之 後 也、 男 御 諸 別命、 稚ほ」 彥 天皇"：^ i 成務 御代 

中 T 『分針 間 ！：- 給 之、 仍號 n 針 問 別 〔男 阿良 都 命 一名^ 許内刖 春 m 天 桌爲ン 定ニ阔 

I^,.;S5- 巡幸、 到， 一針 間 國神埼 郡 fl^ 村 崗上： 子い 時靑菜 葉自， rIM 邊川， 流ド、 天皇 

詔、 應ニ 川上 有ジ、 也、 仍 差， 一伊 許 A: 別命， 往問、 卽答 曰、 己 等：：：，！ 日本 武 #1: If  ニ柬 

時 所， 俘 J 蝦夷 之 後 也、 散 遣 一一 於 針 間、 阿藝、 阿波、 讚岐、 伊豫 等き S 一一 居 地- 爲レ氏 

^、 後 改爲， 一^ 们， 伊許自 別命 以ン狀 復奏、 天皇 詔 曰、 宜ニ汝 爲レ君 治ーレ 之、 卽賜 一一 氏 

針^ 別 佐 伯 者 直 ：：^ 伯 者 前 所 レ脇氏 姓 - 也、^ 者 謂レ君 也、 爾後 至 二 庚 午年 - 脫 TT 落 針 問 

別 三 字， 偏爲 二佐 伯 直 1 

山 問の 遺 民を發 見した が 故に 其 君 長に 任ぜられ、 佐 伯 直の 姓 を 賜 はつ 仁と いふの 

であるが、 其 は傳誦 中に 施された 改修と すべきで、 此皇 別が 佐 伯 部の 部長 を 兼ね 


たから 之 を氏號 とする やうに なった ものと 了解 せられる。 されば こそ： iii 伯 前所レ 

賜 氏と 分注した ので ある。 播磨には右の^^-村(今の香呂村)の川上のみならゃ、 風 

土 記に よれば 神前 郡 S 岡 里の 大川內 及 湯 川に、 在ニ異 俗人 卅許 口， と あり、 和名 抄 

にも 贺茂邯 及美囊 郡に 夷 俘と いふ 鄕名を あげて 居る から、 其 族ん は 各地に 散在し 

たものと m 心 はれる。 

此 部.^;^ は 右の 五！： に は 限ら や、 近畿に も 在住し、 匸の で、 仁徳 紀には 猪 名 野の 佐 

伯 部 を 安藝 國淳田 (和名 抄の 沼田 郡 沼田) に 移され 仁と あり、 市 邊押磐 皇子の 帳內 

にも、 ：；^: 伯部賣 輪と いふ 名が 見える ので ある 〔雄 略 紀〕。 彼等 は 帝都の 衞 戌に 任じ、 

大伴述 が 之 を 統率した ので、 後日 同氏から 佐 伯 連と いふ 一 支 門 を 分岐した。 姓氏 

錄には 大伴室 屋大連 公の 後と して 佐 伯宿禰 (天 武朝連 よ り 昇格) を あげ 、 其 起原 を大 

伴 宿 禰の條 下に 次の 如く 說 明して 居る。 

雄 略 天な 御世  大 連公奏 曰、 衞門問 闈之務 、於， 職已 重、 若  一 難， 堪、 望 

伯 部  二 九 五 
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カタル 

與ニ愚 兒語ー 相 併 奉 レ衞ニ 左右つ 勅 依， 奏、 是大伴 佐 伯 二 氏 掌 二 左右 ii 闔 一之 緣也 

右 に よれば 神宮 を 騒が せ、 三輪 附近 の 住民 を 脅か したと ある 紀の文 は 後日の 潤色 

とすべき で、 原 說は單 に： i£ 伯 部の 由 來を說 いた もので あつたので あ らう。 

此 朝の 柬 征に當 り、 神 天皇の 御代に 柬國の 治に 就か しめられた 豐城入 « 命の 

子孫が 無關 係で あつたと は考 へられぬ が、 之に 關 する 傳承を 逸し、 唯 末年の 紀に 

次の 如く 叙述 せられて 居る のみで ある。 

五十 五年赛 二月 戊 子朔壬 辰、 以_ 一 彥狹嶋 王， 拜，， 東^道 十五！： 都督； 是豊城 命 之 

孫 也、 然到 n 寿 日 穴 昨邑， 臥， 病而薨 之、 是 時東國 百姓、 悲二其 王 不，， 至、 竊盜 二王 

尸， 葬， 一 於 上野 國， 

五十六 年 秋 八月 詔，， 御 諸 別？ 曰、 汝父 窗狹嶋 王、 不レ 得， 向，， 任 所， 而 „ir 故汝 

M- 領ニ 東！：；" 是以御 諸 別 王 承 二 天皇 命 f 且欲レ 成 二 父 業； 則 行 ft ヒ Z  、早 得 二 善政 『時 


蝦夷 骚動、 卽擧ン 兵 而擊焉 、時 蝦夷 首 帥 足 振邊、 大羽 振邊、 遠津 閽男邊 等、 叩頭 而 • 

來之、 頓首受 J 非、 盡獻 n 其 地； 因 以免ニ 降 者， 而誅二 不服 (是 以東 久之 無事 焉、 由， 

是其 子孫 於 レ今有 二 東國， 

柬.^ 道 十五 國は 東方 十二 道 (第 一 六 八 no (第三 卷 一 八 rarn) と あると 同じ，、、 然 たる 

呼稱 で、 國郡 制定 後の 國を 意味せ-ざる こと は 言 ふまで もな く、 當時ク 一一と 呼ばれ 

た 行政 區 劃の 數約 十五 を 指した ので あらう が、 萬 一書 紀 編纂 當 時に も尙此 やうな 

稱 呼が 用 ひられて 居た とすれば、 阪東八 國に石 城、 石 背 (養老 二 年分 立) 及 越、 信 濃、 

甲斐、 駭河、 伊豆 を 加へ た總號 であつ、；」 かも 知れぬ。 任命の 當時 彥狹嶋 王が 大和に 

在住した 事情 は 前卷 (第 六 五 S に 推測した 通りで、 其 薨去の 地 穴 咋邑は 所在 を詳 

にせぬ が、 j};^ 日鄕 中の 一 地點 なること は 疑がない。 父に 代って 赴任した 御 諸 別が 

征服した と ある 蝦夷の 首 師三名 はべ (女の 轉呼) とい ふ 語 を 添附して あるから、 孰 

れも女 付と すべ きで、 其 名號の 意義に 次の 如く 釋 明し 得られる。 

東 山道 十五 國 都督  二 九 七 
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足 振邊。 ァ シ (凶)" フリ (稱號 ) メ (女) の 連 約で、 、ノ フリは 、ノ ャ (捷) フリ («) 

を 意味し、 主として 異 俗に 對 して 用 ひられる こと は、 旣に第 一 卷 (ニニ rawo に 

5^) ベ た 通りで ある。 

ト、 羽 爱邊。 ハフ リベ は 右に 同じく、 大 は美稱 である。 

遠津闇 男邊。 クラ ヲは 閽峽の 意から 出た 地名で、 遠 律 を冠稱 とした 0 は、 御 

諸 別の 治 所より 遠方に 在る とい ふ 意で あらう。 

右の 如く 三 名と もに 女性であった こと は、 神武 朝の 名 草 戶畔及 荒^ 戶畔の 例 も あ 

り aw ー卷 第三 章)、 上代に 在って は敢て 怪しむ に 足らぬ 事實 である。 然るに 之 を 男 

a と豫斷 して、 男子に 對 しても ベと いふ 稱號が 用 ひられた と說 くが 如き は 荒" i 無 

稽 とせねば ならぬ。 此 等の 賊 首が 占據 した 地域 は 明示 せられて 居らぬ が、 上野 及 

下野の 山地と 想定 せられる。 日本 武尊 征討 後に 於ても 此兩國 の 北境に は- S 化 外の 

夷 族が 跳梁した ので あらう。  . 


,^0 外 五十 一 年の 紀の 前半に は 次の 如き 記事が るる。 

五 卜 一 年 * 正月 壬午朔 4^ 子、 招 n 群 卿， 而宴 数日 矣、 時 皇子 稚足彦 尊、 武內 {侦 纏 

不レ參 TT 赴于宴 庭： 天皇 召 之、 問 n 其 故ハ因 以奏之 曰、 其宴樂 之 M  、群 卿 百 察、 必情 

.si  ニ戲遊 f 不ぃ frn 國 家；. 若 有 二  it; 生， 而 伺，， 墙閣之 隙， 乎、 故 侍，， 門下， 備，， 非常； - 時： 火 

皇謂之 曰 灼然、 則 異寵焉 、秋 八ガ己 酉朔壬 子、 立 ニ稚足 爲ニ， 呈 太子； -是日 命，， 

武內 宿禰， 爲，， 棟梁 之臣， 

此は稚 足彥 尊が 皇位 を繼 承せられ、 武內宿 禰が顯 要な 地位 を. むる に 至った 事. S 

を說 明した ものであるが、 爲ニ楝 梁之臣 一と あるの は 文飾で、 重用せられ たとい ふ 

意に 過ぎす、 釋紀 にムネ マチ ギミ と訓 し、 私記 曰、 可 ン謂ニ 大臣 之 始ー歟 と あるの は 

^解と せねば ならぬ。 此 王孫 は紀に は屋主 忍男武 雄心 命の 子と し (^一 〇n)、 記に 

は 比 古布 都 押 之 信の 二 男と あって 一 致せぬ が、 年代から 推測す ると 紀の所 說を可 

棟^ 之 E  ニー 九九 
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とすべき で、 成 務紀に 天皇 與ニ武 內宿禰 一同 日 生 之、 故 有 ニ異寵 一と あるが 如く、 當 

時尙 弱年で あつたと m 心 はれる。 仁德 朝に 至る まで 五代に 奉仕し、 異常の 長 壽を保 

つたと W へられて 居る が、 比 古布 都 押 之 信の 子、 卽ち孝 元 天皇の 御 孫と すれば、 

景行 天皇よりも 三世 代の 尊屬 で、 遲く とも 垂仁 朝に 名が 聞え て 居らねば ならぬ の 

で あ る 。 此 貴人 について は次卷 以下 に 於て 更に 言及す る 。 

紀 記の 所 傳は之 を 以て 終りと する が、 風土記の 記事 中には 尙前諸 章の 收錄 にも 

れた傳 說で此 朝に 關 する ものが ある。 左に 先づ萬 葉抄所 引の 伊勢 風土記 殘簡を あ 

げ る 。 

風土記 云、 的 形 浦 者、 此沛 地形 似レ 的、 故 以爲ぃ 名 也、 今 已跡絕 成 n. 江湖-也 天皇 行 n 

幸 a 邊-歌 云、 麻 須良遠 能、 佐 都 夜 多 波 佐 美、 牟加比 多 知， 伊 流 夜 麻」 瓜 加 多、 波 麻 

乃 佐 夜氣佐 


天皇 は 古寫本 傍注に 景行 天皇 也と ある。 此 一 條は萬 葉 集 第一 卷の大 寶ニ年 壬 \x 太 

上 天皇 (持 統) 幸 二子 參河國 一時 歌 数 首 中、 舍人娘 子從駕 歌と 題して 

ますら をの さつ 矢た ば さみ 立 向 ひ 射る まと かたは 見る にさ やけし 

と ある 注に 仙 覺维師 が 引用した もので、 同じ 歌 を訛傳 した ものと 思 はれ、 風格 及 

用語から 見ても 景行朝 ごろの 歌 詠と 思 はれぬ が、 天皇 卽 位の 始美 濃に 行幸せられ 

たこと が あり、 又 上 章に 揭 げ；， i やうに 東征から 歸途 伊勢の 綺宫に 逗留せられ たと 

いふ 說も ある， fx ら、 此濱に 行幸せられ たの は事實 であ-る かも 知れぬ。 的 形 は 神 名 

帳に 伊勢 國多氣 郡 服 部 麻 刀 方 神社と あり、 健姬世 記の 圓方機 殿と ある 地で、 今の 

柬黑部 村 大字 垣內 田に あたる が、 名の 義は圓 潟で、 的 形で は あるまい。 

直 袋 第五 卷に揭 げた 左記の 文 は、 風土記 所載と は 明記 せられて 居らぬ が、 其 奮 

記 と あるの は 同 #: の 謂 と 思 はれる から、 爱に 附記す る。 

的 形 浦  三 〇 一 
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尾 張國ニ 大吳里 云フ所 ァリ。 舊記 一一 "大 塊トカ ケリ。 根元 ヲ タヅ ヌ レバ、 卷 

.Ji: 日 代 ノ，； ？n  ノ 御宇 天皇 國 一一 ヲ" シマシ ケ 〃時、 西方 大モ ノノ ワラ フコ H  ノ 

シケ レバ、 アヤン ミ ヲド キ給ヒ -ズ、 石津 田連ト 云フ 人ヲッ カハシ テ ミ セ 

. ラ \  〃二、 カホ ハ牛ゴ トタナ〃 モノ  ノ、 アツ マリ テ ワラ ヒケ 〃コ エノ、 ヲビ 

タダシ カリ ケ \ ヲ、 此石津 田 スコシ モヲソ 〃〃心 ナ クシ テ-、 ^1ヲ拔テ- 1 々切 

ケ リ。 自レ是 其 所 ヲ大斬 里 ト云ケ 〃ヲ、 後認 テ. ォホ クレト "云 ナセ〃 トカャ 

大榑は 今 美 濃！： に屬 し、 安八 郡 仁 木 村の 大字で あるが、 往昔 は 尾 張 國海部 郡の 域 

内であった ので あらう。 石 津田も 亦 和名 抄に美 濃 國石律 郡と ある 地 (文德 朝 分立、 

現今 海津 郡に 嵐す) の舊 名で、 仁 木に 隣接し、 其 《 主 を 石津田 連と 稱へ たものと 思 

はれる。 さりながら 地名の 所 由 は 承服し かねる 說で、 キリが タレと 轉 呼せられ る 

やうな こと はおり^ぬ。 いづれ にしても 此話は 仃 天皇が 此 地に 巡幸 せられた 證 

據 とする に は 不十分で、 恐らく は 美 濃 行幸と いふ 事 實に甚 き、 地名の 起原 を附會 


したに 過ぎぬ ので あらう。 

右の 外！： 造本 紀に は此 朝の 定 賜と 稱 する 若干の 國造を あげて 居る が、 事實的 M 

據が 乏しい から、 成務朝 以下の 任命の ものと 併せて、 次卷 第二 章に 揭載 する。 


大里吳  三 〇 三 


ナ js|f*  VIP 中 る 

大帶 日子 淤斯呂 和氣天 皇、 坐 一 

皇 娶ニ吉 備臣等 之 祖 若 建 吉 備 i 

能大郞 女， 生 御 子、 櫛 角 別 王、 次 一 

那 命、 SilJi 次 根子 命、 次 神 一 

女 八 坂 之 入 曰 賣 命， 生 御 子 、若： 

命、 次 押 別 命、 -次 五百木 之 入日 一 

代 郞 女、 又 妾 之 子 沼 名木 郞 女 一 

日 子 王、 次 吉備之 兄 曰 子 王、 次 

古事記 


- 之 曰 代 宫， 治 二 天 下， 也、 此 天 

津 日子 之 女、 名 針 間 之 伊那 毘 

大 碓 命、 次 小 確 命、 亦 名 男 具 

櫛 王、 g 又 娶 二八 尺 入 曰 子 命 之 

蒂 日 子 命、 次 五百木 之 入日 子 

賣 命、 又 妾 之 子 豊 戶 別 王、 次 沼 

，次 香 余理比 責 命、 次 若 木 之 入 

高 木 曰 賣 命、 次 弟 比 K 命、 又 娶，， 

三 〇 五 


參 照  三 〇 六 

日向 之 美 波 a 浙 毘 賣-生 御 子、 豐 國 別 王、 又 娶ニ伊 那 m 比 能 大 郎 

女 之 弟、 伊 那 田 比 能 若 郞 女 r1、lj, 曰 四 生 御 子、 眞 若 王、 次 曰 子 尺 之 

大 兄 王、 又 娶 n 倭 建 命 之 曾 孫、 名 須 H 伊 呂大巾 日子 • 土  iri  S 

之 女、 訶 具 ； i 比 賣-生 御 子、 大 枝 王、 凡 此大帶 日子 天皇 之 御子 

等 所つ 錄 ^  一  ： 土、 不レ 人い 記 五十 九 王、 幷 八 十 ； 土 之 中、 若 帶 R 子 命 

與ニ倭 建 命； 亦 五百木 之 入 曰 子命此 三 王 負 二 太 子 之 名ハ. nz., 其 餘 

七十 七 王 者、 悉 別づ賜 國國之 國造亦 和氣及 稻置縣 主-也、 故 若 

帶 日子 命 者 治，, 天 下， 也、 小 碓命者 平，， 東 西 之 荒 S 及 不.， 伏 人 等- 

也、 次 櫛 角 別 王者^, J  S 連 次 大雜命 者 3  S ぼ 、次 神 櫛 王者 

，翔 S  i  ，  S  i 次 豊 國 別 王 者 1 ^  i 於レ是 天 皇 聞-看 ゴ定 三 野 國 

造 之祖神 大根 王 之 女、 名 兄 比 賣 第 比 賣 ニ孃 子、 其 容 姿 魔 美， 

而、 遣，， 其 御子 大確 命， 以 喚 上、 故 其 所レ遣 大 碓 命、 勿 二 召 上， 而 卽 己 


n 婚ニ其 二 孃 子つ 更 

其 他 女， 令 &n 長 

子、 押 黑 之 兄 日子 

A  -4- 、此^ 牟 立都ヒ 

ザ d  等之祖 W 

大 伴 部^ 定，, S 屯 

命ハ何 汝 兄 於 二 朝 夕 

如レ此 詔 以 後 

汝兄久 不，, 參 出；. 若 

之、 答 白、 朝 署 入 k 

天 皇 惶ニ其 御 子 之 

伏 无 人 等、 故 取 一 

« 命 給 n 其 倭 比 

古事記 


求 二 他 女 

眼ハ亦 勿. 

ど、 此者 

^ 泥 須 

之 御 世 

家 「又 作 

之 大 御 

至 二子 五 

冇レ 未. 誨 

之 時、 待 

建 荒 之 

1 其 人 等 

責 命 之 


人" 詐ニ名 其 

レ婚 而 惱 也- 

三 野 之 宇 

和 氣 之 祖 ^ 

定ニ田 部ハ又 

二 坂 手 池 マ S 

食， 不二 參 出 

日 I 猶 不，, 參 

乎、 答 白、 旣 

捕 S 批而 

情 I 而 詔 之 

-而 遣、 當，， 此 

御衣 御 裳 


孃 子 

故 其 

娶ニ弟 

定，， A 

竹 植- 

來ま 

出つ 爾 

爲ニ泥 

-西 方 

之 時 

- 以レ劎 


而 K 

大 確 

比 賣 

之 淡 

其 堤 

汝 泥 

天 皇 

疑， 也 

其 枝 1 

お 二 熊 

其 御 

納ニ于 


上、 於レ是 

命 娶ニ兄 

生 子、 押 

水 門つ 又 

也、」 天 皇 

疑 敎 覺. 

暴， 薦 投 

曾 建 二 

髮 結， 額 

御 懷>而 

三 〇 七 


天 皇 知， 

上 賣-生 

黑弟日 

定こ臉 之 

1ー1-:1  二 ん fi. 

泥 疑 二 

字 以レ 音 

碓 命つ 何 

奏 レ是 

んハ是 不： 

也、 爾 小 

幸 行、 故 


參 


到 二子 熊 

動. 爲 一一 御 

童 女 

交 TI 立 

坐 二 於 

自ニ其 


背 皮 

午 甲 

犬 八 

者 也- 

其 熊 

益 二 吾 


伏" 

意 


室 

髮 

A 

自 d 

-於： 


建 

人 


建 之 家-見 

樂 食 

梳 TT 垂 其 結 

之 中ハ入 TT 坐 

而 盛 樂、 故 

通 之 時、 其 

, 尻 刺 通、 爾 

,是 白 言、 汝 

大帶 日子 

熊 曾 建 二 

白、 信 然 也 _ 

而建. 男 者 


者- 


其 

臨 一 

人- 

於 - 

坐 


於 n 其 家 邊 

故 遊 T 「行 其 

髮ハ服 二 其 姨 

室 內ハ 

i ハ 酣 時， 自： 

建 見畏逃 

熊 曾 建白 

者 誰、 爾 詔 1 

斯 呂和氣 

不& 無 

-ffi 方 I 除 n 吾 

祁 理、 是 以 


軍 

-懷 

出. 

言" 

吾 

天 


園 

待- 

出： 

莫： 

皇 

聞 看 而" 

二 人， 無， 

吾 獻ニ御 


三 

-其 

追 

-重ー 

坐， 

之 


三 〇 八 

重、 作い 室 以 居" 

樂日 i 臨，， 其 

御 裳ハ旣 成，， 童 

弟 一 一 人、 見 感 

取 二 熊 曾 之 衣 

至 二 其 室之椅 

一 其 刀： 僕 有，, 白 

；纏 向 之 日 代 

御 子、 名 倭 男 

取 n 殺 意 禮， 詔 

- 建 强 人お 於， 

名；. 自 v<「 以 後 


於レ是 言 i 

樂 曰 (如 一 

女 之 姿 

其 孃 子 

妗 -以. 劎 

本ハ取 其 

言； 爾 暫 

宫- 所』 一 

具 那 王 

而 遣、 爾 

大 俊！： 一 

應レ稱 二 倭 


建 御 子： 是 事 白訖卽 如 二 熟 一 瓜-振 折而殺 也、 故 自二其 時- 稱 二 御 名-謂 n 

俊 0 命； 然 而 還 上 之 時、 山 神 河 神 及 穴 戶神皆 言 向 和而參 上、 

卽 人 TT 坐 出 雲 阈： 欲， 殺，， 其 出 雲 建- 而、 到 卽 結， 友、 故 竊 以ニ赤 檮- 作ニ詐 

刀， 爲，， 御 佩， 共 沐，， 肥 河 i 倭 建 命 自 k 先 上、 取 出 雲 建 之 解 置 

横 刀， 而、 詔， 爲，. ：勿レ 刀、 故 後 出 雲 建 自レ河 上 而 佩ニ矮 建 命 之 詐 刀 〔於. レ 

はも iif^ 建 命 跳 T_. 云 伊 奢 合，， 刀、 爾 各 拔 二 其 刀-之 時、 出 雲 建 不レ得 k-- 詐 

刀ハ卽 倭 建 命 拔ニ其 刀  > 而 打 1 一 殺 出 雲 建谦 御 歌 曰 

夜 都 米 佐 須、 伊 豆 毛 多祁流 賀、 波 祁 流 多 知、 都 豆 良 佐 波 麻 

岐、 佐 味 那志爾 阿波 賴 

故 如い 此 撥治參 上覆 奏.」 爾 天皇 亦頻 詔 二 倭 建 命： 言 TT 向 和--； 平 柬 方 

十二 道 之 荒 夫 琉神及 * 都 樓波奴 人 等- 而、 副 n 吉 備臣等 之 皿、 

名 御， 紺 友 耳 建 日子- 而 a 之 時、 給 二 比 比 羅木之 八 尋 矛- g  、lr  二 

古事記  三 〇 九 


故 受乂叩 罷 行 之 時、 秦 T 「人 伊勢 大御神 .K, 拜 二 神 朝廷 ハ卽 白 n 其 妙、 0 

比 賣 命， 者、 天 皇 旣 所：， 以 死-乎、 何 繫 TT 遣 西 方 之 惡 人 等， 而、 返 

參上來 之 間、 未】 二 幾 時 ハ不瓰 軍 ま 今 更 平 n 遣 束 方い 二 迸之恶 

人 等； 因レ此 思惟 S 所- 看 吾 旣 死- 焉、 患 泣 罷 時、 倭 比 K  賜 二 草 

那 藝 劎- sji 亦 賜 二 御 囊-而 詔、 若 有 二 急 事-解 ニ兹 囊 ロハ 故 到 二 M 張 

國 人，, 坐 尾 張！： 造 之 祖美夜 受比賣 之 家： 乃 雖，， m 思い 將ぃ 娘、 亦 m や， 還 

上 之 時 將ジ婚 、期 定 而 幸- 1 于 東 國ハ悉 言 TT 向 和 H 平 山河 荒神 反 不ン伏 

人 等お 爾 到 二相 武 ！：- 之 時、 其 圃 造 詐 白、 於ニ此 野 中-有 二 火 沼お 一 1= だ 

沼 中， 之 神 甚道速 振 神 也、 於い 是 看 TT 行 其 神乂  TT せ 其 野 r 爾 其 國 造 

火 著，， 其 野 〔故 知 欺 而 解 nil 其 S  @ 比 W 命 之 所 k 囊 P 而见 

- 者、 火 打 有，， 其 S 於 あ 先 以 二 其 御 刀- f 別 TT 撥 草： 以ニ其 火 打- 而 打 TT 出 火ハ 

著 二 向 火 一而、 燒 返 還 出、 皆 切 TT 滅 其 國 造 等 『卽 著レ火 燒、 故 於 乂「 謂 一一 燒 


f^, 也、, 其 入 幸 渡，， 走 水 海-之 時、 其 渡 神 興 k 、廻レ 船 不， 得 二進 渡つ 爾 

：!：= パ后名 弟 橘 比 賣 命 白 之、 妾 易- 1 御 子- 而 人 二 海 中： 御 子 者 所レ遣 之 

政 遂 應ニ覆 奏ぉ 乂ン海 時、 以ニ营 疊 八 重、 皮 き 八 重 、施 # 八 重-敷 ニ于 

波 h, 而、 ア _.. 世 其 上； 於， 是 其 暴 浪 自 伏、 御 船 得， 進、 爾 其 歌 曰 

：!;^ 泥 佐 斯、 佐 賀 牟 能 袁 怒 遺、 毛 由 流 肥 能、 本 那迎邇 多 知 且、 

斗 比 斯岐美 波 母 

七 曰 之 後、 其 后 御 櫛 依，, 于 海 邊； 乃 取 二 其 櫛-作 二 御 陵- 而 治 置 也、 

a,^ 其 入.^ 悉 言 n 向 荒夫琉 蝦夷 等お 平 TT 和 山河 荒神 等- 而 還 上 

幸 時、 到 二足 m 之 坂 本-於 i,, 御 粮- 處ハ其 坂 神 化 二， R  ffi-M 來 立、 爾 卽 

以，， 其 咋 遺 之 -ぃ ：1 片端-待 打 者、 中 n 其 目-乃 打殺 也、 故 登 1ー立 其 坂-三 

M 詔 云、 w 豆 麻 波 夜 -，  1£ 條 故 號 i ハ 阔- 謂- -阿 豆 麻-也、 卽 EE, 

M 出 二 W 斐；， 1 酒 折 宮-之 時 歌 曰 


適 比 婆 现、 都 久 波 袁 須 疑 且、 伊 久用加 泥 都 流 

爾 其 御火燒 之 老 人、 續，， 御 歌， 以歌曰  . 

迦 賀 那 倍 且、 用 逮波許 許 能 用、 比 適 波 登袁加 袁 

以 春 二 其 老 人- 卽 給 二 東 國 造， 也、 自， 1 其 國， 越 二 科 野 1： お Fri: 科 野 

之 坂 神- 而、 還 T 「來 尾 張 國 『入 Tf 坐 先 曰 所レ期 美 夜 受 比 K 之 許 (於 レ是 

獻ニ大 御 食-之 時、 其 美 夜 受 比 實 槔二大 御 酒 產， 以 獻、 爾 美 夜 受 比 

賣 其 於 二 意 須 比 之 欄 ー|  S 三 著， 月 經： 故 見， 其 月 經ー御 歌 曰 

比 佐迦多 能、 阿 米 能 迦 具 夜 麻、 斗 迦 麻 邇、 佐 和 多流久 毘、 比 

波 煩 曾、 多 和 夜 賀 比 那 袁、 麻 继牟登 波、 阿 禮 波 須 禮 杼、 佐 泥 

牟 登 波、 阿 禮波意 母 m  、那 賀 祁 勢 流、 意 須 比 能 須 蘇 爾、 都 

紀多知 適 ，祁 理 

爾 美 夜受比 貰、 答 二 御 歌， 曰  . 


多 迦比迦 流、 比 能 美 古、 夜 須 美 斯 志、 和 賀 意 富 岐 美、 阿 良 多 

麻 能、 登 斯 S 岐布 禮 婆、 阿 良 多 麻 能、 都 紀波岐 m 由 久、 宇 倍 

那 宇 倍 那、 岐 美 麻 知賀多 爾、 和 賀 祁 勢 流、 意 須 比 能 須 蘇 爾、 

都紀 多多 那牟余  ， 

故 W 御 合 而、 以ニ其 御 刀 之草那 藝 劎， 置 二 其 美 夜受比 資 之 許， 而、 

取 こ 伊 服 岐能山 之 神， 幸 行、 於 i 詔、 兹 山 神 者 徒手 g 取 而、 騰，， 其 

山， 之 時、 白 m 逢- 1 于 山 邊ハ其 大 如い 牛、 爾 爲ニ言 擧-而 詔、 是 化 二 白 猪-者、 

其 神 之 使 者、 雖，， 今 不，， 殺 還 時 將レ殺 而 騰 坐、 於,， 是 零，， 大 氷 雨； 打 TT 惑 

S  ^  此 化-一白 猪 1 者 非- 1 其 神 之 使 者 ハ當二  ^ 1 F  乙、^^  £ き 乙 お n 

^  ^  - 其 神 之 li^ 身、 Em 言 舉-， 惑 也 ^還 T  之 1¥13 倉 上 ぷ" 之 

泉； 以 3  $ 之 時、 御 心 稍 寤、 故 號ニ其 淸 泉-謂 n 居 寤 淸 ^:?也、自ニ其 處， 

發 到，， 當 藝 野 上， 之 時、 詔 者、 吾 心 念 二 自レ虚 翔 行； 然 今 吾 足 不レ 得， 

步、 成二當 藝 斯 形-針 レー  1£ 三 故 號ニ其 地-謂 ニ當 藝，也、^1其 地-差 少 幸 行、 


因ニ甚 疲， 衝，， 御 杖-稍 步、 故 號ニ其 地， 謂 二 杖 衝 坂-也、 到 TT ま 尾津前 一松 

之 許、 先 御 な 之 時、 所 S 二 其 地-御 刀 不ン失 m 有、 爾 御 * 曰 

袁 波 理 邇、 多 陀 通 牟 迦 幣 流、 袁 都 能 佐岐那 流、 比 登 都 麻 都、 

阿 勢 袁、 比 登 都 麻 都、 比 登 邇阿 if 勢 婆、 多 知 波 氣麻斯 袁、 岐 

奴岐 勢麻銜 袁、 比 登 都 &都阿 勢 袁 

n 二 其 地， 幸、 到，, 三 重 村， 之 時、 亦 詔 之、 吾 足 如- 1 三 重-勾 而 茶 疲、 故 號 -1 

其 地， 謂 二三 重 (, 其 幸行而 到 二 能 煩 野-之 時に 尸國 以歌曰 

夜 麻 登 波、 久 爾能 麻本呂 婆、 多 多 那 豆 久、 阿 袁 加岐夜 麻、 * 

母 醴 流、 夜 麻 登 志 宇 流波斯 

又 歌 曰 

伊 能 知 能、 麻 多 祁 牟 比 登 波、 多 多 美 許 母、 叙2 具 现 能 夜 麻 能、 

久麻加 志賀波 袁、 宇 受 爾 佐 勢、 曾 能 古 


此歌者 

波 斯 

此者化 

袁 登 

知 波 

耿 ,0 卽 

御 陵； 卽 

那 豆 

登 許 

於つ ^ 化， 

阿 佐 


思 

歌 

崩、 

岐 

乂 

竹 


國歌 也、 

夜 斯、 和 

也、 此 時 

能、 登 許 

爾 赏 TT 上 

-匐 TT 廻 其 

能、 多 能 

豆 良 

尋 白 智 

之 ^ 代 

怒 波 良、 


又 

匕 匕 

ム I； 

雖ー 

許 


歌 曰 

幣 能 迦 

病 甚急. 

辨 爾、 和 

使ハ 於ン是 

之 那 豆 

那賀良 


多 用、 久 毛靠多 知久母 

爾御歌 曰 

賀 淤 岐 斯、 都 流 岐 能 多 知、 せ 能 多 


坐,， 僕 后 等 及 御子 等 諸 下 到 而、 作， 

、哭 爲歌曰 

遺、 伊 那賀良 爾、 波 比 母 登冨呂 布、 


i  3  afc 下 三 

B 日-字 以レ音 


まン天 而 向 飛 行、 f  爾 其 
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ァ ナス 、、、(穴 住)  六 七 

穴戶祌  一四 
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六 六 、六セ 
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伊甚國 

伊勢 刑 部 君 

伊勢 (豫) 之^ 

異 族の 民 
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泉 緩 

出 雲 建誅戮 
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稻入刖 命 

稻盧 
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稻依別 王  ニー 一一  o、inl 〈四 
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磐 城^  ニー 一、 一九 

社 別命  二 七 九 

磐 田 称 之 村  三 四 

石 衝^ 命  ニー 一 

伊波 比 由 麻^  二 苦 

石室 土 蜘蛛  七 二 

飯野眞 黑比賣  ニー  1  一二、 ニー 一一 五 
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五百城 入姬 皇女 (五百木 之 入日 寶 命), 

五百木 根 命 

五百野 皇女 

伊豫 國 御村 (御城) 別 

^豫別 君 

浮穴鄕 

浮島宮 
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ウス (大栖 ) 
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卞那足 2^ 
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ニ六六 

二八。 

二ぎ、 二 量 
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六 八 

六ャ 、さ 

さ 5H5 六 
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一一 10、 二 六 四、 天 一 

二 望 
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キ (子孫 八十 連屬) 二  3 七 


ゥムギ (白 給) 

ト部殖 坂 〔人〕 

宇 流 波 斯之小 野 

宇禾： W 

兄 熊、 弟 熊 

兄 多毛 比ん 叩 

兄 遠 子、 弟 遠 子 

兄彥命 

兄 夷 守、 弟 夷 守 

ェ ミシ (蝦夷) 

蝦夷の 風俗 
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息 長 田 別 王 (命) 


息 長眞若 中比賫 

息 長命 

息 前彥人 大兄 水 城 命 

忍 熊 王 

押 黑之兄 日子、 押黑弟 m 子 

忍之刖 皇子 (押 別命) 

忍 山宿廳 

才スヒ (外套) 

大田根 〔人〕 

ぶ.^ 橘 媛 (比寶 命) 

弟彥公 

弟 ITT; 命 

弟 媛 (八 坂) 

ぉ比資 (息お) 
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三、 101 五 
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意富 阿 麻比賫 

大稻背 別命 

大郞女 

大碓 皇子 (命) 

大枝 王 
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大勝 職 

大我門 別命 

ォホ キタ 

碩田 (大分) 

大吉 備建 比賫 

大久米 命 

大吳里 
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大酢別 皇子 


三 0 

ニー 
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ぎ 二 
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大酋 色^ 命 

大橘 比寶命 
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大足 彥忍 代刖； 大皇 

ナ tn か 

大伴 (造) 

大伴武 日 連 
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大名お 彥命 
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二 望 

二 七 八 
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H ハセ 

二 Ifj 四 
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大 羽振邊 〔人〕 

大隼 別命 

大生 之 村 

大御 葬の 歌 

大耳、 垂耳 

ォムチ (恩 智) 

ォ モカ ャ 

厚 鹿 文 

大家 島 (鄕) 

ャキ 

大益川 

か 行 

海宮 遊行 傳說 

海路と 陸行 

高羅之 行宮 
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元 八 

天 1 一一 
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ニニ セ 

三 一一 一 
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鏡 坂  二 四 
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^坂 王  S 七 

賀古 松原  ニー 一一 
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カシ ハ デ (語義〕  一六 01、 ー臺 
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厮 御井 
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ニー 一一  r  二八 六 
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聞 (企 救) 物 部 
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寸津呲 古、 寸 津毗資 
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木！； 酒 部 阿比 古 
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吉備津 (都) 彥 
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1^1^ 麻 \^」 现比寶  二  5S  、天 七 

草木 命  天 一 

草 難 (那藝 ) 劍  一 さ 、一七 m ニニ 

櫛 角 別 王  璧、 一一で、 S 
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熊^ 彥命  1;八0 

熊縣  仝 、九へ 

熊忍^^彥命  .  二八 0 

久米^  IKV  、一 rrfj; 五 

來 = 部 

給姘遁 避お 俗  一； K 

コゴト (木 事) 〔人〕  一: 六 八 

n トァグ 

$  ニー 七 

琴 木！：  三 一 

琴 i-ig  ニー； 九 
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志我祌 

志賀 高穴穏 ipa 

志式嶋 

志 貴多奈 

色 己维^ 命 

宍人 


三 三 〇 


一八 儿、 元 二、 一 冗 一一 一 

二 九 四、 元 Ifj 

二き； 八 八 

二 九 

一一 一 ：0 

ニニ-一き 

三 四 

七四 

元 一 

三 一一 一 

量、 八 四、 101、 一 0  一一 一、 ニー 一一 

天 0 

二 Ifj 四 


猪 鹿 弓、 猪 鹿 矢 


シッ (礎 津) 山 

信 濃 坂 (科 野 之 坂) 

科 野 之坂祌 

小 竹 鹿 奥、 小 竹鹿臣 

祌 器胃濟 

新 材料の 發見 

人身 供犧 

柴 野比寶 

島 田 君 

島津祌 國津祌 

守成の 明君 

白髮山 

シラチ (白 靈) 鳥 


5 

靈 

i 

二  OfJl 

七 七 

三 一一 一 

一一 一 

一一： <、§ 

i、i 

二 

ョー 一一 

美 


白鳥と 餅  0 

白鳥 準：  一凡一 

白鳥 陵  ニニ 九 

シラ ハタ (白 帆) 

白 猪、 白 蛇  ニー 五 

CJ^ 綱 n 妈 i 右刀俾  S 

0  ニー 一一 

0  兀九、 三 七 

^せ疊、^5^疊、拖疊  一七 八 

スキ トモ (次 作)  一六 セ 

助川鄕  一九二 

S 受武良 首  ニー 一一 

ス ハ (^芳 • ^防)  ff;0 

ス ハ (ム ナ カタ) 系 


スビ (栖 火)  一； 01 

須賫伊 呂大中 R 子 王  ニー 一一 二 

須賫 保禮命  二 六 六 

ス メラ ミ コ ト (天皇)  115 

椎結 文身  マ五ャ 

政略結婚  二  0 

鹿 文  八 0、 八 一、 八 S 

袖 無 衣 (裀)  15 六 

ゾ トモ (背面)  二  5 七、 111*11- 

I？ 杵郡  三 六 

襲武媛  二  0、 二 七 二 

曾 能 目刖命  IIW 

襲 小 橋^ 命  二八 0 


た 行  一 

大瞎職  二 量- 

大木 傳說  10 九 一 

高 穴穗宮  二 r 元 一 一 

高木 入姬 皇女 (高木 比賫 命)  一一 一四、 四 一一 一 

高木 之 入 比賣命  so」 

. - 一 

高來縣  ^、一 03: 

高 來津座  . Ig 一 

高次 (高坏)  1靈 

高 田 行宮  一 一 一 

高 田 媛  一 510、1H ハ八： 

竹 水門  一八 ニー 

高 羽 川  六 0: 

高 橋 朝臣  二  20、| 慕 二 


高 橋 氏 文 

高屋 行宮 

當藝 〔地〕 

タギシ (研 石) 

當麻 (鄕) 

建 稻種公 (命) 

武內 ノ佰禰 

武押 5^ 命 

武弟 別命 

建 貝兒王 (武 養蠶 命) 

武阔 凝^ 皇子 (命) 

武阔皇 ^命 

建 許呂命 

武田王 

タケ ッッミ タケ コ 

武鼓 (武 卵) 王 


i 

八。 

三 九 

三 九 

一八 九、 一き 

四 0、 三 0 

S セ 、一六 四 、元ん 

二 七 九 

二八 一 

ニー 一 ：0、 二  ma  、一美、 天 四 

璧、 二 六 八、 ニー ハ九、 一達 

二 六 0 重 

一八 二 

ニー ま、 天 八 

一 五一、 ニー 一； 0  、ニー 一一 四、 二八 四 


健^^三問 〔人〕 

武日連 

武 (建) 部、 武部君 

斌^ 木 

武猪心 (命) 

储緒組 (純) 

乎 事^ 命 

3 子 之稻置 

タス キ (多^ 岐) 

立 知備刖 

タヅ サメ 

立 雨 行方 之國 

堅 穴 

堅 臼 

タ 一一 グクの サ渡ル 極 

田？ K 

索 S 


ョハ 

一六ん、 二 0 二 

一六、 一美、 天 四、 二八 八 

一。 

一 21 

ーー八ニ 

一四 二 

二 望 

天 一 

一八 八 

一六 五 

1 一一 セ 

二 四 几 

一六 


玉 川 宿禰命 

玉 杵名邑 

玉 倉 部淸水 

玉 垂祌社 

玉 浦 

玉" 淸井 

田餘 (里) 

足仲彥 天皇 (帶 中津 日子 命) 

託 羅：^ 

垂耳 

値嘉島 

近 淡 海 之 安國造 

血 田 (知 田) 

乳 近 之稻返 

三 三 三 


二八 二 

九 一、 一 03 

三-玉 

二  K 

1 八 3 、一八 六 

一八 八、 一 八 ザ- 

一八 七 

ニー 一一  0、 二 11 一 一 

三-五 

三 一一 一 

三 二、 三 一一 一 

ニー 一一  0 

S  、七 一、 七 一一 一 

一四 二 


知々 夫彥 

チ ハ ャ ブル 祌 

ッ キクチ (月 經) 

槻野 之淸泉 

筑紫火 別 君 

筑紫水 間 君 

筑波 岳-一 黑雲挂 リ衣， 袖漬國 

？ ゲ 

吿ノ首 

土 蜘蛛  12 つ 三ーー「 

土 折 猪 折 

都々 古和 氣祌社 

〔人〕 

ッ バ (椅、 海 石榴) 市 


二 四 flj 


一八 八、 一八 九 

ニヤ 五 

ニヤ 五 

一八 セ 

ニー 一一 

ー六四 、一九 五 

六 一 

兀 3 

10七 

兀 1 

七 0、 七 一一 一 


诲 石榴の 椎 

投馬國 

杖衝坂 

天皇 (尊 號) 

歷代 天皇の 寶壽 

ずき 

東夷の 情勢 

東國 巡察 

東 山道 十五 國 都督 

東征 餘談 

止 波 足 尼 

十 市 入 *K 叩 

遠津 閤男邊 


ト ホッコ (遠 子) 〔人〕  一一 一一 

鳥 見 丘  二  Bj 七 

ilcs 別 皇子  璧、 二セ六 

I  乂手刖 命  二八 一一 

1>:門 入 资>  命  ニセ八 

豐 m 別 皇子  一一 ir 一一 七 3 

I 化 日 • 別命  二八 二 

I" 村  九 一、 101 

• 取 石 鹿 文  Isrlsr  二 七 0 

ト リコ (俘 囚)  Is 

rTU 子  一八. r 兀 0 

十 城^ 王  5、 一  S  、ニー 一 

登 袁之刖  Is  、天 3 

な 行 

索 引 


內诲 航路  一四 

內膳卿 (司： >  二 さ 一 

長渚濱  10 六 

ナガ メへ (經 長^)  一一 一一 

長 岡 神社  九 一一 一、 一一 七 

ナツ (中 津)  天 

ナツキ (觸 接) 田  ニニ 八 

夏 花 〔人〕  ^ 

七 掬 (拳) 腔  一 六 さ S 

難 波の 柏濟  一 五一 

南 毗都麻 之 島  ニー 一一 

直 人中 臣祌、 直 入物 部祌  七 3 

ナヌ カタ ノク 〈シ 

行細國  一八 八 

長峽 〔地〕  K 一一 一 


三 三 五 


索  nn- 

一一 ナメ  C 傲那 米)  K 、七 八 

丹 羽 建 部 君  一？、 天 八、 天 九 

一一 ヒ ノ  、、、(新 家、 新居)  三 五 

新 治、 筑波  i 

一一へ §  K0 

爾倍 魚、 爾倍 左： 爾  一 0K 

丹 裳 小 野  八 八 

淳名城 皇女 (沼 名木 郞女)  113  、四 二 

布 忍 入姬命  ニー 一一  0、 ニー 一二 

濘尉斗 皇女 (沼 代郞 女)  璧， 

ネギ (泥 疑)  一一 一一 八 

禰疑野 (山)  六 3  二 

泉石 窟  六 六 


三 三 六 


寝物語 里  三 六 

野火の 厄  一 さ 一 

野火 防遏法  一 セ 3 

能褒 (煩) 野  三 八、 il 

能美鄕  三 3 

乘濱 

は 行 

白 蛇、 白 猪  三 1- 

羽 咋國造  一一 一一 

ハセ ッカヒ ベ (丈 部)  二八 九 

長 谷 部 直  四 一 一一 

波 田 君  ニー 一一  六、ニ八 八、 天ル 

鼻垂 〔人〕  六 0 


へ 本 カヅヲ 

葉 繞  ニー 一一 

ハ フ リ (稱號 )  ニル八 

速津缓  六 K 

ハヤ ト (难 人)  六 

速 兌 G  六 六 

ハ ュ マ ッカヒ (驛 使)  11;H ハ 

掭磨稻 日 大郞姬  一九 

捲 磨 別  0 

ヒ (火) 族 

ヒゥチ (火 打)、 ヒ キリ (璲)  玉ハ 

じ 力 ゲ(. 感)  1 ー罝 

is- 之 淡水 門  iriKi 一天 

- マ マリ フタ ミチ 

1 1 ^  一六 八、ニ3 八 

索  引 


火 上 姊子祌 社  ニニ 

彥狹島 王  1 冗セ 

比 古汝弟  三 

日子 人 之 大兄 (彥人 大兄) 王  一  一一 5、 一一 一  五 

比 古布 都 押 之 信 (命)  二 九 4- 

ヒサコ ハナ シ (結 額)  一 SO 

久講  二 四 

日代宮  一 、一一 二 

日 田 (郡)  二  3 

比 多國造  一一 一二 

ヒ タカ ミ (日 高見) 國  一 五-. 

火 燒ノ翁  兀ャ 

筆誅  璧 

人身御供  一 や 九 

ヒナ G^)  IT 三 


三 三 七 


索 引 


夷 守 〔地〕  九 一、 九 六 

毗奈 良珠命  一八 七 

火阈造  八 四、 一 一一 一一 

火 國八代 縣豐村  九 一 

火國別  0 

ヒノ タタ シ ヒノ  3  n シ 

日 堅、 日橫  二 ー羞 

比 比 羅木之 八尋矛  Is 

卑彌呼  三ル 

日向  <  七 

日向 穴穗別  天 0 

日向 髮 長大 田 根  二 0 

日向 君  天 一 

日向 國造  八 六、1 一七 K 

日向 製维^ 皇子  M  、八 一一 一、 ニセ ◦ 

日向 之 美 波迦斯 HiJ 寶  二し 


三 三 八 

日向 諸縣君  八 r  ニセ六 

枚 次 (平 坏)  二 四 五 

ヒル (蒜)  一 九九 

ヒレ (槽)  一一 五、ニ3 八 

豐前 風土記  Jfj 四 

藤津郡  . 三 3、一;去11 

葛 津立國 造  三 五 

フドキ 

風土記  お 

船帆鄕  三 0 

豐後 風土記  六 四 

文身の 起原  一 天 

兩 道入姬 皇女 (布 多遲能 伊理 爲賫 命) 二き、 ニー 一二 

布 多 遲比寶  ニー 一  一〕、1 碧 一 

フミ (蹈. 蹶)  七 四 


揮 田 君 

ヘラ (き 

ホゾチ (熟 _ 瓜) 

稳積氏 忍 山宿禰 

IS 石、 蹶石野 

品陀眞 i お 王 

ま 行 

マ ガリ 餅) 

^向 之 日 代 {a 

枕 子 

麻 佐 (鹿さ^ 


i3 一八 八 

二  3 九 

IS 七 

ニー 一二 

七 四 


ー一ニ0 

111 

二 a 八 

ニー 一一 四、 天 四 


投浦郡 

末 羅國造 

的 形 浦 

圓方機 殿 

茨田 下 連 

ゴ ロ乇ノ  n 

茨田 連 衫 子 

眞若王 

三 池 (郡) 

ミカ シャ (膳 炊 屋舍) 

三 河 長 谷 部 直 

參川御 使 連 

三 川 三 保 君 

御.； 

i: 木 (國) 


三 二 

一一 一二 

き 0 

i  、き 一 

11 ーセ 

1八0 

一一 一四、 四 四 

ョ九 

四 111 

二 lllK  二八 凡、 二八 八 

二八 一一 一 

- J ナメ 

九 rio ル 


三 三 九 


索 

御木 川 

御 食 人 

ミ サ ゴ (. ^鳩) 

三 島 ま 問 君 

御 組 友 耳 建 日子 

ミタべ (田 部) 


三 wo. 


水 島 

水 齒郞緩 

御杖 

御杖 fll- 

ミヅラ (髻) 

綠野川 

水沼縣 主 

水沼刖 


六。 

i 

一六 七 

一六 

ニー. 一一  5 一八  <、天 九 

し 一 * しし 

メ  一  メメ 

一一 一一、 一九 1 一一 

ニヤん 

二 望 

六 一 

ニニ、  ニー 10 

二 さ 


三 郡 米多鄕 

三根鄕 

美 濃！： (^) 

美 濃 行幸 

御 刀 媛 (美 波迦斯 E 比賣) 

三重 〔地〕 

三 保 君 

耳垂 〔人〕 

御村 別 

御 諸 別 

宫浦 

宫處野 

宫寶媛 (美 夜 受比賣 ) 

A  A  O 〇 

loE 首 や， 呂道？ 0 之 別 


一 - ^ 

二八 

一； 七 

二 0、 八 六 、ニセ K 

i 

六 0 

1; 六 八 

六 5、 七 八 

六 九 

ーセ 一、lioo 二  0 

二八 3 

ニー 一一  3、 天 四 


道 別 皇子 (命)  1ー蝱、 二八 二 

{ぉ 戶彥  一四 一 

屋主 忍扔武 雄心 命  九、ニ^^- 

ミラ U 九、 110 八 

三 井 枳子命  ニー 一一 

三 尾 氏 (III;)  ニー ー、一 九 

六船臣  ニーーー0ー^<|セ 

^^\^维(牟宣都)*；  一  S  、二 六 四， 天 二 

無 邪 志阔造  二 望 

宗像 (スハ ) 氏族  r 五八 

ムネ マチ キミ (棟梁 之臣)  二 九九 

00  〔地〕  九セ 

^縣^  八 六、 二 七 六 


ム a ャ (空 曰)  S 

目 ®- 部 君  ニセ八 

米多鄕  ニル 

餅と 白鳥  まハ 

本 巢國造  一一 一 0,  二 六 四 

モト ロゲ (文身)  Iff; 八 

物 部 意富 賣布連  二  5六 

物 部 君 

守 君  一一 一八、 1; 六 一一 一 

乇 キ (諸 木) 〔人〕  量 

や 行 

ャィヅ 

燒津  ーセニ 


屋形野 之頓宮  一八 九 

ャキ (矢 木、 柳)  i 

八 意思 金 命 

八 坂 入彥命  一一 七 

八 坂 入 媛 (八 坂 之 入日 寶 命)、 八 坂 媛 

八、 三、 一 015 一四 二 

ャサ 力- 1 

八 尺 遣  SIl 

カシ  <： デ 

八十 瞎夫  二" ム四 

八 田 〔人〕  六 八、 七 一一 

イナ キ 

矢 田稻吉  一 一一 一一 

八^ 鏡  气 九 一一 一 

マガ タマ 

八咫 勾  ニー 一一 

八握劎  气九ーーー 

八 糊 村  兀四 

八 代 縣璺村  九 j、jol 


屋主 11 ミヤ ヌ 、ン の 項 を 見よ 


養父 郡  ニセ 

矢 部  ニニ 

山 代 之 玖欢麻 理比賫  I き、 I 達 

ャ マト タケと ャ マト タケル  inlrls 七 

日本 武尊 (倭 建 命)  一、lr<%ri、i 

倭武 天皇  11 一一 四 

倭 建 天皇 命  s 四 

倭 根子 命  達 、一一 一八 

倭 屯 家  一 六 

倭姬 (比 賫) 命  一 so  、一七 0 

日本 童 男 (倭 男具那 命)  一 還、 一 量 

山 部 阿弭古  100 

山 邊之道 上 陵  元 一 

八女縣  九 一、一 二 


ft  . 部- 


稚武彥  三 

稚武彥 王 (命)  一一 一一 一一、 1裏、 二八 八 

稚足彥 天皇 (若 足 日子 命)  八、 囊、 一一 一ん 

稚 根子 皇子 命  二  <1 

禪 日子 (若彥 命)  三 四、 三 rlml 

稚屋彥 命  二 七 八 

稚倭 根子 皇子  151 八、 g 

若湯 坐 連  i ハ 

刖孃  ニニ 

ヮ ダッミ (海 住) 族  六 

ヮ タリ  . •  • 

日理鄕  二八 

丸部臣  三 

居醒泉  三 m 

猪 折 〔人〕  六 一 


三 四 三 


八 女维緩  一二 

八 乎 止 古、 八 乎止哮  二き 

二  0  ニニ 美 

. お  i 

ユマへ (由 麻？ E)  二 さ 

わ 行 

倭 (人)  三 九 

！ 人國  六 

ぉ郞女  ニニ 

若木 之 入日 子 王  一一 一四、 四セ 

稚子直  二  njll 、二 まハ 

若^ 吉備维 日子  三 

雜武 建) 王  ニー 一一 0、ニーーー1ー 、天 四 


索  3 


小碓尊 (命) 

小 城 郡 

ヲグナ (郎 11;;) 

〔地〕 

尾 律 君 

小津石 代之刖 


一一 一一 r 一一 ICIM 

一達 

ニニ。 

ニー 一一  r 天 八 

ニー 一  ir 天 さ 一八 六 


壯士首 

. 乎 止. M (人 5 

小拔野 之頓宫 

尾 張 大海 緩 

尾 張 大印岐 

尾 張 國 造 (尾 治 連) 


發 

行 

所 

有所權 J 

和 和 
七 七 

年年 

月 月 

格: 大振— ポ 
替 I^i^ 替京 
口 西。 • 

座 區 

大?¥ 坐 田 

g (き 東 4 
亨通 

神 

一 1  き 一保 
—フ三 町 
八 六 五一 

會株 
社 式 

同 
文 
館 

： 十 

B  B 

發印 
行 刷 

印印繁 
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